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1

誤った取扱いは正常な運転ができなかったり，場合によっては著しい寿命低下をまねきま
す。最悪の場合，インバータ破損にいたりますので取扱いは本文各項の内容および注意事項
にしたがって正しくご使用ください。

A20TIE001A

�	�
��P181
��
インバータの許容電源仕様内で使用してください。

�������������������

�P192
��
インバータは電源投入時に大きな突入電流が流れるため，ブ
レーカの選定には注意が必要です。

������ �!�P192
��
特に設ける必要はありませんが，設置した場合，この電磁接触
器でインバータの始動停止は行わないでください。インバータ
寿命低下の原因となります。

"#$%&'�P12
��
インバータの寿命は周囲温度に影響されます。周
囲温度が許容値を越えないようにできるだけ下げ
てご使用ください。盤内収納のときはとくにご注
意ください。

()�P15
��
誤った配線はインバータ破損にいたります。ま
た，制御信号線は主回路線と十分に分離し，ノイ
ズの影響を受けないようにすることが大切です。

*+,��-.�
進相用コンデンサ，サージキラー，
ラジオノイズフィルタ（オプション
������または������）は出力側に
接続しないでください。 � � � �

���	������は入力側に接続してく
ださい。
機器の破損やインバータ
異常の原因となります。

/0123�45�P177
��
力率の改善および大容量電源直下
（����
��以上で配線距離���以内）に
設置を行う場合リアクトル（オプショ
ン）の使用が必要となります。使用をお
こたるとインバータが破損する場合があ
ります。
機種に合わせて下記のリアクトルをご使
用ください。
6+789DC/0123
:(FR–BEL)

����～��������	����


����以下のインバータには��リアク
トルは接続できません。
6+789AC/0123
:(FR–BAL)

����～��������	����


電源

ノーヒューズ
ブレーカ����


または
漏電ブレーカ
����


電磁接触器
���


力率改善
��リアクトル

�������


力率改善
��リアクトル

�������


インバータ

接地

モータ

接地

�;
感電防止のため，モータおよび
インバータは必ず接地してご使
用ください。

A20TIE002A

A20TIE003A

A20TIE004A

A20TIE005A

A20TIE006A

A20TIE007A

A20TIE008A
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(1) ��������	
���
�

���������

●通電中はインバータ内部に手を触れないでく
ださい
高圧回路がありますので危険です。内部点検時には
必ず電源を遮断してチャージランプが消灯してから
行ってください。�チャージランプの位置は，����

端子台配列図を参照してください。）

特にカバーをはずしての運転では高圧の端子および
充電部が露出しますので必ず盤内に収納し，外部よ
り容易に触れることができないようにした状態で運
転をしてください。

●ユニットの改造は絶対に行わないでください

●チャージランプが点灯しているときは，端子
台およびプリント基板上の充電部には触れな
いでください
ユニット内部の電解コンデンサに電荷が残ってお
り，感電するおそれがあります。
モータとインバータの配線を行う場合も上記と同様
にチャージランプが消灯してから行ってください。

●配線作業は専門の技術者が行ってください。

チャージ
ランプ

点灯中は
高圧充電あり

A20TIE009A

A20TME004A

(2) ��������	
���
�

���������

●インバータの定格名板を確認のうえ，定格電
圧範囲内の�相電源を�，�，	の端子に接続し
てください
定格電圧を誤って
���クラスのインバータに
���

クラスの電源を接続した場合や他の端子（インバー
タの出力側端子�，�，�など）に接続した場合に
は，インバータ内部部品が破損します。

●インバータ内部にはヒューズが組み込まれて
いないため，インバータの入力電源には適切
なノーヒューズ遮断器を設けてください
（���
参照）

●インバータは不燃性の取付け面に据え付けて
ください
特に�����以下の機種はインバータの裏面にブレー
キ用の放電抵抗器が取り付けてあります。ひん度の
高い運転を行うと高温（最高���℃程度）になる場
合がありますので必ず不燃性（金属など）の取付け
面に据え付けてください。
また，����以上につきましても，万一の事故に備
えて不燃性の取付け面へ据え付けてください。

●ユニットの端子　は接地してください
また，モータの接地も必ず行ってください。接地が
ない場合，漏れ電流により感電する場合がありま
す。

A20TME003A

(3) ������� ��

●本インバータには，異常アラーム発生時にイ
ンバータが自動的にリセットを行い，運転を
開始する「リトライ機能」を設定することが
できます。
この機能を設定した場合には，インバータアラーム
発生後，自動的に動作を開始いたします。（詳細は
����）
インバータがアラーム発生していても自動的に再始
動しますので，モータや機械に巻き込まれないよう
に注意してください。

A20TME005B

(4) !"�#$%��� ��

●本インバータは負荷が過大になっても過電流
アラームにいたるのを防止し，ねばり強く運
転する機能があります
このため，荷役機械など揚程が決まった運転する機
械で特に回生状態で負荷が急に重くなった場合など
にこの機能が働き，高速のまま運転を続行する場合
があり，終端のストッパーに高速のままぶつかる場
合があります。このため，揚程が決まった運転する
機械では高速電流制限（ストール防止）が続行する
と停止する処置をインバータの設定または外部の
シーケンスにより行ってください。（詳細は��
�）

1. &'��()*�

2

+,-�./��



0123456789':����

インバータの寿命は周囲温度に大きく影響されますので
許容温度以内でできるだけ低くしてご使用ください。ま
た，据え付け方向や環境も十分な注意が必要です。（��


参照）

�;�<=�>?@A�BCD�EF�G)H

�>?@A=IJKLM

出力端子�����に電源電圧が印加されるとインバータが破
損しますので配線や運転シーケンス（商用切換回路な
ど）に誤りがないかをチェックしてください。

�NOP� ��

インバータの入出力（主回路）には高周波成分を含んで
おり，インバータの近くで使用される通信機器（��ラジ
オなど）に電波障害を与える場合があります。この場合
にはオプションのラジオノイズフィルタ������（入力側
専用）またはラインノイズフィルタ��������，������

を取り付けることによって障害を小さくすることができ
ます。

�>?@A�$QRSTUV@WX�
YZ(

�8����

電源線やモータのメガーを測定するときは，インバータ
への接続線をはずすか，下図のように端子間を短絡して
から行ってください。

�>?@A�BCD�T[\:]>^>_`

_@ab�@��acd�efghAicj

kl>FR–BIFm
nopq(�8����r

インバータトリップやコンデンサ，サージキラーの破損
をひき起こします。接続されている場合は取りはずして
ください。�ラジオノイズフィルタ������は入力側に接続
してください。）

�;D��stuv8w@Ai�>?@Am�

xy(z{|}�TYZ(�8����

頻繁な������を繰り返すとインバータの故障の原因と
なります。できる限りインバータの始動信号で行ってく
ださい。

電磁接触器
（��）

電源

A20TME006A

A20TIE010B

A20TME007A

A20TME008A

A20TIE012A

A20TME009A

A20TME010A

A20TME011A

A20TIE015B

� � �

電源

A20TIE011B

短絡
インバータ

モータ

��

メガー

電
　
源

メガー

�

�

	

�

�

�	�

�	�

�

A20TIE013B

��

モータ
�

�

�

インバータ

進相用コンデンサ

A20TIE014B

3

ご使用に際して次の点にご注意ください。



A20TME012A

本体���

パラメータユニット
パラメータユニットなしの
機種はこの位置にアクセサ
リカバーが付きます。

容量名板

定格名板

表面カバー

シャーシ
（ダイカスト
又はプラスチック）

ブレーキ
抵抗器

冷却ファン

冷却風

�FR–A220E–3.7K�����

A20TIE016A A20TIE017B

A20TME014A

A20TME013B

本体���

アクセサリカバー
パラメータユニットを使用する場
合はアクセサリカバーを外して，
この位置に取り付けてください。

表面カバー

容量名板

定格名板

表面カバー取付けねじ

冷却風

冷却ファン

シャーシ
�プラスチック�

�FR–A220E–15K�����

A20TME016A

A20TIE018A A20TIE019A

A20TME015B

本体���

アクセサリカバー
パラメータユニットを使用する場
合はアクセサリカバーを外して，
この位置に取り付けてください。

表面カバー

容量名板

定格名板

表面カバー取付けねじ（�ヶ所）

A20TME018A

A20TIE020A

A20TME017A

2. ��	
�
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2–1 �����	
�

チャージランプの位置は，��	
端子台配列図を参照してください。


 FR–A220E–0.4K(P)�11K�FR–A240E–0.4K(P)�7.5K(P)


 FR–A220E–15K�22K�FR–A240E–11K�22K
（ブレーキ抵抗器は装備されていません。）


 FR–A220E–30K�55K�FR–A240E–30K�55K
（シャーシ・カバーは鋼版となります�また，ブレーキ抵抗器は装備されていません。）



A20TME019B

A20TIE021A

取付ツメ

受け口

A20TIE022A

3. ����������	


5

3–1 ��
�������������	


� FR–A220E–0.4K(P)�11K�FR–A240E–0.4K(P)�7.5K(P)

������

① 表面カバー上部の両側の�ヶ所を持ちます。
② 表面カバーを手前に引いて取りはずします。
パラメータユニットを付けたままでも取りはずすこと
ができます。

���	


① 表面カバー下部の受け口を本体の取付けツメに差し込
みます。

② 取付けツメの部分を支点にして表面カバーを本体に確
実に押しつけてください。
パラメータユニットを付けたままでも取り付けること
ができます。



A20TME020A

A20TIE023A

A20TIE024A

受け口

取付け
ツメ

A20TIE025A

A20TIE026A

6

� FR–A220E–15K�22K�FR–A240E–11K�22K

������

① 表面カバー下部の�ヶ所の取付けねじをはずします。
② 表面カバー下部の両端を持ち手前に引いて取りはずし
ます。

���	


① 表面カバー上部の内側にある取付けツメを本体の受け
口に差し込みます。

② 表面カバーを本体に確実に押しつけてください。

③ 下部の取付けねじで固定してください。



A20TME311A

A20TME021A

A20TIE027A

A20TIE027A

A20TME022A

A20TME023A

7

� FR–A220E–30K�55K�FR–A240E–30K�55K

������

① 表面カバーの取付けねじをはずします。

���	


① 取付けねじで表面カバーを固定します。

（注）�� 表面カバーが確実に取り付けられたかどうかを十分に確認してください。
　　　�� 表面カバーには容量名板，本体には定格名板が貼付けられており，それぞれに同一の製造番号が捺印され

ていますので取りはずしたカバーは必ず元のインバータに取り付けてください。
〈例〉
　　容量名板　������

　　定格名板　������　���

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連番	ケタがあります。

（注）�� アセトン，ベンゼン，トルエン，アルコール等の溶剤は
インバータの表面の溶解や塗装のはがれの原因となりま
すので使用しないでください。

　　　�� 本体
��のレンズ部分は洗剤やアルコールをきらいますの
でこれらで清掃しないでください。

取りはずしおよび取付け作業においてインバータの表面が手あかや油
などでよごれたときは，中性洗剤またはエタノールを浸みこませたや
わらかい布でよごれた部分を軽くふきとってください。

A20TIE028A



A20TME024B

固定ツメ

A20TIE029A

固定ツメ

固定用穴

A20TIE030A

A20TIE031A

ガイド

取付けねじ

A20TIE032A

8

3–2 ��������������������	


安全のため，電源を
��にしてから行ってください。

� �����

① パラメータユニットの上部ボタンを押しながら，固定
ツメの部分を支点にして手前に引いて取りはずしま
す。

� ��	


������� !"#��	
$%&

① パラメータユニットの固定用穴をカバーの固定ツメに
差し込んだ後，固定ツメの部分を支点にして本体に押
し込みます。

�'�()*+,-.�/01!����	
$%&

① ケーブルの一方の端をインバータ本体のコネクタに，
もう一方を��に確実に挿入します。コネクタを挿入
する場合，コネクタのガイドの位置を合わせてくださ
い。
（方向を間違えると，インバータが破損することがあ
ります。）

② インバータ本体のコネクタに接続後，取付けねじにて
確実に固定します。

（注）�� パラメータユニットはインバータの表面カバーを取りはずした状態で取り付けないでください。
　　　�� 表示（液晶）部分に力を加えるような取り付け方はしないでください。



A20TME025A

固定ツメ

A20TIE033A

固定ツメ

固定用穴

A20TIE034A

9

3–3 23456
�������������	


安全のため，電源を
��にしてから行ってください。

�

������

① パラメータユニットの取りはずしと同様に，上部を押
しながら固定ツメの部分を支点にして手前に引いて取
りはずします。

���	


① 固定用穴をカバーの固定ツメに差し込んだ後，本体に
押し込んでください。



A20TME026A

�������　� � �	
 ��

記号
�����

��
��

電圧クラス
����


���

記号
�	
～��

適用モータ容量
容量｢��｣を表す｡

記号
�

なし なし
付

パラメータユニット

（注）

（注）���以上の機種は，パラメータユニッ
ト付のタイプがありませんので必要に
応じてパラメータユニット（オプショ
ン）をご用意ください。

����

インバータ形式

製造番号

����

定格出力電流
製造番号

インバータ形式

適用モータ容量
適用電源

A20TIE035A

記号
�

なし

シリーズ
���������

従来品

4. ��	
��
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1.��������

梱包箱からインバータを取り出し，表面カバーの容量名板と本体側面の定格名板を点検し，形式，出力定格がご
注文どおりの製品であるか，また損傷がないかの確認をしてください。

�����������

����   !"#$%

以上についてご不審な点，破損などがありましたらお買上店または最寄りの当社営業所（裏表紙参照）までご
連絡ください。

A20TIE036A

2.��&'()*+,-���


運転のしかたによって，準備するものが異なりますので���の「運転前に準備するもの」を参照して，必要な部
品などを準備してください。

A20TIE036A

3../�0

インバータの寿命や性能の低下を引き起こさないよう，取付け場所，取付け方向または周囲スペースに注意して
正しく据え付けを行ってください。（���参照）

A20TIE036A

4.12

電源，モータおよび運転信号（制御用信号）を端子台に接続します。
正しく接続しないとインバータ自身が破損することがあります。（���参照）



A20TME027A

A20TME031A

5. ��������	
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���������	

シリーズインバータは，�つのモードで運転が行えますので，用途や運転条
件に適したモードを選定するとともに，必要な器具・部品を準備してください。
また，パラメータユニットをご使用になられる場合には，パラメータユニットの形名が
����

	������������であることを確認してください。����

	������������以外のパラ
メータユニットを使用する場合，�����が工場出荷時設定値が「��」に設定されていますの
で，外部，通信モードにて始動信号を入力しても，インバータは始動しません。
また，パラメータユニット未装着運転中に����

	������������以外のパラメータユニット
を装着するとインバータは減速停止しますので注意してください。（��
�参照）

����	


��
��

スイッチ，リレーなど

��������

ボリウムまたは外部か
らの��
～���
～�
��

�～	
��信号

（注）始動信号だけでは運転できません。必ず周波数設定
信号も一緒に準備してください。

1.�������
外部からの運転信号を端子台に接続し
て，この信号により運転する方法

ボリウム

インバータ本体

�


始動スイッチ

A20TIE036A

A20TIE037A

A20TME028A

●外部に設けた周波数設定器，
始動スイッチによる運転

����	


�������� !

(FR–PU02–1)

�"#$�%&

(FR–CBL) (P178'

()
パラメータユニットを
手に持って操作する場
合などに，ご用意くだ
さい。

2. PU�����
パラメータユニットのキー操作のみで
運転する方法
運転信号を結線する必要がないので，
すぐに運転を開始したい場合，ご用意
ください。

�


インバータ本体

�


A20TIE038A
A20TIE037A

A20TME029A ●�
で始動
●周波数のダイレクト設定
●周波数のステップ運転
●���運転
正転または逆転キーを押している間
のみモータが回転します。

����	


��
��

スイッチ，リレーなど

��������

ボリウムまたは外部か
らの��
～���
～�
��

�～	
��信号

�������� !

(FR–PU02–1)

�"#$�%&

(FR–CBL))P178'

()
パラメータユニットを
手にもって操作する場
合などに，ご用意くだ
さい。

3.��/PU*+��
���
外部運転と�
運転の両方を併用して
運転する方法で下記の	つの方法があ
ります。
① 始動信号は外部信号，周波数は

�
で設定
② 始動は�
の運転指令キー，周波数
は外部の周波数設定器で設定

始動スイッチ

インバータ本体

�
 �


ボリウム

A20TIE039A

A20TIE037A

A20TME030A

●始動信号は外部信号
●周波数は�
で設定

●始動は�
の運転
指令キー
●周波数は外部の周
波数設定器で設定

※：｢�
｣はパラメータユニットの略を表します。



A20TME032A A20TME035A

6. ����
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次の点にご注意ください。

�����	
���
��

インバータはプラスチック部品を使用していますので，
破損しないようにていねいに取扱ってください。また，
表面カバーのみに力が加わるような持ち方はしないでく
ださい。

����������������
��

台車，プレスなどにも注意してください。

���������

インバータの寿命は周囲温度に大きく影響されますので
設置する場所の周囲温度が許容周囲温度���℃�を超えな
いようにしてください。周囲温度は下図の測定位置にお
いて許容周囲温度内であることを確認してください。

� !�	��"�������
��

����以下の機種はインバータ裏面に取り付けられている
ブレーキ用放電抵抗器の表面温度が頻度の高い運転を繰
り返すと高温（最高���℃程度）になる場合があります
ので不燃性（金属など）の取付け面に据え付けてくださ
い。
また，��	
以上につきましても，万一の事故に備えて不
燃性の取付け面へ据え付けてください。

���#$%#�&'�()*��
��

インバータはある程度発熱しますので，熱がこもらぬよ
うに周囲にスペースを十分に確保してください。

測定位置

���

���

���

������

測定位置

冷却風

���

以上
※

����以上


������

����以上

※����以下の機種は���以上

上下の配線ダクト
などが冷却の通風
を妨げないよう十
分なスペースを確
保してください。

インバータに
内蔵の冷却
ファン

���

以上
※

A20TME033A

A20TME034A

A20TME036A

A20TIE042A

A20TIE044A

A20TIE045A

A20TIE040B

A20TIE041B

A20TIE043B



A20TME037A A20TME040A
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+�,-.���/0���
��

日光の直射や高温，多湿な場所は避けてください。

123456'�78�9:;<=7>6�?

@2A�BC�DE:F;<G=HI:

FR–ZJK%LM�	��N�O�IIPM=
HI:

オプションの取付け金具（アタッチメント
�����）
（����参照）を使用することで，そのまま取り付けるこ
とができます。取付け方向，取付けスペースにかわりあ
りません。

QRST#U,VW!X#,YZ,[\]��

^�_`:F���0���
��

清潔な場所に設置するか，また浮遊物が侵入しない「密
閉タイプ」の盤内に収納してください。

（注）�� 取り付けに際しては，オプションの取付け
金具（
�����）（����参照）を準備して
ください。なお，取付け部分は����のパネ
ルカット寸法で加工してください。

　　　�� 盤外に出る冷却部には冷却ファンがありま
すので水滴，オイルミスト，粉じんなどの
環境で使用しないでください。

冷却風

収納盤内

インバータ

収納盤

取付け金具
�����
（オプション）

放熱フィン

冷却ファン

（注）�� 盤内に収納する場合は，インバータの周囲
温度が許容温度内（仕様値は����参照）に
なるよう冷却方式，盤寸法を決めてくださ
い。

　　　�� 複数台のインバータを収納するときや，盤
内換気用ファンを取り付ける場合にはイン
バータおよび換気ファンの取付け位置が悪
いとインバータの周囲温度が上昇したり換
気効果の低減を起こしますのでインバータ
の周囲温度が許容値以下となるよう十分な
注意をしてください。

　　　�� パラメータユニットは本体同様，日光の直
射や高温，多湿な場所は避けてください。
またオイルミスト，引火性ガスなどの浮遊
する場所も避けてください。

ab3c5�de

インバータ インバータ

インバータ

インバータ
内蔵冷却ファン

（良い例） （悪い例）

fgh�ij:F�k

換気ファン

（良い例） （悪い例）

インバータ インバータ

A20TME038A

A20TME039A

A20TME041A

A20TIE047A

A20TIE049A

A20TIE050A

A20TIE046B

A20TIE048B



A20TME042A A10TME025A
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lSU=*�mn<op�	n����
��

インバータはガタのないように取付け面にねじまたはボ
ルトでしっかりと垂直に（
�����������の文字が正面
に見えるように）取り付けてください。

FREQROL–A200JK%LqrstuvM�>
wQxJy5 (FR–APA, APB, APC, APD, APE)
/z{*��=�
��


����������� �����������シリーズに
�������
����シリーズ（従来品）専用の内蔵オプションを接続す
ると，インバータおよび，オプションが破損しますの
で，絶対に接続しないでください。
オプションを接続する場合は，必ず
�����������
�����������シリーズ専用の内蔵オプション�
������
�� � ���� ��!� ���� ��"� ��#�を接続してください。

正面に見えるように

A20TIE051A

A20TME043A

|}~�R5�%�>6��}�n�����

��=�
���

電線切りくずは，異常，故障，誤動作の原因になりま
す。
インバータはいつもきれいにしておいてください。

A10TIE002A配線くずなど


�����～���

A20TIE052B

����G����<�F����|}=|}

*��
��

インバータとモータ間の配線距離が長い場合には，特に
低周波数出力時，主回路ケーブルの電圧降下によりモー
タのトルクが低下します。
（配線距離が���の場合の選定例を��$�に示します。）

A10TME134A

太い配線

A10TIE024A

A10TIE025A



A20TME044A A20TME047A
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7–1 ������

��	
��
������(U,V,W)����
���
��
�	������� !�"#

$%�&'(��$)�*+�)

��,-
�����&./
0123��4

567*+�)

89����:);&<)�'=��;)�

�>!�?4:$)+@ABC
.�$)�*

+�)

制御回路のコモン端子��� �および��

DEFG��H�IJ�&K
LM��N&O


.P�467�;*+�)

シールド線またはツイスト線を使用し，主回路や強電回
路（����リレーシーケンス回路など）と分離して配線し
てください。

IJ�&QFG��R�ST.U
.4V7�

;���;*+�)

接続線

制御回路端子台

主回路端子台

A20TME045A

A20TME046A

A20TME048A

A20TIE053A

A20TIE054A

A20TIE055A

A20TIE056A

��W�
XYZ0[K\]�^& IJ��

����_[`�N&W[�
�ab�;*+

�)

切断してください

配線カバー

ニッパ

保護ブッシュ

A20TIE058A

A20TME052A

DEFG��H�IJ����c
d&

0.75mm2467�;*+�)

電線サイズが	
�����以上のものを使用すると配線方法
によっては表面カバーが浮き上がりパラメータユニット
の接触不良が発生することがあります。接触不良となる
と下記の内容がパラメータユニットに表示され，パラ
メータユニットによる操作ができません。配線は制御回
路端子台スペースにかさばらないように処理してくださ
い。

パラメータユニット表示

�ｼﾞｭﾝﾋﾞ ｶﾝﾘｮｳ

ﾂｳｼﾝ ﾃﾞｷﾃ ｲﾏｾﾝ

RES ON ﾏﾀﾊ
ﾂｳｼﾝ ｶｲﾛ ｲｼﾞｮｳ

A20TME051A



A20TME049AA20TME050A
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���2	ef�$�ghX342Vi8�N&
484Vij]�& klPm�.�nop�I
J4a@qr;*+�)X400Vsm. 11Kt
55K]

切換えを行わないとインバータが破損します。���	参
照）

���～����

A20TME053B

A20TIE059A

��P, PRu�&vwKx��yz0{
|}
~�i����4IJ�$)�*+�)

また，この間は絶対に短絡させないでください。

A20TIE056A

�����N������$����4���

�& ��LED��	���N!�4���w
/�P�j�N&��R����
�m�w	

���;�?��;*+�)

電源を遮断した後しばらくの間はコンデンサが高圧で充
電されていて危険です。チャージランプの消灯を確認し
てから作業を行ってください。

A20TIE057A

チャージランプ

消灯点灯

����&500mi8�567*+�)

特に長距離の配線をする場合，配線の浮遊容量による充
電電流の影響を受けて，過電流保護機能が誤動作するこ
とや，２次側に接続した機器の誤動作，不具合が生じる
ことがありますので，総配線長は，����以下でご使用く
ださい。（複数台モータ接続時は総延長で����以内）

A10TME129A

����以下

����

����

����＋����＝����

A10TIE022A

A10TIE023A
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7–2 ��[s�;)N+�N) ¡j�k¢

£7aq�MC1�MC2&�¤¥¦"§¨©¥
$
��
ª[s4�«���;*+�)

誤結線のほかに下図のような商用切換回路があるときに
切換え時のアークやシーケンスミスによるチャタリング
などで電源の回り込みが生ずるとインバータが破損しま
す。

¬���­��¨©�®¯°±²	³´$gh

�&
��
��1µT��¶I·�MC4 ¸
����� ¯°¹º	ON�$)"#$K

»�.��;*+�)

始動信号（始動スイッチ）が保持されたままであると，
復電でインバータは自動的に再始動します。

DEFG���4QFG�¼¸;IJ���

� DEFG7����R1,S1	OFF�gh 
½��QFG����R,S,T�³¾OFF�$�
"#$FG��;*+�)

DEFG�¿�¹º&ÀÁ¹º�NÂ IÃ¿

����&I·ÄÅ4±²��NÂ�ÀÁ¹º

7IÃ42ÆÇÈ�O
�IÃ467�;*+
�)

DEFG�IÃ¿���XSTF$�]�&�2
4¿��$)�*+�)

ÉÊ����(A,B,C)�&ËI�24���$
)�*+�)

リレーコイルやランプなどを必ず介してください

微小信号用接点 ツイン接点

電圧

電
　
源

�

�

�

�

�

�

インバータ
回り込み

��	

���
	�

インターロック

電圧
���

�

�

�

��

A20TME056A

A20TME057A

A20TME059A

A20TME060A

A20TIE060A

A20TIE061A

A20TIE062A A20TIE063A

A20TIE064A

A20TIE320A



A20TME061A

A20TME062A

��¦"§-
��IJ

A20TME063A

DEFG���4QF

G�¼¸;IJXÌ�

�]��gh
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7–3 QFG���

X��R��È&P1734ÍÎ�;*+�)>]

モータはＵ．Ｖ．Ｗにつなぎます。
上図のようにつないだとき，正転スイッチ
（信号）を入れるとモータの回転方向は負
荷軸より見て反時計方向（矢印方向）とな
ります。

ノーフューズ
ブレーカ

電源
接地
端子

接地

接地
モータ� � � � � �

� � � � � �

電源線は必ずＲ．Ｓ．Ｔにつなぎます。
Ｕ．Ｖ．Ｗにつなぐとインバータが破損
しますので絶対に避けてください。
（相順を合わせる必要はありません）
単相電源での使用は必ず�，�につ
なぎます。

A20TIE065A

保護回路が動作したとき，インバータ電源側の電磁接触器����を開路すると，インバー
タの制御回路電源もなくなり，異常出力信号が保持できなくなります。異常信号の保持
が必要な場合のために端子�	� �	が準備されています。この場合には下記の要領で制御
回路の電源端子�	� �	を��の１次側に接続してください。

Ï¨ÐFR–A220(240)E–0.4K(P)t3.7K(P)

〈接続方法〉〈回路図〉

① 上段のねじをゆるめる。
② 下段のねじを取りはずす｡
③ 短絡片を手前に引き，取
りはずす。

④ 制御回路用別電源線を下
段の端子（�	，�	）へ接
続する。�注�）

制御回路用端子

主電源

制御回路用端子台

引きはずす

� � �

��

�	 �	

�
�

�

�	

（注）	
 主回路電源（端子�����）が��のままで制御電源（端子�	��	）を���しな
いでください。インバータが破損する場合があります。

　　　�
 別電源として使用する場合，� �	間，� �	間の短絡片は取りはずしたまま
にしておいてください。

A20TIE066A

A20TIE067A
�	



A20TME064A

Ñ70{
|}~�Xv

wKx�]4IJ��g

hX0.4Kt7.5K]
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Ï¨ÐÒÒFR–A220(240)E–5.5K(P)t55K

〈接続方法〉〈回路図〉

① 上段のねじをゆるめる。
② 下段のねじを取りはずす。
③ 短絡片を手前に引き，取り
はずす。

④ 制御回路用別電源線を
下段の端子（�	，�	）
へ接続する。�注��

制御回路
用端子

制御回路用
電源端子台

主電源

制御回路用電源端子台

引きはずす

� � �

��

�	 �	

（注）	
 � �	間，� �	間の短絡片を必ず取りはずしてください。
　　　�
 制御回路の電源を��の	次側以外からとる別電源方式の場合の電圧は，主

回路電圧と同一電圧としてください。
　　　�
 電源線を上段の端子に接続するとインバータが破損する恐れがあるので絶

対に行わないでください。別電源として使用する場合，� �	間，� �	間の
短絡片は取りはずしたままにしておいてください。

A20TIE067A A20TIE068A

端子�� ��には内蔵ブレーキ抵抗が接続されていますが，高頻度の運転を行い，内蔵の
ブレーキ抵抗では熱的に能力が不足する場合，外部に専用ブレーキ抵抗器（オプショ
ン）を取り付けます。この時に端子�� �!の短絡片をはずし専用ブレーキ抵抗器（オプ
ション）をこの端子�� ��に接続します。

（注）	
 専用ブレーキ抵抗器以外のブレーキ抵抗器を接続しないでください。
　　　�
 �� �!間を短絡したままで専用ブレーキ抵抗器を接続しないでください。

インバータが破損することがあります。

Ï¨ÐÒÒFR–A220(240)E–0.4K(P)t3.7K(P)

〈接続方法〉

端子�!

短絡片

端子�
端子��

① 端子��のねじを取りはずす。
② 端子�!のねじを取りはずし，短絡片を取
りはずす。

③ 端子�� ��にブレーキ抵抗を接続する。
（短絡片ははずしたまま）

A20TIE069A

Ï¨ÐÒÒFR–A220(240)E–5.5K(P),7.5K(P)

〈接続方法〉

① 端子��のねじを取りはずす。
② プリント板上の�!のねじを取りはずし，
短絡片を取りはずす。

③ 端子�� ��にブレーキ抵抗を接続する。
（短絡片ははずしたまま）

プリント板

短絡片

端子�

端子��

�! A20TIE070A
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減速時のブレーキ能力向上のためにオプションの�� ��形ブレーキユニットを接続する
場合には，下図のように接続してください。

〈接続方法〉

�� ��形
抵抗器ユニット

インバータ

� �

��

�" 

�"#

�� �

��ｰ��形
ブレーキユニット

（注）	
 インバータ端子��� ��と�� ��形ブレーキユニットの端子信号が同じにな
るように接続してください。（接続を誤るとインバータが破損します。）ま
た，$
�%以下の機種については�� �!間の短絡片は取りはずしてくださ
い。

　　　�
 インバータ，ブレーキユニット，抵抗器ユニットの配線距離は��以下とし
てください。また，ツイストした場合でも	��以下としてください。

A20TIE071A

A20TME319A

��形ブレーキユニットを接続する場合には，下図のように正しく接続してください。接
続を誤るとインバータが破損します。

〈接続方法〉

（注）	
 $
�%以下の機種の場合は�� �!間の短絡片は取りはずしてください。
　　　�
 インバータ，ブレーキユニット，放電抵抗器間の配線距離は��以下として

ください。また，ツイストした場合でも��以下としてください。

� �
��形ブレーキユニット

インバータ

放電抵抗器
��

�

�

� �

A20TIE072A

A20TME320A

�� ��形電源回生コンバータを接続する場合には下図のようにインバータ端子�����と
�� ��形電源回生コンバータの端子記号が同じになるように接続してください。

〈接続方法〉

� �

インバータ

� � � ��ｰ��形
電源回生コンバータ

�"&�

�" 

�"#

�"&	 �"&�

A20TIE073B

��ÙÚ�NÂ �Û

ÜÝ/CsPLXFR-
BAL]4³¾ Þ�;
*+�)>

力率改善��リアクトル�� ��&

（オプション）の接続方法
同じ系統内で複数のインバータを使
用する場合，インバータ間の配線イ
ンピーダンスが小さいと電源回生コ
ンバータからの回生電流の回り込み
によって，他のインバータが過電流
アラームとなることがありますの
で，電源側に一括して力率改善��リ
アクトルを設置してください。

�� ��&���

電源

（注）$
�%以下の機種の場合は必ず端子�� �!間の短絡片を取りはずしてください。
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電源高調波抑制のために高力率コンバータ（�� '�）を接続する場合に，下図のように
確実な配線をしてください。接続を誤ると高力率コンバータおよびインバータが破損し
ます。
確実な接続の上で，�(
��「回生ブレーキ使用率変更選択／高力率コンバータ接続選択」
の設定を「�」，「�」，「�」のいずれかに設定してください。��	��参照）

〈接続方法〉

)	*()� ��)

高力率コンバータ（�� '�）

�� �� ��

インバータ
（���+��& ����）

�

�（注	）

�

�� '�&��へ

���

電源

（注）	
 インバータの電源入力端子�，�，�は必ずオープンにしてください。
誤って接続しますとインバータが破損します。また，端子�，�の極性を間
違えるとインバータが破損します。

　　　�
 端子�，�，�と端子��，��，��の電圧の位相を必ず合わせて接続してくだ
さい。

　　　�
 � 高力率コンバータの端子��)，)	，)�と接続するインバータの端子
は，�(
��「回生ブレーキ使用率変更選択／高力率コンバータ接続選択」
にて設定してください。

　　　 � 高力率コンバータ（�� '�）を接続した場合，インバータの端子���"

��"��の機能は，�(
��「回生ブレーキ使用率変更選択／高力率コンバー
タ接続選択」の設定に従います。

　　　�
 高力率コンバータ（�� '�）に電源回生能力があるため，�� ��形電源回
生コンバータとの併用はできません。

� � � � � ��� ��

��

���

���"��"��（注�）

��"��（注�）
�

�

�	

�	

力率改善用��リアクトル�� ��&を使用するときには，端子�	 �間にリアクトルを接続
します。この場合，端子�	 �間を短絡している短絡片を必ず取りはずしてください。取
りはずさないとリアクトルの機能が発揮されません。

〈接続方法〉

（注）	
 配線距離は��以内としてください。
　　　�
 使用電線サイズは電源線�������と同等か，それ以上としてください。
　　　�
 �
$%以下のインバータには��リアクトルは使用できません。

������ ����共�

�� ��&

短絡片を
外す。

�	 �

A20TIE074A
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使用する電源電圧に応じて内部トランスの短絡片の接続を切換えます。
（$
�%以下の機種は切換え不要です。）

■使用電源電圧範囲と短絡片接続位置

nop 67���2
â ä

IJáÞ 50HZ 60HZ
âãä

�	

　　���� ����� 	�,�

　　���
�� ��	��#	�,�

〜 同左

��

　　���� ����� 	�,�

　　���� �����#	�,�

〜

　　��������� 	�,�

　　���������#	�,�

〜
工場出荷時
設定

��

　　�-	� ����� 	�,�

　　���� �����#	�,�

〜 同左

（注）使用する電源に応じて短絡片の切換えを行ってください。
切換えを行わないとインバータが破損します。

ånop�aqræç

Ï¨ÐÒÒFR–A240E–11Kt22K

端子符号カバー

トランス端子台

短絡片

引きはずす

① 端子符号カバーの取付けねじをはずし，カバーをはずします。
② はずした端子符号カバーの下に内部トランスの端子台があります。その端子台の短
絡片を接続しているねじをはずし，前出の「使用電源電圧範囲と短絡片接続位置」
に従い短絡片を接続します。

A20TIE075A

A20TIE076A

Ï¨ÐÒÒFR–A240E–30Kt55K
① 主回路端子台（�����）の下側にある内部
トランスの端子カバーをはずします。

② 端子台の短絡片の接続されているねじをは
ずし，前出の「使用電源電圧範囲と短絡片
接続位置」に従い短絡片を接続します。

端子カバー

トランス端子台
短絡片

A20TIE077A
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IB�¦è)

●���+��& ���� ��!��&&���
 シリーズは他のシリーズ�.���������に比べ漏れ電流が大き
くなりますので感電防止のために必ずモータおよびインバータを接地（����クラス……第�種
接地，接地抵抗	��Ω以下，����クラス……特別第�種接地，接地抵抗	�Ω以下）した上でお
使いください。
●インバータの接地は専用の接地端子に接続してください。（ケース，シャーシなどのねじは使用
しないでください。）
●接地線はできるだけ太い線を使用します。サイズは
右表に示すサイズ以上のものを使用し，極力短くし
ます。接地点はできるだけインバータの近くとして
ください。

●モータの接地端子は�芯ケーブルのうちの	線を使用し，インバータ側で接地してください。

接地
�単位����

-
�¢é
IB�c
d

200Vsm. 400Vsm.

�
$/�以下
�
�，$
�/�

		～	�/�

	�
�～�$/�

��，��/�

3.5

5.5

14

22

38

2

3.5

8

14

22

A20TIE078A
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7–4 DEFG���

X��R�¨ê�È&P1864ÍÎ�;*+�)>]

�

�

�

��

���

��

0��

�&

��

��

��

�&

��

�'

��

��

����

���

���

��

���

���

JOG/OH

��

��

��

	��

	�

�

�

�

	

出力信号

外部トランジスタコモン

異常出力
（	�接点出力）

オープンコレクタ出力
�※��

（右図参照）

表示計
（	��フルスケール）

目盛校正ボリウム�※	�
（	"��	�/Ω）

オープンコレクタ出力
コモン

運転中

周波数到達

瞬時停電

過負荷

周波数検出

多段速度選択

第�加減速時間選択

電流入力選択(※�)

始動自己保持選択

出力停止

リセット

�接点入力コモン�

正転

逆転

1�2モード／外部サーマル
入力選択

瞬時再始動選択(※$)

制御入力信号（電圧の入力は不可です）

（＋）アナログ信号出力（※�）
（－）����～	���

周波数設定器用電源

周波数設定器
	"��	/Ω（※�）

電流入力（���～����）
（コモンは端子�）

補助入力（　　　　　切換）�※��
（コモンは端子�）

���～±��
���～±	��

端子	�� 	��と�を
短絡するとイン
バータが損傷しま
す。誤配線に注意
してください。

（注）
RUN

SU
FU
IPF
OL
SE

電源
�����

または
	��

インバータ

��

（注）電圧印加方向をまちがえるとイン
バータが損傷します。
またダイオードの接続方向など誤
配線に注意してください。

A20TIE080A

A20TIE079A

※	
 パラメータユニットで目盛校正する場合は，この校正ボリウムを必要としません。
※�
 入力信号の切換えはパラメータユニットで行うことができます。
※�
 周波数設定変更の頻度が高いときには，��	/Ωを推奨します。
※�
 運転中（���）以外の出力端子は異常内容をアラームコードで出力したり，	�種類の機能を個別に割付けること

ができます。（�(
��� �(
$�参照）
※�
 �� ��出力と�� �出力の両方を同時に使用することができます（�(
��� �(
	��参照）。
※�
 パラメータにて第�機能が選択されている場合は，第�機能選択となります（�-�参照）。
※$
 パラメータにて�速～	�速が設定されている場合は，多段速設定（�～	�速）となります（�			参照）。

（注）	
 端子��� ��および�は入出力信号の共通（コモン）端子で，互いに絶縁がされています。この共通端子は
互いにつないだり大地アースしないでください。

　　　�
 制御回路端子への接続線はシールド線またはツイスト線を使用し，かつ主回路，強電回路（����リレー
シーケンス回路を含む）と分離して配線することが必要です。

　　　�
 制御回路の入力信号は微小電流のため接点を入れる場合には接触不良を防止するために微小信号用接点を
�個並列か，またはツイン接点を使用します。

　　　�
 制御端子の一つの端子に二つの圧着端子を接続する場合，
右図に示す寸法の丸形または角先開形圧着端子を背中合わせに
してご使用ください。

例）丸形圧着端子：�	
��3���（日本圧着端子）

呼び
	
��3�

� ����

�
�以下
� ����

�
�以上

�

�

�

�
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STOP���6)æ

A20TME075B

CS���6)æ

A20TME076B

PC���6)æ

A10TME135A
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始動信号（正転，逆転）を自己保持したいときには下図のように接続します。

正転

逆転

停止

����

���

���

��

���

���

A20TIE081A

瞬停再始動や商用切換運転を行うときに使用する端子です。
〈例：瞬停再始動運転のとき〉
�� ��間を短絡し，�(
�$を「�」と設定する。

��

（短絡）

��

A20TIE082A

シーケンサ（��）などのトランジスタ出力（オープンコレクタ出力）を接続するときに
使用する端子です。トランジスタ出力用の外部電源コモンをこの端子に接続すると回り
込み電流による誤動作を防止することができます。
（接続される��端子の電源電圧は，�����としてください。）

ëì�)IJíî ëï�NIJíî

�)��形
トランジスタ出力
ユニット

�)��形
トランジスタ出力
ユニット

���

��
���

	�

-

�

�

�

�

�

	

���

�'

��

�&

���

��

��

インバータ インバータ

�)��形ユニットには，�����の直流電源が必要です。

���

��
���

	�

-

�

�

�

�

�

	

���

�'

��

�&

���

��

��

��
���

����

��
���

����

A20TIE083B

（注）端子��を使用した状態でシーケンサの出力ユニットと入力ユニットをそれぞ
れ，インバータの入力端子と出力端子に接続する場合，回り込み電流が発生し
ないよう，端子��を使用しないときと同様に次のいずれかの対策を実施してく
ださい。

　　　①回り込み電流の防止用ダイオードを入れる。
　　　②全点独立形の出力ユニットを使用する。
　　　③シーケンサ出力ユニットと入力ユニットの電源は別電源とする。
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パラメータユニット���������は���	シリーズインバータの本体に直接取付けるか，また
はケーブル（オプション）で接続することによって，運転・パラメータの設定（設定値の書
込み，読出し）および運転状態のモニタ・異常内容の表示を行うことができる操作ユニット
です。また，トラブルシュートガイダンス，ヘルプ機能やパラメータのグラフィック表示機
能も備えています。本書では，このパラメータユニット���������を「��」と略して表記
しています。

8–1 ��������	
��
������

モニタ 設定
外部
運転

��

運転

正転

逆転

停止書込


��

低速

サーマル

クリアシフト

減速

中速

下限

読出ブースト

上限

高速

加速

ヘルプ

������P50���
・ヘルプ項目を選択できる，ヘルプ項
目選択画面を表示するキーです。
・モニタモード，設定モードではモニ
タ項目リストやパラメータリストの
画面を表示するキーになります。
・各パラメータの設定画面でこのキー
を押すと，そのパラメータのグラ
フィック表示画面になります。

��	��
・設定モードやモニタモードのとき，
次の項目へのシフトを実行するキー
です。
・項目選択画面で　　 キーと同時に押
すと，表示画面が�ページ分移動しま
す。

�� ��
・設定モードのとき，設定データのク
リアや設定エラーのクリアを実行す
るキーです。
・グラフィック表示を中断の実行キー
です。ヘルプモードから元のモード
へ戻るとき押してください。

!"��
・テンキーの小数点として使用します。
・設定モードの時，パラメータ番号読出キーになります。
・パラメータリストやモニタ項目リストなど，項目選択画面では，項目
選択キーになります。
・アラームリレキ表示モードの時，アラーム内容表示キーになります。
・校正モードでは，校正時の指令電圧の読出キーになります。

#$%&'()��
・基本機能の選択と周波数，パラメー
タ番号および設定値を入力するキー
です。

*+�
・周波数，モータ電流，入出力端子状
態など��種類のモニタ，パラメータ
のグラフィック表示，トラブル
シュートガイダンスなどを��文字×

行の液晶画面で表示します。

,�-./��
・��運転時と外部運転（スイッチ，周
波数設定器などによる運転�，設定
モードの選択，モニタモードの選択
を行うキーです。

01(23��
・運転周波数を連続的に上昇または下
降させるキーです。押している間の
み周波数が可変します。
・設定モードの画面表示のときこの
キーを押すと，パラメータの設定値
を連続的に変えることができます。
・モニタ，パラメータやヘルプなどの
項目選択画面ではカーソルを移動さ
せる機能になります。シフトキーを
押しながらこのキーを押すと，表示
画面が�ページ分次の画面へ移りま
す。

4567��
・パラメータユニットで運転する場合
の正転，逆転および停止指令キーで
す。

89��
・設定モードのとき，設定した数値の
書込み実行キーです。
・パラメータオールクリアやアラーム
リレキクリアモードの時，クリア実
行キーになります。
・インバータリセットモードのとき，
リセット実行キーになります。

A20TIE084A
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8–2 ��������	:;<�=>

パラメータ操作時，設定ができなかったり，誤った値が入力されることのないよう，つぎの項目に注意して操作を行っ
てください。

�����:;?&@45?AB@=>

●�����の設定値が「�」（工場出荷時）となっていて
　　キーを押したときおよび�����で��運転または併用
運転を選択した場合のみパラメータ操作による運転が
有効となります。

●モニタモードのときにはダイレクト設定（周波数値を
直接，数字キーで入力する方法）による運転周波数の
設定ができません。ステップ設定（　　キーを押して
周波数を連続的に可変する方法）を行って　　キーを
押すか，または　　キーを押してモニタモードを解除
してから設定してください。

●つぎの場合には���運転が行えません。
��� モータ運転中
��� ���周波数�������が始動周波数�������より小さい
値となっている場合。

,��?AB@=>

●��操作でモータの運転を行うとき運転周波数を設定後
に始動キー（　　または　　）を押すと自動的にモニ
タモードに切換わります。

45,�-?AB@=>

●つぎのときは　　（または　　）キーを押してもモー
ドの切換えができません。
��� モータ運転中
��� 外部運転の始動信号（端子���または������間）
が��しているとき。

��� 運転モード選択�������が下記の設定値になってい
るとき。
・設定値…… �～�� �

●運転モード選択�������が「�」の場合，インバータの電
源���後に再度��またはリセットすると外部運転モー
ドになります。

CDE�F(%&'G(H?AB@=>

●最大入力桁数は�桁です。これを越えて入力すると最上
位の値が無視されます。

���
�� �

無視（入力）
��
�� �

��

運　

��
運転 正転 逆転

��
運転

書込

��
運転

外部
運転

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
　ｾｯﾃｲ　　　�0.00Hz

周波数設定
画面

30. 00HZ
STF FWD PU

� �

運　

　0～400

モニタ
モード

モニタモード
解除

A20TIE085A

A20TIE086A

A20TIE085A

A10TME148A

A10TME149A

A20TIE328A
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IJE�89K?AB@=>

●��運転モードおよび併用運転モードで停止中のときに
行ってください。外部運転モードのときには行えませ
ん。�読出しはいずれの場合も行えます。）ただし，一
部のパラメータについては外部運転モードまたは運転
中でも書込みが可能ですので下表を参照してくださ
い。

4501(IJL�=>

●　 ，　キーで周波数を設定（ステップ設定）するとき
は上限～下限周波数の範囲内でのみ設定が可能です。

���
～�
「�速設定」
����
～��
「多段速設定」
�����～��
「表示機能」
�����

「運転モード選択」
������

「	�端子機能選択」

45,�-

外部運転モード

��運転モード
および

併用運転モード

45M89K2 NOM89K2

���
～�
「�速設定」
����
～��
「多段速設定」
�����～��
「表示機能」
������

「	�端子機能選択」

���
～�
「�速設定」
����
～��
「多段速設定」
�����～��
「表示機能」
�����

「� �周波数選択」
�����

「パラメータ書込禁止
選択」
������

「	�端子機能選択」
������

「��端子校正」
������

「	�端子校正」

すべてのパラメータ

●上記以外につぎの場合にも設定値の書込みができませ
ん。
��� パラメータ書込禁止�������が設定してあるとき。
��� パラメータ一覧表（����参照）にないパラメータ
番号を選択したとき。

��� 設定範囲を越えた値を入力したとき。

●書込みができずエラー「　」が表示されたときは　
　　（または　　　）キーを押して始めから操作しな
おしてください。

クリア

P�Q�=>

●入力電源を��にしたとき（またはリセットしたとき）
下図のような表示が��の表示部に約�秒間表示されま
すが，これはインバータ本体と���������パラメータ
ユニットがお互いに交信チェックを行っている間表示
されるもので異常ではありません。ただし，この表示
が約�秒たっても消えない場合は「異常とその対策」
����
�を参照してください。

（例：����「加速時間」の場合）

設�定

また，制御回路電源と主回路電源を分けて別電源とし
たとき，制御回路電源が主回路電源より遅れて��され
たときも表示されます。
同様に，電源��時にユニット!"�に　　　　 表示が
一瞬表示されますが異常ではありません。この表示が
表示し続けるときは「異常とその対策」����
�を参照
してください。

●��運転モード以外で�����「リセット選択／��抜け選
択／��停止選択」を「�
～��」に設定し，インバータ
を��停止キー入力にて停止できるようにする場合は，
���������（���	� ��）を使用してください。
���������（���	� ��）以外のパラメータユニットを
使用される場合，��運転モード以外では��停止キー
入力にてインバータを停止することができません。ま
た，�����を「�
～��」に設定すると，外部，通信モー
ドにて始動信号を入力しても，インバータは始動しま
せん。�����を「�～�」に設定して使用してください。

ツウシン　デキテ　イマセン
〈ジュンビカンリョウ〉

�"� ��マタハ
ツウシン　カイロ　イジョウ

７　カソクｔ
　　　ハンイガイ
　　　　２００００Ｓ
　　　　クリア

A20TME080A

A20TME081A

A20TME083A
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8–3 FR–PU01V��������	�Zef

�������形パラメータユニットは，インバータ本体にケーブル（オプ
ション）で接続して使用できます。インバータ本体には直接取り付け
ることはできません。

�������形パラメータユニットの使用に際しては下記の項目にご注意ください。

�������形パラメータユニット使用時はケーブルで接続した状態で下記の方法で，�度
インバータをリセットしてください。

●電源をいったん開放�����し，���秒以上後に再投入する。

●リセット端子�"����間を���秒以上短絡後，開放する。

（注）インバータ本体はリセット解除後または電源投入時にパラメータユニットの形
式を認識しているので，その時認識したパラメータユニット以外では交信でき
ません。
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#$
�
FR–PU02–1V

��������	

A20TIE088A

FR–PU01V

��������	

A20TIE089A

運転設定機能
周波数設定�～
��#$
正転，逆転，停止

同　　左

運転モード指定
��運転，外部運転，���運転，
��外部併用運転

同　　左

モニタ機能

出力周波数，出力電流，出力電圧，
異常表示，周波数設定値，運転速
度，モータトルク，コンバータ出力
電圧，回生ブレーキ使用率，電子
サーマル負荷率，出力電流ピーク
値，コンバータ出力電圧ピーク値，
入力電力，出力電力，入力端子状
態，出力端子状態，ロードメータ，
モータ励磁電流，位置パルス，積算
稼動時間，実稼動時間

出力周波数，出力電流，出力電圧，
異常表示
上記以外のモニタは表示不可

パラメータ設定機能

����～������� ������～������すべて
可能

����～�����に限定される
ギアバックラッシュ補正，
���点ア
ジャスタブルのパラメータも設定不
可

オートチューニング �����～�����設定可能 すべて設定不可

校正機能

������～������ %�～%�
ただし，%��については����
&���
～���（	�端子）のときは使用不
可
また，������（	�端子校正）は設
定できません。

異常表示クリア
ヘルプモードの「アラームリレキク
リア」にて一括クリア

モニタのエラー表示時，クリアキー
により一括クリア

パラメータの初期化
パラメータ（校正機能クリアしな
い）とパラメータオールクリア（校
正機能クリアする）の設定可能

パラメータクリア（校正機能クリア
しない）の設定のみ可能

アラーム表示
�
�～�
�
��"��"��%��

�
�

�"

左記の表示がこの
ようになります。

また，つぎの機能も�������では使用できません。
●パラメータ初期値リスト
●パラメータ変更リスト
●トラブルシュート
●パラメータユニット操作によるインバータリセット

8–4 FR–ZRWV�����tu����	�Zef

���'� 形パラメータコピーユニットはインバータ本体にケーブル（オプション）で接続して使用できますが�������
と同様の機能が限定されます。また，パラメータを一括して読み出して他のインバータにコピーする機能が使用できま
せん。
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8–5 FR–ARW–1V�����tu����	�Zef

���������と同様に，インバータ本体に取り付け（ケーブルによる接続も可�，運転・機能の設定および運転状態のモニ
タの表示を行うことができます｡（���������の，　　キーの機能が異なります。）
また，用途ごとに設定したインバータを一括して読み出して，ほかのインバータに簡単にコピーすることができます。

��"(��!�	���シリーズと��"(��!�	��� )"*%"!!"��+シリーズ間で���	� （���	� ��）を使用して
パラメータコピーを行うと，インバータのシリーズおよび���	� （���	� ��）の製品バージョンに応じて
����������
���～�
���の設定値が下表のようになりますので注意してください。

vwb { | } ~vwb

tu�� tu�� tu�� tu�� tu�� tu�� tu�� tu��

�����xyz
� A200 A200 A200 A200E A200E A200E A200E A200

�����「リトライ選択」
�����「モータ定格電圧」
����
「モータ定格周波数」
�����「モータ定数��」
�����「モータ定数��」
�����「モータ定数!�」

	� ��

および
新	� 
�品番#���

コピーされません
コピー先の設定値は
変わりません

コピー元の設定値が
コピー先に書き込ま
れます

コピーできません

�����「モータ定数!�」
����
「モータ定数,」
�����「オートチューニング
　　　設定／状態」

旧	� 
�品番#���

コピーされません
コピー先の設定値は
変わりません

コピー先の設定値は
変わりません

コピーできません

����

����������
���～�
���の機能は��"(��!�	���シリーズには存在していないため，��"(��!�	���シリーズ対応のパ
ラメータコピーユニット旧	� （品番#��）では����������
���～�
���のパラメータが認識できず，正常にコピーす
ることができません。正常にコピーするためには��"(��!�	��� )"*%"!!"��+シリーズ対応パラメータコピーユ
ニット	� ��または新	� （品番#��）をご使用ください。

�FR–ARW��i���h?�f^�
●見分け方

最新のパラメータコピーユニットは形名が���	� ��となっています。
それ以外のパラメータコピーユニット���	� にも�バージョンあり，パラメータコピーユニットの裏面の定格名
板に品番が記載してあります。
・旧コピーユニット：品番#��
・新コピーユニット：品番#��
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��������

(P142)
	
������

(P46)

�
�(P47)

��������

外部に設けた周波数設定器，始動スイッチなどによ
る運転

�PU�����

���の操作キーのみによる運転�

��������

始動信号は外部信号，運転周波数は��（またはその
逆）で運転

表示計（周波数
計）の目盛を校正
する

パラメータの書込み
を禁止する

現在の設定値を読む
パラメータの設定を
確認する

設定値を書き換える
パラメータの設定を
変更する

設定値を工場
出荷時の値に戻す
（初期化）

・パラメータクリア
・パラメータオール
クリア

運転状態の確認
・出力周波数����

・出力電流���

・回転速度
・モータ回転方向
（正転・逆転）
・モータ運転中

異常発生時の
内容確認

A20TME089A A20TME093A

A20TME095A

A20TME090A

A20TME091A

A20TME092A

A20TME094A

A20TME096A

A20TIE090A

A20TIE091A

A20TIE092A

A20TIE093A

A20TIE091A

9. 	
����
������
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��を使うとつぎのようなことが行えます。
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インバータの運転は「外部入力信号による運転」�外部運転モード）と「��による運転」
���運転モード）および「外部入力信号と��の併用運転」�併用運転モード）の�つの運転
モードに分けられます。

���	
�������

入力電源を��（またはリセット）すると，「外
部入力信号による運転」のモードに設定され
ています。したがって入力電源を��した時点
で外部入力信号による運転が可能な状態にな
ります。この状態で始動信号（��	
 �����


間）を��すると運転を開始します。

������
����������

入力電源を��した時点の運転モードを限定す
ることも可能です。たとえば��のみで運転し
たいときに，モード選択キーで��運転に切換
えなくても電源��と同時に��運転可能状態
にすることができます。
設定方法の詳細は���を参照してください。

�������
●外部に設けた周波数設定器，
始動スイッチによる運転

PU�����

●��で始動
●周波数のダイレクト設定
●周波数のステップ設定
●���運転
正転または逆転キーを押してい
る間のみモータが回転します。

�������

●始動信号は外部信号
●周波数は��で設定

●始動は��の運転指令キー
●周波数は外部の周波数設定
器で設定

A20TME098A A20TME099A

A20TME100A

A20TME102A

A20TME101A

A10TIE004A

A10TIE005A

A10TIE007A

A10TIE007A

A10TIE007A

A10TIE004A

A10TIE007A

A10TIE006A

A10TIE008A

A10TIE008A

A10TIE008A

A10TIE005A

A10TIE006A
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����������PU����

���� �

　 〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
　ｾｯﾃｲ　　　0.00Hz

　0～400

� �

運

周波数設定画面A20TIE085A

��
運転

�PU�������������

���� �

0. 00HZ
－－－ STOP    EXT

外部
運　

↑
運転指示表示

↑
運転モード表示

A20TIE098A

外部
運転

����������� �

0. 00HZ
－－－ STOP    PU+E

↑
運転モード表示
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10–1 ������!"

工場出荷時の設定は
「外部運転」と「��運転」を切換えて運転可能となっており，電源��と同時に「外部運転」にな
ります。他の運転モードに切換える場合は「��」を使用して行います。

外部入力信号が�		（��	または�����
間が�		）の状態に� � � � � � � � � � � � � �

なっていることを確認します。
つぎにモード選択キーのなかの　　キーを押すと��運転モード
に切換わり，周波数設定画面が表示されます。

外部入力信号が�		（��	または�����
間が�		）の状態に� � � � � � � � � � � � � �

なっていることおよび運転指示表示が「���」になっていること
を確認します。
つぎにモード選択キーのなかの　　キーを押すと外部運転モー
ドに切換わり，運転モード表示に「���」と表示されます。

�����「運転モード選択」の設定値を下記のように変更します。� � � � � � � � � � � � � �

（設定値の変更方法の詳細は���を参照してください。）
運転モード表示に｢��＋�｣と表示されます。

#�$
% &

#�$
��'()#� *+,-

�

パラメータユニット
●ダイレクト設定および
　　キー設定

端子信号
●��	

●���

�

端子信号
●���間
��～��

●���間
��～���

●���間
��～����

●多段速選択
　�����～�
 ��～�� 

●���周波数������ 

パラメータユニット
●正転キー
●逆転キー
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（注）運転モードの切換えが正常に行われない場合は，下記の項目について確認してください。
�� 外部入力信号　

���	または�����
間）
�� パラメータ設定　

�		の状態になっていることを確認します。��になっていると運転
モードの切換えが正常に行われません。
�����「運転モード選択」の設定値を確認します。

#�$

�

%..&

��運転と外部運転を切り換えて運転可
（工場出荷値）

�

�

�
 �

�

�

!

��運転のみ可
（他のモードに切り換えることはできません。）

外部運転のみ可
（他のモードに切り換えることはできません。）

併用運転モード
プログラム運転機能
��運転インターロック
運転モード外部信号切換え

�� 運転モードの限定　 �����「運転モード選択」の設定値が「�」�工場出荷値）の場合は入力電
源��と同時に外部運転モードになり，　 キーを押すと��運転モード
に切換わります。
その他の設定値��～�
�
! の場合は各々の内容で運転モードが限定され
ます。

��
運転

10–2 �����/01��23/0456��78/0

現在選択されている運転モードや運転状態などがパラメータユニットの表示画面下部に表示されます。

������/0

��" ��運転
���" 外部運転
��#" �� ���運転

���#" 外部���運転

���78/0

	$
" 正転中
���" 逆転中

����" 停止中

���23/0

��	" 正転
���" 逆転

���" 計算機，��リンク運転
��＋�" ��，外部併用運転

���" プログラム運転

���%" ���正転中
����" ���逆転中

���" 指令なし
または��	・���両方とも「��」

A20TIE099A
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A20TME107B

��������	
�

�


�Pr.73�0�5V, 0�10V
���

A20TME108A

��������	
�

�


A20TME109A

�����������

����� !���

��"��

�����"�


Pr.903�������
�����

�����"�


Pr.905�������
�����

�Pr.1�#$����

A20TME110A

#$���"��

�Pr.1�#$����

11. �	%"&'��
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主な項目と内容はつぎのとおりです。負荷や運転仕様に合わせて必要な項目を設定してくだ
さい。単純な可変速運転の場合などは，工場出荷値のままで運転ができるようになっていま
すので，そのまま御使用ください。詳しい内容および他のパラメータについての説明は
����を参照してください。
なお，パラメータ番号は「���」と略して記されています。

(��")*+

パラメータユニットを使用して��運転モードで設定を行います。（���参照）
外部運転モードから��運転モードに切り換える場合に，始動信号（	
�または	
�）が
�になっていると切換えでき
ませんので必ず始動信号は
��としてください。

電圧入力信号で運転するときには，端子���間に入力する周波数設定電圧信号の仕様を
設定してください。

,DC0�5V"�

�����を「�」（工場出荷時設定）
に設定してください。

,DC0�10V"�

�����を「�」に設定してください。

��

�～��

インバータ
�

�

インバータ
�

�

��

�～���

A20TIE100A A20TIE101A

電流入力信号で運転するときには，端子���間に信号を入力し，端子���	�間を短絡す
ることが必要です。

下記の工場出荷時以上の周波数で運転するときはそれぞれについてパラメータを設定変
更してください。
また�����を越える周波数で運転する場合は�����「高速上限周波数」を設定変更する必
要があります。

-./01 2�!34��5

������「周波数設定電圧ゲイン」 ����（または���）で����

������「周波数設定電流ゲイン」 �����で���� ������で����

����「上限周波数」 �����まで

パラメータユニットで運転する場合の最大出力周波数は上限周波数（工場出荷時
�����）までです。（����参照）��������������の詳細は���を参照してください。）

（注）端子���	�間に周波数計を接続して運転周波数をモニタする場合，最大出力周
波数が�����以上になると，工場出荷値では��端子の出力が飽和するため，
�����「周波数モニタ基準」を最大周波数に変更する必要があります。�����参
照）

出力周波数の上限を制限するときおよび�����を越える周波数で運転する場合に設定し
てください。
前出の「周波数設定電圧（電流）ゲイン」で設定した周波数以下の範囲で制限すること
ができますが必要な場合にのみ設定変更してください。
　　　　工場出荷時設定値…�����



A20TME111A

6$���"��

�Pr.2�6$����

A20TME112A

�7809:"��

�Pr.9��7809:�

A20TME113A

;<=3"��

�Pr.14�;<=3���

A20TME114A

>?809:"����

�Pr.17�>?809:�
��
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出力周波数の下限を制限する場合に設定してください。
下限周波数を設定すると周波数設定が���でも始動信号を
�しただけで設定した周波数
でモータは運転します。�このとき加速時には始動周波数の値から出力します。）
　　　　工場出荷時設定値…���

工場出荷時の設定値は，インバータの定格電流値です。�ただし，��� ����� はインバー
タ定格電流の��％に設定してあります。）
設定値を変更するときはモータ定格名板����時の電流を設定してください。

（注）動作特性は三菱標準カゴ形モータを基準としています。特殊モータには適用
できませんので外部にサーマルリレーなどでモータ保護をしてください。
（定トルクモータは�����で選択できます。）

用途や負荷特性に合わせて出力特性（�!�特性）を選択します。

<@@A ��5 B@@C

定トルク負荷用
（コンベヤ，台車など）

�

（工場出荷値）
──────

低減トルク負荷用
（ファン，ポンプ）

� ──────

昇降負荷用
�

正転時ブースト……����の設定値
逆転時ブースト……�％

昇降負荷用
�

正転時ブースト……�％
逆転時ブースト……����の設定値

適用負荷選択切替機能

�

●�
端子
�（注）
定トルク負荷用と同等
●�
端子
��
昇降負荷用の逆転時ブーストなし
と同等

適用負荷選択切替機能

�

●�
端子
�（注）
定トルク負荷用と同等
●�
端子
��
昇降負荷用の正転時ブーストなし
と同等

（注）�
端子
�時は，第�制御機能（第�加減速時間，第�トルクブースト，第�基底
周波数）が選択されます。

インバータの外部にサーマルリレーを設置する場合やモータに温度センサーを内蔵して
いる場合に入力端子"
#!
�の機能を
�（外部サーマル入力）に切換えます。

Pr 17��5

D7JOG/OH"EF
!�GH��D7

MRS"EF Pr.40��9�I��
Pr.17 ��5

JOG

J0K

OH

�>?809:���
L4M�� L4N��

)+!�D7��

�

（工場出荷値）
● ─ ● ─

� ─ ● ● ─ ��運転中
� ● ─ ─ ●
� ─ ● ─ ●
� ● ─ ● ─ ゼロ電流検出
� ─ ● ● ─

ゼロ電流検出
詳細は����

� ● ─ ─ ●
　詳細は����
参照

� ─ ● ─ ●
　参照



A20TME115A

OPQ4R"��

�Pr.7�OQ4R�
�Pr.8�PQ4R�
�Pr.44�S2OPQ4
R�

�Pr.45�S2PQ4R�

A20TME116A

���T"UVWX

A20TME117A

YZ[<)+��\01

]^Z[<
��
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工場出荷時の設定値以外の時間で加減速運転するときは，この時間を変更してくださ
い。

-./01 2�!34��5

����「加速時間」 ��� 以下……�秒，�� 以上……��秒
����「減速時間」 ��� 以下……�秒，�� 以上……��秒
�����「第�加減速時間」 �秒
�����「第�減速時間」 ����（�����の設定値と同一）

出力状態を正しくモニタするために運転前に周波数計の目盛校正をしてください。
パラメータユニットを使って校正すると，より正確に調整できます。
（調整要領���参照）

運転仕様に合わせて各種パラメータの設定値が変更されていることが予想されますので
運転前に設定値の初期化（三菱電機の工場出荷時設定値に戻す）をしてください。初期
化はパラメータユニットでパラメータクリア操作をすることで行うことができます。（操
作要領は���を参照してください。）
ただし，つぎのパラメータはパラメータクリア操作では初期化されませんので，それぞ
れの設定値を読み出して必要な値に変更するか，またはオールクリア操作で工場出荷時
設定値に戻してください。
●������「��端子校正」
●������「��端子校正」
●������「周波数設定電圧バイアス」

●������「周波数設定電圧ゲイン」
●������「周波数設定電流バイアス」
●������「周波数設定電流ゲイン」
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12–1 �������	��
��
������

(1) ����

�����	60Hz��������

1���ON������� 

2�!"

3�#$�%$

4�&$

5�'(

))��*ON�+,�����-.�
/EXT01-.23�4*� ��5

表示しない場合は���を参照して外部運
転モードに切換えてください。

))!"6789*ON	:;STF<=>STR–SD?*
@A����5(B1)
運転指令表示が｢���｣または｢���｣になります。

))CDEF	GHIJ%K�*LMNOPQRMSR
<�T�5
表示部の周波数値が徐々に大きくなり�	
�を表示
し，運転状態表示が出力中（��
または���）の表
示になります。

))CDEF	GHIJ%K�*LMNOPURMSR
<�T�5(B2)
表示部の周波数値が徐々に小さくなり	
�を表示し
ます。
モータが運転を停止します。

))!"6789*OFF	:;STF<=>STR–SD?*
VW����5

（注�）正転スイッチと逆転スイッチ
の両方が��すると始動しま
せん。また，運転中に両方が
��すると減速後，停止しま
す。

（注�）ボリウムが右いっぱいの状態
で始動スイッチを���すると
減速後，停止します。直流制
動が動作しているため停止直
前に高周波音がしますが異常
ではありません。

��

正転
逆転

正転
逆転

���

0. 00HZ
– – – STOP EXT

0. 00HZ
STF STOP EXT

0. 00HZ
STF STOP EXT

60.00HZ
STF  FWD  EXT

停止

A20TIE102A

A20TIE103A

A20TIE097A

A20TIE104A

A20TIE105A

A20TIE106B

A20TIE107A

A20TIE104A

A20TIE107A

A20TIE108A
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(2) ��JOG��
始動スイッチを��（端子���または�����
間を短絡）している間のみ運転し，���にすると停止します。
パラメータの設定変更の詳細は���を参照してください。

�����	8Hz��������

1���ON������� 

2���GHIJ%

3�JOG�����XY

4���

5�JOG�����Z[

))��*ON�+,�����-.�
\EXT]1-.23�4*� ��5
表示しない場合は���を参照して外部
運転モードに切換えてください。

))��^�*_+`,PU����
��abc`,def�g
Pr.15\JOGGHI]�J%�
�5	B1�
設定完了後は　　キーを押して
外部運転モードに切換えてくだ
さい。

)):;JOG–SD?*ON	@A����5
���運転モードが選択され運転モード表示に
「����」が表示されます。

))!"6789*ON	:;STF<=>STR–SD?*
@A����5(B2)
��にしている間のみ運転し，���（開放）にする
と停止します。

)):;JOG–SD?*OFF	VW����5
���運転モードが解除され通常の外部運転モード
に戻ります。

（注�） ���運転の周波数および加減
速時間はパラメータで設定す
ることができます。〈工場出荷
値〉
●�����「���周波数」･････
�
�

● � � � � �「 � ��加減速時
間」･････	��秒

（注�）モータが回転しない場合は
�����「始動周波数」を確認
してください。始動周波数よ
り低い値を設定している場合
はモータが回転しません。

��

正転
逆転

0. 00HZ
– – – STOP EXT

→ →��→ →�
ＰＵ
運転 設�定 読出

外部
運転書込 →

�
�

��

���

�


���

���

�


ＰＵ
運転

外部
運転

0. 00HZ
– – – STOP EXTj

0. 00HZ
– – – STOP EXT

A20TIE102A

A20TIE103A

A20TIE114A

A20TIE115A

A20TIE116A

A20TIE097A

A20TIE117A

A20TIE118A
A20TIE103A

A20TIE113A

A20TIE110A

A20TIE112A

A20TIE109A A20TIE111A
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12–2 PU�����	PU������

(1) ����
モータ運転中に下記の�� �項目を繰り返すと回転速度を可変させることができます。

�����	60Hz��������

1���ON������� 

2���GHIJ%

3�GHIhijk

4�!"

5�'(

))��*ON�+,��^�*_+`-.
��GHIJ%lm1-.23�4*
� ��5
表示しない場合は���を参照して��運
転モードに切換えてください。

))��GHI*60Hz�J%5
●ダイレクト設定（注�）
●ステップ設定（注�）
　　　　　　　（注�）

))��^�*_�5
必ず　　キーを押してください。このキーが
押されないとメモリに記憶されません。

))��<=>��^�*_�5
モータが始動します。自動的にモニタモード
になり，出力周波数の状態が表示されます。

))��^�*_�5
モータが減速後，停止します。

（注�）　　キーを押した後，周波数
値を直接，数字キーで入力す
る方法。ただし，モニタモー
ド時は使用できません。　　
キーを押してモニタモードを
解除してから再設定してくだ
さい。

（注�）　　キーを押して周波数を連続的に可
変する方法。　（または　 ）キーを押
している間のみ可変できます。押し始
めはゆるやかに可変しますので微調整
時に利用できます。

��

停止

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

7 8 9

4 5 6

1 2 3

0

書込

60.00HZ
STF  FWD    PU

停止

逆転正転

（注�）インバータ運転中もステップ設定できますが，モニタ
モードでこの　（または 　）キーを操作すると，
キーをはなした時の周波数では停止せず，さらに上昇
（または下降）します。（　 ，　キーは設定周波数を
可変しているため，出力周波数とはズレが生じま
す。）

〈ダイレクト設定〉

〈ステップ設定〉

�	
�

（または）

ＰＵ
運転

書込

書込

正転 逆転

停止

��

運転

��

運転

A20TIE102A

A20TIE119A

A20TIE120A

A20TIE121A

A20TIE114A

A20TIE122A

A20TIE123A

A20TIE106A

A20TIE124A

A20TIE108A
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(2) PU JOG��
　　または　　キーを押している間のみ運転し，離すと停止します。
パラメータの設定変更の詳細は���を参照してください。

�����	8Hz��������

1���ON������� 

2���GHIJ%

3�JOG�����XY

4���

5�JOG�����Z[

))��*ON�+,��^�*_+`-.
��GHIJ%lm1-.23�4*
� ��5
表示しない場合は���を参照して��運
転モードに切換えてください。

))Pr.15\JOGGHI]�J%5
（注�）

))��^�*_+`no���^�*_�5
���運転モードが選択され，表示部に�� ���

周波数設定画面が表示されます。
周波数を変更する場合はここで数値を入力して
　　キーを押します。

))��<=>��^�*_�5
表示がモニタ画面表示に切換り，キーを押し
ている間のみ運転し，離すと停止します。
（注�）

))��^�*_�5
���運転モードが解除され，通常の��運転
モードに戻ります。���運転モードに戻る場
合は，　　キーを押します。

（注�） ���運転の周波数および加減
速時間はパラメータで設定す
ることができます。〈工場出荷
値〉
●�����「���周波数」･････
�
�

● � � � � �「 � ��加減速時
間」･････	��秒

（注�）モータが回転しない場合は
�����「始動周波数」を確認
してください。始動周波数よ
り低い値を設定している場合
はモータが回転しません。

��

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

逆転正転 （または）

ＰＵ
運転

→��→ →�→設�定 読出 書込

�
�

〈PU     JOG〉
ｾｯﾃｲ　　8.00Hz

0～400

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

ＰＵ
運 シフト

ＰＵ
運

正転 逆転

ＰＵ
運転

ＰＵ
運転

シフト

書込

シフト

A20TIE102A

A20TIE110A

A20TIE111A

A20TIE112A

A20TIE114A

A20TIE085A

A20TIE125A

A20TIE122A A20TIE123A

A20TIE117A

A20TIE085A
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12–3 pq�����	��
��
PPU4pq������

(1) !"�
*��,��GHI4J%*PU�rs��(Pr.79=3)
外部の周波数設定信号および��の正転，逆転，停止キーは受付けません。
パラメータの設定変更の詳細は���を参照してください。

�����	60Hz��������

1���ON

2������XY

3�!"

4���GHIJ%

5�GHIhijk

))��*ON���5

))Pr.79\�����XY]*
\3]PJ%5
併用運転モードが選択され，
表示部の運転モード表示が
「����」となります。

))!"6789*ON	:;STF<=>STR–SD
?*@A����5	B��

))PU*tq+`��GHI*60Hz�J%5
運転指令表示が「���」または「���」にな
り，運転状態表示が出力中（��
または
���）の表示になります。
●ダイレクト設定（注�）
●　　キーを押して周波数設定画面にし，ス
テップ設定（注�）

))��^�*_�5
必ず　　キーを押してください。この
キーが押されないとメモリに記憶され
ません。

（注�）正転，逆転スイッチの両方が
��すると始動しません。ま
た，運転中に両方が��する
と減速後，停止します

（注�）　　キーを押した後，周波数
値を直接，数字キーで入力す
る方法。ただし，モニタモー
ド時は使用できません。　　
キーを押してモニタモードを
解除してから再設定してくだ
さい。

（注�）　　キーを押して周波数
を連続的に可変する方
法。
　（または　 ）キーを
押している間のみ可変で
きます。押し始めはゆる
やかに可変しますので微
調整時に利用できます。

��

7 8 9

4 5 6

1 2 3

0

書込

〈ダイレクト設定〉

〈ステップ設定〉

�	
�

��

運転

��

運転

6�'(

停止

0. 00HZ
STF STOP PU+E

0. 00HZ
– – –STOP PU+E

→ !→ →�→設�定 読出 書込

正転
逆転

��

正転
逆転

���

))!"6789*OFF	:;
STF<=>STR–SD?*VW�
���5
モータが運転を停止します。

ＰＵ
運転

書込

書込

A20TIE102A

A20TIE110A

A20TIE111A

A20TIE112A

A20TIE119A

A20TIE120A

A20TIE121A

A20TIE114A

A20TIE107A

A20TIE108A

A20TIE097A

A20TIE317A
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(2) ��GHI*��,!"u'(*PU�rs��(Pr.79=4)
パラメータの設定変更の詳細は，���を参照してください。

�����

1���ON

2������XY

3���GHIJ%

4�!"

5�'(

))��*ON���5

))Pr.79\�����XY]*\4]PJ%5
併用運転モードが選択され，表示部の運転
モード表示が「����」となります。

))���O��GHI�
	vw$�
XY<
=>GHIJ%K4CDEF*T��*
�
��5

))PU4��<=>��^�*_�5	B1�
モータが始動します。
表示部に出力周波数の状態が表示されます。

))PU4��^�*_�5
モータが減速後，停止します。

（注�）インバータの始動用端子
"���� ���#は機能しません。
��の　　または　　キーを
押し，その後周波数設定信号
を上げても始動できます。

��

停止

停止

0. 00HZ
– – –STOP PU+E

→ !→ →�→設�定 読出 書込

60.00HZ
STF FWD PU+E

逆転正転 （または）

��

高速 中速 低速

または

正転 逆転

停止

正転 逆転

A20TIE102A

A20TIE126A

A20TIE105A

A20TIE122A A20TIE123A

A20TIE124A

A20TIE108A

A20TIE110A

A20TIE111A

A20TIE112A
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(3) !"�
,vw$�
*��,vw$4J%*PU�rs��
��� !「運転モード選択」の設定値は「	」（工場出荷値）で外部運転モードにて行います。
パラメータの設定変更の詳細は���を参照にしてください。

�����

1���ON

2�vw$�
XY

3�!"

4�vw$GHIJ%

5�'(

))��*ON���5

))���xyzvw$�
*XY
	:;RH, RM, RL–SD?*@A�
��5

))!"6789*ON	:;STF<=>STR–SD
?*@A����5	B1�
運転指令表示が「���」または「���」にな
り，運転状態表示が出力中（��
または
���）の表示になり，モータが回転します。

))��{4vw$GHI*PU�`|}��5
高速を選択（�
��
間短絡）したとき，����

「�速設定（高速）」の値を変更すると速度が
変わります。（注�）

))vw$�
*OFF	:;RH,RM,RL–SD?*V
W��+,!"6789*OFF	STF<=>
STR–SD?*VW����5
モータが運転を停止します。

（注�）正転スイッチと逆転スイッチ
の両方が��すると始動しま
せん。また運転中に両方が
��すると減速後，停止しま
す。

（注�）運転中のもの以外の多段速の
設定値も運転中に変更するこ
とができます。（����参照）

��

→�→

→○○→

設�定 読出

書込

��

高速 中速 低速

正転
逆転

��

高速
中速

低速

低速
中速高速

���

正転
逆転

���

0.00HZ
STF   FWD  EXT

A20TIE102A

A20TIE126A

A20TIE097A

A20TIE127A

A20TIE128A

A20TIE110A

A20TIE112A

A20TIE111A
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インバータは数多くのパラメータを装備しており，��を使用してこれらのなかから運転に
必要なパラメータを選び出し，負荷，運転条件に合わせて最適な値に設定，変更することが
できます。詳細は「パラメータ一覧表」������を参照してください。また，��	

「パラメー
タ書込禁止選択」で「�」を設定すると書込みを禁止することができます。（����参照）

�
����Pr.8���������������� !

（注�）設定値の入力時，設定値誤りが生じた場合は　　　キーを押すことにより入力前の状態に戻すことができ
ます。

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　　0.00Hz

0～400

① 　　キーを押す。 ……周波数設定画面が表示さ
れます。

ＰＵ
運転

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　ﾍﾙﾌﾟ

② 　　　キーを押す。 ……パラメータ設定モードに
なります。

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.
　　　　8
ﾖﾐﾀﾞｼｦｷｰｲﾝ

③ 目的のパラメータ番号
（�）を入力。

……右記の内容が表示されま
す。

8　ｹﾞﾝｿｸt　　
15.0S

0～3600

④ 　　キーを押す。 ……表示部に現在の設定値が
表示されます。

8　ｹﾞﾝｿｸ　　
15.0S
180S

0～3600

⑤ 設定したい値を入力。
（例：���秒に設定する
場合）（注�）

……表示部に新しい設定値が
表示されます。

8　ｹﾞﾝｿｸt　　
180.0S

ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ

⑥ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れます。

⑦ 　　　キーを押すと次のパラメータ（��	
）に移り，現在の設定値が表示
されます。以下順次　　　キーを押すとパラメータが�つづつ進みます。

（注）パラメータの設定，変更は��運転モードで行います。��運転表示が表示されていない場合は���を参照し
て��運転モードに切り換えてください。
ただし，つぎのパラメータについては外部運転および併用運転モードで設定，変更が可能です。
●�速設定………��	�～� ●表示機能……��	��～��

●多段速設定……��	��～�
 ●校正機能……��	
��～
��

……　　キーを押すとエラーが表示される場合は
��
を参照してください。

書込書込

読出

シフト

シフト

設　定

クリア

上記の方法のほかに，ヘルプ機能によってパラメータリストを呼び出して設定する方法もあります。詳細は���を参
照してください。

表示部

⑥

⑤

④

③

②
①モニタ 設定 外部

運転
� �
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

A20TIE129A
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インバータのモニタには，インバータ本体の���（赤色発光ダイオード）表示と��の液晶
�桁数字による表示（��主モニタ）および��レベルメータの�種類があります。

PU���	
�
��操作で��	��を設定することにより

�種類の表示の中から選択することが
できます。（�
��参照）
●工場出荷値……��	��＝「
」
　　　　　　　　出力周波数表示

PU����
�種類のモニタを　　　キーにより順次
選択することができます。

�
LED��
��操作で��	�
を設定することにより，

�種類の表示の中から選択することが
できます。（�
��参照）
●工場出荷値……��	�
＝「
」
　　　　　　　　出力周波数表示

ストール防止機能動作中表示

表示単位シフト

A20TIE130A

14–1 PU����������

��	�
「��メイン表示データ選択」で「�」（工場出荷値）を設定した場合，　　　キーを押すだけで�種類のモニタを順
次呼び出すことができます。�種類のモニタのうち，�番目のモニタ（選択モニタ）では周波数設定値や運転速度など
�

種類のモニタから選択することができます。

（注）
	 左図のいずれかのモニタを表示している
ときに　　キーを押すとそのモニタが第

優先となり電源「��」直後あるいは設
定モードなどから　　　キーを押してモ
ニタモードに変更すると最初に表示され
るようになります。

　　　
	 ��	�
で設定値「
�」（ロードメータ）�

「
�」（モータ励磁電流）を選択した場
合には左図のうち「出力電流モニタ」が
「ロードメータ」または「モータ励磁電
流」に切換って表示されます。設定値
「
�」（位置パルス）�「
�」（積算稼
動時間）を選択した場合には「出力電圧
モニタ」が「位置パルス」または「積算
稼動時間」に切換って表示されます。

0.00HZ
 ––– STOP  EXT

モニタ

書込

0.00A
 ––– STOP  EXT

0.0V
 ––– STOP  EXT

<ｱﾗｰﾑﾘﾚｷ>

ﾋｮｳｼﾞ　ﾖﾐﾀﾞｼ

�1�UVT�5
�2�UVT�6
�3�����7
�4�����8

<ｿﾉﾀﾉﾓﾆﾀ>
ｿﾉﾀﾉ　ﾓﾆﾀ　ﾊ
　　ﾍﾙﾌﾟ

モニタ選択

�種類のモニタから選択
することができます。
（��
参照）

第
優先画面
（出力周波数モニタ）

（出力電流モニタ）

（出力電圧モニタ）

（異常内容モニタ）

電源��または　　　キーを押す




（選択モニタ）

シフト

読出

モニタ

シフトシフト

シフト

シフト

シフト

ヘルプ




�

�

�
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（注
）選択モニタが，上記　　キーの状態のままでは第
優先画面ではないため，電源���や他の運転モード（外部
運転など）を選択した瞬間に選択の記憶がメモリから抹消されます。
この場合，上述の手順で再度選択する必要があります。
　　キーを押して第
優先画面を設定した場合は選択の記憶が保持されます。

（注
）この設定例の　　キー操作を行った状態では，他の運転モードなどからモニタモードに切換えたとき，ここ
で選択した「入出力端子状態」が優先して最初に表示されます。ほかのモニタを第
優先にしたい場合には，
そのモニタ画面を表示した状態で　　キーを押してください。そのモニタ画面が第
優先画面になります。

0.00Hz
– – – STOP  PU

① 　　　キーを押す。 ……モニタモードになりま
す。

�1　f　ﾓﾆﾀ
�2　I　ﾓﾆﾀ
�3　V��ﾓﾆﾀ
�4　ｱﾗｰﾑ�ﾘﾚｷ

② 　　　キーを押す。 ……モニタリストが表示され
ます。

�STF
�STR
�AU
�RT

④ 　　キーを押す｡（注
） ……右記の画面が表示されま
す。

⑤ 　　キーを押す｡（注
） ……第
優先画面に設定されま
す。

……続けて　　　キーを押すと，他のモニタを呼
び出すことができます。（モニタの種類は
�
��を参照してください。）

書込

ヘルプ

表示部

⑤④

③

②

①
モニタ 設定 外部

運転
� �
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

……　　　を押しながら　また
は　キーを押すと，画面が

ページ分シフトします。

③ 　　　キーを押しながら　キーを�回，　　　キーを押さ
ずに　キーを
回押します。（ｼﾝｺﾞｳ ��に合わせる）

モニタ

シフト シフト シフト

シフト

読出 �RL
�RM
�RH
�J/O

�MRS
�STP
�RES

読出

書込

書込

書込

A20TIE132A
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#01
�	
�2,0�
�34562,0789�:2;<=0>?@5AB2������CDEF
「ロードメータ」および「モータ励磁電流」を選択した場合には，出力電流モニタがこれらのモニタ項目に切換って
表示されます。また�「位置パルス」および「積算通電時間」を選択した場合には出力電圧モニタがこれらの項目に切
換って表示されます。したがって，これら�項目のいずれかを選択した場合には，出力電流モニタまたは出力電圧モニ
タは使用できません。

「ロードメータ」�「モータ励磁電流」
モニタを選択した場合，
この画面が切換わります。

「位置パルス」�「積算通電時間」
モニタを選択した場合，
この画面が切換わります。

0.00HZ
 ––– STOP  EXT

0.00A
 ––– STOP  EXT

0.0V
 ––– STOP  EXT

<ｱﾗｰﾑﾘﾚｷ>

ﾋｮｳｼﾞ　ﾖﾐﾀﾞｼ

<ｿﾉﾀﾉﾓﾆﾀ>
ｿﾉﾀﾉ　ﾓﾆﾀ　ﾊ
　　ﾍﾙﾌﾟ

シフト シフト

シフト シフト

シフト

モニタ

（選択モニタ）

第
優先画面

（出力周波数モニタ） （出力電流モニタ） （出力電圧モニタ）

（異常内容モニタ）

A20TIE133A

#056���205*���2���CDEF

インバータの定格電流の�％以下は検出・表示できませんので注意してください。
また，電子サーマルも動作しませんので，モータ保護は外部で，温度検出器（クリクソン）などの使用をご検討くだ
さい。

（例）大容量インバータで小さなモータ（����インバータで�	���モータ）のような場合は，電力モニタはまったく動
作しません。



A20TME130A

���������	

インバータにはヘルプ機能が搭載されており，ヘルプ機能を使用すること
によって，つぎのようなことが行えます。

A20TME137A
ヘルプ

15. �����
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���	
��


����������

�����	���

PU���� !�


"��#	$%

��&�'(��

動作異常の
原因を表示

各種モニタ
の切換え

モニタモード
第１優先画面
の設定

パラメータ
リストの
呼出し

パラメータ
リストを用い
たパラメータ
設定

パラメータ
変更リストの
表示

パラメータ
初期値リスト
の表示

パラメータ
クリア

パラメータ
オールクリア

インバータの
リセットを実行

ダイレクト
インプット（テ
ンキーによる直
接設定）による
��運転の操作説
明を表示

�� 
��運転の
操作説明を表示

過去�回分の異常
（アラーム）
履歴を表示

アラームリレキ
クリア

A20TME131A

A20TME132A

A20TME133A

A20TME134A

A20TME135A

A20TME136A

A20TIE134A

A20TIE135A

A20TIE136A

A20TIE137A

A20TIE138A

A20TIE139A

その他，��の各操作モードで 　　　 キーを押すと，操作方法のガイドが表示されます。操作方法がわからない時，
困った時に押してください。
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15–1 �������(�

各運転モードで 　　　 キーを	回押すとヘルプ機能メニューを呼び出すことができ，このメニューからいろいろな機能
を実行することができます。�詳細は����参照）

)��(�*+,�-1

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

　　　と　を同時
に押すと次ページ
に移ります。

……　�　モニタ
モニタリストが表示され，モニタの切換え，第１優先画面の設定を行うことができま
す。

　	　��ウンテン
ダイレクトインプット（テンキーによる直接設定）による��運転モードおよび��によ
る
��運転モードの選択と，キー操作説明を表示することができます。

　�　パラメータ
パラメータメニューが表示され，下記の�項目について選択，実行することができます。
　�　セッテイ
　	　パラメータ　リスト
　�　ヘンコウ　リスト
　�　ショキチ　リスト

　�　パラメータ　クリア
パラメータクリアメニューが表示され，下記の�項目について選択，実行することができ
ます。
　�　パラメータ　クリア
　	　オールクリア
　�　クリア　シナイ

シフト

A20TIE140A

)��(�*+,�-2

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

……

　　　，　　　，　　，
　　キーを押すとそれぞ
れのモードに切換わりま
す。

　�　アラーム　リレキ
過去�回分の異常（アラーム）履歴を表示します。

　�　アラームリレキクリア
異常（アラーム）履歴をすべて消去します。

　�　インバータ　リセット
インバータをリセットします。

　�　トラブル　シュート
インバータの動作が操作・設定した内容と一致しない場合およびインバータに異常が発
生した場合に，その原因をインバータが表示します。

モニタ 設　定
��

運転

外部
運転
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モニタリストが表示され，モニタの切換え，第�優先画面の設定を行うことができます。

)��/011�������(�23���	
�456789:;

�1　f　ﾓﾆﾀ
�2　I　ﾓﾆﾀ
�3　V���ﾓﾆﾀ
�4　ｱﾗｰﾑ�ﾘﾚｷ

�1　ﾓﾆﾀ
�2　PUｳﾝﾃﾝ
�3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
�4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① モニタモードで　　　
キーを	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

�1　f　ﾓﾆﾀ
�2　I　ﾓﾆﾀ
�3　V���ﾓﾆﾀ
�4　ｱﾗｰﾑ�ﾘﾚｷ

② カーソル（　表示）が
「�モニタ」の位置にあ
るのを確認する。

……位置が違う場合は　　
キーで移動させます。

④ 　または　キーを押してカーソル（　表示）を目的の項目
に移動させる。

⑤ 目的の項目が見当たらない場合は　　　キーと　キーを同
時に押して次ページに移ります。

……　　キーを押した後，　　キーを押すと，そ
のモニタが第�優先画面になります。

書込

表示部

③
⑥

②
①

⑤

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

③ 　　キーを押す。

シフト

ヘルプ

　　　，　　，　　キーを押すとそれぞ
れのモードに切換わります。

0.00A　
– – – STOP  PU

⑥ 　　キーを押す。 ……カーソルの示しているモ
ニタに切換わります。

……モニタリストが呼び出さ
れます。

読出

読出

読出

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

④

⑤

A20TIE141A

)��/021�����<=>���	
�4?@56789:;

0.00HZ　
– – – STOP  PU

�1　f　ﾓﾆﾀ
�2　I　ﾓﾆﾀ
�3　V���ﾓﾆﾀ
�4　ｱﾗｰﾑ�ﾘﾚｷ

① 　　　キーを押す。（注） ……モニタモードになりま
す。

�1　f　ﾓﾆﾀ
�2　I　ﾓﾆﾀ
�3　V���ﾓﾆﾀ
�4　ｱﾗｰﾑ�ﾘﾚｷ

③ 　または　キーを押してカーソル（　表示）を目的の項目
に移動させる。

④ 目的の項目が見当たらない場合は　　　キーと　キーを同
時に押して次ページに移ります。

……　　キーを押した後，　　キーを押すと，そ
のモニタが第�優先画面になります。

書込

表示部

⑤

①

④

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 　　　キーを押す。

シフト

モニタ

　　　，　　，　　キーを押すとそれぞ
れのモードに切換わります。

0.00A　
– – – STOP  PU

⑤ 　　キーを押す。 ……カーソルの示しているモ
ニタに切換わります。

……モニタリストが呼び出さ
れます。

読出 読出

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

④

③

ヘルプ

②

（注）すでにモニタモードになっている
場合は押す必要はありません。

A20TIE142A
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ダイレクトインプット（テンキーによる直接設定）による��運転モードおよび��による
��運転モードの選択と，キー
操作説明を表示することができます。

CPU����<1D�$E������;�FG

)��/011�������(�2356789:;

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　　0.00Hz

0～400

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① モニタモードで　　　
キーを	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

1　PU:ﾀﾞｲﾚｸﾄIN
2　JOG:ｼﾞｮｸﾞ

② カーソル（　表示）を　キーで「	　��ウンテン」の位置
に移動させます。

④ カーソル（　表示）が
「� ���ダイレクト��」の
位置にあるのを確認する。

表示部

③
⑤

②

①
⑥

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

③ 　　キーを押す。

ヘルプ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

〈ｷｰ ｿｳｻ〉
　fｾｯﾃｲ:0～9
　 ｶﾐｺﾐ
ｾｲﾃﾝ,ｷﾞｬｸﾃﾝ

⑥ 　　　キーを押す。 ……キー操作説明が表示され
ます。

……右記のメニューが表示さ
れます。

読出

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

　　　キーを押すとヘルプ機能メニュー
に戻ります。

……位置が違う場合は　　
キーで移動させます。

⑤ 　　キーを押す。読出

ヘルプ

……��運転モードが選択さ
れ，周波数設定画面が表
示されます。

モニタ

)��/021%��� !4?@56789:;

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　　0.00Hz

0～400

表示部

②

①モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

〈ｷｰ ｿｳｻ〉
　fｾｯﾃｲ:0～9
　 ｶﾐｺﾐ
ｾｲﾃﾝ,ｷﾞｬｸﾃﾝ

② 　　　キーを押す。 ……キー操作説明が表示され
ます。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

① 　　キーを押す。

ヘルプ

……周波数設定画面が表示さ
れます。

モニタ

ＰＵ
運転

ヘルプ

A20TIE143A

A20TIE144A
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CPU JOG����<�FG

)��/011�������(�2356789:;

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　　5.00Hz

0～400

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① モニタモードで　　　
キーを	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

1　PU:ﾀﾞｲﾚｸﾄIN
2　JOG:ｼﾞｮｸﾞ

② カーソル（　表示）を　キーで「	　��ウンテン」の位置
に移動させます。

④ カーソル（　表示）を　キーで「	 
��：ジョグ」の位置
に移動させます。

表示部

③
⑤

②
④

①
⑥

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

③ 　　キーを押す。

ヘルプ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

〈ｷｰ ｿｳｻ〉
　fｾｯﾃｲ:0～9
　 ｶﾐｺﾐ
ｾｲﾃﾝ,ｷﾞｬｸﾃﾝ

⑥ 　　　キーを押す。 ……キー操作説明が表示され
ます。

……右記のメニューが表示さ
れます。

読出

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

　　　キーを押すとヘルプ機能メニュー
に戻ります。

⑤ 　　キーを押す。読出

ヘルプ

……��運転モードが選択さ
れ，周波数設定画面が表
示されます。

モニタ

)��/021%��� !4?@56789:;

〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　　0.00Hz

0～400

表示部

③

①モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

② 　　　キーを押す。 ……�� 
��運転モードが選
択され，周波数設定画面
が表示されます。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

① 　　キーを押す。

シフト

……周波数設定画面が表示さ
れます。

モニタ

ＰＵ
運転

ヘルプ

〈ｷｰ ｿｳｻ〉
　fｾｯﾃｲ:0～9
　 ｶﾐｺﾐ
ｾｲﾃﾝ,ｷﾞｬｸﾃﾝ

③ 　　　キーを押す。 ……キー操作説明が表示され
ます。

ヘルプ

〈PU JOG〉
ｾｯﾃｲ　　　5.00Hz

0～400

②

A20TIE145A
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パラメータメニューが表示され，下記の�項目について選択，実行することができます。
� セッテイ パラメータ設定モードに切換わります。� � � � � � � � � � � �

	 パラメータ　リスト パラメータのリストが番号順に表示され，個々のパラメータについて読出し，書込� �

みを行うことができます。
� ヘンコウ　リスト 工場出荷時の設定から変更されているパラメータのみ���番号と設定値が一覧表と� � � �

なって表示されます。�変更されていないパラメータは���番号のみに表示されま
す。）

� ショキチ　リスト パラメータの初期値（工場出荷値）が一覧表となって表示されます。� � � �

)�������(���


1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① 運転モードで　　　キー
を	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

②　カーソル（　表示）を　キーで「�　パラメータ」の位置
に移動させる。

表示部

③

②

①

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

③ 　　キーを押す。

ヘルプ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

……パラメータメニューが表
示されます。

読出

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

モニタ

CH1.��B�I�FGJKL

)��/0

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

表示部

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

　　　，　　，　　キーを押すとそれぞ
れのモードに切換わります。

② カーソルが「�　セッテ
イ」の位置にあるのを確
認する。

……位置が違う場合は　　
キーで移動させます。

ＰＵ
運転

外部
運転

① 上記を参照してパラメータメニューを表示させる。

モニタ

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　ﾍﾙﾌﾟ

③ 　　キーを押す。 ……設定モードに切り換わり
ます。

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

読出

③

A20TME143A
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CH2.�����.	
�I�FGJKL

)��/0

① ���を参照にしてパラメータメニューを表示させる。

② カーソル（　表示）を　キーで「	　パラメータ　リス
ト」の位置に移動させる。

表示部

②

⑤
モニタ 設定 外部

運転
� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

③ 　　キーを押す。

シフト

　　　，　　，　　キーを押すとそれぞ
れのモードに切換わります。

……パラメータリストが表示
されます。

読出

ＰＵ
運転

外部
運転モニタ

CH3.��MA.	
�I��


)��/011�������(�2356789:;

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

表示部

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② カーソル（　表示）を　キーで「�　ヘンコウ　リスト」
の位置に移動させる。

① ���を参照してパラメータメニューを表示させる。

〈ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ〉
Pr　0　　　8.0
Pr　1　　　�–
Pr　2　　　�–

③ 　　キーを押す。 ……ヘンコウリストが表示さ
れます。（注）

　0　ﾄﾙｸﾌﾞｰｽﾄ
　1　ｼﾞｮｳｹﾞﾝf
　2　ｶｹﾞﾝf
　3　ｷﾃｲf

読出

③

④ 　または　キーを押してカーソルを目的のパラメータに移
動させる。

⑤ 目的のパラメータが見当たらない場合は　　　キーと　
キーを同時に押して次ページに移ります。

⑥ 　　キーを押す。 ……カーソルの示しているパ
ラメータが読み出され，
パラメータ設定モードに
なります。

読出 　0　ﾄﾙｸﾌﾞｰｽﾄ
　6.0％

0～30

　　　キーで次のパラメータ
へ移ります。

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

④

⑤

③
⑥

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

（注）　　　キーと　キーを同時に押すと次ページに移ります。

シフト

シフト

A20TIE149A
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CH4.'N%O.	
�I��


)��/0

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

表示部

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② カーソル（　表示）を　キーで「�　ショキチ　リスト」
の位置に移動させる。

① ���を参照してパラメータメニューを表示させる。

〈ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ〉
Pr　0 6.0
Pr　1 120.00
Pr　2 0.00

③ 　　キーを押す。 ……ショキチリストが表示さ
れます。（注）

読出

③

1　ｾｯﾃｲ
2　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ﾘｽﾄ
3　ﾍﾝｺｳ ﾘｽﾄ
4　ｼｮｷﾁ ﾘｽﾄ

　　　，　　，　　キーを押すとそれぞ
れのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

（注）　　　キーと　キーを同時に押すと次ページに移ります。シフト

A20TIE151A
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パラメータクリアメニューが表示され，下記の�項目について選択，実行することができます。
�　パラメータ　クリア パラメータの一部（�����校正値…����

～�
�）を除いて，工場出荷時の値に戻し� � �

（初期化）ます。
	　オール　クリア �����以外のすべてのパラメータを初期化します。� � � � � � �

�　クリア　シナイ 初期化しません。� � � � � � �

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① 運転モードで　　　キー
を	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

② カーソル（　表示）を　キーで「�　パラメータ　クリ
ア」の位置に移動させる。

表示部

③

②

①

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

③ 　　キーを押す。

ヘルプ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

……パラメータクリアメ
ニューが表示されます。

読出

ＰＵ
運転設　定 外部

運転

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

モニタ

CH1.�����.E	"I�FGJKL

)��/0

表示部

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② カーソル（　表示）が「�
パラメータ クリア｣の位
置にあるのを確認する。

……位置が違う場合は　　
キーで移動させます。

① 上記を参照してパラメータメニューを表示させる。

〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀｸﾘｱ〉
ｼﾞｯｺｳ　ｶｷｺﾐ
ﾄﾘｹｼ　 ｸﾘｱ

③ 　　キーを押す。 ……右記の内容が表示されま
す。

1　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ
2　ｵｰﾙ ｸﾘｱ
3　ｸﾘｱ ｼﾅｲ
　　　 +ﾖﾐﾀﾞｼ

読出

③

)�����E	"��(���


〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ〉

　ｶﾝﾘｮｳ

④ 　　キーを押す。（注） ……右記の内容が表示され，
パラメータが初期化され
ます。

1　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ
2　ｵｰﾙ ｸﾘｱ
3　ｸﾘｱ ｼﾅｲ
　　　 +ﾖﾐﾀﾞｼ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

書込

（注）　　　キーを押すとパラメータクリアは実行されません。

④

クリア

A20TIE152A
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（注）　　　キーを押すとオールクリアは実行されません。クリア

CH2.T��E	"I�FGJKL

)��/0 表示部

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② カーソル（　表示）を　キーで「	　オール　クリア」の
位置に移動させる。

① ���を参照してパラメータクリアメニューを表示させる。

③ 　　キーを押す。 ……右記の内容が表示されま
す。

読出

③

〈ｵｰﾙ ｸﾘｱ〉
ｼﾞｯｺｳ　ｶｷｺﾐ
ﾄﾘｹｼ　 ｸﾘｱ

1　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ
2　ｵｰﾙ ｸﾘｱ
3　ｸﾘｱ ｼﾅｲ
　　　 +ﾖﾐﾀﾞｼ

④ 　　キーを押す。（注） ……右記の内容が表示されパ
ラメータが初期化されま
す。

〈ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ〉

　ｶﾝﾘｮｳ

1　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ
2　ｵｰﾙ ｸﾘｱ
3　ｸﾘｱ ｼﾅｲ
　　　 +ﾖﾐﾀﾞｼ

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

④

書込

A20TIE154A
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「�　クリア　シナイ」を選択すると初期化は行われません。
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過去�回分の異常（アラーム）履歴を表示します。

)��/0

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① 運転モードで　　　キー
を	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

② 　　　キーと　キーを同
時に押す。

……次ページに移ります。

表示部

④

①

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

ヘルプ

④ 　　キーを押す。 ……アラームリレキが表示さ
れます。

読出

③

②

1 OV3
2 UVT
3 UVT
4 UVT

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

③ カーソル（　表示）が｢�
アラーム　リレキ｣の位置
にあるのを確認する。

……位置が違う場合は　　
キーで移動させます。

シフト

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

5 UVT
6
7
8

A20TIE155A

異常（アラーム）履歴をすべて消去します。

)��/0

〈ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ〉
　ｼﾞｯｺｳ　ｶｷｺﾐ
　ﾄﾘｹｼ　 ｸﾘｱ

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① 運転モードで　　　キー
を	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

② 　　　キーと　キーを同
時に押す。

……次ページに移ります。

表示部

④

①

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

ヘルプ

④ 　　キーを押す。 ……右記の内容が表示されま
す。

読出

③
②

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

③ カーソル（　表示）を　キーで「�　アラームリレキクリ
ア」の位置に移動させる。

シフト

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

〈ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ〉

　ｶﾝﾘｮｳ

⑤ 　　キーを押す。�注） ……右記の内容が表示されア
ラームリレキがクリアさ
れます。

（注）　　　キーを押すとアラームリレキクリアは実行されません。

書込

⑤

クリア
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インバータをリセットします。インバータの保護機能が動作してトリップ（保護動作）した場合，つぎの操作でトリッ
プ状態を解除（リセット）することができます｡
電源「���」または端子����� 間を短絡することにより同様の解除（リセット）を行うこともできます。

)��/0

〈ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ〉
　ｼﾞｯｺｳ　ｶｷｺﾐ
　ﾄﾘｹｼ　 ｸﾘｱ

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① 運転モードで　　　キー
を	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

② 　　　キーと　キーを同
時に押す。

……次ページに移ります。

表示部

④

①

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

ヘルプ

④ 　　キーを押す。 ……右記の内容が表示されま
す。

読出

③
②

③ カーソル（　表示）を　キーで「�　インバータ　リセッ
ト」の位置に移動させる。

シフト

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

⑤ 　　キーを押す。�注） ……インバータがリセットさ
れモニタモードに切換わ
ります。

（注）　　　キーを押すとリセットされず，そのままモニタモードに切換わります。

書込

④0.00HZ　
– – – STOP  PU

クリア
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インバータの動作に不具合があると思われる場合，つぎの操作を行って下さい。不具合の原因が表示されます。
この操作はインバータ運転中（��運転，外部運転），異常トリップ（保護動作）中などでも行うことができます。

)��/0

1　ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ
2　ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ
3　ｶｹﾞﾝｿｸ ﾅｶﾞｲ
4　ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｵｵｷｲ

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

1　ﾓﾆﾀ
2　PUｳﾝﾃﾝ
3　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
4　ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｸﾘｱ

① 運転モードで　　　キー
を	回押す。

……ヘルプ機能メニューが呼
び出されます。

② 　　　キーと　キーを同
時に押す。

……次ページに移ります。

表示部

④
⑥

①

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

ヘルプ

④ 　　キーを押す。 ……異常現象別メニューが表
示されます。

読出

③
②

③ カーソル（　表示）を　キーで「�　トラブル　シュー
ト」の位置に移動させる。

シフト

5　ｱﾗｰﾑ ﾘﾚｷ
6　ｱﾗｰﾑﾘﾚｷｸﾘｱ
7　ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾘｾｯﾄ
8　ﾄﾗﾌﾞﾙ ｼｭｰﾄ

⑤ 　または　キーを押してカーソルを目的の項目に移動させ
る。

⑥ 　　キーを押す。 ……不具合内容が表示されま
す。（���参照）

⑤

読出

1　ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ
2　ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ
3　ｶｹﾞﾝｿｸ ﾅｶﾞｲ
4　ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｵｵｷｲ

〈ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ〉
ｾｯﾃｲf >ｼﾞｮｳｹﾞﾝf
60.00 〈Pr 1〉
　　Hz
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)��&�'(��VW:XY

1.���.Z�B��[1���\]�^_Q;

インバータが異常トリップ（保護動
作）して出力遮断をしています。
　　　キーを押すとトリップした原
因が表示されます。

インバータの主回路電源がありませ
ん。
または電源に欠相が発生していま
す。電源関連を調査してください。

始動信号�!�および�!�がいずれも
��または���しています。

出力遮断入力端子"��が��していま
す。

インバータ始動周波数（�����）の設
定値が現在の設定周波数よりも高い
状態になっています。

電流入力選択端子��が���したまま
です。（��していません）

��運転モードで正転キー，逆転キー
いずれも��していません。

インバータ始動周波数（�����）が上
限周波数（����）より高く設定されて
いるので始動できません。

�����により正転または逆転を禁止設
定した方向に始動させようとしてい
るので始動できません。

電流制限が動作しているので始動で
きません。　　　キーを押すと電流
制限機能動作の推定原因が表示され
ます。

プログラム運転モードにおける停止
時間中ですから始動しません。

��制御の演算結果として，インバー
タは始動する必要がない条件となっ
ていますから始動しません。

瞬時再始動選択端子#�が���してい
るので再始動しません。
現在は瞬停後か商用切換え運転モー
ドと推定されます。

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
PUｳﾝﾃﾝ ﾓｰﾄﾞ
ｾｲﾃﾝ,ｷﾞｬｸﾃﾝ ｷｰ
ｲｽﾞﾚﾓ off

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
AU ｶﾞ off

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
ｾｯﾃｲf <ｼﾄﾞｳf
　　　（Pr13）

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
MRS ｱﾘ

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
STF STR ｶﾞ
ｲｽﾞﾚﾓonﾏﾀﾊoff

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
ﾃﾞﾝｹﾞﾝRST�ｶﾞ�ﾅｲ
ﾏﾀﾊ ｹｯｿｳ ｱﾘ

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
CS ｶﾞ off
　（Pr57）

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
PIｾｲｷﾞｮ ﾁｭｳ

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
PRG ｳﾝﾃﾝ
ﾃｲｼ ｼﾞｶﾝ ﾁｭｳ

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｾｲｹﾞﾝ
　ﾄﾞｳｻ ﾁｭｳ
ｽｲﾃｲ ｹﾞﾝｲﾝ �ｼﾌﾄ

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
ｶｲﾃﾝ ﾎｳｺｳ
　　ｾｲｹﾞﾝ ｱﾘ
　（Pr78）

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
ｼﾞｮｳｹﾞﾝf<ｼﾄﾞｳf
（Pr 1)(Pr13）シフト

シフト

<ﾓｰﾀ ｶｲﾃﾝｾｽﾞ>
ｲﾝﾊﾞｰﾀ ﾄﾘｯﾌﾟ

　　ｹﾞﾝｲﾝ　ｼﾌﾄ

2.`E<.a."bU�
（回転速度が運転周波数設定値と合わない）

運転周波数設定値が上限周波数
（����）の設定値より高いので運転周
波数が上限周波数にとどまっていま
す。

運転周波数設定値が下限周波数
（���	）の設定値より低いので運転周
波数が下限周波数にかさあげされて
運転しています。

運転周波数設定値が周波数ジャンプ
の設定範囲（���	�）に入っているの
で運転周波数がジャンプしていま
す。

電流制限機能が動作して強制的に運
転周波数が下げられています。
　　　キーを押すと電流制限機能動
作の原因が表示されます。

��制御の演算結果，運転周波数が設
定値からずれています。

<ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ>
PIｾｲｷﾞｮ�ﾁｭｳ

<ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ>
ﾃﾞﾝﾘｭｳ�ｾｲｹﾞﾝ
　�ﾄﾞｳｻ�ﾁｭｳ
ｽｲﾃｲ�ｹﾞﾝｲﾝ��ｼﾌﾄ

<ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ>
ｾｯﾃｲf�cfｼﾞｬﾝﾌﾟ
�60.00
　　Hz

<ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ>
ｾｯﾃｲf�<ｶｹﾞﾝf
�60.00�Pr 2）
　　Hz

<ｿｸﾄﾞ ｶﾞ ｱﾜﾅｲ>
ｾｯﾃｲf�>ｼﾞｮｳｹﾝf
�60.00�Pr 1）
　　Hz

シフト

3.Zc�`EUa�
（実際の加減速時間が����，����の設定値より長い）

加減速時間の設定値�����$
が表示されます。
上記設定時間で達する周波
数（加減速基準周波数
���	
）が表示されます。
減速時間の設定値�����$が
表示されます。
上記設定時間で減速する周
波数（加減速基準周波数
���	
$が表示されます。

ｾｯﾄ　　 5.0S
0→ 60.00Hz
ｾｯﾄ　　 5.0S

60.00Hz→ 0

実際の加減速時間が設定値より長く
なる推定原因が表示されます。

ｽﾄｰﾙﾎﾞｳｼ�ﾄﾞｳｻ?
ｾｯﾃｲ ﾐｼﾞｶｽｷﾞ?
ﾌｶ ｶﾞ ｵﾓｲ?
Pr22ｾｯﾃｲ ﾐｽ?
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4.d�	(ATT%�
（インバータ出力電流値が正常より大きい）

まず，インバータの運転周波数と出力電流
および出力電圧が表示されます。
　　　キーを押すと，出力電流が大きいこ
とに対する推定原因が表示されます。

モータが汎用三相誘導電動機以外の特殊
モータではないですか？
この場合，トルクブーストの設定値を下げ
てください。
関連パラメータ……���
%��%��

モータが定トルクモータ（インバータ用
モータ）ではないですか？　この場合，ト
ルクブーストの設定値を下げてください。
関連パラメータ……���
%��%��　

トルクブーストの設定量が不適切な可能性
がありますのでつぎの関連パラメータを見
直してください。
関連パラメータ……���
%��%��

���パターンの設定が不適切な可能性があ
りますのでつぎの関連パラメータを見直し
てください。
関連パラーメタ……����%��%��%��

V/Fﾊﾟﾀｰﾝ
　　ｾｯﾃｲ ﾐｽ?

Pr 3,14,19
　47

ﾄﾙｸ ﾌﾞｰｽﾄ
　　ｾｯﾃｲ ﾐｽ?

Pr 0,38,46

ﾃｲ ﾄﾙｸ ﾓｰﾀ?
→ﾄﾙｸ ﾌﾞｰｽﾄ
　　ｾｯﾃｲ ｻｹﾞﾙ

Pr 0,38,46

ﾄｸｼｭ ﾓｰﾀ?
→ﾄﾙｸ ﾌﾞｰｽﾄ
　 ｾｯﾃｲ ｻｹﾞﾙ

Pr 0,38,46

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｼｭﾂﾘｮｸ
　　　60.00Hz
　　0.00A182.4V
ｽｲﾃｲ ｹﾞﾝｲﾝ �ｼﾌﾄ

負荷が重すぎる可能性があります。イン
バータとモータ間に欠相が生じている可能
性があります。

ﾌｶ ｶﾞ ｵﾓｲ

ｼｭﾂﾘｮｸ ｹｯｿｳ
　　　　 ｱﾘ

シフト

シフト

（注）ef���4LghiVW:\j�Pk_
2gl9:

不具合原因が見つからなかった場合は，画
面にその時点での運転周波数と出力電流，
出力電圧を表示します。

　　　キーを押すと関連した推定原因が表
示されます。

ｲﾝﾊﾞｰﾀ ｼｭﾂﾘｮｸ
　　　60.00Hz
　　0.00A182.8V
ｽｲﾃｲ ｹﾞﾝｲﾝ �ｼﾌﾄ

シフト

15–2 m�n������

Co�pq�E��

パラメータの設定画面で ヘルプ キーを押すと，そのパラメータの内容がグラフィック表示されます。

　　　　　Pr　3
V　　　　 60.00
　　　　　　Hz
　　 �F

　　3　ｷﾃｲf
　　　 60.00Hz

0～400

① ���または���を参照して，目的のパラメータを読み出
す。

② 　　　キーを押す。 ……パラメータの内容がグラ
フィック表示されます。

表示部

②

モニタ 設定 外部
運転

� �

運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

ヘルプ

③

③ 　　　キーを押す。クリア ……元の画面に戻ります。

)��/01rsPr.3HtuvwxI�9:;

　　3　ｷﾃｲf
　　　 60.00Hz

0～400
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インバータの表示計（周波数計）接続端子�����間または端子����間に接続された表示計
（周波数計）の目盛を，�	を使用して校正（調整）することができます。ディジタル表示
計の場合はパルス列出力信号の周波数を調整することができます。出力電流の校正の場合
も，モータを接続する必要はありません。

16–1 ��FM–SD��	�


���


�� 表示計（周波数計）をインバータの端子�����間に接続する。
極性に注意。��がプラ
ス。�



� 目盛校正抵抗器がすでに接続されている場合は抵抗値がゼロとなるように調整するか，
または取りはずす。


�� �����「��端子機能選択」に｢�～���～���������
�｣を設定します。出力信号に運転周波数
またはインバータ出力電流などを選択した場合には，�����または�����によりあらかじめ
出力信号が������となる運転周波数または電流値などを設定してください。この
������で通常はメータがフルスケールになります。

制
御
回
路
用
端
子
台

表示計（周波数計）

��

�	

��

��

��

A20TIE160B

（注）端子�����間に周波数計を接続して運転周波数をモニタする場合，最大出力周波数が�����以上になると，工
場出荷値では��端子の出力が飽和するため，�����「周波数モニタ基準」を最大周波数に変更する必要があり
ます。（����参照）

��
�����60Hz	�������
����� 表示部

⑤

モニタ 設定 外部
運転

� 	
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 数字キーで���と入力
し，　　キーを押す。

① �	運転モードで　　　
キーを押す。

③ 数字キーで��と入力す
る。

……右記の内容が表示されま
す。 ③

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

④ 　　キーを押して，
����で正転運転する。

……モータを接続する必要は
ありません。

900 FMｺｳｾｲ
ﾓﾆﾀ　　60.00Hz

　　 ｶｷｺﾐ　PU

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

⑥

……パラメータ設定モードに
なります。

……現在の�	設定周波数が表
示されます。

⑤ 　または　キーで表示計
の針を所定の位置に調整
する。

……表示計の針が動きます。
（針が動くまで長時間か
かります。）

900 FMｺｳｾｲ
ｾｯﾃｲ ｶﾝﾘｮｳ
　ﾋｮｳｼﾞ　ﾓﾆﾀ

⑥ 　　キーを押す。 ……校正が完了します。書込

900 FMｺｳｾｲ
　ｼﾄﾞｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｾｯﾃｲ　　 0.00Hz
　　　　　PU

900 FMｺｳｾｲ
　ｼﾄﾞｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｾｯﾃｲ　　60.00Hz
　　　　　PU

設　定

読出

正転

②

④

（注）この校正
�������は�����に
｢�～���～���������
�｣を設定して
端子��に信号を出力するように
選択した場合にのみ有効です。そ
れ以外の場合（�����で端子��へ
の信号出力を選択した場合）に
は，この操作で������を選択した
時点でこのパラメータがないこと
が画面に表示されます。
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16–2 ��AM–5��	�
 

���


�� �������の表示計（周波数計）をインバータの端子����間に接続する。（極性に注意。
��がプラス。）



� �����に「���～���� �������� �������～���� ���� �
�」を設定します。出力信号に運転周
波数またはインバータ出力電流等を選択した場合には�����または�����によりあらかじめ
出力信号が���となる運転周波数または電流値を設定してください。


�� �����の設定と同様に������（��端子機能選択）に「�～�� �� �� �� ��～��� ���

�」を設定すると�����出力と����出力の両方を同時に使用することができます。

制
御
回
路
用
端
子
台

表示計（周波数計）

AM

10E

10

2

5

4

A20TIE162A

��
��1���60Hz	�������
����� 表示部

⑤

モニタ 設定 外部
運転

� 	
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 数字キーで���と入力
し，　　キーを押す。

① �	運転モードで　　　
キーを押す。

③ 数字キーで��と入力す
る。

……右記の内容が表示されま
す。

③

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

④ 　　キーを押して，
����で正転運転する。

……モータを接続する必要は
ありません。

901 AMｺｳｾｲ
ﾓﾆﾀ　　60.00Hz

　　 ｶｷｺﾐ　PU

　　　，　　　，　　，　　キーを押す
とそれぞれのモードに切換わります。

ＰＵ
運転設　定 外部

運転モニタ

⑥

……パラメータ設定モードに
なります。

……現在の�	設定周波数が表
示されます。

⑤ 　または　キーで表示計
の針を所定の位置に調整
する。

……表示計の針が動きます。

901 AMｺｳｾｲ
ｾｯﾃｲ ｶﾝﾘｮｳ
　ﾋｮｳｼﾞ　ﾓﾆﾀ

⑥ 　　キーを押す。 ……校正が完了します。書込

901 AMｺｳｾｲ
　ｼﾄﾞｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｾｯﾃｲ　　 0.00Hz
　　　　　PU

901 AMｺｳｾｲ
　ｼﾄﾞｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｾｯﾃｲ　　　60Hz
　　　　　PU

設　定

正転

②

④

（注）この校正（������）は�����に���
～���� ���� ���� �������～����
���� �
�を設定した場合，また
は，������を同様に設定して端子
��に信号を出力するように選択
した場合のみ有効です。それ以外
の場合（�����で端子��への信号
出力を選択した場合）には，この
操作で������を選択した時点でこ
のパラメータがないことが画面に
表示されます。

読出
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��
��2�����!"	���
出力電流など運転しても簡単に��� の値にできない項目を出力する場合は，基準電圧出力（�����「��･��端子機能
選択」の設定値が「�
�」の場合）を調整した後，表示項目を選択します。

表示部

①

⑧

⑦

モニタ 設定 外部
運転

� 	
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 数字キーで��と入力して
　　キーを押す。

① �	運転モードで　　　
キーを押す。

③ 数字キーで�
�と入力し
て　　キーを押す。

……基準電圧出力の設定が完
了します。

②
③
⑤
⑥
⑩
⑪

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

④ 　　　キーを押す。 ……パラメータ設定モードに
なります。

③
⑥
⑪

……パラメータ設定モードに
なります。

……�����の現在の設定値が表
示されます。

⑥ 数字キーで��と入力して
　　キーを押す。

……最大運転周波数の設定が
完了します。

書込

901 AMｺｳｾｲ
　ｼﾄﾞｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｾｯﾃｲ　　 0.00Hz
　　　　　PU

901 AMｺｳｾｲ
　ｼﾄﾞｳｼﾃｸﾀﾞｻｲ
ｾｯﾃｲ　　　60Hz
　　　　　PU

設　定

正転

①
④
⑨

⑤ 数字キーで���と入力し
て　　キーを押す。

……������の現在の設定値が表
示されます。

⑦ 　　キーを押す。

⑧ 　または　キーで����番
端子間の電圧を���に調
整して　　キーを押す。

……設定完了です。

⑨ 　　　キーを押す。 ……パラメータ設定モードに
なります。

……����で正転運転します。
モータは接続しなくても
調整可能です。

901 AMｺｳｾｲ
ｾｯﾃｲ ｶﾝﾘｮｳ
ﾋｮｳｼﾞ　ﾓﾆﾀ

⑪ 数字キーで��
と入力し
て　　キーを押す。

……出力電流の設定が完了し
ます。

⑩ 数字キーで��と入力して
　　キーを押す。

……�����の現在の設定値が表
示されます。

……���％出力のとき，���の出力電圧と
なります。　　キーを押さないと記憶
されません。

……�����「電流モニタ基準」で設定した電
流値が���％となり，この時点の出力
が���となります。

読出

設　定

書込

読出

書込

設　定

読出

書込

書込

基
準
電
圧
出
力
の
設
定

出
力
電
流
の
設
定

②
⑤
⑨
⑩

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

〈ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ〉
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

54　FMｷﾉｳ
　　　　　1

1～21,�101～121

54　FMｷﾉｳ
　　　　121

ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ

54　FMｷﾉｳ
　　　　121

1～21,�101～121

54　FMｷﾉｳ
　　　　102

ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ
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インバータに異常が発生すると保護機能が動作，アラーム停止して��の表示部および本体
���が下記のエラー（異常）表示に自動的に切換わります。保護機能が動作したときは，
���を参照してインバータをリセットしてください。

17–1 ��������	


����

 � � 	

���� ����

��������� ��LED

�� �����	

��� (B–C�)

カソクジ　カデンリュウ 加速中 過
電

インバータ出力電流が定格電流の�		％以上の過
電流で保護回路が動作しインバータを停止しま




テイソクジ　
カデンリュウ

定速中
電
流
遮

す。また，主回路素子が加熱したときも保護回
路が動作し，インバータの出力を停止します。 �

動作
�開�

ゲンソクジ　
カデンリュウ

減速中
停止中

遮
断 �

カソクジ　カデンアツ 加速中
回
生
モータからの回生エネルギーによるコンバータ
出力電圧過大で保護回路が動作し，トランジス

テイソクジ　カデンアツ 定速中
過
電
圧

タの出力を停止します。
電源系統に発生したサージ電圧により動作する
場合もあります



動作
�開�

ゲンソクジ　カデンアツ
減速中
停止中

圧
遮
断

場合もあります。

デンシ　サーマル
�モータ保護�

過負荷遮断

インバータの過負荷，モータの過熱をインバー
タ内蔵の電子サーマルが検知し，保護回路が動
作してインバータ出力を停止します。多極モー
タや�台以上のモータを運転する場合などは電子
サ マルではモ タ保護はできません イン

�

動作

トランジスタ
ホゴ サーマル

�インバータ保護�

�電子サーマル�
サーマルではモータ保護はできません。イン
バータ出力側にサーマルリレーを設けてくださ
い。この場合，電子サーマルの設定値を	�に設
定するとインバータ保護のみ動作します。（定格
電流の
�	％以上の電流で動作）

�

�開�

シュンジ　テイデン 瞬時停電保護


�����を越える停電（インバータ入力電源遮断
も同じ）が生じた場合に誤動作防止のため瞬時
停電保護機能が動作し，インバータの出力を停
止します。（
�����以内の瞬停であれば制御回路
は正常に動作します。約
		����以上の停電は
保護回路がリセットされます。）

�
動作
�開�

フソク　デンアツ 不足電圧保護

インバータの電源電圧が下がると制御回路が正
常に動作できなくなります。また，モータのト
ルク不足や発熱の増加を生じます。このため電
源電圧が約
�	�（
		�クラスは約�		�）以下に
なるとインバータの出力を停止します。

�
動作
�開�

ブレーキカイロ
イジョウ

ブレーキ
トランジスタ
異常検出

回生ブレーキ量が著るしく大きいときなどで，
ブレーキトランジスタの異常が発生した場合，
異常を検出しインバータの出力を停止します。

�
動作
�開�

チラク　カデンリュウ
出力側地絡
過電流保護

インバータの出力側（負荷側）で地絡が生じ，
地絡過電流が流れるとインバータの出力を停止
します。低い接地抵抗での地絡は過電流保護
（��
～���）となることがあります。

�
動作
�開�

ガイブ　ホゴ
外部サーマル
動作

外部に設けたモータ過熱保護用サーマルリレー
またはモータ内埋込み形温度リレーなどが動作
したとき（リレー接点「開」），インバータの出
力を停止して保持します。この保護機能は，
���
�「外部サーマル入力の選択」で設定値
「
」，「�」，「�」，「�」を設定したときのみ動作
します。

�
動作
�開�
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����

 � � 	

����
����

��������� ��LED

�� �����	

���
����

モータ回転中
は��記号表示

定速運転中
長時間の動
作で停止し

加速，定速中
ストール防止
電流制限

インバータで加速中，モータにインバータ定格
電流の
�	％以上の電流が流れると負荷電流が減
少するまで周波数の上昇を止めてインバータが
過電流トリップに至るのを防止します。また定
速運転中に
�	％以上の過電流が流れた場合も，
負荷電流が減少するまで周波数を下げ過電流ト
リップに至るのを防ぎます。負荷電流が
�	％未
満になると再び周波数を上昇させ設定周波数ま
で加速，運転します。

�

不動作
���

表示で
動作
（開）

モータが停止すると
ストールボウシニ
ヨリテイシ
を表示

作で停
たとき

減速中ストール
防止

モータ減速時の回生エネルギーが過大となり，
ブレーキ使用量が規定値を越えると周波数の下
降を止めて過電圧トリップに至るのを防止しま
す。回生エネルギーが減少した時点で再び周波
数を下げ減速を続けます。

（開）

オプション　イジョウ
内蔵オプション
接続異常

インバータに内蔵の専用オプションを使用した
とき設定誤りや接続（コネクタ）不良が発生す
るとインバータの出力を停止します。

�
動作
（開）

パラメータ　エラー
パラメータ
記憶素子異常

パラメータの設定値を記憶する������の素子
異常が生じたとき出力を停止します。

�
動作
（開）

リトライカイスウ �オーバ
リトライ回数
オーバー

設定したリトライ回数以内に運転再開できな
かった場合，インバータの出力を停止します。

�
動作
（開）

���エラー ���エラー
内蔵���の演算が所定の時間内に終了しない
と，異常と自己判断してインバータの出力を停
止します。

�
動作
（開）

��ヌケ　ハッセイ
パラメータ
ユニット抜け

パラメータユニットが抜けた場合，インバータ
の出力を停止します。この保護機能は�����「リ
セット選択／��抜け検出／��停止選択」で設定
値「�」，「�」，「
�」，「
�」を設定したときのみ
動作します。

�
動作
（開）

（表示しません） （表示しません）
ブレーキ抵抗器
過熱保護

モータからの回生ブレーキ量が規定値を越えた
場合には，ブレーキ抵抗を過熱から保護するた
めに，一時，ブレーキ使用を停止します。ブ
レーキ抵抗が冷却されるとブレーキの使用を再
開します。

－
不動作
（閉）

��� !"#$%&'()*+,-./

異常が発生すると表示部は動作した保護機能の表示（エラー表示）へ自動的に切換わります。この時点でリセット
（���参照）を行わずに　　　 キーを押すと表示部は出力周波数を表示します。このようにして異常直前の運転周波
数を知ることができます。以下，電流も同様となりますが，これらの値はメモリに残りません。そのため，リセット
するとこの周波数と電流の内容が消去されます。
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17–2 012�3
�.456.$78

本書の表示例で記述する英数字と実際の表示との対応は下記のとおりです。

456 
�� 456 
�� 456 
��

17–3 ����9:����	$9:�

アラーム履歴（異常内容の履歴）は最新のものも含めて�回分を記憶しています。その内容を確認する場合はヘルプ機能
を使用します。詳細は��	「�　アラーム　リレキ」を参照してください。

17–4 ����9:����	$9:�$;<

アラーム履歴（異常内容の履歴）を消去する場合はヘルプ機能を使用します。詳細は��	「�　アラームリレキクリア」
を参照してください。
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17–5 ���������

�����「アラームコード出力選択」の設定により，異常内容を
 !"のディジタル信号でインバータに標準装備のオープンコ
レクタ出力端子より出力することができます。
異常内容とアラームコードの対照はつぎのとおりです。表中の「	」は出力トランジスタ���，「
」は出力トランジスタ
�#（コモン端子$�）を表わします。

������	
��LED
�

��AB$CD ����

�=�>�?�@�
��LED
�

SU IPF OL FU � � �

正常運転 ── 	 	 	 	 	

加速中 ����
 	 	 	 
 


過電流遮断 定速中 ����� 	 	 
 	 �

減速中 ����� 	 	 
 
 �

回生過電圧遮断 ����
～��� 	 
 	 	 


電子サ マル
モータ保護 ���%� 	 
 	 
 �

電子サーマル
インバータ保護 ���%� 	 
 
 	 �

瞬時停電 ��&�� 	 
 
 
 �

不足電圧 ����� 
 	 	 	 �

ブレーキトランジスタ異常 �� �� 
 	 
 	 �

出力側地絡・過電流 �� '� 
 	 
 
 �

外部サーマル動作 ���%� 
 
 	 	 �

ストール動作による停止 ����� 
 
 	 
 �

内蔵オプション異常 ����� 
 
 
 	 �

パラメータ記憶素子異常 �� ��

リトライ回数オーバー �����

 
 
 
 �

���エラー �����

 
 
 
 �

パラメータユニット抜け �����
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パラメータユニット（��）のコネクタがインバータ本体から抜けたことを検出し，イン
バータ異常でアラーム停止とする機能です。

��	
�

�����「リセット選択／��抜け検出／��停止選択」により，��抜け検出のあり，なしを設定しておき，検出ありの場
合に��がインバータ本体から抜けたことを検出して��の表示部および本体��	がエラー表示に切り換わり，アラーム
停止します。

Pr.75�
� ������ PU���� PU����


 常時リセット入力可※
��を抜いてもそのまま運転継続

� 保護機能動作時のみリセット入力可
��を抜いてもそのまま運転継続

��運転モードのみ，��停止キーを入
� 常時リセット入力可 ��抜け時に，本体��	にエラー表示

，
力すると減速停止します


 保護機能動作時のみリセット入力可 しインバータ出力遮断する
��

（工場出荷時）
常時リセット入力可

��を抜いてもそのまま運転継続
どんなモードでも��停止キーを入力

�� 保護機能動作時のみリセット入力可
どんなモードでも��停止キーを入力
すると減速・停止します

�� 常時リセット入力可 ��抜け時に，本体��	にエラー表示
すると減速・停止します

�� 保護機能動作時のみリセット入力可 しインバータ出力遮断する

（注）アラーム停止したときのエラー表示は下記のようになります。
　　　　　　　　●パラメータユニット表示部 ��ヌケ　ハッセイ� � � � � �

　　　　　　　　●本体��	 ������ � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

��
��������� !"

��� 最初から��のコネクタが抜けていたときはアラームとはしません。
��� この抜け検出は，抜けた状態が�秒以上継続したとき，抜けたと判断します。
�
� �����
�を使用した場合も同様の機能が使用できますが，エラー表示が「����」となります。
��� 再度始動する場合は��の接続を確認した後，リセットしてください。（��
参照）
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つぎの�つのうち，いずれかの操作を行うとインバータ本体のリセットをかけることができ
ます。なお，リセットをかけると電子サーマルの内部熱積算値やリトライ回数はクリア（消
去）されますのでご注意ください。


�1

ヘルプ機能を使用してリセットする。詳細
は����「�　インバータリセット」を参照
してください。


�2

電源をいったん開放（���）し，	
�秒以上
後に再投入する。
注）��
��（再始動フリーラン時間）≠｢



｣
に設定したときは瞬停再始動と勘違いし，
リセットできないため，制御電源がなくなって
から約�秒した後再投入してください。


�3

リセット端子������間を	
�秒以上短絡後，
開放する。


�4

��運転インターロック機能使用時に，
アラーム発生した場合，��運転モードにて
停止キーを押す。
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波
数

工場出荷時設定

(60Hz)

周波数設定信号

ゲインPr.903
Pr.905

5V
10V
20mA

Pr.73

(Hz)
バイアス
Pr.902
Pr.904

0
0
4

50Hz

V
10Hz

0

f

5
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出力周波数を設定するために外部より入力される���～��，�～���または
���～��	
などの設定入力信号と出力周波数の関係を調整するのが「バイア
ス」・「ゲイン」機能です。
調整は下記のパラメータで行います。
●��
���「周波数設定電圧バイアス」 ●��
���「周波数設定電流バイアス」
●��
���「周波数設定電圧ゲイン」 ●��
���「周波数設定電流ゲイン」

端子���間に電圧を印加しないで調整する方法（調整手順�），電圧を印加して
任意の点を調整する方法（調整手順�），電圧を印加しないで任意の点を調整
する方法（調整手順�）の�つの方法があります。

����

例：��
���「周波数設定電圧バイアス」……設定電圧が��のとき出力周波数を����とする。
　　��
���「周波数設定電圧ゲイン」………設定電圧が��のとき出力周波数を����とする。

調整を行う前に��
��「�～��� �～���選択」で設定値が「�」�工場出荷値…�～��）と
なっているのを確認してください。

�����1���2–5���� !"#$%&��'()

(1) �������	
����� 表示部

①モニタ 設定 外部
運転

� �
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 　　　キーを押す。　

① 　　キーを押す。

③ 数字キーで���と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

④

　 <ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
　 ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.
　　　　　902
　ﾖﾐﾀﾞｼｦｷｰｲﾝ

　〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

④ 　　キーを押す。 ……��
���の現在の設定値が表
示されます。

　<ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

ＰＵ
運転

設　定

⑥
⑨

⑤ 数字キーで��と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

読出 902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　 　　　0.00Hz
ｾｯﾃｲ　ｶｷｺﾐ
ｼﾚｲ　 ﾖﾐﾀﾞｼ

⑥ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れ，バイアス設定が完了
します。

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz

　ｾｯﾃｲ ｶﾝﾘｮｳ

書込

……パラメータ設定モードに
なります。

……周波数設定画面が表示さ
れます。

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
ｾｯﾃｲ　ｶｷｺﾐ
ｼﾚｲ　 ﾖﾐﾀﾞｼ

……端子���間に電圧を印加する必要はありませ
ん。

……����のバイアス設定になります。

もし，この時端子���間に電圧が印加されて
いても上図のようになります。

（次ページへ） V

10Hz

0

f

③
⑤
⑧

⑦

②

A20TIE166A
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(2) ��������
�

���

⑦ 　　　キーを押す。 ……��
���の現在の設定値が表
示されます。

シフト

⑧ 数字キーで��と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　　60.00Hz
ｾｯﾃｲ　ｶｷｺﾐ
ｼﾚｲ　 ﾖﾐﾀﾞｼ

⑨ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れ，ゲイン設定が完了し
ます。

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　　50.00Hz

　ｾｯﾃｲ ｶﾝﾘｮｳ

書込

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　　50.00Hz
ｾｯﾃｲ　ｶｷｺﾐ
ｼﾚｲ　 ﾖﾐﾀﾞｼ

……端子���間に電圧を印加する必要はありませ
ん。
この時はインバータ内部の�������を設定電
圧として設定を行います。

周波数設定電圧バイアス，ゲイン
の調整が完了します。

（前ページより）

（注）�
 電流入力（��
���，��
���）の場合も同様の手順で調整できます。
　　　�
 ��
��「加減速基準周波数」の設定値を変更しても周波数設定ゲイン��
���は変化しません。
　　　�
 �������を使用しても周波数設定電圧バイアス，ゲイン，電流バイアス，ゲインの調整（���～���）がで

きますが，詳細は，����シリーズの取扱説明書を参照してください。

50Hz

V
10Hz

0

f

5V
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�����2���2–5���� !"#*+,�- ��'()

(1) �������	
�����
表示部

①モニタ 設定 外部
運転

� �
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 　　　キーを押す。　

① 　　キーを押す。

③ 数字キーで���と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

④

　 <ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
　 ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.
　　　　　902
　ﾖﾐﾀﾞｼｦｷｰｲﾝ

　〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

④ 　　キーを�回押す。 ……��
���の現在の設定値が表
示されます。

　<ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

ＰＵ
運転

設　定

⑥⑪
⑧⑬

⑤ 数字キーで��と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

読出 902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　 5.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ　　　20.0%

⑥ 　　キーを押す。 ……カーソル（　）が設定電
圧に移ります。

書込

……パラメータ設定モードに
なります。

……周波数設定画面が表示さ
れます。

�
�％を表示しない場合があります。
下図のように設定が完了しました。

……設定電圧を調整します。
��の電圧が設定されていると下図のようにな
ります｡

V

10Hz

0

f

③
⑤
⑩

⑨

②

⑦ ��の電圧値を印加します。

⑧ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れ，バイアス設定が完了
します。

書込

（次ページへ）

前回の設定値を表示します。

……この例では��時に����と設定するため��を印
加します。
（シレイの％表示が変化します。）

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ　　　20.0%

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ　　　20.0%

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ –　　 0.2%

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0.2%
　ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ

現在の端子���間に設定電圧を％表示します。
設定電圧を変化させると％表示も変化します。
この例では��の電圧を印加している場合
を示します。
��
��の選択値（この例では��）が���％
となります。

1V

V

10Hz

0

f
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(2) ��������
�

���

⑨ 　　　キーを押して　　
キーを押す。

……��
���の現在の設定値が表
示されます。

シフト

⑩ 数字キーで��と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 60.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ　　 99.0%

⑪ 　　キーを押す。 ……カーソル（　）が設定電
圧に移ります。

書込

……この例では��入力時に����と設定するため
��を印加します。

周波数設定電圧バイアス，ゲイン
の調整が完了します。

（前ページより）

（注）�
 電流入力（��
���，��
���）の場合も同様の手順で調整できます。
　　　�
 ��
��「加減速基準周波数」の設定値を変更しても周波数設定ゲイン��
���は変化しません。

50Hz

V
10Hz

0

f

5V

⑫ ��の電圧値を印加します。

⑬ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れ，ゲイン設定が完了し
ます。

書込

読出

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ 　　99.0%

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ 　　99.0%

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　99.6%
　ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ 　　99.0%

���％丁度を表示しない場合があります。
下図のように設定が完了しました。

���％になるように端子���間の電圧を設定し
てください。

前回の設定値を表示します。

現在の端子���間の設定電圧を％表示します。
設定電圧を変化させると％表示も変化します。
��
��の選択値（この例では��）が���％と
なります。

A20TIE169A
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�����3���2–5���� !"#$%&+,�- ��'()

(1) �������	
�����
表示部

①モニタ 設定 外部
運転

� �
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 ���上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 　　　キーを押す。　

① 　　キーを押す。

③ 数字キーで���と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

④

　 <ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
　 ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.
　　　　　902
　ﾖﾐﾀﾞｼｦｷｰｲﾝ

　〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

④ 　　キーを�回押す。 ……��
���の現在の設定値が表
示されます。

　<ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

ＰＵ
運転

設　定

⑥⑩
⑦⑪

⑤ 数字キーで��と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

読出 902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　 5.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ – 　　0.5%

⑥ 　　キーを押す。 ……カーソル（　）が設定電
圧に移ります。

書込

……パラメータ設定モードに
なります。

……周波数設定画面が表示さ
れます。

下図のように設定が完了しました。

……端子���間に電圧を印加する必要はありませ
ん。

③
⑤
⑨

⑦⑧

②

⑦ 数字キーで�と入力します。

⑧ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れ，バイアス設定が完了
します。

書込

（次ページへ）

前回の設定値を表示します。

……この例では����％�時に����と設定するため
�％を入力します。

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ – 　　0.5%

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0.5%
ｼﾚｲ – 　　0.5%

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　–　　 0%
ｼﾚｲ –　　 0.5%

902 ｼﾚｲVﾊﾞｲｱｽ
　　　　10.00Hz
　　　　　0.0%
　ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ

現在の端子���間に設定電圧を％表示します。
設定電圧を変化させると％表示も変化します。
��
��の選択値（この例では��）が���％
と　なります。

V

10Hz

0

f
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(2) ��������
�

���

⑨ 　　　キーを押して　　
キーを押す。

……��
���の現在の設定値が表
示されます。

シフト

⑩ 数字キーで��と入力。 ……右記の内容が表示されま
す。

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 60.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ　　 99.0%

⑪ 　　キーを押す。 ……カーソル（　）が設定電
圧に移ります。

書込

……この例では������％�時に����と設定するた
め���％を入力します。

周波数設定電圧バイアス，ゲイン
の調整が完了します。

（前ページより）

（注）�
 電流入力（��
���，��
���）の場合も同様の手順で調整できます。
　　　�
 ��
��「加減速基準周波数」の設定値を変更しても周波数設定ゲイン��
���は変化しません。

50Hz

V
10Hz

0
(0%)

f

5V
(100%)

⑫ 数字キーで���と入力。

⑬ 　　キーを押す。 ……設定値がメモリに記憶さ
れ，ゲイン設定が完了し
ます。

書込

読出

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ 　　99.0%

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　97.1%
ｼﾚｲ 　　99.0%

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　 100.0%
　ｾｯﾃｲ　ｶﾝﾘｮｳ

903 ｼﾚｲVｹﾞｲﾝ
　　　 50.00Hz
　　　　�100%
ｼﾚｲ　　99.0%

下図のように設定が完了しました。

……端子���間に電圧を印加する必要はありませ
ん。

前回の設定値を表示します。

現在の端子���間の設定電圧を％表示します。
設定電圧を変化させると％表示も変化します。
��
��の選択値（この例では��）が���％と
なります。
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使用するモータの容量と極数およびモータの種類を設定することによって磁束ベクトル制御
を選択することができます。
磁束ベクトル制御は大きな始動トルクまたは十分な低速トルクが必要な場合や，負荷の変動
が激しい場合などに有効です。

つぎの条件を満たす場合に，磁束ベクトル制御を有効に活用することができます。いず
れかの条件が満たされない場合には，トルク不足や回転ムラなどの不具合が発生するこ
とがありますので���制御を選択してください。

��
�

●モータ容量がインバータ容量に対し
て同等か�ランク下の組合せである
こと。
●モータ種類が三菱製標準モータ
（����	以上）または，三菱製定ト
ルクモータ（
���級�極で，����	

～���	に適用）。これ以外のモータ
では，次ページのオートチューニン
グの使用も検討してください。
●モータ極数が
極，�極，�極のいず

れかであること。（定トルクモータ
は�極のみ）
●単機運転（インバータ�台に対し
モータが�台）であること。
●インバータからモータまでの配線長
が
��以内であること。

��を越える場合は「�三菱製
定トルクモータへの対応」を参
照してください。

�����「モータ容量」と�����「モータ極数」を設定する。（「����」に設定されていると
���制御となります。）
三菱製定トルクモータ（�������� ������）を使用する場合は�����「適用モータ」を
「�」に設定してください。
旧型三菱製定トルクモータ（������）を使用する場合は，上記のパラメータの他に特
殊パラメータの設定またはオートチューニングが必要になります。詳細は���を参照し
てください。
また停止中に端子�����間を������すると���制御と磁束ベクトル制御を切換えて運転
することができます。���で磁束ベクトル制御となります。

�����������������

　　　�� 回転ムラは���制御よりも若干多くなります。
　　　
� 始動時に���～��
� !の演算遅れがあります。

����������������

●大きな始動トルクが必要な機械
●十分な低速トルクが必要な機械

●負荷変動の激しい機械

研削盤，ラッピングマシンなどの低速時の回転ムラの少なさが重要とされる機械
には適しません。
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45�

�� モ タ容量
����� ���� ���制御を選択 ○

�� モータ容量
���～��"	 ���～�� モータ容量#�	$を設定 －

���� ���制御を選択 ○

� �� � モータ極数を設定 －

�� モータ極数
�����
�����

�
������
�
������

端子�����間を��にするとモータ極数を設
定していても���制御が選択されます。（停止
時に制御が切り換わります。）　
●�
：
極モータに対応
●��：�極モータに対応
●��：�極モータに対応

－

� 標準モータ ○
� 定トルクモータ



標準モータ
#���パターン�点アジャスタブル特性$


�
三菱標準モータ������極
#����	以下$磁束ベクトル制御時



標準
モータ

�

定トルク
モータ

“オートチューニング設
定”を選択

※ �～�





三菱標準
モータ������極
#����	以下$

定 を選択

��

※
適用モータ

�～��

�
～���


� 

 
�

�
標準
モータ －


��

�
�

��
定トルク
モータ

オートチューニングデー
タ読出 変更設定可


�

三菱標準
モータ������極
#����	以下$

タ読出，変更設定可

�
標準
モータ スター

��
定トルク
モータ

結線
モータ定数の
ダイレクト入

�
標準
モータ デルタ

ダイレクト入
力可

��
定トルク
モータ

結線

※電子サーマル特性も同時に選択されます。

（注）インバータとモータ間にオプションのサージ電圧抑制フィルタ#�������%$#����参照）を接続して使用の場合
は、出力トルクが減少する場合があります。
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6 789+���:$%;�<=

三菱製定トルクモータを使用する場合，モータの種類（
タイプあります）で設定内容が異なります。
使用するモータの型名を確認してください。

定格名板#������$ 定格名板#�������$

(1) 	
��

789 !"#$%�*+.

+���:$%>( Pr.71���:$%� Pr.80�:$%1?� Pr.81�:$%@A� B�CDEF*+

������ �（定トルクモータ）
使用するモータ容量を
設定する

� 設定必要（下記参照）

������� �（定トルクモータ）
使用するモータ容量を
設定する

� ────

(2) FR–JRCAG���HIJK30mLMN�3O
定トルクモータ�������使用時に配線長が
��を越える場合に下記を参照して，設定をしてください。

������� !"#$%�*+.

1?�kW� Pr.90�HIJ30P100m�

��� ����&�������
'

���� 
�
�&�������
'

��� ����&�������
'


�
 �����&�������
'


�� ��
��&������
�'

��� �����&����

��'

��� �����&����
���'

�� ������&�����

'

�� ������&�������
�'

���� ���
��&���������'



 ���
��&���������'


� ������&�����
�
'


� ����
&�����
��
'

�� ����

&�����
��
'

�� ����

&������
��'

（注）配線長は
��以上の場合：�����の値（Ω）を，'(
�～����として，上記表中を参考にして計算します。なお，
この計算式は，推奨電線サイズを使用した場合のものです。（���
参照）
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(3) +���:$%SF–JRCG���EF!"#$%*+.
定トルクモータの容量に合わせてパラメータを下表の値のように設定してください。下表のように設定しないと，
トルク不足や過電流アラーム現象が発生することがありますので注意してください。

SF JRC
!"#$%�*+.

SF–JRC

1?(kW)
Pr.71

���:$%�

Pr.80

�:$%1?�

Pr.81

�:$%@A�
Pr.89 Pr.90

Pr.90

(HIJ30P100m)

��� � ��� � ���
 
���� 
����＋�������
)

���� � ���� � ���� ����� �����＋�������
)

��� � ��� � ����� ����� �����＋�������
)


�
 � 
�
 � ����
 ����
 ����
＋�������
)


�� � 
�� � �
�� ��
�� ��
��＋������
�)

��� � ��� � �

�� ����� �����＋����

��)

��� � ��� � �
��� ����� �����＋����
���)

�� � �� � ���� ����� �����＋�����

�)

�� � �� � ���� ���
� ���
�＋�������
�)

���� � ���� � �
��
 ���
� ���
�＋���������)



 � 

 � �
��� ���
� ���
�＋���������)


� � 
� � ��
�� ���
� ���
�＋�����
�
)


� � 
� � ����� ����� �����＋�����
��
)

�� � �� � ����� ����� �����＋�����
��
)

（注）�� 適用モータ：三菱製　旧型定トルクモータ#������$
���シリーズ�極のみ。
　　　
� 配線長
��以上の場合：�����の値（Ω）を，)＝
�～����として，上記表中を参考にして計算します。

なお，この計算式は，推奨電線サイズを使用した場合のものです。（���
参照）

(4) EF!"#$%�*+��
特殊パラメータを必ず次の手順で設定してください。手順が異なると，�����～�����を読み出すことができません。
① �����を���に設定（注）
② #
$項の特殊パラメータを設定変更
③ �����を�または�に設定（元の設定値に戻す）

（注）�����＝���とすると����
～��のパラメータも同時に表示されますが，ほかのパラメータは操作しないでくださ
い。
操作するとインバータが破損する恐れがあります。

����

インバータの制御方法によっては，十分な特性が出ないことがありますので注意してください。

+���:$% ��������(FREQROL–A200) V/F���QRS$%TUV�

������

（旧型）
特殊設定#前ページ#
$項$により運転可能

トルクブーストの調整で運転可能
標準設定のままでは、
トルク不足や過電流が発生

�������

（新型）
標準設定で運転可能
#������ ������ �����$

標準設定で運転可能
#�����$

（�����：モータ容量，�����：モータ極数，�����：定トルクモータ選択）
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三菱製標準モータ（�����以上），三菱製定トルクモータ（�極で，�����～����）以外のモー
タ（他社製モータなど）を使用した場合でも，オートチューニング機能を使用することによっ
て，磁束ベクトル制御時において最適な運転特性でモータを運転することができます。
また，チューニングデータ（モータ定数）はパラメータコピーユニット��	
��	�によって
他のインバータにコピーすることも可能です。
ただし，高すべりモータや高速モータなどの特殊モータはチューニングできません。
また，最高速度は���
�まででご使用ください。

 !"#$%

オートチューニングを実行する前に次の確認を行ってください。
��� モータが接続されていること。ただし，チューニング開始時はモータ停止状態にし

てください。
��� モータに負荷（摩擦，定常負荷など）が接続されていてもオートチューニングは可

能です。ただし，負荷は小さい程，精度良くチューニングすることができます。ま
た，イナーシャは大きくてもチューニング精度は変わりません。

��� �����「オートチューニング設定／状態」＝｢���｣（モータを回転してオートチュー
ニングをする）を選択した場合は下記の事項に注意してください。
① チューニング中はトルクが十分ではありません。
② モータ定格周波数（�����の設定値）付近まで回転しても問題のないこと。
③ ブレーキが開放されていること。
④ 外部から力を受けて回転しないこと。

��� �����＝｢�｣（モータを回転しないでチューニングする）でもモータがわずかに動く
ことがありますので，機械ブレーキで確実に固定するか，回転しても安全上問題の
ないことを確認して行ってください。
&'()*+�,-.�/(0�1234567

なお，モータがわずかに回転してもチューニング性能には影響ありません。
��� インバータとモータ間に，オプションの騒音改善リアクトル���	����，またはサー

ジ電圧抑制フィルタ���	
��	
�を接続した状態でオートチューニングを行うと正し
くチューニングが行われません。
これらをはずしてからチューニングを行ってください。

���を参照して磁束ベクトル制御を選択してください。

パラメータ内容詳細を参照して下記のパラメータを設定してください。
��� �����「オートチューニング設定�状態」 ｢�｣または｢���｣に設定してください｡� � �

●設定値｢�｣の場合 モータを回転しないでチューニングします。� � � � � � � � � � � � � � �

●設定値｢���｣の場合 モータを回転してチューニングします。� � � � � � � � � � � � �

��� �����「モータ定格電圧」�注� モータ定格電圧���を設定。� � � � � � � � � � � � �

��� �����「モータ定格周波数」�注� モータ定格周波数�
��を設定。� � � � � � � � � � �

��� �����「適用モータ」 下記を参照して，設定値を選択してく� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

ださい。
●標準モータ 設定値｢�｣� � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

●定トルクモータ 設定値｢��｣� � � � � � � � � � � � � � � �

●三菱標準モータ��	���極
　������以下� 設定値｢��｣� � � � � � � � � � � � � � � � � � �

（注）�����および�����は，磁束ベクトル制御を選択�������������したときのみ表示さ
れます。
設定値は，モータの定格名板値を設定してください。標準モータなどで，定格
値が複数ある場合は，�������
�，または�������
�の値を設定してください。
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�����

?@
ABC ��DE ��F ;BBB<

GB,

H�I

� 標準モータ ○
� 定トルクモータ

�
標準モータ
（����点アジャスタブル特性）

��
三菱標準モータ��	���極（�����以下）
磁束ベクトル制御時

� 標準モータ
�� 定トルクモータ “オートチューニング

��
適用モータ

※�
�～��　　

��～�����������
��

三菱標準モータ��	���極
（�����以下）

設定”を選択

─� � �

� 標準モータ
�� 定トルクモータ オートチューニング

��
三菱標準モータ��	���極
（�����以下）

データ読出�変更設定可

� 標準モータ スター
モ タ定数

�� 定トルクモータ 結　線 モータ定数
のダイレク

� 標準モータ デルタ
のダイレク
ト入力可

�� 定トルクモータ 結　線
ト入力可

��
モータ定格
電圧

�～����� �～����� モータ定格電圧���を設定 ���� ※�

��
モータ定格
周波数

��～���
� ��～���
� モータ定格周波数�
��を設定 ��
�

��
モータ定数 ����� ���� ○

��
�� �～������Ω �～������Ω ─

��
モータ定数 ����� ���� ○

��
�� �～������Ω �～������Ω

チューニングデータ※�
─

��
モータ定数 ����� ����

チューニングデータ※�
○

��
�� �～������ 
 �～������ 
 ─

��
モータ定数 ����� ���� ○

��
�� �～������ 
 �～������ 
 ─

��
モータ定数

���� �～���％
����

チューニングデータ※�
○

��
!

������～���％
�～���％

チューニングデータ※�
─

オートチュ � “オートチューニングしない”を選択 ○
�� ーニング ������� ※� � モータを回転しないでオートチューニングをする ─

設定／状態 ���"※� モータを回転してオートチューニングをする ○

※� 電子サーマル特性も同時に選択されます。
※� オートチューニングによって測定された値が自動的に設定されます。
※� チューニング精度を高くする場合は｢���｣を選択してください。
※� ��	
���#������シリーズは工場出荷時設定が����となります。

�$運転の場合は　　または　　キー押してください。
外部運転の場合は始動スイッチを�%（端子�&�または�&�	�'間を短絡）にします。

（注）�� �����＝「���」の場合はモータが回転しますので危険のないように注意して
ください。

　　　�� オートチューニング中の入出力端子の状態は下記仕様となります。

●チューニング中に強制終了させたい場合
(��端子，�#�端子，　　キーのいずれかの入力にて終了します。

　　　�� �$%信号で機械ブレーキを開放するシーケンスを設計している場合は特に
注意してください。

JKLM NKLM

入
力
端
子

�&��

�


(��

�&���)�*�

�#�

�&���&�

�
��(���

�����


$

JKLM NKLM

出
力
端
子

�$%

��

+��

�(�
(


���*

�$

�$

停止
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チューニング中は�����の値が�$の主モニタ部およびレベルメータ部に下表のようにモ
ニタ表示され，本体�#'には�$と同様に������������������������の数値が表示されま
す。（�����＝｢�｣（工場出荷時）の場合）

TPUUQ��V

TPUW�����V
�％（開始）～フルスケール���％（終了）で進行状態を表示します。

TXYLED

�インバータトリップ
の場合�

表示

1.�� 2.������Z 3.[S \��RS

�

���

�

���

�

���
�表示値

1.�� 2.������Z 3.[S \��RS

�インバータトリップ
の場合�

参考：オートチューニング時間（工場出荷時）

※� 加減速時間の設定に対しオートチューニング時間は次のようになります。
オートチューニング時間＝加速時間＋減速時間＋約��秒

��
��������

,,,�：回転しないモード
,���：回転するモード

IBB]

　　　約��秒
　　　約��秒※�

1  
 – – – STOP PU

2  
STF    FWD      PU

TUNE 3  
STF    STOP    PU

TUNE
ｶﾝﾘｮｳ

101  
 – – – STOP PU

102  
STF    FWD      PU

TUNE 103  
STF    STOP    PU

TUNE
ｶﾝﾘｮｳ

9  
STF    STOP    PU

TUNE
ｴﾗｰ

�����の値を確認します。
●正常終了 ｢�｣または｢���｣を表示� � � � � �

●エラー終了 ｢�｣，｢��｣，｢��｣，｢��｣のいずれかを表示� � � �

正常に終了した場合，�$運転のときは　　キーを押してください。外部運転のときは，
いったん始動スイッチを���（端子�&�または�&�	�'間を開放）してください。この操
作により，オートチューニングが解除され�$のモニタ表示が通常表示に戻ります。
なお，この操作を行わないと次からの運転ができません。
エラー終了した場合はオートチューニングが正常に終了していませんので，モータ定数
はセットされていません。インバータリセット（���参照）を行って，操作手順�から再
度やり直してください。

T\��RSI�^_;<

\��

^B_
\��`a bcde

� インバータトリップ 再度設定をやり直してください。
�� 電流制限（ストール防止）機能が動作した。 加減速時間を長くしてください。
�� コンバータ出力電圧が定格値の��％になった。 電源電圧の変動の確認をしてください。
�� 計算エラー 再度設定をやり直してください。

注）オートチューニング中，電流制限（ストール防止）機能が動作するとオートチュー
ニングできません。
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fQ���g�hi��j

モータ定数������～���を任意に設定する場合，オートチューニングによって測定されたデータを読み出して流用，変更
する方法と，オートチューニングデータを使用しないでモータ定数を設定する方法の�種類があります。

:��
������k��lmn�op12qnrsde

〈操作手順〉
�������「パラメータ書込禁止選択」の設定値を｢���｣に変更してください。�����および�����が｢����｣以外に設定され
ている場合に限り，モータ定数������～���のパラメータ表示が可能になります。モータ定数������～���以外のパラ
メータ������～���も表示が可能となりますがメーカ設定用パラメータですので誤操作のないようにご注意ください｡

�������「適用モータ」を下記のように設定してください。
　標準モータ ｢�｣に設定，定トルクモータ ｢��｣に設定，� � � � � � � � � �

　三菱標準モータ��	���極(�����以下) ｢��｣に設定� � � � � � � � � � � � �

��パラメータ設定モードで下表のパラメータを読み出して任意の数値を設定してください。（注�）

�����?@ ABBC ��DEtu4v wx��yz G,H�F

����� モータ定数�� �～＊＊＊＊����� � ����

����� モータ定数�� �～＊＊＊＊����� � ����

����� モータ定数�� �～＊＊＊＊����� � ����

����� モータ定数�� �～＊＊＊＊����� � ����

����� モータ定数!, �～＊＊＊＊����� � ����

����� モータ定数励磁電流 �～＊＊＊＊����� � ����

�������の設定値を元に戻してください。

（注）�� �����および�����が｢����｣以外に設定（磁束ベクトル制御を選択）されている場合のみ，�����～��の読出
が可能になります。

　　　�� �����～��で｢����｣を設定すると標準モータ定数（定トルクモータを含む）が使用されます。
　　　�� �����を｢�｣�標準モータ）または｢��｣�定トルクモータ）と設定すると，オートチューニングによって測定さ

れたモータ定数が使用されます。�����＝｢�｣�｢��｣�｢��｣と設定してモータ定数を変更すると，オートチュー
ニングによって測定された値が変化します。

　　　�� オートチューニングによって測定されたモータ定数は内部データに変換された値�＊＊＊＊�となっています
ので，設定に際しては下記の設定例を参照してください。
設定例 �����＝「モータ定数��」を少し大きく��％�する場合

�����＝����と表示されたとき，
����×����＝������　すなわち　�����＝����と設定します。
表示される数値は，内部で使用するためデータに変換されています。そのため数値に単
純に任意の数値を加えてもあまり意味がありません。

:��
������k��lqn1{6|Q���gl��rsde

��������のモータ定数を-Ω.で入力する場合と- 
.で入力する場合の�種類がありますのでモータ定数の単位がどちら
であるか確認のうえ，操作を行ってください。

TPr.92,93�Q���gl[}]|~�rs,-
〈操作手順〉
�� �����「パラメータ書込禁止選択」の設定値を｢���｣に変更してください。�����および�����が｢����｣以外に設定さ
れている場合に限り，モータ定数������～���のパラメータ表示が可能になります。モータ定数（�����～��）以外
のパラメータ（�����～��）も表示が可能となりますがメーカ設定用パラメータですので誤操作のないようにご注
意ください。

�� �����「適用モータ」を下記のように設定してください。

�����Q�� k����Q��

設定値
標準モータ � �

設定値
定トルクモータ �� ��
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�� パラメータ設定モードで下表のパラメータを読み出して任意の数値を設定してください。

�����?@ ABBC ��DE wx��yz G,H�I��F

�� モータ定数�� �～,��Ω����� �����Ω ����

�� モータ定数�� �～,��Ω����� �����Ω ����

�� モータ定数!� �～,��Ω����� �����Ω ����

�� モータ定数!� �～,��Ω����� �����Ω ����

�� モータ定数! �～���Ω����� ,����Ω ����

�� �����「モータ定格周波数」を，下表を参照して設定します。

�����?@ ABBC ��DE wx��yz G,H�I��F

�� モータ定格周波数 ��～���
� ����
� ��
�

�� �����の設定値を元に戻してください。

（注）�� �����および�����が｢����｣以外に設定（磁束ベクトル制御を選択）されている場合のみ�����～��の読出が
可能になります。

　　　�� �����～��で｢����｣を設定すると，標準モータ定数（定トルクモータを含む）が使用されます。
　　　�� �����で「スター結線」と「デルタ結線」の選択を誤ると，磁束ベクトル制御が正常に行われません。

TPr.92,93�Q���gl[mH]|~�rs,-
〈操作手順〉
�� �����「パラメータ書込禁止選択」の設定値を｢���｣に変更してください。�����および�����が｢����｣以外に設定さ
れている場合に限り，モータ定数������～���のパラメータ表示が可能になります。モータ定数������～���以外の
パラメータ������～���も表示が可能となりますがメーカ設定用パラメータですので誤操作のないようにご注意く
ださい。

�� �����「適用モータ」を下記のように設定してください。

�����を超える ｢�｣に設定� � � � �

�����以下 ｢��｣に設定� � � � � � � � �

定トルクモータ ｢�｣に設定� � � �標準モータ

�� パラメータ設定モードで下表のパラメータを読み出して，任意の数値を設定してください。

�����?@ ABBC ��DE wx��yz G,H�I��F

�� モータ定数�� �～,��Ω����� �����Ω ����

�� モータ定数�� �～,��Ω����� �����Ω ����

�� モータ定数�� �～,���� 
����� ��� 
 ����

�� モータ定数�� �～,���� 
����� ��� 
 ����

�� モータ定数!, �～,���/　������ ���/, ����

�� �����「モータ定格周波数」を，下表を参照して設定します。

�����?@ ABBC ��DE wx��yz G,H�I��F

�� モータ定格周波数 ��～���
� ����
� ��
�

�� �����の設定値を元に戻してください。

（注）�� �����および�����が｢����｣以外に設定（磁束ベクトル制御を選択）されている場合のみ�����～��の読出が
可能になります。

　　　�� �����～��で｢����｣を設定すると，標準モータ定数または定トルクモータ定数が使用されます。

Q�������Hr����s���ui1234567

���{��)*+�|��rsQ�����
������qn�,-�
����(����

rs������r7

uiAPLTM0015A
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��������	
�

�
(Pr.79,Pr.76)

���

（注）プログラム運転用電池バック
アップ���ｰ����を装着した場
合，プログラム運転での使用端
子が異なりますのでご注意くだ
さい。（詳細はオプションの取
扱説明書参照）

23. ���������

89

プログラム運転は，運転するまでの時間・運転周波数・回転方向をあらかじめセットしてお
き，内部の経過時間カウントタイマにより自動運転を行います。

23–1 ��

プログラム運転を行う場合は��	
�「運転モード選択」で設定値「�」（プログラム運
転）を選択し，��	

「アラームコード出力選択」で設定値「�」（プログラム運転出
力）を設定してください

注）
��	
�＝�の設定時で������なし
のとき，左記の信号として動作
します。

電
源

�
�
�

�
�
�

���
��
��
��
���
��

��
��
���
��
��

インバータ

プログラム運転スタート信号

グループ選択信号
タイマリセット信号

�
�
�

グループ運転中信号

タイムアップ信号
出力信号コモン

��	

＝�設定時，左記の信号として
動作します。

A20TIE175A

��	
�で「�」（プログラム運転）と設定してプログラム運転を行っているときに有効と
なる端子，無効となる端子およびプログラム運転で使用する端子を下記に示します。

��	
 ��	
 ��	


��� �� ���

��� ���� ���

�� �番 ��

�� �番 ��

�番 ��

���

プログラム運転中はほかの運転モードで運転はできません。また，プログラム運転ス
タート信号�����，タイマリセット信号�����が「� 」になっているとき，��運転モー
ド ↔ 外部運転モードの切換えはできません。��	
�を「�」に設定すると内蔵オプショ
ンを装備しても下記の機能は使用できません。
���オリエント制御
��� ��ビットディジタル入力
��� ��制御



��������� !

"#$(Pr.200)

%&� ��
(Pr.231)

90

プログラム運転を行う上での時間の単位を設定します。��	�!!で「分・秒」あるいは
「時・分」単位のどちらかを選択します。

�
' (���)

!（工場出荷値） 分・秒単位（電圧モニタ表示）
� 時・分単位（電圧モニタ表示）
� 分・秒単位（経過時間モニタ表示）
� 時・分単位（経過時間モニタ表示）

（注）��	�!!で「�」または「�」と設定した場合は，電圧モニタに代わって経過時間
モニタを表示します。

�����!!�は内部にカウントタイマ�����を内蔵しており，��	���で経過時間を設定する
と，これを基点としてプログラム運転を開始します。

(1) �
*+
��	�!!の設定値によって単位が異なります。

Pr.200�
' Pr.231�
*+ Pr.200�
' Pr.231�
*+

!（工場出荷値） 最大��分��秒 � 最大��分��秒
� 最大��時��分 � 最大��時��分

（注）経過時間カウントタイマ値はスタート信号，グループ選択の両方が入ったと
きを経過時間の始まりとします。��	���で経過時間カウントタイマ値を設定す
るときは，両方が入っている状態で設定します。

(2) %&� �,-./
タイマリセット端子�����，インバータ本体リセット��
�参照�によってクリア
（「!」に戻る）されます。��	���で設定した経過時間の値も｢!｣に戻りますのでご
注意ください。

(3) 01234
●瞬時における誤差±!	�
�
●累積誤差（水晶発振子の精度による）±�!""#
�����!!�単独…�日最大�	��の誤差

�����×
!×
!×�!""#＝�	���）
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23–2 �����-./(Pr.2015230)

回転方向・運転周波数・開始時刻の�つの内容を�点として�!点づつ�つにグループが分けられます。なお，この設定は
��	�!�～��!で行います。��	�!!の内容を単独で切換えた場合，��	�!�～��!は単位が変わります（数字は変化しません）
のでご注意下さい。

「時・分」単位，��	�!!＝「�」，「�」
「分・秒」単位，��	�!!＝「!」，「�」

設定点

 $	%�

�

�

�

�!

 $	��

�!

 $	��

�!

�グループ

�グループ

�グループ

回転方向・周波数　開始時刻

��	�!�

��	�!�

��	�!�

��	�!�

��	��!

��	���

��	��!

��	���

��	��!

201　 PRGｾｯﾄ 1
ﾎｳｺｳ　　　　1
ｾｯﾃｲ　　 30.00Hz
ｼﾞｺｸ　　　4:30S

��画面表示

回転方向（!：停止，�：正転，�：逆転）

運転周波数（!	��&単位，!～�!!�&）

（注）セッテイ，ジコクのどちらか一方が｢����｣の
場合設定なしとなります。

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・

6�
789:;�
<No.1�=��30Hz�4�30>�?@A 表示部

①モニタ 設定 外部
運転

� �
運転

シフト クリアヘルプ

減速 ｻｰﾏﾙ加速

中速 低速高速

下限 �'�上限

読出 書込ﾌﾞｰｽﾄ

正転

逆転

停止

② 　　　キーを押す。　

① 　　キーを押す。

③ 数字キーで�!�と入力
し，　　キーを押す。

……表示部に現在の設定値が
表示されます。

③
⑥

201　PRGｾｯﾄ 1
ﾎｳｺｳ　　9999
ｾｯﾃｲ　　9999Hz
ｼﾞｺｸ　　9999S

　〈ﾀﾞｲﾚｸﾄIN〉
ｾｯﾃｲ　　0.00Hz

0～400

④ 数字キーで�（正転）と入
力して　　キーを押す。
（注�）

……ホウコウに｢�｣が表示され
メモリに記憶されます。

　<ｾｯﾃｲﾓｰﾄﾞ>
ﾊﾟﾗﾒｰﾀNO.ｷｰｲﾝ
　ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ
　　 ﾍﾙﾌﾟ

ＰＵ
運転

設　定

④
⑤
⑥

⑤ 数字キーで�!��!�&�と入
力して　　キーを押す。
（注�）

……セッテイに｢�!	!!�&｣と表
示され，メモリに記憶さ
れます。

読出

⑥ 数字キーと　　キーで
�	�!と入力して　　キー
を押す。（注�）

……ジコクに｢�(�!｣と表示し，
設定値がメモリに記憶さ
れ設定が完了します。

書込

……パラメータ設定モードに
なります。

……周波数設定画面が表示さ
れます。

……設定範囲，最大��(��
時刻の：は　　キーを押します。

③
④
⑤
⑥

⑦

②

⑦ 　　　キーを押すと次のパラメータ���	�!��に移り，　　キーを押すと現在
の設定値が表示されます。以下順次　　　キーを押すとパラメータが�つづ
つ進みます。

（注�）停止の場合は回転方向・周波数に｢!｣を書き込みます。設定なしは｢����｣と設定してください。
（注�）�	)!と入力した場合（��分，��秒を越えた場合）はエラーとなります。

201　PRGｾｯﾄ 1
ﾎｳｺｳ　　 1
ｾｯﾃｲ　　9999Hz
ｼﾞｺｸ　　9999S

201　PRGｾｯﾄ 1
ﾎｳｺｳ　　 1
ｾｯﾃｲ　 �30.00Hz
ｼﾞｺｸ　　9999S

201　PRGｾｯﾄ 1
ﾎｳｺｳ　　 1
ｾｯﾃｲ　 �30.00Hz
ｼﾞｺｸ　　�4:30S

シフト

シフト

読出

書込

書込

読出

読出

A20TIE176A
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仮に，下記のようにプログラムセットした場合の運転パターンは図のようになります。

No. HI() B�D�0�
()

� 正転・�!�&　�時!分 ��	�!�*�+�!+��(!!

� 停止　　　　 �時!分 ��	�!�*!+�!+��(!!

� 逆転・�!�&　�時!分 ��	�!�*�+�!+��(!!

� 正転・�!�&　
時!分 ��	�!�*�+�!+�
(!!

� 正転・���&　
時�!分 ��	�!�*�+��+�
(�!


 停止　　　　 �時!分 ��	�!
*!+�!+��(!!

J��B0�CK

正
転

逆
転

!
� � 
 
	�! �

�!�&
�!�&

���&

�!�&

�

時間,

A20TIE177A

23–3 ��LM

Pr.No. N��O *�+ !" P?�Q' ����R

�!!
プログラム運転
分・秒選択

!～� � !

!�分・秒単位・電圧モニタ
��時・分単位・電圧モニタ
��分・秒単位・経過時間モニタ
��時・分単位・経過時間モニタ

�!�

～ プログラム運転 !～� �

����

回転方向設定
!�停止，��正転，��逆転

��!

～

プログラムセット !～�!!�& !	��&
����

周波数設定
��!

!～��(�� 分$�秒 時刻設定
��� タイマセット !～��(�� ── ! 経過時間カウントタイマ������注��

（注）�	 ��	���「タイマセット」の設定値は，スタート信号，グループ選択の両方
を入れた時点で「!」に戻ります。任意時間を設定するときは両方入った
状態で行ってください。任意時間を設定した後でスタート信号，グループ
選択の両方を入れると再び「!」に戻ってしまいますのでご注意くださ
い。

　　　�	 ��	�!!の内容を単独で切り換えた場合，�����及び��	�!�～��!は単位が変
わりますのでご注意ください。

　　　�	 経過時間モニタは，��	�!!を｢�｣または｢�｣と設定したとき，電圧モニタに
代わって経過時間モニタ表示となります。

N��O (��) FGSTU ��R

グループ選択信号
　��（�グループ）
　��（�グループ）
　��-（�グループ）

プログラム運転のグループ
を選択します。

フォトカプラ絶縁
トランジスタにても駆
動可。 . / * � !#�時
�/01!	��とすること。

タイマリセット信号
�����

経過時間をゼロにするとき
入力します。

フォトカプラ絶縁

プログラム運転スター
ト信号�����

プログラム運転をスタート
するとき入力します。

フォトカプラ絶縁



��FG

VW��

（注）��
�*｢�｣の状態で運転してくだ
さい。��運転中，またはデータ
リンク運転中にグループ選択信号
を� してもプログラム運転を行
いません。

ただし，タイマリセット�����がオンの状態で
は運転を開始しません。

スタート信号
���

�グループ ��

インバータ出力
周波数

タイムアップ
信号����

�グループの設定

�

�� �� �� �� �	�


�

��
�


����
��

A20TIE178A

XY�U��#$��

�グループの設定 �グループの設定

スタート信 ���

�グループ ��

インバータ出力
周波数

タイムアップ
信号����

�

�� �� �� �� ���


�

��
�


����
��

�グループ ��

�グループ選択
信号����

�グループ選択
信号����

�� �� �� �	�


�

��

������

���

�
���

���
���

���

��


��� ���
���

�����
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N��O (��) FGSTU ���R

タイムアップ信号
本体����

選択グループの運転を完
了したとき出力，タイマ
リセットでクリア。

オープンコレク
タ出力（絶縁）

許容負荷
�2���!	��

��	

*�のとき

グループ選択信号
本体���+��+����

選択グループのプログラ
ムを運転中に出力，タイ
マリセットでクリア。

オープンコレク
タ出力（絶縁）

許容負荷
�2���!	��

のみ

23–4 ���

すべての準備，設定が完了したら運転し
たいグループの選択信号（��（�グルー
プ）+��（�グループ）+��（�グルー
プ））を� したのち，スタート信号
�����を短絡すると自動的に内部カウン
トタイマ（経過時間）をリセットし，設
定にしたがってそのグループの運転をひ
ととおり行います。グループ内の運転
が，終了するとタイムアップ出力端子に
信号がでます。（��のオープンコレクタ
が� します。）

�つ以上のグループを同時に選択する
と，選択されたグループが�グループ，
�グループ，�グループの順に運転されま
す。
たとえば，�グループと�グループを選択
した場合は，先に�グループを運転して
�グループの運転終了後，経過時間をリ
セットし，その後�グループの運転を行
い�グループの運転が終了するとタイム
アップ信号����を出力します。
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同じグループを繰り返して運転したいときは，下図のようにタイムアップ信号によりタ
イマーリセットを行ってください。

① �グループだけ繰り返し運転する場合 ② �グループ，�グループを繰り返し運
転する場合

（�グループ）
（�グループ）
（�グループ）

インバータ

����

���

��

��

��

���

��

インバータ

����

��

��

（�グループ）
（�グループ）
（�グループ）

���

��

��

��

���

��

��

��

A20TIE180A A20TIE181A

（注）プログラム運転実行中に，インバータの電源をいったん���した後，� した
場合（停電，瞬停も含む）は内部タイマがリセットされるので復電しても始動
しません。
再始動させる場合には，プログラム運転開始信号（端子���）をいったん
���した後，� してください。（この時，経過時間は｢!｣となりますので経過
時間を設定する必要があるときは開始信号を� した後で設定してください。

23–5 ��������_bc.de.�9f�ghCFR–EPDA

このユニット��������を装着のうえ，プログラム運転を行うと停電があった場合でも，復電後にプログラム運転を継続
することができます。

��� 停電が発生した場合は右図に示すよ
うに，停電期間の運転が除かれる形
で運転を継続します。
プログラム運転の内部カウント
タイマー動作を継続

��� 停電中にグループ選択を変えた場合
は，復電後，選択したグループから
運転を開始します。

��� 電池は�!年間保障していますが，万
一｢3��	�｣のランプが点灯した場合
はオプション������を交換してく
ださい。

��� タイムアップ信号が出力される時間内で復電した場合は運転しません。

��� 停電時間が長時間にわたった場合は復電してもプログラム運転を継続しませんので
再度グループ選択および時間合わせを行ってください。
●最大許容停電時間……………��	�!!＝「!」または「�」（分・秒選択）の場合は

最大�)時間
��	�!!＝「�」または「�」（時・分選択）の場合は
最大�!日

この期間の設定は間引く。

停電期間

電源

インバータ
出力周波数

4�
4�

4� 4� 4�

A20TIE182A
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���（周波数電圧�周波数）特性を����～����まで�箇所をセットしその間を直線補間して
���特性を変化させることができます。

��
��

あらかじめ����（第�周波数電圧�第�周波数），����� �����

���	� ����� とパラメータ設定することで，任意の���特性を
得ることができます。

基底周波数電圧

��
���

ブースト値

��
��

�

����

����

����

���	

����

周波数
基底周波数


�����
v/f	


�

A20TIE183A

���


�� ��
��「基底周波数電圧」を設定した後，��
��「適用モータ」に｢�｣を設定します。


�� ��
���～��
���までに設定したい周波数と電圧を設定します。
周波数設定は必ず��≠��≠��≠�	≠��≠基底周波数としてください。
周波数値が同一の場合は書込エラーとなります。
周波数の設定を｢����｣とした場合，そのポイントは無視されます。

（注）�
 ����点アジャスタブル特性は，���制御のときのみ機能します。磁束ベクトル制御のときは機能しません。
　　　�
 ��
��「インテリジェントモード選択」＝������	����のときは機能しません。
　　　�
 周波数電圧の設定は�～�����の範囲で任意に可能ですが，基底周波数以上を設定した場合は基底周波数電

圧でクランプされます。
　　　	
 ��
��「基底周波数電圧」は必ず設定してください。（��
���｢����｣の場合は��
���｢�｣（����点アジャスタ

ブル特性）の設定ができません。）
　　　�
 ��
��を｢�｣と設定すると��
	�「第����（基底周波数）」は機能しません。
　　　�
 ��
��を｢�｣と設定したとき電子サーマルは標準モータとして計算します。

�V/F1�V/F5�����

����� �������(Pr.71)�2 ! �������(Pr.71)�2

NO. "#$% ���� "#$% ���� &'() *+,

��
���

��
���

��
���

��
���

��
��	

��
���

��
���

��
���

��
���

��
���

���入力（オフセット）
���入力（ゲイン）
バイナリ入力（オフセット）
バイナリ入力（ゲイン）
����バイナリ選択
速度フィードバック範囲
フィードバックゲイン
停止位置指令選択
オリエント速度
クリープ速度

�～	����

�～	���������

�～	����

�～	���������

������������

�～	���������

�～���

��������

�～����

�～����

����（第�周波数）
����（第�周波数電圧）
����（第�周波数）
����（第�周波数電圧）
����（第�周波数）
����（第�周波数電圧）
���	（第	周波数）
���	（第	周波数電圧）
����（第�周波数）
����（第�周波数電圧）

�～	���������

�～�����

�～	���������

�～�����

�～	���������

�～�����

�～	���������

�～�����

�～	���������

�～�����

�
��

�
�

�
��

�
�

�
��

�
�

�
��

�
�

�
��

�
�

����

�

����

�

����

�

����

�

����

�

（注）��
��＝｢�｣以外のとき設定した��
���～��
���の設定値は内部に保存されており，��
���｢�｣として設定値を書
き込んでも変化しません。また，��
���｢�｣の状態で内蔵オプションが付加されると��
���｢�｣以外のとき設定
したパラメータが有効になり，オプション動作します。
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��運転インターロック機能は，端子���信号の����		によって��運転をインターロックす
ることができます。また，運転モード外部信号切換機能は端子�
信号の����		によって運
転モードを固定することができます。この機能により，外部指令での運転時，��運転モード
からのモード切換え忘れによりインバータが動作しない現象を防止することができます。

25–1 PU����	
��
��

���
�「運転モード選択」に｢
｣を設定します。

入力信号���を割り当てます。（���
��｢
｣と設定すると自動的に��運転インターロック
として動作します。）

●��運転インターロックモード時は，下記の機能が有効になります。

��� ����MRS–SD �����




短絡

・外部運転中は出力停止
・��モードへ移行可能となる
・��モードにてパラメータ書き換え可能
・��運転可能

開放
・外部運転モードへ強制的に切換
・外部運転可能
・��運転モードへ切換禁止

外部信号（端子���）の��（短絡），�		（開放）操作による機能・動作は下記を参照
してください。

�� ! ��MRS–SD %&$�'(�� �� .) /01
	#2
6 7

���
�  �. "#$� �
�)*+,- *+,-� 34)'5,-
6��7

��

停止中 短絡→開放
（注�）

外部運転モードへ
強制的に変わる

停止中のまま 可能→不可

・��運転モードへの
移行不可
�注�� 外部の始動信
号の有無に関係なく
切換わります

��

運転中 短絡→開放
（注�）

外部運転モードへ
強制的に変わる

外部運転の周波
数設定，始動信
号が入っていれ
ば，その状態で
運転する。

可能→不可
（注�）

・��運転モードへの
移行不可
�注�� 運転中書替可
能パラメータに限る

停止中
開放→短絡

（注�）
外部運転モードの
まま

停止中のまま 不可→不可

・��運転モードへの
移行可
�注�� 出力停止状態
となる

短絡→開放
外部運転モードの
まま

停止中のまま 不可→不可
・��運転モードへの
移行不可

外部 開放→短絡
（注�）

外部運転モードの
まま

運転中→
　　　出力停止

不可→不可
・��運転モードへの
移行不可

運転中

短絡→開放
外部運転モードの
まま

（注�）
出力停止→運転

不可→不可

・��運転モードへの
移行不可
�注�� 周波数設定始
動信号が入っていれ
ばその状態で運転し
ます。
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（注）�� ���端子��とし，��運転モードのとき���
�を
以外に書き換えた場合，
���端子は編集許可信号としてではなく通常の���端子（出力停止）とし
て動作します。また，���
�を書き換えた時点で通常のモード切換えを行い
ます。

　　　�� ���
��
のときはリンク運転（計算機リンク，��リンク）は使用できませ
ん。また，��������（電源投入時モードがリンクモード）であっても外部
運転モードとなります。

　　　�� ���端子が��のときに外部運転モード→��運転モードに切換わる際
��	����端子が��の状態では切換えできません。

　　　�� ���
��
����端子��とし，��運転中に���端子を�		した場合，外部端
子���	� ����の状態に関係なく，外部運転モードに切換わります。した
がって，��	�

���どちらかが��の状態で���を�		したときモータは外部運転で運転し
ます。

　　　�� ��運転モードの運転では通常の���機能は働きません。
　　　�� 上記はすべて����
��，�（���端子常時　開）で示してあります。

����
����のときは上表および説明における��は�		に，�		は��になり
ます。

　　　
� ��運転モードから外部運転モードに強制的にモードを切り換える場合は，
モニタ画面確保のため１度��の内部リセットがかかります。

　　　�� 	������では上記機能は動作せず，���
�に「
」は書込みできません。
　　　�� アラーム発生時，��運転モードにて停止キーを押すことによりインバータ

リセットができます。
外部運転モードではリセットできません。必ず��運転モードに切換えてく
ださい。

25–2 ���
���������

���
�「運転モード選択」に｢�｣を設定します。

入力信号�
を割り当てます。（���
��｢�｣と設定すると自動的に運転モード外部信号切換
信号として動作します。）

●運転モード外部信号切換モード時は，下記の機能が有効になります。

��� ����RH–SD 8��
� 6��7

�
短絡 外部運転モード ��運転モードには切換えできません。

�
開放 ��運転モード 外部運転モードには切換えできません。

��運転モードのとき�
���間を短絡すると，強制的に外部運転モードへ切換わりま
す。また�
���間を開放すると��運転モードに切換わります。ただし，この切換え
は，インバータ停止中のみ可能であり，運転中の切換えはできません。

（注）�� ���
�を｢�｣と設定すると，端子�
（�速設定（高速））の機能が運転モード
切換え機能に変わります。端子�
（�速設定（高速））の機能は動作しま
せん。

　　　�� 	������形パラメータユニットでは，この機能は使用できません。
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外部からの接点信号により，加減速時間，ブースト設定，ストール防止動作レベルなどを一
括して変更することができます。
端子��による第�機能と組合わせて使用することにより，第�の機能として動作します。

�����

あらかじめ第�加減速時間，第�トルクブーストなどのパラメータを設定し，外部から接点信号（端子����	間）を入
力することで，第�の設定に制御が切り換わります。

	
��


��
������ ���� �������

����

��

� !"#

��$
%��&



� 第�加減速時間 ��� ���
������
�秒� ���� ��
����
秒 ����




 第�減速時間 ��� ���
������
�秒� ���� ��
����
秒 ����



� 第�トルクブースト ��� �������� ���� ��
� ����
�� �� ��
にて



� 第����（基底周波数） ��� �������� ���� ���
�� ����
��������
にて
読出書込可能



� 第�ストール防止動作電流 ��� ������ ��
� 
���

読出書込可能



� 第�ストール防止動作周波数 ��� ������� ���
�� �




 第�出力周波数検出 ��� �������� ���� ���
�� ����

（注）
� パラメータ設定は，�����「書込禁止選択」���
と設定してから行ってください。（パラメータ設定完了後は
�����の設定値を元の値に戻してください。）

　　　�� 第�機能は端子����	間の短絡で切り換わりますが，���

������� ���

���� ���


�����のときは，端子��

は電流入力選択端子として機能します。
　　　�� 第�出力周波数検出は，端子��の入力に関係なく，���


の設定のみで動作します。
　　　�� ����
�「��
」以外のとき設定した���

�～���


の設定値は内部に保存されており，����
�「��
」として設

定値を書き込んでも変化しません。また，����
�「��
」の状態で内蔵オプションが付加されると����
�

「��
」以外のとき設定したパラメータが有効になり，オプション動作します。
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26–1 �3'()��

●端子����	間を短絡することで，加速時間，減速時間，トルクブーストなどを一括して変更することができます。
●パラメータ設定の異なるモータを切り換えて使う場合に有効です。
第�加減速機能（������ ��� �
� ��）との関係を示します。（���

�～

�は，��������
のとき読出，書込ができます。）

�2'()�� �3'()��

������� *+RT–SD,-� *+AU–SD,-� %����&

	
��
�� OFF ON OFF ON

������ ● � ● �

加速時間 ������ � ● � �

���

� � � � ● （��������
）

������ ● � ● �

減速時間 ������ � ● � �

���


 � � � ● （��������
）

������ ● � ● �

トルクブースト（手動） ����
� � ● � �

���

� � � � ● （��������
）

������ ● � ● �

基底周波数 ������ � ● � �

���

� � � � ● （��������
）

※端子��，端子��共に端子�	と短絡されたときは第�加減速機能が選択されます。

（注）
� ����
���������
 の設定値には関係なく，���

�に����以外の数値を設定することによって第�加減速機能
を有効とすることができます。
���

�が����の設定（工場出荷時設定）の場合は端子��は第�加減速切換えではなくて電流入力選択端子
として動作します。

　　　�� 上記���


に����を設定（工場出荷時設定）した場合は，第�加速時間，第�減速時間ともに���

�の設定値
となります。

　　　�� ������ ����
で磁束ベクトル制御モードを選択した場合には，���

�の設定は無視されます。
　　　�� ���

�� ���


の第�加減速時間は����� ����と同様，�����「加減速基準周波数」の設定値までの時間となり

ます。
　　　�� 端子��の反映タイミングは，���
��「��端子反映タイミング選択」で端子��と同様に選択されます。
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�
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26–2 �3./�012��

●端子����	間を短絡することにより，ストール防止（電流制限）
動作レベルを���

�，���

�の設定値に変更することができま
す。
●���から���

�で設定された周波数までの範囲でストール防止
（電流制限）動作レベルが変更できます。低い値を設定すると低
速で低トルクを必要とする当て止めなどに有効です。
●この機能は加速時には動作せず，減速時または一定速時のみ有効
です。
●���

�を「０」に設定（工場出荷時設定値）すると第�ストール防
止機能は動作しません。

（注）設定値（�）はインバータの定格出力電流に対する比率を示します。

�3./�012��345�6789:;<=>?8@7A6<B
CD/0EF(G8H9B

IJ

26–3 �3KLMN!��

●������ ������ �����で設定される出力周波数検出とは別に，出力周波数検出を設定することができます。
●�����の
桁目から�桁目のいずれかに「�」���� を設定することにより，端子��� !��� "#� ��のいずれの端子にも出力
させることができます。出力信号は設定周波数以上で動作します。（内蔵トランジスタが"$します。）このとき，
���


の設定値が����（工場出荷時設定値）の場合は，第�周波数検出信号���� は出力されません。プログラムモー
ド運転中���% の信号が選択されます。

Pr.40O��$ Pr.116O��$ !P-�QR

�


桁目から�桁目
���� プログラムモード運転中 ���% 


桁目から�桁目
のいずれかに設定 ����以外 第�周波数検出 ���� 
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速
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���
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　　キー
時間

停止

外部
運転

27. PU�	��
�������
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���
�「リセット選択／��抜け検出／��停止選択」に設定値��～�
を設定することによっ
て，��・外部・通信等すべての運転モードで��停止キー入力にて減速停止させることがで
きます。

27–1 ����

���
�「リセット選択／��抜け検出／��停止選択」に設
定値��～�
を設定すると，��停止キーを入力することで
モータを減速停止させることができます。

27–2 ��

(1) Pr.75����� !"PU#$%&"PU�	 !'���

Pr.75��( ���� ! PU#$%& PU�	 !

� 常時リセット入力可
��を抜いてもそのまま運転継続

� 保護機能動作時のみリセット入力可
��を抜いてもそのまま運転継続

��運転モードのみ，��停止キーを入

� 常時リセット入力可 ��抜け時に，本体���にエラー表示 力すると減速停止します。

� 保護機能動作時のみリセット入力可 しインバータ出力遮断

��

（工場出荷時）
常時リセット入力可

��を抜いてもそのまま運転継続 ��・外部・通信等すべての運転モー
ドで��停止キ 入力にて停止

�� 保護機能動作時のみリセット入力可
ドで��停止キー入力にて停止

再起動するには 下記の操作が
�� 常時リセット入力可 ��抜け時に，本体���にエラー表示

再起動するには，下記の操作が
必要です。

�
 保護機能動作時のみリセット入力可 しインバータ出力遮断
必要です。

(2) )*���
① 減速停止完了後，起動指令を	��にする。（���または������間を開放する。）
② パラメータユニットの外部運転キーを押す。
③ 再起動指令を	
する。

（注１） ��運転モード以外で���
�を「��～�
」に設定し，インバータを��停止キー入力にて停止できるようにする場
合は，�������������������を使用してください。
�������������������以外のパラメータユニットを使用される場合，��運転モード以外では��停止キー入力
にてインバータを停止することができません。また，���
�を「��～�
」に設定すると，外部，通信モードにて
始動信号を入力しても，インバータは始動しません。���
�を「�～�」に設定して使用してください。

（注２） ���
����～�
を設定時，インバータに電源を投入すると，インバータはパラメータユニットの識別交信を行い
ます。この交信中に，�������������������以外のパラメータユニットを装着し，外部信号にて加速してもパ
ラメータユニットの識別終了時には減速停止します。また，パラメータユニット未装着状態で始動後，
�������������������以外を装着（�秒以上連続して装着）した場合は減速停止します。�������������

������を装着した場合は，そのまま運転を継続します。
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この機能は，昇降用途でのあて止め時に発生しやすい振動現象を緩和し，安定して高精度の
位置決め停止を行うことができる機能です。


��������
�

振動


������
�

昇降機

ピタッ

昇降機

あて止め制御使用時は，磁束ベク
トル制御を選択してください。

28–1 ���

�

�

�

���

��

��

��

��

��

��	
����
���

��

�

�

�

機械
ブレーキ

モータ

始動信号

多段速選択�

多段速選択�

あて止め選択�

あて止め選択�

電源

����～����

または
����～����

���

28–2 ��������������3���

あて止めとは，昇降機の上限などにより正確な位置決めを行うために，モータが保持トルクを出して機械ストッパーな
どにあてたまま機械ブレーキを閉じる動作です。

��

��

��

出力 �

����

����

����

�

��

通常モード

 !"

あて止め制御モード

 #"  $"

%

時間

　��& ��ともに��にてあて止め
　制御モードへ移行
○(��& ��の��の順序，時間差は任意)

��

���

��

���

��

���

��

���

●���'�「あて止め制御選択」を「�」に設定した状態で，��& ��端子を両方��させたときにあて止めモードとなり，そ
れまでの速度に関係なく，����「�速設定（低速）」で設定された周波数で運転を行います。
　���'�(「�」：あて止め制御
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28–3 � 

 �" 磁束ベクトル制御を選択する（���参照）
 �" ���))「パラメータ書込禁止選択」(「)��」を設定。（���'�「あて止め制御選択」は���))(「)��」にて読出，書込
み可能となります。パラメータ設定完了後は���))の値を元の値に戻してください。）

 �" ���'�「あて止め制御選択」(「�」を設定。（あて止め制御を選択します。）
��& ��端子が��で，あて止め制御へ移行します。

 �" 下記機能詳細を参照してパラメータを設定してください。

!"#$�%� 

"#$�%

&'
())* � +,

-.� 

/0

1234


� 5
6))7

� 三速設定（低速） �～����* �����* ���*

�� 第�ストール防止動作電流 �～���+ ���+ ���+

�� あて止め時励磁電流低速時倍率 �～,����+&'''' �+ '''' ''''：倍率補正しません

�� あて止め時���キャリア周波数 ��)～����-�*&'''' ���-�* ''''
''''：キャリア周波数は���)�に

従う
'� あて止め制御選択／��速運転選択 �&�&� � � �のとき，あて止めを選択

Pr.689�� �:��;

Pr.828����
<
=
>:�
?@;

Pr.838����
PWM
ABCDEFG;

����「三速設定（低速）」にあて止め制御時の出力周波数を設定します。
できるだけ低い周波数（��*程度）としてください。���*を超える設定をした場合，
���*として動作します。
なお，��.フィードバック制御時にあて止め制御を行うときは，あて止め制御モード
移行によって��.フィードバック制御は無効となります。

あて止め制御時の力を設定します。
�����≠「''''」，�����≠「''''」，���'�＝「�」のとき設定可 運転中も設定可"。通
常���～���％の間としてください。
�����＝「''''」の場合，補正はしません。

あて止め時の���キャリア周波数を設定します。
���'�＝「�」のとき設定可，さらに出力周波数が��*以下のときのみ適用されるパラ
メータです。
�����＝「''''」の場合，キャリア周波数は���)�「���周波数選択」に従います。

Pr.488H2IJ�KL�
��=>;

�����「第�ストール防止動作電流」に，あて止め制御時のストール防止動作レベルを
設定します。
���'�(「�」の場合��，��端子ともに��にてストール防止動作レベルが�����「ストー
ル防止動作レベル」の設定値から切り換わります。
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Pr.968������M
N;

機能の切り換えをします。
設定値
　�：多段速＋瞬停再始動
　�：あて止め制御＋多段速＋瞬停再始動

OP������� QROP
 ������


RL,RTST RL RT RL RT 6)7

U�VW 	XYZ[OFF ON ON

あて止め時の出力周波数
多段速
�～��&�～���

�～��/


����「三速設定（低速）」

ストール防止動作レベル
�����「ストール防止
動作レベル」

�����「第�ストール防止動作
電流」

��&��端子が共に��の時は����'「第�ストー
ル防止動作周波数」の設定値は無効となりま
す。

励磁電流低速倍率
��&��端子が��になる前より
����� �～����％"だけ補正

キャリア周波数
���)�「���周波数選
択」 ��)～����-�*"

�����「あて止め時���キャリ
ア周波数」
 ��)～����-�*&''''"
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●あて止め制御時 ���'�＝�"における設定周波数 外部運転モード時"

入力端子 ��&��&��&��&0�.1��"の複合選択による設定周波数は，下表のようになります。

MNST
� EFG

����
6 7

RH RM RL RT JOG/OH
� EFG

��VW
6))7

○ �速 高速"　　　　　　　�　 �����

○ �速 中速"　　　　　　　�　 �����

○ �速 低速"　　　　　　　�　 �����

○ ����&�����&����/
による

○ 0�.周波数　　　　　　 　 ������

○ ○ �速　　　　　　　　　　　 ������ �����＝''''のとき，中速

○ ○ �速　　　　　　　　　　　 ������ �����＝''''のとき，低速

○ ○ �速 高速"　　　　　　　　　����

○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ �速　　　　　　　　　　　 ������ �����＝''''のとき，低速

○ ○ �速 中速"　　　　　　　　　����

○ ○ 0�.周波数　　　　　　�　　�����

○ ○ �速 低速，あて止め周波数"　����� ◎

○ ○ 0�.周波数　　　　　　�　　�����

○ ○ 0�.周波数　　　　　　�　　�����

○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　�　　�����

○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　�　　�����

○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ �速 低速，あて止め周波数"　����� ◎

○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ �速 低速，あて止め周波数"　����� ◎

○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ �速　　　　　　　　　　　 ������ �����＝''''のとき，中速

○ ○ ○ )速　　　　　　　　　　　 �����) ����)＝''''のとき，低速

○ ○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　������

○ ○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　　　�������

○ ○ ○ ○ �速 低速，あて止め周波数"　���� ◎

○ ○ ○ ○ ○ 0�.周波数　　　　　　��　��������

����&�����&����/
による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※◎は機能ありを示します。
（注）�� ○は端子��であることを示します。
　　　�� 遠隔設定機能非選択の場合を示します。（遠隔設定機能時は，あて止め制御不可となります。）
　　　�� ��ビットディジタル速度 ���	�
&	�	付"選択の場合上表は無効です。

ただし，��&��がともに��ならば，設定周波数＝����となり，あて止め制御をします。
　　　�� 表中の0�.1��は，0�.機能 ����)＝「�&�」"の場合を示します。

（����)＝「�&�」の場合，表中の0�.1��は，���とみなします）
　　　�� 0�.周波数は最優先です。

!\]^_

�� ���'�の読出・設定は，���))を「)��」に設定した後に行ってください。
�� あて止め時の励磁電流低速時倍率の設定を大きくしすぎると，過電流 ���"アラームが発生しやすくなります。励
磁電流低速時倍率の設定を大きくしすぎると，あて止め状態で機械に振動が発生することがあります。

�� あて止め機能はサーボロック機能とは異なり，長時間の停止保持はできません。
長時間あて止め制御を継続すると，モータの過熱の原因となりますので，停止後は速やかに機械ブレーキで保持
するようにしてください。

�� あて止め制御と，多段速設定（�速～��速）は，併用して設定することができません。
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29–1 ������	


��
�����

���

���� ��
� (�4) ����

�������

�������

�������� 

�!��!�"

#�$�%

����"

&�'

(�)

� トルクブースト（手動） トルクブースト ○ �～��％ ���％ �％��％�注��
��	

� 上限周波数 ジョウゲンｆ �～�
��� ������ �
���
��	


 下限周波数 カゲンｆ �～�
��� ������ ���
���

基 � 基底周波数 キテイｆ �～
���� ������ ����
���

基
本 
 �速設定（高速） コウソク�ｆ �～
���� ������ ����本
機
能

� �速設定（中速） チュウソク
ｆ �～
���� ������ ���� ���
能

� �速設定（低速） テイソク�ｆ �～
���� ������ ����

� 加速時間 カソクｔ �～����秒��～���秒 ���秒�����秒 �秒���秒�注��
��


� 減速時間 ゲンソクｔ �～����秒��～���秒 ���秒�����秒 �秒���秒�注��
��


	 電子サーマル デンシサーマル �～���� ����� 定格出力電流 ���

�� 直流制動動作周波数 ��ブレーキｆ �～�
����				 ������ ���

�� 直流制動動作時間 ��ブレーキｔ �～��秒����� ���秒 ���秒 ��


�
 直流制動電圧 ��ブレーキＶ �～��％ ���％ �％��％�注��

�� 始動周波数 シドウｆ �～���� ������ �����
���

�
 適用負荷選択 トルクパターン ○ ����
���
�� � �
���

�� ���周波数 ���ｆ �～
���� ������ ���
���

�� ���加減速時間 ���ｔ �～����秒��～���秒 ���秒�����秒 ���秒
���

�� 外部サーマル入力 ������ �～� � � ���

�� 高速上限周波数 ジョウゲンｆ �
�～
���� ������ �
���

�	 基底周波数電圧 キテイＶ �～�����������				 ���� 				
���


� 加減速基準周波数 カソクキジュンｆ �～
���� ������ ����
���


� 加減速時間単位 カソクｔタンイ ��� � �



 ストール防止動作レベル ストールレベル �～
��％�				 ���％ ���％

標
準


�
倍速時ストール防止動作レベル
補正係数

バイソクストール �～
��％�				 ���％ 				
��	

準
運 

 多段速設定（
速） タダンソク 
ｆ �～
�����				 ������ 				運
転
機


� 多段速設定（�速）　 タダンソク �ｆ �～
�����				 ������ 				
機
能 
� 多段速設定（�速） タダンソク �ｆ �～
�����				 ������ 				 �
�能


� 多段速設定（�速） タダンソク �ｆ �～
�����				 ������ 				


� 多段速入力補正 タダンソクホセイ ��� � �


	 加減速パターン カゲンソクカーブ ����
�� � � �
�

��
回生ブレーキ使用率変更選択
�高力率コンバータ接続選択

ブレーキセンタク ������
�� � � �



�� 周波数ジャンプ �Ａ ｆジャンプ �Ａ �～
�����				 ������ 				

�
 周波数ジャンプ �Ｂ ｆジャンプ �Ｂ �～
�����				 ������ 				

�� 周波数ジャンプ 
Ａ ｆジャンプ 
Ａ �～
�����				 ������ 				
�



�
 周波数ジャンプ 
Ｂ ｆジャンプ 
Ｂ �～
�����				 ������ 				
�



�� 周波数ジャンプ �Ａ ｆジャンプ �Ａ �～
�����				 ������ 				

�� 周波数ジャンプ �Ｂ ｆジャンプ �Ｂ �～
�����				 ������ 				

�� 回転速度表示 ソクドヒョウジ 
�
����������～			� � 


�� 自動トルクブースト ジドウブースト ○ �～
��％ ���％ � �
�

�	 自動トルクブースト動作開始電流 ブーストカイシＩ ○ �～���� ����� �

端多 
� 出力端子割付 タンシワリツケ �～				 � �
�
 �
�端
子

多
機
能


� 周波数到達動作幅 ｆトウタツハンイ �～���％ ���％ ��％
機

能
出 

 出力周波数検出 ケンシュツｆ �～
���� ������ ��� �
�

能
出
力 
� 逆転時出力周波数検出 ケンシュツｆｒ �～
�����				 ������ 				



 第
加減速時間 
��カソクｔ �～����秒��～���秒 ���秒�����秒 �秒

第

� 第
減速時間 
��ゲンソクｔ　

�～����秒��～���秒�

				
���秒�����秒 				

�
�第

 
� 第
トルクブースト 
��ブースト ○ �～��％�				 ���％ 				

機
能


� 第
���（基底周波数） 
��キテイｆ �～
�����				 ������ 				
能


� 第
ストール防止動作電流 
��ストール �～
��％ ���％ ���％

	 第
ストール防止動作周波数 
��ストールｆ �～
�����				 ������ � �
	

�� 第
出力周波数検出 
��ケンシュツ �～
���� ������ ����

（注�）インバータの容量により設定値が異なり，�����以下������以上）の設定値となります。
（注
）画面表示のうち，�は周波数，�は電圧，�は電流，�は時間を意味します。
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��
�����

���

���� ��
� (�4) ����

�������

�������

�������� 

�!��!�"

#�$�%

����"

&�'

(�)

　�� 本体 !�表示データ選択  !�モニタ �～�
������ � �

　�
 "#メイン表示データ選択 "#モニタ ����～
��

�
��

 � �

表 　�� "#レベル表示データ選択 レベルモニタ �～���～�
������ � �
���表

示
機
能

　�
 �$端子機能選択 �$キノウ
�～���～�
�������
��

���～�������～��
�

���������
�

� �

���

　�� 周波数モニタ基準 �モニタキジュン �～
���� ������ ����
���

　�� 電流モニタ基準 �モニタキジュン �～���� ����� 定格出力電流
���

再始動 　�� 再始動フリーラン時間 サイシドウ� �����～�秒，				 ���秒 				
��


機能 　�� 再始動立上り時間 サイシドウカソク �～�秒 ���秒 ���秒
��


付加
機能

　�	 遠隔設定機能選択 エンカクキノウ ����
 � � ���

　�� インテリジェントモード選択 インテリジェント �～� � � ��


　�� 基準電流 キジュン� �～�����				 ����� 				

　�
 加速時電流基準値 カソクジ� �～
��％�				 ���％ 				
���

　�� 減速時電流基準値 ゲンソクジ� �～
��％�				 ���％ 				
���

　�
 昇降機モード始動周波数 リフトシドウ� �～�����				 ������ 				

　�� リトライ選択 リトライセンタク �～� � �
���

　�� ストール防止動作低減開始周波数 テイゲンカイシ� �～
���� ������ ����
���

　�� アラーム発生時リトライ回数 イジョウリトライ �～������～��� � �

　�� リトライ実行待ち時間 リトライカンカク �～��秒 ���秒 �秒

動
　�	 リトライ実行回数表示消去 リトライジッコウ � ─ � ���

動
作
選

　�� 特殊回生ブレーキ使用率 ブレーキシヨウ％
�～��%��～��%��%

�注��
���％ �％

選
択
機

　�� 適用モータ テキヨウモータ �～����～���
��
��

 � � ���
機
能 　�
 "&$周波数選択 "&$モード ���～�
��'�� ���'�� �
��'��

��	能
　�� �～��，�～���選択 シレイ� �～����～�� � �

��	

　�
 入力フィルタ時定数 フィルタテイスウ �～� � �

　��
リセット選択�"#抜け検出�

"#停止選択
(!)モード ����
����
��������� � �


�
�

　�� アラームコード出力選択 アラームコード ����
�� � �

　�� パラメータ書込禁止選択 カキコミロック ����
 � � �
�

　�� 逆転防止選択 ギャクテンロック ����
 � �

　�	 運転モード選択 ウンテンモード �～����� � � �



※�����*　 モータ容量 モータヨウリョウ ��
～��'&�				 ����'& 				

※�����*　 モータ極数 モータキョクスウ 
�
����
��
����				 � 				

※����
*　 メーカ設定用パラメータです。設定しないでください。
※�����*　 モータ定格電圧 モータテイカク� �～����� ���� 
����注��

※����
*　 モータ定格周波数 モータテイカク� ��～�
��� ������ ���� �
�

※�����*　

※���	�*　

～

メーカ設定用パラメータです。設定しないでください。

※���	�*　 オートチューニング設定／状態 チューニング ������� � �

補

※���	�*　

※���		*　

～

メーカ設定用パラメータです。設定しないでください。 ─

補
��
� パラメータユニット言語切換 ゲンゴキリカエ ����
�� � � �
�

　
助
　
機

※�����*　

※����
*　

～～ 内蔵オプション用パラメータです。詳細はオプションの取扱説明書をご参照ください。
���～��	は����点アジャスタブル用にもなります。
���～���は第�機能用にもなります。

─

　
能 ※����
*　 ゼロ電流検出レベル �～��% ���秒 ���%

�
�能
※�����*　 ゼロ電流検出時間 ����～�秒 ����秒 ���秒

�
�

※�����*　 (+端子反映タイミング選択 (+ハンエイ ���� � � �



※�����*　 ストール防止動作選択 ストールセンタク �～������ � � �
�

※�����*　 � 信号出力タイマ � タイマ �～
�秒，				 ���秒 �

※�����*　 �$端子機能選択 �$キノウ
�～���～�
�������


��				
� 				 �
�

※����	*　 低速域キャリア低減選択 "&$テイゲン ����
�� � �

※��
��*　

※��
��*　

～～

プログラム運転設定用パラメータです。 ─
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��
�����

���

���� ��
� (�4) ����

�������

�������

�������� 

�!��!�"

#�$�%

����"

&�'

(�)

	�� �$端子校正 �$コウセイ ─ ─ ─（注�� �
�

校 	�� �$端子校正 �$コウセイ ─ ─ ─（注�� �
�校
正 	�
 周波数設定電圧バイアス シレイＶバイアス �～��� �～���� ������ ���� ���

機
能

	�� 周波数設定電圧ゲイン シレイＶゲイン �～��� �～
���� ������ ���� ����
�
�能

	�
 周波数設定電流バイアス シレイＡバイアス �～
�,� �～���� ������ �
,�� ���
�
�

	�� 周波数設定電流ゲイン シレイＡゲイン �～
�,� �～
���� ������ �
�,�� ����

あて
止め

�
(注�) あて止め時励磁電流低減倍率 ─ �～����%�				 ���% 				
止め
制御 ��(注	) あて止め時"&$キャリア周波数 ─ ���～�
��'���				 ���'�� 				

専用
機能
選択

	�(注��) あて止め制御選択���速運転選択 ─ ����� � �

（注�） インバータ容量により設定範囲が異なり，���
～�������
�
�～����������以上）の設定範囲となります。また，工場出荷時設定
値は内蔵ブレーキトランジスタの％!�を示します。

（注
） 磁束ベクトルモードを選択した場合，設定が無視されるパラメータを示します。
　 ※ �(-"#��を使用した場合，このパラメータの読出，書込はできません｡（!..表示となります。）

（校正機能番号	��～	��は，�-�～�-�で設定してください。）詳細は"
	を参照してください。
（注�） のパラメータは".���「パラメータ書込禁止選択」を�（工場出荷時設定）にしてあっても，運転中に設定値を変更する

ことができます。
（注�） �$端子，�$端子は".��
（�$端子機能選択�，".����（�$端子機能選択）の設定値により変わります。
（注�） �(-�

�!�
����シリーズは工場出荷時設定値が
���となります。
（注�） ".���/���として，".�	�/�� ".���≠				� ".���≠				のとき，設定可能なパラメータです。

（運転中における設定値変更も可能）
（注	） ".���/���として，".�	�/�のとき設定可能なパラメータです。
(注��) ".���/���のとき，設定可能なパラメータです。
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234567896:;

<=>?@A

●低周波数域のモータトルクを負荷に合わせて調節して始動時のモータトルクを大きく
します。

Pr.0B<=>C�D<EF;GH

（注）�� ".����".���で磁束ベクトル制御モードを選択した場合，このパラメータの設定は無視
されます。

　　　
�インバータ専用モータ（定トルクモータ）使用時にはこのパラメータの設定を下記の
ように変更してください。
����以下…
％　　���以上…
％

　　　��設定値が以下の値の場合，".���「適用モータ選択」の設定変更によりこのパラメータ
の設定値が自動的に変更されます。

　　　　��� ".��が�%��%0(工場出荷時設定値)の場合
".���の設定値を汎用モータを選択する値（��
���
�����
��
��

）から定トルク
モータを選択する値（������
������）へ変更すると，".��の設定値は，自動的に

%�
%0に変更されます。

　　　　�
� ".��が
%�
%0の場合
".���の設定値を定トルクモータを選択する値（������
������）から汎用モータを
選択する値（��
���
�����
��
��

）へ変更すると，".��の設定値は，自動的に
�%��%0（工場出荷時設定値）に変更されます。

　　　　　　　0 1インバータの容量により設定値が異なり，（����以下）�（���以上）の設定値
となります。

�I

����以下
���以上

���� ��"

�％
�％

����

�～��％

基底周波数

���％

出
力
電
圧

".��　設定範囲

出力周波数����

A20TIE185A

A20TIE184A

�J*��KLMN1+

O/M?1?P6Q,R

+STQ

出力周波数の上限をクランプすることができます。

U120HzNVW1X��Y-Z9
".��「上限周波数」で出力周波数の上限を設定
します。

Pr.1B1XKLMH[T\Pr.18B]^1XKLMH

���� ��"

�
���

����

上限周波数

����

出
力
周
波
数

周波数設定信号 *��

�����

�
�,��

U120HzN1W1X��Y-Z9
".���「高速上限周波数」で出力周波数の上限を
設定します。このパラメータの設定により".��

「上限周波数」は自動的にこの設定値に変更さ
れます。

�～�
���

���� ��"

�
���

����

�
�～
����


���
以下

上限周波数


����

出
力
周
波
数

周波数設定信号 *��

�����

�
�,��

A20TIE186A

A20TIE187A

A20TIE188A
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KLM��_`Qa:;b


ONZc +./STQ

出力周波数の下限をクランプすることができます。
●始動信号を�2しただけで，設定された周波数で
モータは運転します。

Pr.2BdXKLMH

���� ��"

���

����

下限周波数

����

出
力
周
波
数

周波数設定信号 *��

�����

�
�,��

�～�
���

押しボタン

始動信号
�2

����

電源

A20TIE189A

A20TIE190A

^efg?6haij:;b
_

ONY-klWm��?��KLMW
:;S[Y*W�nSahkoQp

�nAPLTM0002A

m���q+rstaj

m���q<=> *u

vKLMEuwKLMG

_��STQ

●基底周波数（モニタ定格トルク時の基準周波数）をモータ定格に合わせて�～
����

の範囲で任意に設定できます。

Pr.3BuwKLMHjPr.19BuwKLMxyH

（注）�� インバータ専用モータ（定トルクモー
タ）使用時には基底周波数を����に
設定してください。

　　　
� ".���，".��で磁束ベクトル制御モー
ドを選択した場合は，".��	は約
���

（または約
���）とみなします。
　　　�� ".��	を「				」�工場出荷時設定）と

設定すると最大出力電圧は電源電圧と
同じになります。また｢����｣と設定
すると電源電圧の	�％になります。


����

���％

出
力
電
圧

".��　基底周波数

**".��	

基底周波数電圧

基底周波数の設定範囲

����

����

A20TIE191A

A20TIE192A
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z{^e_��STQ

●外部よりの接点信号を切り換えるのみで各速度を選択（端子(��($�( ��)-)�間）で
きます。
●各速度（周波数）はインバータ運転中に�～
����の範囲で任意に設定できます。
各多段速設定のパラメータを読出した状態で，　　キーを操作し，設定を変えること
もできます。（この場合　　キーをはなしたときに設定周波数を記憶するため 書込
キーを押す必要はありません。）
●���周波数�".����，上限周波数�".���，下限周波数�".�
�と組み合わせることにより最
大��速まで設定できます。

Pr.4B3^��E]^GHjPr.24Bz{^��E4^GH
Pr.5B3^��E|^GHjPr.25Bz{^��E5^GH
Pr.6B3^��E}^GHjPr.26Bz{^��E6^GH
�����������!�Pr.27Bz{^��E7^GH
Pr.31Bz{^��E8^GHj�Pr.35Bz{^��E12^GH
Pr.32Bz{^��E9^GHj�Pr.36Bz{^��E13^GH
Pr.33Bz{^��E10^GHj�Pr.57Bz{^��E14^GH
Pr.34Bz{^��E11^GHj�Pr.58Bz{^��E15^GH

（注）�� ".�

～
����～��������を｢				｣（工場出荷時設定値）と設定すると，
～
���～��速は選択（運転）されません。また，".���～��������の多段速設
定は，".���/���とし，その後，".�	�/�とした状態で設定してください。
多段速設定（�速～��速）は，".�	�「��速運転選択」/�のとき有効となり
ます。
（パラメータ設定完了後は，".���の設定値を元の値に戻してください。）

　　　
� 多段速度は主速度（端子
-��
-�間）より優先します。
　　　�� 多段速度の設定は"#運転中および外部運転中でも可能です。
　　　
� �速設定の場合は
速以上が同時に選択されると低速信号側の設定周波数に

なります。
　　　�� 多段速設定（
速～��速）とあて止め制御は，併用して設定することがで

きません。

高速
　中速
　　低速

高速
　中速
　　低速

(�-)�間

出
力
周
波
数
����

($-)�間

( -)�間

�速
�高速�


速
�中速�

�速
�低速�


速

�速
�速

�速

時間

�2 �2 �2 �2

�2 �2 �2 �2

�2 �2 �2

A20TIE193A

A20TIE194A A20TIE318A
�)-)�間

(�-)�間

出
力
周
波
数
����

($-)�間

( -)�間

��速

時間

�2 �2 �2

�2 �2 �2

�)-)�間
�2 �2 �2 �2 �2 �2 �2 �2

�2

�2

�2 �2 �2 �2

�
速
��速

�
速
��速

��速

	速

�速

~
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��h�Z[T\\�h

�^STQ

(1) �^ �*����Z������*��
".�
�「加減速時間単位」で加速時間の設定範囲と最小設定単位を設定できます。加
速時間を設定する前に必ず設定値を確認してください。
設定値｢�｣（工場出荷時設定）‥‥‥‥‥‥‥�～����秒（最小設定単位���秒）
設定値｢�｣‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�～���秒（最小設定単位����秒）

Pr.7B�^ �HjPr.20B��^uvKLMHj
Pr.21B��^ ���H

（注）�� 加減速パターン)字加減速�（"�
�参照）の場合は基底周波数�".���に到達
するまでの時間となります。

　　　
� 加減速基準周波数�".�
��の設定を変更しても校正機能".�	��，".�	��「周
波数設定信号のゲイン」の設定値は変化しません。ゲインを調整する場合
は，校正機能".�	���".�	��を調整してください。

　　　�� ".��が設定値｢�｣の場合は���
秒設定となります。
そのとき，".�
�「加減速基準周波数」は�
���以下で設定してください。

�I

����以下
���以上

���� ��"

�秒
��秒

����

時間

".�
�

運
転
周
波
数

加速　".��

�～����秒／�～���秒
�～����秒／�～���秒

(2) �^ �*��
加速時間�".���は���から加減速基準周波数
�".�
��に到達するまでの時間を設定します。
ゆっくり加速したいときは長く，はやく加速
したいときは短く設定します。（注）

ゆっくり

はやく

A20TIE197A

A20TIE195A

A20TIE196A

��h�Z[T\\�h

�^STQ

(1) �^ �*����Z������*��
".�
�「加減速時間単位」で減速時間の設定範囲と最小設定単位を設定できます。減
速時間を設定する前に必ず設定値を確認してください。
設定値｢�｣（工場出荷時設定）‥‥‥‥‥‥‥�～����秒（最小設定単位���秒）
設定値｢�｣‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�～���秒（最小設定単位����秒）

Pr.8B�^ �HjPr.20B��^uvKLMHj
Pr.21B��^ ���H

（注）".��が設定値｢�｣の場合は���
秒設定となります。

�I

����以下
���以上

���� ��"

�秒
��秒

����

時間

".�
�

運
転
周
波
数

減速　".��
�～����秒／�～���秒
�～����秒／�～���秒

(2) �^ �*��
減速時間�".���は加減速基準周波数�".�
��から
���になるまでの時間を設定します。ゆっく
り減速したいときは長く，はやく減速したい
ときは短く設定します。（注）

ゆっくり

はやく

A20TIE197A

A20TIE195A

A20TIE198A
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m������+�Qa

●モータ過熱保護のための設定値を電流値���でそのまま設定できます。通常は����時
のモータ定格電流値を設定します。低速運転時のモータ冷却能力の低下も含んだ最適
の保護特性を得ることができます。
●｢�｣を設定するとモータ保護機能は動作しません。（インバータの出力トランジスタの
保護機能は動作します。）
●三菱製定トルクモータを使用する場合には".���「適用モータ」を｢�｣または｢��｣～
｢��｣のいずれかに設定して低速域での���％連続トルク特性を選択した後，".�	「電
子サーマル」にモータの定格電流を設定してください。

".�	工場出荷時設定値‥‥‥‥3インバータの定格出力電流4

ただし，��
�および�����はインバータ定格電流の��％に設定されています。

Pr.9Bx����=H

（注）モータを複数台，同時に運転する場合は，モータ個々に外部サーマルを設け
てください。

A20TIE199A
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●停止時の直流制動電圧（トルク）と動作してい
る時間および動作を始める周波数を設定するこ
とで位置決め運転などの停止精度を負荷に合わ
せて調整できます。

���?89Q�r�

".���「直流制動動作時間」を短く設定
".��
「直流制動電圧」を大きく設定

���?�oQ�r�

".���「直流制動動作時間」を長く設定
".��
「直流制動電圧」を小さく設定

Pr.10B���;;�KLMHjPr.11B���;;� �Hj
Pr.12B���;xyH

（注）�� ".���/				と設定すると".���「始動周波数」で設定された周波数まで減速
し，直流制動がかかります。

　　　
� ".���/����を設定すると，端子$()-)�間を短絡することにより直流制動
が動作します。このとき，端子$()の本来の機能出力停止は機能しませ
ん。

　　　�� インバータ専用モータ（定トルクモータ）使用時には，".��
「直流制動電
圧」の設定を下記のように変更してください。
����以下…
％　���以上…
％

　　　
� ".��
の設定値が以下の場合，".���「適用モータ選択」の設定変更により
このパラメータの設定値が自動的に変更されます。

　　　　　��� ".��
が�%��%0（工場出荷時設定値の場合）
".���の設定値を汎用モータを選択する値（��
���
�����
��
��

）から
定トルクモータを選択する値（������
������）へ変更すると，".��
の
設定値は，自動的に
%�
%0に変更されます。　　　　　　　

　　　　　�
� ".��
が
%�
%0の場合
".���の設定値を定トルクモータを選択する値（������
������）から汎
用モータを選択する値（��
���
�����
��
��

）へ変更すると，".��
の
設定値は，自動的に�%��%0（工場出荷時設定値）に変更されます。

　　　　　　　0 1 インバータの容量により設定値が異なり，（����以下）�（���以
上）の設定値となります。

������


��

��

���� ��

���

���秒

������

時間

".���　動作周波数

出
力
周
波
数

�～�
���，				（注�）
�～��秒，����（注
）

�
 ����以下…�％，���以上…�％ �～��％

直流制動電圧

".���　動作時間

".���
動作電圧※

A20TIE200A

A20TIE201A

�� ¡<./ +\jPr.11_8888+��S6QWhkoQp
¢Sh��W96h6-£¤?¥�[Yp

�JC¦�§_�5SahkoQp���¨<=>\¥�[t©p
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�STQ

●始動時の周波数を�～����の範囲で設定できま
す。
たとえば���と設定した場合は周波数設定信号
が���の設定となった時点からモータが運転を
開始します。

Pr.13B:;KLMH

時間

出力周波数
����

周波数設定信号���

���
から

設
定
範
囲

正転 �2

".���

�

��

A20TIE202A

設定値 


昇降負荷用
正転時ブースト…".��の設定値
逆転時ブースト…�％

ª«���¬­+�®6

�¯¬­EV/F¬­G_°
±STQ

U²¡³´jµ¶67E�<=>��ªG

設定値を｢�｣（工場出荷時設定）にします。

U·¸¡¹º¡»E}�<=>��ªG

設定値を｢�｣にします。
モータがまわりだすまでゆっくりと加速し過電
流保護機能によるインバータ停止を防止しま
す。
定トルク負荷特性に比べて，過電圧になりやす
いので減速時間を長めに設定してください。

U23��ª

設定値を｢
｣または｢�｣にします。
設定値｢
｣の場合は正転時にブーストされ，
設定値｢�｣の場合は逆転時にブーストされます。

URT¼�+,-®ª��°±½¾¿��
".��
に｢
｣または｢�｣を設定すると(+端子（第

加減速時間選択端子）の�2����により，下表
のように出力特性を変更することができます。

Pr.14B®ª��°±H

（注）(+端子�2時は，第
制御機能（第
加減速時間，第
トルクブースト，第
基底
周波数）が選択されます。
".����".���で磁束ベクトル制御モードを選択した場合は，このパラメータの設
定は無視されます。

��"




�

ONE�G

定トルク負荷用
�".��
/��

定トルク負荷用
�".��
/��

OFF

昇降負荷用
逆転時ブーストなし

�".�
/
�

昇降負荷用
正転時ブーストなし

�".�
/��　

基底周波数

���％

出
力
電
圧

出力周波数����

基底周波数

���％

出
力
電
圧

出力周波数����

設定値 �

昇降負荷用
正転時ブースト…�％
逆転時ブースト…".��の設定値

���％

出
力
電
圧

���％

出
力
電
圧

基底周波数
出力周波数����

基底周波数
出力周波数����

正転

逆転 正転

逆転

A20TIE203A

A20TIE204A

A20TIE205A

A20TIE206A

A20TIE207A

A20TIE208A A20TIE209A
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JOG./ *KLMZ�
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●���運転は���モードを選択（端子���-)�間短絡）し，始動信号（端子)+��)+(）
にて始動，停止が行えます。また，パラメータユニットを使って���運転することも
できます。運転方法の詳細は"

を参照してください。

●周波数と加減速時間の設定

(1) ��^ �*����Z������*��
".�
�「加減速時間単位」で加減速時間の設定範囲と最小設定単位を設定できま
す。加減速時間を設定する前に必ずこの設定値を確認してください。
設定値｢�｣（工場出荷時設定）‥‥‥‥‥�～����秒（最小設定単位���秒）
設定値｢�｣‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�～���秒（最小設定単位����秒）

Pr.15BJOGKLMHjPr.16BJOG��^ �H
Pr.20B��^uvKLMHjPr.21B��^ ���H

���� ��"

���秒
����

�～����秒��～���秒

（注）�� 加減速パターン)字加減速�（"���参照）の場合は基底周波数�".���に到達
するまでの時間となります。

　　　
� 加減速基準周波数�".�
��の設定を変更しても校正機能".�	��，".�	��（周
波数設定信号のゲイン）の設定値は変化しません。ゲインを調整する場合
は，校正機能".�	���".�	��を調整してください。

���運転

(2) ��^ �*��
".���「���加減速時間」で���運転時の
加減速時間を設定します。加速時間は���

から加減速基準周波数�".�
��に到達するま
での時間，減速時間は加減速基準周波数
�".�
��から���になるまでの時間になりま
す。ゆっくり加減速したいときは長く，は
やく加減速したいときは短く設定します。
（注��
）

正転

逆転

出力周波数����

".���

".�
�

".���

���運転

���-)�間

正転)+�-)�

逆転)+(-)�

時間

�2

�2

�2

(3) KLM*��
".���「���周波数」で���運転時の運転周波数を設定します。

���� ��"

���

����

�～
����
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●設定値を「１」または「３」に変更して，工場出荷時は���モードになっている入力
端子������の機能を��（外部サーマル入力）に切換えます。��はインバータ外部
にサーマルリレーを設置する場合や，モータに温度センサーを内蔵している場合，そ
の信号接点を入力する機能です。設定値を「２」「３」にすると端子$()の機能を5

接点入力仕様（常時閉入力）に切換えます。また，設定値を４～７にすると，".�
�

（出力端子割付）で「９」と設定した出力端子がゼロ電流検出信号端子となります。

Pr.17BÂÃ���=Ä¯H

Pr.17

��"

●

¼�JOG/OH*��

───

外部サーマル

温度センサー

�¯��b
¼�MRS*��

JOGm�Å OH(ÂÃ���=Ä¯) Æ ÇÄ¯ Æ ÈÄ¯

�

�工場出荷値�

�




�

●
●

●

●
●
●

───

───

─── ───
───

───

───●

設定値�（工場出荷時設定） 設定値� 設定値
 設定値�

サーマルリレー
モータ

出力停止

出力停止
出力停止

出力停止

�$

サーマルリレー
モータ

�$������

���
���

)�

)�

$()

�(-� �(-�
�(-� �(-�

������

)�

)�

$()

������

)�

)�

$()

������

)�

)�

$()

#

�

&

#

�

&

A20TIE210A

A20TIE212A

●
───
●
───

●
───

●
───

●
●

───
───

●
●

───
───

設定値
 設定値� 設定値� 設定値�




�

�

�

Pr.40WB9HZ��
ST�¯¼�b


"#運転中

ゼロ電流検出

詳細は"�
�

参照

ÂÃ���=_ÉÊSTËÌWjJOG./+½¾¿6QWhkoQp
:;b
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●本インバータは工場出荷時の設定では運転周波数の上限が�
���に設定されており，
�
���をこえた周波数で運転する場合には".���「高速上限周波数」で�
���をこえた
数値を設定してください。".��「上限周波数」は自動的にこの設定値に変更されま
す。

Pr.18B]^1XKLMH

���� ��"

�
���

����

�
�～
����
特殊モータ

�����

200V�q*m��_
230VxÏWÐQTQ

●".��	「基底周波数電圧」を
���と設定することにより，インバータの電源電圧より
低い定格電圧のモータを最適に使用することができます。

Pr.19BuwKLMxyH

���� ��"

				

����

�～�����������				

（注）�� ｢				｣（工場出荷時設定値）と設定すると最大出力電圧は電源電圧と同じになりま
す。

　　　
� ".����".���で磁束ベクトル制御モードを選択した場合は，".��	は約
���（または約

���）とみなします。

　　　�� ".��	を｢����｣と設定すると，最大出力電圧は電源電圧の	�％の値となります。
�外国製などの特殊モータを使用する場合などに選択してください。）

200V

230V

A20TIE211A

Ñ�Pr.20,Pr.21! !Pr.7*Ò&'�



A20TME194B

Pr.22 – Pr.23

119

D<�=Ó�(x��X)
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Pr.22BD<�=Ó�;�¦³=Hj
Pr.23BÔ^ D<�=Ó�;�Õ¢ÖMHj
Pr.66BD<�=Ó�;�}�Ç:KLMH

●".�

「ストール防止動作レベル」によりストー
ル防止（電流制限）動作レベルを設定します。
通常は���％（工場出荷設定値）に設定しま
す。
（注）設定値�％�はインバータ定格出力電流に対

する比率を示します。

●����以上の高速で運転する場合には，モータの
電流が増加しないため加速ができないことがあ
ります。この場合モータの運転特性を改善する
ために高周波数域での電流制限レベルを低減す
ることができます。高周波数域で運転すると
モータの拘束時の電流がインバータの定格出力
電流より小さくなり，モータ停止していてもア
ラーム（保護機能動作）となりません。これを
改善してアラーム動作させるためにストール防
止（電流制限）レベルを低減します。
".���は低減開始周波数，".�
�は低減比率補正
係数です。

出力周波数

".�



電
流
制
限
動
作
レ
ベ
ル
�％� 
����

低
減
比
率
�％�

".�
�

".���

".�
�＝				のとき

●".�
�に｢				｣（工場出荷設定値）を設定すると，ストール防止（電流制限）レベル
は".�

の設定値で
����まで一定となります。

Ux��X;�¦³=×ØÙ

●".�

＝｢�｣と設定するとストール防止動作はしません。

●".�

＝｢				｣と設定すると，端子�番によりストール防止レベルを可変することがで
きます。次ページに具体的な方法を説明しています。（高応答電流制限レベルは変化し
ません。（注�））

電流制限動作レベル（％）＝�＋6×　────　×　─────

ただし，�＝�──────────�，6＝�──────────
".�������×".�

�％� ".�������×".�

�％�

出力周波数���� 
����

".�
�-���

���

".�

-�

".�

-6

設定例（".

＝���％，".�
�＝���％，".���＝����）

電
流
制
限
動
作
レ
ベ
ル
�％�

���

	�

��


�
��



��

� �� ��� 
�� ��� 
�� 出力周波数

A20TIE213A

A20TIE214A
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".�

「ストール防止動作レベル」に｢				｣を設定します。

端子�に�～��（または�～���）を入力します。
（".�

＝｢				｣に設定すると自動的に補助入力端子からストール防止動作レベル信号入
力として機能が切換わります。）

�����

�

V��ê ����

����

��

���� 

��"
ë��ì



 ストール防止レベル
�～
��％
�				

���％ ���％
				

1アナログ入力



�注�� 高応答電流制限レベル ����
�� � 

�7制限無し �7���%


7���% �7�	�%

�
��注��
入力電圧��時の
電流制限レベル

�～
��％ ���％ ���％ （バイアス）

�
	�注��
入力電圧��������時の
電流制限レベル

�～
��％ ���％ 
��％ （ゲイン）

（注）�� ".���＝���と設定したとき読出，書込できます。（".���/���のとき，".�



は，高応答電流制限レベルのパラメータに変わります。）
　　　
� �～��／�～���の切換えは".���の設定値により端子�入力電圧を切換えま

す。
　　　�� ".�

＝				のときは端子�入力はストール防止レベル設定専用となりま

す。したがって，端子�の補助入力，オーバライド機能は動作しません。
　　　
� ".���� ".���で磁束ベクトル制御モードを選択した場合は，このパラメータ

の設定は無視されます。
　　　�� 高応答電流制限レベルは，工場出荷値���%に設定されています。


��％

���％

�
����������

入力電圧���

電
流
制
限
レ
ベ
ル
�％�

入力電圧��の時の電流制限レベル
".��
�にて設定します。

入力電圧��������時の電流制限レベル
".��
	にて設定します。

A20TIE216A

高応答電流制限レベル

Ñ�Pr.24,Pr.25,Pr.26,Pr.27! !Pr.4*Ò&'�

z{^./|+^e*Õ

¢_STQ

●補助入力端子�（注）に補正信号を入力することにより，端子(�，($，( で選択さ
れる多段速設定に対して，速度（周波数）補正することができます。

Pr.28Bz{^Ä¯Õ¢H

��"

�

ÕíÄ¯+,-Õ¢

補正なし（工場出荷時設定）

補助入力
端子�

高速

� 補正可

（注）".���＝
� �� �
� ��の場合
は，端子
に補正信号を入
力します。

速度補正
A20TIE215A
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U�îï6ª«

設定値を｢�｣（工場出荷時設定値）にします。
一般的な加減速パターン（直線加減速）とな
り，通常はこの設定で運転します。

U���Jðñª

設定値を｢�｣にします。����以上の高速領域ま
で短時間で加減速する（)字加減速�）必要があ
る場合に使用します。�5（基底周波数）が)字
の変曲点となる加減速パターンとなり，����以
上の定出力運転領域でのモータトルクの低減に
見合った加減速時間を設定�".���".���することが
できます。

（注）加減速時間設定値は加減速基準周波数�".�
��ではなく基底周波数�".���までの
時間を設定します。

（注）".�
	/�設定時，".���～��はバックラッシュ対策機能用パラメータとなり，
".���～��の周波数ジャンプの機能は無効になります。

U²¡³ò67*�hß¤Ó�

設定値を｢
｣にします。�
（現在周波数）から
��（目標周波数）までを常に)字として加減速
（)字加減速6）しますから，加減速時のショッ
クを緩和する効果があり，荷くずれ防止などに
効果的です。

U�^�67*Áó>�óôõö÷

設定値を｢�｣にします。加減速中に一時的に出力周波数の変化を停止させることによ
り，減速機のかみ合いの隙間が急激につまった時に発生するショックを緩和させるこ
とができます。設定は".���～��で行います。

設定値�

〔直線加減速〕

出
力
周
波
数
����

Pr.�


��

�


��

��

���

バックラッシュ
加速時

停止周波数
バックラッシュ

加速時
停止時間

バックラッシュ
減速時

停止周波数
バックラッシュ

減速時
停止時間

����

�


����

�

���秒
�


����

�

���秒

���� 

���

���秒

���

���秒

～
～

～
～

�,

時間
�

��

�

設定値�

〔)字加減速�〕

��

�

設定値


〔)字加減速6〕

�


設定値�

〔バックラッシュ対策機能〕

出
力
周
波
数

△��　".��
 △�
　".���

△��　".���

△�
　".���

A20TIE217A

A20TIE218A

A20TIE219A

A20TIE220A

A20TIE221A

A20TIE222A

A20TIE223A



A20TME197A

Pr.30

122

●頻繁な始動・停止運転により，回生ブレーキの使用率を大きくする必要がある場合に
設定します。この場合，ブレーキ抵抗器の容量も大きくする必要がありますのでオプ
ションの高頻度用ブレーキ抵抗器�(-�6(を使用します。
���èé�

".���「回生ブレーキ使用率変更選択」で｢�｣を設定した後，".���「特殊回生ブレー
キ使用率」で使用率を設定します。

�Pr.30=0*Z9*OÜC¦�§Ðªø�

�(-�

�!-��
�～���� �％� � � � � � � �

�(-�

�!-��������� 
％� � � � � � � � �

�(-�

�!-��
�～���� 
％� � � � � � � �

�Pr.30=1*Z9*Pr.70B¬ùOÜC¦�§ÐªøH�������

Pr.30BOÜC¦�§Ðªøãú°±H/
B]¯ø²¡Á��ÉÊ°±Hj

Pr.70B¬ùOÜC¦�§ÐªøH

高頻度用
ブレーキ抵抗機
��(-�6(�

始動
始動

（注）�� ".���の設定を工場出荷時設定値より大きくするときは，必ず設定値を外付
けのブレーキ抵抗器��(-�6(�の許容ブレーキ使用率（"���参照）に合わ
せてください。

　　　
� ���以上の機種は設定しても機能しません。
　　　�� ブレーキ使用率は内蔵ブレーキトランジスタ動作の％!�を示します。
　　　
� ".���が｢�｣のときは".���は表示されません。

��I

��
�～����


�
�～����

���� ��"

�％
�％

������

�～��％
�～��％

���以上 �％ �％

停止
停止

A20TIE224A

ÐªY-C¦�§ûüý*þê"N1_��S6QWhkoQp

��*��?¥�[Yp

��APLTM0020A

�»ô�¡*]�eªC

¦�§ûüý_ÐªS

aj��+:;¹��_

àQTQ

]¯ø²¡Á��EFR–
HCG_ÐªY-

●インバータに高力率コンバータ（�(-��）を接続して使用する場合，高力率コンバー
タとの保護協調をする必要があります。高力率コンバータを接続する場合は，必ず，
".���を��
��のいずれかに設定して下さい。また，電源，高力率コンバータとの配線
は，高力率コンバータの取扱説明書に従い正しく接続してください。

��� インバータ運転許可信号入力端子
高力率コンバータのインバータ運転許可（(�8）信号を入力する端子です。
$()��#�(+端子に，パラメータ設定にて使用端子を割り付け，高力率コンバー
タの(�8端子に接続して下さい（表�参照）。使用端子の従来機能は削除されま
す（表
参照）。
・動作論理
インバータ運転許可信号入力端子－)�間短絡→出力遮断
インバータ運転許可信号入力端子－)�間開放→遮断解除
動作論理は固定されています。メカリセット（$()）信号のように，パラメータ
設定にて変更することはできません。

�
� 不足電圧，瞬時停電保護
不足電圧，瞬時停電は高力率コンバータにて検出します。高力率コンバータの保
護機能が動作すると，インバータ運転許可信号により，インバータ出力を遮断し
ます。インバータ自身の不足電圧，瞬時停電保護機能は，無効となります。
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��� 瞬停再始動
瞬停再始動が必要な場合は，インバータにて瞬停再始動を選択（".��� �

「				」，�)端子－)�間短絡）するとともに，高力率コンバータにおいても瞬
停再始動が動作するようにパラメータを設定してください。高力率コンバータの
瞬停再始動に合わせてインバータが再始動します。

�
� 回生
高力率コンバータには，電源回生機能が備わっていますので，回生時は高力率コ
ンバータから電源回生を行います。インバータの内蔵のブレーキ回路は動作しま
せん（����以下）。

��� 瞬時停電検出信号入力端子
高力率コンバータの瞬時停電検出信号を入力する端子です。内蔵オプションの計
算機リンク，シーケンサリンク機能を使用し，計算機リンク，シーケンサリンク
瞬停再始動が選択されている（".��
�/「
」，".����「				」）場合に使用しま
す。�#，(+の，どちらかをパラメータ設定により割り付けて，高力率コンバー
タの瞬時停電検出信号端子に接続してください（表�参照）。瞬時停電検出信号
入力端子－)�間�2（短絡）時の運転状態を記憶し，復電時に同一状態にて再始
動します。この信号は，瞬時停電保護用には使用しません。

表�　".���の設定値と使用端子

Pr.30*��"
0 3 4 5

¼�
0 3 4 5

$()
表２によ

インバータ
運転許可信号

表２による各機能の動作を示し
ます。

(+

る，各機
能の動作
を示しま

表２による各機能
の動作を示しま
す。

インバータ運転
許可信号

瞬時停電検出
信号

�#
す。

瞬時停電検出信号
インバータ
運転許可信号

表
　".���の設定値と削除機能（�：削除機能）
Pr.30*��"

��Ö��

外部直流制動動作（".���/����）

0,1

"��
参照

3 4 5

�

"#運転インターロック（".��	/�）
第
加減速時間選択端子（(+端子）
(+端子反映タイミング（".����）
(+端子による適用負荷選択切換え
（".��
/
��）

磁束ベクトル→���機能
（".���/�
･�
･��）

電流入力選択（�#選択）
第�機能選択（�#選択）
�#端子反映タイミング（".����）
出力遮断機能（$()端子）

"��
参照
"�

参照

"���参照

"�
�参照

"�

参照

"	�参照
"��
参照

"��
参照
"	�参照

� � �

� � � �

� � � �0�

� � � �0�

� � � �0�

� � � �0�

� �0� �0� �

� �0� �0� �

� �0� �0� �

� � � �

0� 下記条件がすべて揃った場合は，該当端子は高力率コンバータからの瞬時停
電検出入力となりますので，従来の機能は使用できません。

　　・".���（高力率コンバータ接続選択）/「�」�「
」�「�」
　　（高力率コンバータ接続）
　　・".���（瞬停再始動・商用切換フリーラン時間）�「				」
　　（再始動可）
　　・".��
�（リンク立上がりモード）/「
」(リンクモードで再始動あり)

（注）�� �(-��接続時には、インバータの(，)，+端子には電源を接続しないでく
ださい。".���/�，
，�にて，(，)，+端子に電源が入力された場合は，イ
ンバータは出力遮断しオプションアラーム（!��"+）を表示します。

　　　
� ".���に�，
，�が設定されると，パラメータユニットがリセットされるた
め，初期画面が表示されます。

�論理固定�
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�J*	
�;M+,-

��_
lTQ
Pr.31BKLM)�¡»1AHjPr.32BKLM)�¡»1BH
Pr.33BKLM)�¡»2AHjPr.34BKLM)�¡»2BH
Pr.35BKLM)�¡»3AHjPr.36BKLM)�¡»3BH

●機械系の固有振動数による共振を避けて運転したいときに，共振発生周波数をジャン
プさせることができます。ジャンプ箇所は�箇所，ジャンプ周波数は各箇所の上点ま
たは下点のいずれかに設定できます。
●��，
�または��の設定値がジャンプ点となり，この周波数で運転されます。

※ジャンプ範囲内の運転周波
数指令は●部の運転周波数
となります。

（注）�� ｢				｣（工場出荷時設定値）と設定すると周波数ジャンプは行いません。
　　　
� ".�
	を｢�｣に設定すると".���～��はバックラッシュ補正の設定機能に切換

わります。このとき".���～��のパラメータユニットの設定範囲表示はされ
ません。また"#表示の「ヘンコウリスト，ショキチリスト」には周波数
ジャンプのパラメータ設定値が表示されるだけなので，この".�
	/�の状態
で".���～��の設定値を変更してもリスト表示では変更値は表示されません。
（".�����
は周波数ジャンプの機能として有効です。）

　　　�� 加減速中は設定範囲内の運転周波数を通ります。
　　　
� ".���を「���」，".�	�を「�」に設定すると".���～��は多段速設定（�～

��速）の機能に切り換わります。（"���参照）

ジャンプ（運転回避）範囲

".���　�6

".���　��

".��
　
6

".���　
�

".��
　�6

".���　��

出
力
周
波
数
����

周波数設定信号

A20TIE225A

A20TIE226A
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^e
�_O/^e
�

(r/min)[T\�J*^e

�(m/min)+ã¿TQ

U��LED
�_ã¿TQ�r
��� ".���「本体 !�表示データ選択」で｢�｣（運転速度）を設定します。
�
� ".���「回転速度表示」を，下表を参照して設定してください。

Pr.37BO/^e
�HjPr.51B��LED
����°±H
Pr.52BPU�À¡
����°±Hj
Pr.53BPU¦³=
����°±�

（注）��表示のみこのパラメータでの設定単位になります。他の周波数に関するパラメータ
（".��など）は周波数の単位で設定してください。

　　　
� ���制御モードの時はモータ回転速度は出力周波数換算となり，実回転速度とは一致し
ません。".������で磁束ベクトル制御モードを選択した場合には，この表示は実回転速
度（モータのすべり演算による推定値）となります。

　　　��工場出荷時設定値は｢
｣（極）�����時����.�,9�を表示）となっています。

Pr.37��"


�
�������

./^e
�

・設定値はモータの極数です。
・表示はモータ回転速度となります。
例：設定値｢
｣の場合，����出力時に�����.�,9��を表示します。

��～			�

・����運転時の機械の速度を設定します。
例：設定値����,�,9��の場合，����出力時に���（表示単位なし）を表示します。

UPU¦³=���EPU¦³=
�G_ã¿TQ�r
��� ".���「"#レベル表示データ選択」で｢�｣（運転速度）を設定します。
�
� ".���「回転速度表示」を，上表を参照して設定してください。

UPUðm��EPU�À¡
�G_ã¿TQ�r
��� ".��
「"#メイン表示データ選択」で｢�｣（工場出荷時設定値）を設定します。
�
� ヘルプキーを押して選択モニタ（その他のモニタ）画面を表示します。
��� ｢� .:,｣の位置にカーソル（　　）を移動させて 読出 キーを押すと回転速度モ
ニタ（単位：.�,9�）になります。

�
� つぎに 書込 キーを押すと回転速度モニタが第一優先画面になります。

����.

m���M*��\��+à�ahkoQp

m��?��ÁD��ÅZ6�j�J_��Y-£¤?¥�[Yp

�nAPLTM0006A

��+��a�¯xy

E<=>G_�;ï+�

�STQ

●負荷電流を検出してインバータの出力電圧（トルク）を自動的に制御します。

Pr.38B�;<=>C�D<Hj
Pr.39B�;<=>C�D<;�Ç:x�H

（注）".������で磁束ベクトル制御モードを選択した場合には自動トルクブーストの
設定は無視されます。

�����

".���

��ê�

ブースト補正量�％�を設定
｢�｣を設定すると自動トルクブースト不動作になります。自動ト
ルクブーストを動作させる時は通常｢���｣�％）を設定します｡

".��	
自動トルクブースト動作開始電流���を設定します。
通常は｢�｣���を設定します。

���� ��

�％

��

A20TIE227A

A20TIE228A
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�¯¼�SU,IPF,OL,FU*
��_ãúSTQ

Pr.40B�¯¼���H

●出力端子)#��"��� ��#それぞれの機能を��種類の機能に個別に変更割付けすることが
できます。
設定は".�
�に
桁の整数で割付けします。
各桁の数値が各端子の機能を表わします。
".�
�1　�桁目 　
桁目 　�桁目 　
桁目
　　　　↑　　　�↑　　　�↑　　　�↑
　　　 �)#　　 ��"�　　 �� 　　 ��#

)#
�"�
� 
�#

A20TIE229A

¹���� ��¹¹¹B1234H

端子)#：)#（周波数到達）信号
端子�"�：�"��#�+（瞬時停電または

　　　　　不足電圧）信号
端子� ：� （過負荷警報）信号
端子�#：�#�（周波数検出）信号

��" �� 
 ���� ;�!" �#Pr.

� (#2 インバータ運転中
インバータ出力周波数が始動周波数以上に
なると運転中に出力します。

───

� )# 周波数到達
出力周波数が設定周波数の±��%以内に到
達すると出力します。 �注
��注��

".�
�



�"��

#�+

瞬時停電または
不足電圧

瞬時停電または不足電圧発生時に出力しま
す。

───

� � 過負荷警報 電流制限機能動作中に出力します。 ".�

�
�


 �#� 周波数検出
出力周波数が検出指定周波数以上になると
出力します。（注
）

".�

�
�

� �#
 第
周波数検出
出力周波数が検出指定周波数以上になると
出力します。（注
）

".���

� (6"
回生ブレーキ
プリアラーム

".���で設定した回生ブレーキ使用率の
��%に達するとプリアラーム出力

".���

� +�"
電子サーマル
プリアラーム

電子サーマル積算値が設定レベルの��%に
達すると出力します。

".�	

"(� プログラムモード プログラムモードで出力します。（注�） ".��	

�
�#� 第�周波数検出

出力周波数が検出指定周波数以上になると
出力します。

".�
�（注�）

	 "#
"#運転モード "#運転モード選択時に出力します。（注�） ".���/�～�

	 "#
ゼロ電流 ───────── ".���/
～�

（注）�� 設定値｢�｣は
桁入力のうち�桁目に設定しても表示されません。ただし，
�桁のみ｢�｣と設定した場合は表示されます。

　　　
� 端子(#2の機能（インバータ運転中出力）は固定です。".�
�で変更するこ
とはできません。

　　　�� ｢出力」とは，オープンコレクタ出力用の内蔵トランジスタが�2（導通）
することをいいます。

　　　
� " �フィードバック制御時オプションの周波数到達)#，周波数検出�#�，
�#
の動作は下記の様になります。
)#，�#�： " �フィードバック信号による実回転数（周波数）が，検出指

定周波数以上で出力します。
　　 �#
：インバータ出力周波数が検出指定周波数以上で出力します。

　　　�� 周波数設定をアナログ信号または"#の　�　キーで変化させたとき，その
変化速度と加減速時間の設定による変化速度のタイミングにより，)#（周
波数到達）信号の出力が�2����をくり返すことがありますので注意して
ください。
�加減速時間の設定値を「�秒」としたときはこのようなくり返しはありま
せん。）

　　　�� ".��	「運転モード選択」に「�」を設定し，外部運転モードへ切り換えた
とき（プログラムモードになったとき）に出力します。

　　　�� ".���「書込禁止選択」/���時に設定できます。（"��
参照）
　　　�� 設定値「	」は，".���（外部サーマル入力）が
～�に設定されていると

き，出力端子の機能がゼロ電流検出信号に変わります。（"�
�参照）
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KLM$%b
*;�&

_��STQ
Pr.41BKLM$%;�&H

●出力周波数が運転周波数に達するときの出力信
号動作幅を運転周波数の�～±���％の範囲で調
整できます。

調整範囲　".�
�

出
力
周
波
数

�
～����

)#

運転周波数

出力信号
)#-)!間 �レベル  レベル �レベル

時間

 1出力トランジスタ�2 �1出力トランジスタ���

A20TIE230A A20TIE231A

x'C¦�§67*;�¹

()b
_��STQ
Pr.42B�¯KLM*�HjPr.43B+/ �¯KLM*�H

●出力周波数が任意に設定した検出周波数
（".�

「出力周波数検出」で設定した値）以上
になると レベル，未満で�レベルとなります。
電磁ブレーキの動作，開放信号などに使用でき
ます。
●".�
�「逆転時出力周波数検出」を設定すること
により，逆転時専用の周波数検出を動作させる
ことができます。（この場合，".�

の設定値は
正転時のみの動作となります。）昇降運転など
で正転（上昇）と逆転（下降）で電磁ブレーキ
動作のタイミングを変える場合に有効です。工
場出荷時「				」と設定してあり，正逆転とも
".�

の設定値となります。

".�



出
力
周
波
数

電磁ブレーキ
制御信号

検出周波数
任意に設定可

出力信号
)#-)!間 �レベル  レベル �レベル

 1出力トランジスタ�2 �1出力トランジスタ���

（注）内蔵形専用オプションユニットを使用し
て" �フィードバック制御を行う場合は
(#2（運転中）信号を使用してくださ
い｡（�#�出力周波数検出�信号を使用した
場合，ブレーキ開放ができないことがあ
ります。）

ブレーキ

時間

出
力
周
波
数

正転

逆転
検出周波数

".�
�

検出周波数
".�
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●

●

●

●
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●

������2���	

��
������

Pr.44��2�������Pr.45��2�����
Pr.46��2����	 ���Pr.47��2V/F!"#$%&'�

●外部よりの接点信号（端子�����間）により，加減速時間，ブースト設定などを一括
して変更することができます。
昇降と横行など，パラメータ設定の異なるモータを切換えて使う場合に有効です。

（注）�� �	�
�に｢����｣（工場出荷時設定値）と設定した場合は第
加速時間，減速時間ともに
�	�

の設定値となります。

　　　
� �	�����	���で磁束ベクトル制御モードを選択した場合には�	�
�の設定は無視されま
す。

　　　�� 第
加減速時間の設定値は�	��「加速時間」，�	��「減速時間」と同様，�	�
�「加減速
基準周波数」で設定した値までの時間となります。

　　　
� 端子��の反映タイミングは，�	����「��端子反映タイミング」で選択できます。

()*+
,-RT–SD�./

012	
3/ OFF ON

加速時間

減速時間

トルクブースト（手動）

基底周波数

�	��

�	�



�	��

�	�
�

�	��

�	�
�

�	��

�	�
�

●
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（注）�� 設定値（％）はインバータの定格出力電流に対する比率を示します。
　　　
� ストール防止動作レベル信号入力機能が選択（�	�

�「����」）されている場合も，

�	�
�を「����」と設定すると，ストール防止動作レベルは，端子�����間��にて，
ストール防止動作レベル信号（端子�入力）の値から�	�
�の設定値に切り換わりま
す。

　　　�� �	�
��「����」の場合，�	�
�に「�」を設定すると，端子�����間��にてストール
防止機能は動作しなくなります。
�	�
��「����」で，�	�
��「�」の場合は，�	�
�の設定周波数以下で，ストール防止
動作レベルは��となります。

�4�567�89�:

;
Pr.48��2 �	�<8=>?@��
Pr.49��2 �	�<8=>$%&�

●���から�	�
�で設定された周波数までの範囲で
ストール防止（電流制限）動作レベルを変更す
ることができます。低い値を設定すると低速で
低トルクを必要とする当て止めなどに有効で
す。
●この機能は加速時には動作せず，減速時または
一定速時のみ有効です。
●�	�
�を｢�｣に設定（工場出荷時設定値）すると
第
ストール防止機能は動作しません。
●�	�
�を｢����」と設定することにより，外部か
らの接点信号（端子�����間）にて，ストール
防止動作レベル（電流）を他の第
機能（第
加
減速時間，第二トルクブース等）と共に一括変
更できます。

ス
ト
ー
ル
防
止

　
　
動
作
電
流

加速時

�	�
�

減速／定速時

運転周波数�	�
�

A20TIE236A

A20TIE237A

�2 �	�<8=>?@�ABCDEF��G;HD�CIB�J
KL���M�NDOEJ

PQAPLTM0007A

●

()*+
,-RT–SD�./

012	
3/ OFF ON

ストール防止動作レベル
（電流)

�	�



�	�
�

●

�2RS$%&TR�()
�D��

Pr.50��2RS$%&TR�

●�	�

��	�
�で設定される出力周波数検出とは別に，出力周波数検出を設定することが
できます。
●�	�
�の�桁目から
桁目のいずれかに｢�｣ ���
�を設定することにより，端子
������������のいずれの端子にも出力させることができます。出力信号は設定周波数
以上で動作します。�内蔵トランジスタが��します。）��	�

��	�
�の項を参照してく
ださい。）��
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Pr.51 – Pr.54

�U
VRS./�WX Pr.51�YZLED[\]	
WX��Pr.52�PU2^_[\]	
WX�,
Pr.53�PU`a�[\]	
WX��Pr.54�FM,-*+WX��
Pr.158�AM,-*+WX�


�種類
のモニタ

��

��

A20TIE237A

☆

☆

☆

☆
☆
☆
☆

☆

☆
☆

☆
☆

☆
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●モニタおよび出力信号に対して，下表の番号を設定することにより，
�種類の信号か
ら選ぶことができます。

●信号出力にはパルス列出力の端子� とアナログ出力の端子! の
種類があり，異なる
信号を同時に出力することができます。�	��
，�	����の設定値により選択してご使用
ください。
〈工場出荷時設定〉
　�	���…｢�｣，�	��
…｢�｣，�	���…｢�｣，�	��
…｢�｣，�	����…｢����｣

012	
()f

[\
Pr.51 Pr.52 Pr.53 Pr.54 Pr.158 FM AM `a�2	


./�bc
[\

de YZ

LED
PUi
�U


PU
`a�

2	


FM
,-

AM
,-

AM
,-

FM�AM�`a�2	

�g� h	�f

表示なし ─ × × � × × × ─
出力周波数 �� � � � � ��� � �	���

出力電流 ! 
 � 
 
 ��
 
 �	���

出力電圧 " � � � � ��� � 
��"または���"
異常表示 ─ 
 � × × × × ─
周波数設定値 �� � ※ � � ��� � �	���

運転速度
r   

  min
� ※ � � ��� �

�	���を�	���の値で変換し
た値

モータトルク※※ ％ � ※ � � ��� �
適用モータの定格トルク
×


コンバータ出力電圧 " � ※ � � ��� � 
��"または���"
回生ブレーキ使用率 ％ � ※ � � ��� � �	���

電子サーマル負荷率 ％ �� ※ �� �� ��� �� サーマル動作レベル
出力電流ピーク値 ! �� ※ �� �� ��� �� �	���

コンバータ出力電圧
ピーク値

" �
 ※ �
 �
 ��
 �
 
��"または���"

入力電力 #$ �� ※ �� �� ��� �� 適用モータの定格電力×

出力電力 #$ �
 ※ �
 �
 ��
 �
 適用モータの定格電力×

入力端子状態 ─ × ※ × × × × ─
出力端子状態 ─ × ※ × × × × ─
ロードメータ ％ �� �� �� �� ��� �� �	���

モータ励磁電流 ! �� �� �� �� ��� �� �	���

位置パルス ─ × �� × × × × ─
積算通電時間 %	 × 
� × × × × ─

基準電圧出力 ─ × × × 
� �
� 
�

端子� に�

���を出力
端子! にフルスケール電
圧を出力

オリエントステータス ─ × 

 × × × × ─
実稼働時間 %	 × 
� × × × × ─
モータ負荷率 ％ × 

 × × × × 適用モータの定格負荷×


（注）�� ×印の部分のモニタ選択はできません。
　　　
� �	��
「��メイン表示データ選択」に｢�｣を設定すると出力周波数～異常表示を順次シ

フトキーでモニタ選択できます。（工場出荷状態）
　　　�� ロードメータは�	���で設定した電流値を���％として％表示されます。
　　　
� ※��主モニタの周波数設定値～出力端子状態は��操作の「その他のモニタ選択」で

選択します。
　　　�� ※※モータトルクの表示は磁束ベクトル制御モードによる運転の場合のみ有効です。
　　　�� �	��
「� 端子機能選択」にて，☆印の信号を選択した場合，インバータ停止中，ア

ラーム発生中は� 端子，! 端子の出力がゼロとなります。
　　　�� �	���，�	��
を｢��
�������������｣と設定した場合，�	�����	���でフルスケール値を設定

することができます。
　　　�� 積算通電時間は�～������	まで積算し，その後はクリアされ，再度�から積算されます。
　　　�� �	���を「�」と設定した場合，��のレベルメータ表示を消すことができます。
　　 ��� 実稼動時間はインバータが運転している時間を積算します｡（インバータ停止中の時間

は積算しません。）
　　 ��� 高応答電流制限機能が動作すると，端子� ，端子! の出力がセロとなります。（対策

として，高応答電流制限の機能を動作しなくする。またはオプションの���&�!�&�&
の増設アナログ出力を使用してください。）

　　 �
 オリエントステータスはオプション���&�!を使用したとき正常に機能します。オプショ
ンを使わなくても�	��
＝｢

｣の設定はできますが表示が｢�｣のままで動作しません。
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●! 端子の機能選択は，�	��
��	����の
つのパラメータで設定できるため，
つのパラ
メータの関係を下表にまとめてありますので参照してください。

Pr.158�

()f

Pr.54�

()f
FM,AM,-RSjk lmmn

����

工場出荷
�～
� � �! 端子出力ともに�	��
で設定

した信号を出力する
校正�	����のみ読出，書込可

工場出荷
時設定 ���～�
�

した信号を出力する
校正�	����のみ読出，書込可

�～
�
�～
�※ � 端子は�	��
で設定した信号 校正�	������	����とも読出，

�～
�
���～�
�※ ! 端子は�	����で設定した信号 書込可

※�	����で｢�～
�｣に設定した場合，�	��
で｢�～
�｣または｢���～�
�｣のどちらを設定
しても同様の信号が� 端子より出力されます。

o()pq

� 端子から出力周波数，! 端子から出力電流を出力する場合
・�	��
��（フルスケール値は�	���で調整）
・�	�����
（フルスケール値は�	���で調整）と設定する。
調整は���を参照してください。

`a�2	
�[\�"

rs��$%&�?@f

�()D��

●端子� および! ，��レベルメータの表示に周
波数または電流を選択した場合の基準となる周
波数，電流値を設定します。

Pr.55�$%&�U
"r��Pr.56�?@�U
"r�

（注）�� 端子 �  の最大パルス列出力は


����です。そのため�	���を調整
せずに使用すると端子� の出力が飽
和しますので�	���を調整してくださ
い。

　　　
� 端子! の最大出力電圧は�'��"で
す。

�U
"r(

)012	


周波数モニタ
基準
　　�	���

表示計

周波数モニタ
基準
　　�	���

　　　　による設定方法

出力周波数����

�U
tuWX

(m)tv()de

�

PU`a�[\W

XPr.53�()f

�

FMwAM,-*+WX

Pr.54�()f

���


 
 ��


�� �� ���

�� �� ���

�� �� ���

��レベルメータ
の表示がフルス
ケールとなるよう
に設定

周波数設定値����
運転速度��	����
出力電流�!�
出力電流ピーク値
�!�

ロードメータ�!�
モータ励磁電流�!�

端子� の
出力パルス
列出力が
�

���と
なるように
設定

端子! の
出力電圧が
��"となる
ように設定

�

�

�

� ���

���

�	���

�	���

�

���（端子� ）
�'��"（端子! ）
フルスケール���レベルモニタ�

�

���（端子� ）
�'��"（端子! ）
フルスケール���レベルモニタ�

出
力
ま
た
は
表
示

出
力
ま
た
は
表
示

出力周波数
周波数設定
運転速度

�	���

出力電流
出力電流ピーク値
ロードメータ
モータ励滋電流

�	���

A20TIE238A

A20TIE239A
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xyVz{�
��|}

=~��:���

●商用運転→インバータ運転への切換え，または瞬停後，復電時にモータを止めること
なく（フリーラン状態のままで）インバータを始動させることができます。（再始動運
転を可と設定すると，瞬停発生時は異常出力信号の内，�"�，���は動作しません。）

�Pr.57�|}=g�	1_���

Pr.57�|}=g�	1_����Pr.58�|}=������

()f

����（工場出荷時設定）
�����～�秒※

|}=~����

不可

インバータ � 

瞬停再始動のみに使
用するときは'��
��間を短絡しておい
てください。

可

フリーラン時間とは復帰後，再始動を行うための制御開始待ち時間です。
※�	���を｢�｣に設定するとフリーラン時間は下記の標準的な時間に設定されます。
一般的にはこの設定で支障ありませんが負荷の慣性モーメント�(�
�，トルクの大
きさに合わせ，この時間を���～�秒の範囲で調整できます。
　��
)～���)‥‥‥‥���秒
　
�
)～���)‥‥‥‥���秒
　��)以上�‥‥‥‥‥���秒

�Pr.58�|}=�������()
通常，このパラメータは工場出荷値の���秒で
運転できますが，再始動制御時の出力電圧立上
げ時間を負荷仕様（慣性モーメント，トルク）
の大きさに合わせ���～�秒の範囲での調整もで
きます。

 '�

 '

��*

���

'�

��

'�

��

電
源

MC切換シーケンス

モータ

A20TIE240A

A20TIE241A

A20TIE242A

（注）�� インバータ容量がモータ容量より
ランク以上大きい場合には過電流
（�'�）アラームとなり始動できないことがあります。

　　　
� �台のインバータに
台以上のモータを接続すると，この機能は正常に動作
しません。（うまく始動できません。）

　　　�� �	���≠����に設定した場合，端子'����間を開放したまま使用するとイ
ンバータは運転しません。

　　　
� 再始動時の速度検出時に一瞬直流制動がかかるため，負荷の慣性モーメン
ト（(�
）が小さいと，速度が低下することがあります。

　　　�� �	���を「���」，�	���を「�」に設定すると�	������は多段速設定（�
���
速）の機能に切り換わります。（����参照）

MC1sMC2v*��^_
����s��CIB�J
^_�	
RS�H?�M�SB��s^_�	
v��DOEJ

x�y8KL�H��!���������'}=DOEJ

xy|}=*+�WXD�����	
�*�H�����6CIB

�J

xy|}=*+�WXD���Hv���E�� H¡¢�PQ£	

��¤¡¥�CIB�J

PQAPLTM0021A
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¦§()�:���

●�	���に｢�｣または｢
｣を設定することにより，端子���� ���の機能を遠隔設定の入力
機能に変更することができます。
●��シリーズ設定箱（オプション）の遠隔設定箱����)の機能のうち，加速，減速，設
定クリアの設定動作の部分をパラメータの設定だけで得ることができます。
●��（加速�，� （減速）により，周波数を変化できる範囲は，�～上限周波数（�	��
または�	���の設定値）までです。
●遠隔機能使用時，インバータより出力される周波数は，下記のごとく補正することが
できます。
　　外部運転時　　　���� 操作で設定した周波数＋多段速以外の外部運転周波数
　　��運転時　　　 ����� 操作で設定した周波数＋ ��運転周波数

Pr.59�¦§()*+WX�

（注）加速，減速の操作��������による周波数設定は，�	�

，�	�
�に設定された時
間の傾きにより上昇，下降しますが，出力周波数の上昇，下降は�	����	��の設
定値の傾きとなります。そのため，加速，減速の各パラメータの内，設定の
長い方の時間で出力周波数が変化します。

Pr.59()f
=>¨©

�

※端子�����および� ���が開放された状態で，�分以上経過した場合，または���
（または���）が���となった場合，その時点で遠隔設定周波数（���� 操作で設定
した周波数）をメモリに記憶します。電源をいったん遮断した後，再投入した場合で
も，この設定値で運転を再開します。

¦§()*+ $%&()fª«*+(¬)

�




×
○
○

─
○
×

×：機能なし　　○：機能あり

配線長��+以下

接続 動作例　　�注�加減速時間は，�	�

，�	�
�の設定値となります。

操作箱

正　転
逆　転
加　速
減　速
設　定
クリア

出
力
周
波
数

正転

加速

減速

設定クリア

���

���

��

� 

��

��

A20TIE243A

A20TIE244A

­�*+�WXE���Hv��®$%&�*�H�¯°�()D±

D�CIB�J

PQAPLTM0008A
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~��:���
Pr.60�^_²�³´_��	µWX�
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134

●このパラメータを選択することにより，加減速時間や",�パターンを設定しなくても，
各パラメータに適切な値を設定したときと同様の条件でインバータを運転することが
できます。こまかなパラメータの設定を行わず，とりあえず運転をしたいときなどに
便利な運転モードです。（注�）
インバータが適切なパラメータを自動設定して運転を行います。

Pr.60()f ()*+ =>tu
¶=()

012	


�

工場出荷
時設定

通常運転
モード　

──── ───

��

最短加減速
モード　　

モータを最短の時間で加減速したい
ときに設定してください。インバー
タが，その能力を最大限に生かして
最短の時間で加減速します。減速
時，回生ブレーキ能力が不足すると
回生過電圧アラーム�&��"��となる
ことがあります。
・設定値｢�｣：電流制限値���％
・設定値｢
｣：電流制限値���％

�	��

（最短）
�	��

（最短）

�
最適加減速
モード　　

自己学習方式により，加減速中の平
均電流がインバータの定格電流とな
るようにブースト値や加減速時間を
自動設定します。インバータの能力
を連続定格範囲の中で充分に活用し
た最適運転を行います。
負荷があまり変化しない用途に適し
ています。（注
）

�	��

�	��

�	��



省エネ
モード

定速運転中のインバータ出力電力が
最小になるように，出力電力をオン
ラインチューニングする運転モード
です。（注�）ファンやポンプなど省
エネ用途に適しています。

出力電圧

���
昇降機
モード

カ行時にも回生時にも，十分トルク
が引き出せるようにインバータ出力
電圧を制御します。カウンタウェイ
ト付の昇降機に適しています。
・設定値｢�｣：電流制限値���％
・設定値｢�｣：電流制限値���％

�	��

�	���

�
���

�	���

（注）�� さらに用途に適した制御が必要な場合には，他のパラメータを適宜，設定してくださ
い。

　　　
� 学習方式のため，�回目はこの制御は有効となりません。
　　　�� �	���，�	���で磁束ベクトル制御を選択した場合には，省エネモードと昇降機モードは

設定が無視されます。
（磁束ベクトル制御が優先となります。）

　　　
� 設定値｢�｣最適加減速モードで運転したときに過電圧��"��トリップした場合には�	��
「減速時間」の設定を長めに再設定し，再度このモードで運転を行ってください。

　　　�� �	���＝｢�～�｣を選択したとき，インテリジェントモード専用パラメータ�	���～�
が
有効となります。
�	���～�
を特に設定する必要はありませんが，より性能を向上させたいときのみ設定
してください。また，�	���＝｢�｣と設定すると�	���～�
は自動的に｢����｣（工場出荷
値）になります。

　　　�� 省エネモードで減速停止すると設定した減速時間より長くなることがあります。ま
た，定トルク負荷特性に比べて過電圧になりやすいので，減速時間を長めに設定して
ください。

　　　�� 最適加減速モードは�������以上での周波数設定に対してのみ，有効となります。



A20TME212B

Pr.61 – Pr.64

^_²�³´_��	µ

~��G�·¸+6:�

��

●インテリジェントモードで，より性能を向上させたいときに設定します。

Pr.61�"r?@��Pr.62����?@"rf�
Pr.63����?@"rf��Pr.64�¹º*�	µ}=$%&�

（注）このパラメータは�	����｢�～�｣を選択した場合にのみ有効になります。
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»Pr.61m"r?@(A)

()f "r?@f

����

（工場出荷時設定）
インバータ定格電流を基準

�～���! 設定値（モータ定格電流）を基準

»Pr.62m���?@"rf!¼'
電流基準値の設定を変更することができます。
（最短加減速モードと最適加減速モードで設定内容が異なります。）

()f "r?@f lmmn

���� ���％����％�を制限値 最短加減速モード
（工場出荷時設定） ���％を最適値 最適加減速モード

�～
��％
�～
��％の設定値を制限値 最短加減速モード

�～
��％
�～
��％の設定値を最適値 最適加減速モード

»Pr.63m���?@"rf!¼'
（最短加減速モードと最適加減速モードで設定内容が異なります。）

()f "r?@f lmmn

���� ���％����％�を制限値 最短加減速モード
（工場出荷時設定） ���％を最適値 最適加減速モード

�～
��％
�～
��％の設定値を制限値 最短加減速モード

�～
��％
�～
��％の設定値を最適値 最適加減速モード

»Pr.64m¹º*�	µ}=$%&

()f ()tu

����

（工場出荷時設定）

��が始動周波数

�～���� �～����の設定値が始動周波数



A20TME213A

Pr.65 – Pr.66

��1^E�½1	tu

�®)D��
Pr.65���1^WX�

リトライ&��'�

A20TIE246A

A20TME214A

136

●このパラメータにより，リトライする内容を選択することができます。

��1^E�½1	 ()f

YZLED
[\

012	
¾U��[\
0

�工場出荷値�
1 2 3 4 5

&��'� カソクジ　カデンリュウ ● ● ● ● ●
&��'
 テイソクジ　カデンリュウ ● ● ● ●
&��'� ゲンソクジ　カデンリュウ ● ● ● ● ●
&��"� カソクジ　カデンアツ ● ● ● ●
&��"
 テイソクジ　カデンアツ ● ● ● ●
&��"� ゲンソクジ　カデンアツ ● ● ● ●
&� ��� シュンジ　テイデン ● ●
&��"� フソク　デンアツ ● ●
&� *& ブレーキカイロ　イジョウ ● ●
&� (� チラク　カデンリュウ ● ●
&���� ストールボウシニヨリテイシ ● ●
&���� オプション　イジョウ ● ●
&� �& パラメータ　エラー ● ●
&��� デンシサーマル ●
&���� トランジスタ　ホゴサーマル ●
&���� ガイブ　ホゴ ●
&��&� リトライ　カイスウオーバー
&�'�� '��エラー
&���& ��ヌケ　ハッセイ ● ●

（注）�� ●は選択されるリトライ項目を示します。

��1^*+�WXD����¿�ÀH�	
�*�H�����6

CIB�JÁ1	ÂKL�H��! )�����'}=DOEJ

��1^*+�WXD���Hv���E�� H¡¢�PQ£	�

�¤¡¥�CIB�J

PQAPLTM0009A

ÃoPr.66 Pr.22�ÄÅÆq



Pr.67 – Pr.71
A20TME215A

��1^*+����� Pr.67�Á1	ÂKL���1^Ç&�
Pr.68���1^È:ÉÊ���
Pr.69���1^È:Ç&[\ËÌ�

リトライ

A20TME216A

A20TME217A

ÍÎÏ)����	
�

�{D��
Pr.0�����	 �!Ð='��Pr.3�"#$%&�
Pr.9�?-Ñ	Ò���Pr.71�Ó{�	
�

定トルクモータ
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●リトライは，インバータアラームが発生した場合にインバータが自動的にリセットし
て再始動し，運転を継続する機能です。

●�	���でアラーム発生時のリトライ回数を設定できます。

Pr.67()f ��1^Ç& Á1	Â�Ô./RS

�（工場出荷時設定） リトライ実施せず ─
�～�� �～��回 出力しない

���～��� �～��回 出力する

（注）��の設定表示画面の設定範囲は，�～�������と表示され���～���は表示されま
せん。

●�	���にてインバータアラーム発生後，再始動までの待ち時間を�～��秒の範囲で設定
できます。

●�	���を読み出すことにより，リトライにより再始動に成功した累積回数を知ることが
できます。設定値｢�｣でこの累積回数が消去されます。

（注）�� �	���で設定されたリトライ待ち時間後にインバータは自動的に運転を開始しますか
ら，この機能の使用にあたっては，操作者に危険を与えないよう，注意が必要です。

　　　
� �	���の累積回数はリトライ開始から�	���「リトライ実行待ち時間」で設定した時間の

倍の時間の間，アラーム発生せず，正常に運転を継続したとき成功したと見なし，回
数を“�”回増します。

　　　�� 上記設定待ち時間の
倍の時間内に連続してアラームが発生した場合，本体�&�表示は
最新表示，��表示はリトライの�回目表示と異なった表示となることがあります。
リトライ時のエラーは�回目に発生したアラーム内容のみ記憶します。

　　　
� リトライ機能による再始動時のリセットの場合には，電子サーマル，回生コンバータ
使用率などの蓄積データはクリアされません。（電源リセットとは異なります。）

ÃoPr.70 Pr.30�ÄÅÆq

●三菱製新定トルクモータ����-�'!�は磁束ベクトル制御で三菱製旧定トルクモータは
",�制御方式で低速まで���％トルクで連続運転可能です。低速でも負荷トルクを軽減
する必要はなく，速度比�,����～���.�の範囲で定トルク（���％トルク）連続運転が
可能です。
磁束ベクトル制御についての設定は���を参照してください。
旧定トルクモータを使用する場合は下記のパラメータについて設定変更する必要があ
ります。
�	�� 「トルクブースト（手動）」 ���)以下－
％，��)以上－
％� � � � �

�	�� 「基底周波数」 ����（工場出荷設定値）� � � � � � � � � � � � � � � �

�	�� 「電子サーマル」 モータの定格電流値� � � � � � � � � � � � � �

�	���「適用モータ」 設定値｢�｣� � � � � � � � � � � � � � � �

（注）旧型定トルクモータ����-�'�
��"シリーズ
極を使用する場合は上記パラメー
タのほかに，特殊パラメータを設定する必要があります。設定方法の詳細は
���を参照してください。



Pr.71
A20TME218A

?-Ñ	Ò��ÕÖ¸�

�{E��	
H�¯°

��

Pr.71�Ó{�	
�
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●下表を参照して使用するモータに合わせて設定してください。

Pr.71

()f
?-Ñ	Ò��Ö¸

� 汎用モータに合わせた熱特性（工場出荷設定値）
� 三菱定トルクモータに合わせた熱特性



　　　�注��

汎用モータに合わせた熱特性
",��点アジャスタブル特性


� 三菱標準モータ���-�
極（���#$以下）磁束ベクトル制御時の熱特性
� 標準モータ
�� 定トルクモータ

“オ トチ ニング設定”を選択

�

三菱標準モータ���-�
極
（���#$以下）

“オートチューニング設定”を選択


 標準モータ
�
 定トルクモータ

オ トチ ニングデ タ読出 変更設定可




三菱標準モータ���-�
極
（���#$以下）

オートチューニングデータ読出，変更設定可

� 標準モータ
スター結線

�� 定トルクモータ
スター結線

モータ定数のダイレクト入力可
� 標準モータ

デルタ結線
モータ定数のダイレクト入力可

�� 定トルクモータ
デルタ結線

（注）�� ",��点アジャスタブル特性の調整方法は���を参照してください。
インバータの出力周波数に対する出力電圧の比率（",�特性）を自由に設定できます。

　　　
� �	���＝｢����｣の時は�	���＝｢
｣の設定ができませんので，�	���＝｢
｣を選択するとき
は�	���で｢����｣以外の設定値を設定してください。

　　　�� �	���＝｢
｣を選択したとき，�	����～�	����の設定範囲は��画面表示に表示されませ
ん。また，この時�	����～�	����の設定値を変更しても“ショキチリスト”�“ヘンコ
ウリスト”には設定値が表示されません。

　　　
� オートチューニングを行うときは｢�｣，｢��｣または「
�」と設定します。
　　　�� ｢
～���
～��｣の設定の詳細は，��
を参照してください。
　　　�� �	��「トルクブースト」，�	��
「直流制動電圧」の設定値が以下の値の場合，�	���

「適用モータ選択」の設定変更により�	��� �	��
の設定値が自動的に変更されます。
　　　　　��� �	��� �	��
が��,��/（工場出荷時設定値）の場合

�	���の設定値を汎用モータを選択する値（��
���
�����
��
��

）から定トルク
モータを選択する値（������
������）へ変更すると，�	��� �	��
の設定値は自動
的に
�,
�/に変更されます。

　　　　　�
� �	��� �	��
が
�,
�/の場合
�	���の設定値を定トルクモータを選択する値（������
������）から汎用モータを
選択する値（��
���
�����
��
��

）へ変更すると，�	��� �	��
の設定値は自動的
に��,��/（工場出荷時設定値）に変更されます。

　　　　　　　 /0 インバータの容量により設定が異なり，（���)以下）,（��)以上）の設定値と
なります。

�{E��	
H�¯°�×DC()D�CIB�J

�Ø��()�DOEs��ÕÙ�E�Ú�M7�OEJ

PQAPLTM0010A



A20TME219B

A20TME221A

$%&()ÛÜ,-16i
�()�:���

Pr.73�0Ý5V�0Ý10VWX�

補助入力
端子�

����

A20TIE250A

Pr.72 – Pr.73
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PWMÞß�Á$%&�à
CD��á^â�ãä?

@���D��

Pr.72�PWM$%&WX�

●��&1����!
��シリーズの�$ キャリア周波数は�
��)��ですが，機械系やモータ
の共振周波数との関係により，変更の必要のある場合には，この周波数を�	��
により
変更することができます。�$ キャリア周波数を低くすると，モータ騒音が増えま
すがインバータからの発生ノイズや漏洩電流が減少します。
●運転中の変更，書込みは下記の
種類の範囲のうち，どちらかの範囲内に限られま
す。
��� ���#��～
��#��
�
� 
��#��～�
��#��
���の範囲と�
�の範囲をとびこえての変更は，運転中にはできません。停止中に行っ
てください。

A20TIE247A

●オーバライド機能を選択すると周波数設定補助端子�で主速設定を行うことができま
す。
�	���で端子��
および
の入力仕様とオーバライド機能の有無を設定します。

Pr.73

()f

,-AU

./
,-2�S?å ,-1�S?å¬1

,-4�S

4Ý20mA

æ	�1^µ

*+mmm¬2

ç¸

�è

� ☆　�～��" 　　�～±��"
� ☆　�～�" 　　�～±��"

×

 ☆　�～��" 　　�～±�"

×
※�

� ☆　�～�" 　　�～±�"
※�


 　　�～��" ☆　�～±��"
○

� ��� 　　�～�" ☆　�～±�"
×

○

�� （なし） ☆　�～��" 　　�～±��"
×

�� ☆　�～�" 　　�～±��"
×

�
 ☆　�～��" 　　�～±�"
×

○
�� ☆　�～�" 　　�～±�"

○

�
 　　�～��" ☆　�～±��"
○

�� 　　�～�" ☆　�～±�"
○

� 　　�～±��"
�

×
　　�～±��"

×



×
　　�～±�"

×
※�

� 　　�～±�"
※�


 　　�～��"
× ○

� �� 　　�～�"
×

☆
○

�� （あり） 　　�～±��" ○
��

×
　　�～±��"

×
�


×
　　�～±�"

×
○

�� 　　�～±�"
○

�
 　　�～��"
× ○

�� 　　�～�"
× ○

※�： 端子�（周波数設定補助入力）は端子
または
の主速設定信号に加算されます。
※
： オーバライドを選択したときには端子�または
が主速設定となり，端子
が

オーバライド信号（�～�"または�～��"で��～���％）となります。
※�： マイナス極性の周波数指令信号は受けつけない状態を示します。

（注）�� ×部は信号を受けつけない状態を示します。
　　　
� 最大周波数指令電圧（電流）を入力したときの最大出力周波数を変更する場合は周波

数設定電圧（電流）ゲイン�	������	�����で設定します。
このとき指令電圧（電流）を入力する必要はありません。
また，加減速時間は加減速基準周波数までの勾配のため，�	���の設定変更の影響は受
けません。

　　　�� 　　 が工場出荷時設定です。☆は主速設定を示します。
　　　
� �	�

�｢����｣のときは，端子�の値はストール防止レベル設定となります。



A20TME222A

Pr.74 – Pr.75

A20TME223B

PUé¥TR�()D�� Pr.75�����WX/PUé¥TR/PUy8WX�

A20TIE252A

A20TIE253A
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á^â�êëHG��ì
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●外部よりの電圧または電流の周波数設定信号の入力部内蔵フィルタ定数を設定できま
す。周波数設定回路のノイズ除去に有効です。
●ノイズの影響により，安定した運転ができない場合はフィルタ時定数を大きくしてく
ださい。設定値を大きくすると応答性が低くなります。

Pr.74��Sgî�
�)&�

ボリウム
A20TIE251A

●��（パラメータユニット）のコネクタが，インバータ本体から抜けたことを検出して
インバータ異常でアラーム停止とする機能です。リセット端子の機能を選択すること
もできます。また，�	���に�
～��を設定すると，��・外部・通信のいずれの運転
モードでも��停止キー入力にて減速停止させる機能を選択することができます。
（��抜け検出：��
参照，��停止選択：����参照）

�=>¨©!PUé¥TR'
パラメータユニットにより��抜け検出の「アリ，ナシ」を設定しておき，検出アリの
場合に��のコネクタがインバータ本体から抜けたことを検出してアラーム停止しま
す。

Pr.75()f ����WX PUé¥TR!P' PUy8WX

� 常時リセット入力可※ ��を抜いてもそのまま
� 保護機能動作時のみリセット入力可 運転を継続 ��運転モードのみ��停止


 常時リセット入力可 ��抜け時に本体�&�に
エラー表示しインバータ

キーを入力すると減速停止
します。

� 保護機能動作時のみリセット入力可
エラー表示しインバータ
出力遮断

します。

�


�工場出荷時�
常時リセット入力可 ��を抜いてもそのまま

運転を継続
��・外部・通信のいずれの
運転モードでも��停止キー

�� 保護機能動作時のみリセット入力可
運転を継続 運転モードでも��停止キー

入力にて停止
�� 常時リセット入力可 ��抜け時に本体�&�に

エラー表示しインバータ

入力にて停止
再起動するには，下記
操作が必要 す

�� 保護機能動作時のみリセット入力可
エラー表示しインバータ
出力遮断

　の操作が必要です。

※運転中に端子�&����間を短絡すると，短絡の期間はインバータは出力を遮断し，
電子サーマル・回生ブレーキ使用率の内容がリセットされるとともにモータはフ
リーラン停止します。

（注）�� 最初から��のコネクタが抜けていたときは，アラームとはしません。
　　　
� この抜け検出は，抜けた状態が�秒以上継続したとき抜けたと判断します。
　　　�� �������を使用した場合も，同様の機能が使用できますが，異常表示が�������は

｢&��&｣，本体�&�は｢&���&｣となります。
　　　
� 再度始動する場合は��の接続を確認した後，リセットしてください。
　　　�� ��抜け検出「アリ」を設定した状態で，�� -�(運転中��が抜けたときには，減速

停止します。��抜けアラームで停止しません。
　　　�� ��停止キー入力で停止させた場合には，下記の要領で再始動させてください。

① 減速停止完了後，起動指令を���にします。（���または������間を開放しま
す。）

② パラメータユニットの外部運転キーを押します。
③ 再度起動指令を��します。

　　　�� �	���の設定は，常時設定可能です。また，この設定値は，パラメータ（オール）クリ
アを実行しても初期値にはもどりません。

}=./M�SB��OO�����D��6CIB�J

ïð��x�H}=Dñò6EJ

PQAPLTM0011A



A20TME224A

Pr.76 – Pr.78

�ÔKL��Á1	Â

ó	µ�RSD��
Pr.76�Á1	Âó	µRSWX�

&��'�

�
�
�
�A20TIE254A

A20TME225A

012	
ôõö8�(

)D��
Pr.77�012	
ôõö8WX�

書込禁止

A20TIE255A

A20TME226A

è�~��<8D�� Pr.78�è�<8WX�

A20TIE256A
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●異常発生時，オープンコレクタ出力端子によりその内容を
234ディジタル信号で出力
することができます。また，プログラム運転選択時にはグループ運転中信号の出力と
しても動作します。

()f
RS,-

()f
SU IPF OL FU

�

（工場出荷時）
出力端子割付け��	�
��によります。

�
アラームコード

234�

アラームコード
234


アラームコード
234�

アラームコード
234�



正常運転時‥‥運転状態信号（設定値｢�｣と同一）
異常発生時‥‥アラームコード信号

�

（プログラム運転出力）
タイムアップ時

出力
第�グループ
運転

第
グループ
運転

第�グループ
運転

（注）アラームコードの内容は���を参照してください。

●パラメータユニットで各種のパラメータを書き込むことを禁止できます。

()f ôõö8*+

�

（工場出荷時）
パラメータ書込み可能（��運転モードの停止中のみ） （注�）

� パラメータ書込み不可 （注
）

 ��運転，外部運転のどちらの運転中にもパラメータ書込み可能 （注�）

（注）�� モニタ関係のパラメータ�	���～�	���は常時設定が可能です。
　　　
� �	�����	���「運転モード選択」は書込みができます。
　　　�� �	�

�
��
��
�������������～��は運転中は書込みできません。
　　　
� ��速運転機能，第�機能の設定を行うときは，�	���に「���」を設定してく

ださい。

~�÷H¿�ÀH()�øùD��6CIB�J

^_�	
MÁ1	ÂKLHG���	
Mg�	1_H��­sM

7�OEJ

PQAPLTM0028A

●始動信号の誤入力による逆転運転のトラブルを防止したいときは，�	���を下表を参照
して設定してください。

()f Ç�úû

� 正転・逆転共可（工場出荷時）
� 逆転不可

 正転不可

（注）��および外部運転共有効です。



A20TME227A

Pr.79

~��	µ�WXD�� Pr.79�~��	µWX�

外部運転モード

��運転モード

併用運転モード

A20TIE257A

A20TIE258A

A20TIE259A

142

●インバータの運転モードは，外部信号による運転とパラメータユニットによる運転と
があります。また，どちらかの運転モードに限定または併用することができます。

()f tmmu

�

（工場出荷時）
パラメータユニットまたは外部運転を切換えて運転可

� パラメータユニットによる運転のみ運転可

 外部運転のみ運転可

　　　 �（注�）
運転周波数‥‥‥‥パラメータユニットで設定
始動信号‥‥‥‥‥外部信号入力

　　　 
（注�）
運転周波数‥‥‥‥外部信号入力
始動信号‥‥‥‥‥パラメータユニットで入力

　　　 �（注
）
プログラム運転
運転スタート‥‥‥����タイマリセット‥‥‥���
グループの選択‥‥���� ���

　　　 �（注
） ��運転インターロック
� 運転モード外部信号切換

（注）�� パラメータユニットおよび外部信号の併用運転時は下記の信号が有効にな
ります。

　　　
� プログラム運転機能の調整方法は���を参照してください。
　　　�� 外部運転モードでもこのパラメータの書換えは行えます。

その他のパラメータは設定変更できませんので設定を変更するときは設定
値を｢�｣または｢�｣にして��運転モードにしてください。

　　　
� 設定値｢�｣��運転インターロック，｢�｣運転モード外部信号切換の詳細は
���を参照してください。

()f ~�$%&�()úü }=./

�




パラメータユニット
・ダイレクト設定および　　キー設定

端子記号
・
��間　 �'�～�"
・
��間　 �'�～��"
・
��間　 �'
～
�+!
・���間　 �'�～±�"
　　　　　 �～±��"
・-�(周波数
��	����

�-�(,���

・多段速度選択
��	�
～��

～
��

端子信号
・���
・���
パラメータユニット
・正転キー
・逆転キー

●プログラム運転機能は，選択された�つのグループに対して，それぞれ��種類の運転
開始時刻・回転方向・運転周波数を設定することができる機能です。
この機能により，あらかじめ設定されたスケジュールとパターンで自動運転すること
ができます。停電が発生した場合にも復電時に設定スケジュールを崩すことなく運転
を継続したい場合には，���&��形自動制御対応機能オプションを装着することによ
り可能となります。このユニットはバックアップ電池を内蔵しています。

●��運転インターロック機能は��運転インターロック信号入力の���により，運転
モードを強制的に外部運転モードに切換える機能です。この機能により，外部指令で
の運転時，��運転モードからのモード切換え忘れによりインバータが動作しない現象
を防止することができます。



A20TME228B

Pr.80 – Pr.153

A20TME231B

A20TME229A

A20TME317A
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1Hz~��150¼����
ÈýD��

Pr.80��	
uþ��Pr.81��	
ç&�

���
���％
トルク

●磁束ベクトル制御モードで運転します。磁束ベクトル制御モードを選択するには
�	���で適用するモータ容量を，�	���で極数�
�
���を設定します。
定トルクモータを使用する場合には�	���「適用モータ」を｢�｣（定トルクモータ）に
設定します。
その他，設定方法の詳細は���を参照してください。

●�	���で「�
」「�
」「��」を選択すると，端子�����間が短絡された場合に，",�制
御へ切換わります。（ただし，運転中には切換わりません。）

ÃoPr.83�Pr.84�Pr.96 ()úüvP84�ÅÆD�CIB�Jq

（注）�	���「オートチューニング設定／状態」は，�	���を「���」と設定すると「��速
運転選択」機能のパラメータに変わります。

Pr.96�()f tmmmu lmmmn

� 標準
�	 ������のとき

� ��速運転
�	�������のとき

012	
¾U���[

\���ø���
Pr.145�012	
¾U�����
�

●
ヶ国語パラメータ（コピー）ユニット������
&���／���!�$&���（オプション）
の表示言語を選択できます。

()f [\��

� 　　　　　　　　　　　英語　　（工場出荷時設定）
� ドイツ語

 フランス語
� スペイン語

（注）パラメータ（コピー）ユニット������
��，������
&��，���!�$��を使用し，
設定しても機能しません。

RS?@fM����s

í./�RSB°��
Pr.152���?@TR`a��
Pr.153���?@TR���

●インバータの出力電流が「０」になると，トルクが発生しないため，インバータを昇
降用途に用いている場合など，重力によりずり下がり現象が発生することがありま
す。
これを防止するために出力電流が「０」になったときに，機械ブレーキを閉じて頂く
よう，インバータから出力電流［０］信号を出力することができます。

●モータ運転中に出力電流を検出し，この値が�	���
「ゼロ電流検出レベル」の設定値
より低い状態が，�	����「ゼロ電流検出時間」の設定した時間以上継続すると，イン
バータの出力端子��（�	�
�「出力端子割付」＝�）よりオープンコレクタにてゼロ電
流検出信号を出力します。

012	
3/ �mm� ()�� 	�R
�()f lmmn

��
 ゼロ電流検出レベル �～��� �� ����；定格電流値
��� ゼロ電流検出時間 ����～�秒 ���秒
�� 外部サーマル入力 �～� �



Pr.155

※ゼロ電流検出信号を出
力する場合は，�	�
�
「出力端子割付」＝９
（��運転モード）を設
定し，さらに�	���「外
部サーマル入力」＝４
～７の�つを設定して
ください。

�2��*+WX!,-
RT'�=>
^
_��
ø���

Pr.155�RT,-��
^
_�WX�

��

��

��

A20TIE260A

A20TME230A

144

!�'��?@TR`a��()

出力電流値が０［!］から定格電流の何％の所でゼロ電流を検出させるかを
�	���
「ゼロ電流検出レベル」で設定します。

!�'��?@TR���()

�	���
「ゼロ電流検出レベル」に入ってから，端子��にゼロ電流検出信号を出力
するまでの時間を設定します。

Pr.17 JOG/OH MRS,- Pr.40�9

()f JOG OH Ô���S Ô���S PU./ ��?@TR

� ● ─ ● ─
� ─ ● ● ─

● ─

 ● ─ ─ ●

● ─

� ─ ● ─ ●

 ● ─ ● ─
� ─ ● ● ─

─ ●
� ● ─ ─ ●

─ ●

� ─ ● ─ ●

●
^
_��ß	�

出力電流� 5!6

・起動信号

・�	���
「ゼロ電流
　検出レベル」

・ゼロ電流検出
　信号出力

��� ��

�	���


���

�	����検出時間

�� ��� ��

�	����検出時間

���+789�注�

（注）ゼロ電流検出信号は，設定した検出レベル以上になり，条件が不成立となっても
約���+7の間，信号を保持します。

��?@TR`a���íCDEF�����?@TR����CD

EF��6CIB�JRS?@MABC����MKLD����s

íTR./RSMRSB���­sM7�OEJ

��?@TR./��{D���*����Mñò�jkH����

G;��Ô�`	Þ�5�ì����Á�����(¥�CIB�J

PQAPLTM0029A

●�	����で第
制御機能選択（端子��）の動作反映のタイミングを選択することができ
ます。

Pr.155()f �2��*+�=>
^
_�

�

（工場出荷時）
端子��の������にしたがって即時反映する。

��
端子��の���かつ定速運転時のみ反映する。
（端子��が��していても加減速中は機能が反映されません。）

（注）｢�｣�｢��｣の設定もできますが，メーカー専用の特殊設定なので設定しないでく
ださい。



Pr.156
A20TME232B

 �	�<8*+=>�

WX
Pr.156� �	�<8=>WX�

A20TIE261A
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●�	����でストール防止動作（過電流失速防止動作）を動作しないように設定したり，
��信号出力ディレイを設定することができます。

Pr.156

()f

·��?@�®

*+WX

�� �=>E�m

 �	�<8=>WX

�� �=>E�m

�� �=>D��

OL./RS

�� �~�!"E�

� ~�!"D��(P1)

	�R
f

�� �=>D�� ��÷ )�÷ ��÷
�� �~�!"D��(P1)

� ○ ○ ○ ○ ○
� ● ○ ○ ○ ○

 ○ ● ○ ○ ○
� ● ● ○ ○ ○

 ○ ○ ● ○ ○
� ● ○ ● ○ ○
� ○ ● ● ○ ○
� ● ● ● ○ ○
� ○ ○ ○ ● ○
� ● ○ ○ ● ○
�� ○ ● ○ ● ○
�� ● ● ○ ● ○
�
 ○ ○ ● ● ○
�� ● ○ ● ● ○
�
 ○ ● ● ● ○
�� ● ● ● ● ○
�� ○ ○ ○ ○ ●

�
�� ● ○ ○ ○ ● �

�� ○ ● ○ ○ ●
�� ● ● ○ ○ ●

� ○ ○ ● ○ ●

� ● ○ ● ○ ●


 ○ ● ● ○ ●

� ● ● ● ○ ●


 ○ ○ ○ ● ●

� ● ○ ○ ● ●

� ○ ● ○ ● ●

� ● ● ○ ● ●

� ○ ○ ● ● ●

� ● ○ ● ● ●
�� ○ ● ● ● ●
�� ● ● ● ● ●

���
力 ○ ○ ○ ○ ○

��� 回 ● ● ● ● ○

力…力行負荷，回…回生負荷

（注�） ｢��信号出力時運転継続しない」を選択した場合は異常表示｢&����｣（ストール防止に
より停止）を表示して運転を停止します。

（注
） ストール防止動作中において，出力電圧は低減するので高トルクが必要な場合�昇降機
など）には，次の手順で設定してください。
�．�	���の値をあらかじめメモしておいてください。

．�	���＝｢���｣に設定します。
�．�	����＝｢�｣に設定します。

．�	���の値をもどしてください。　　以上で設定終了です。

（注�） 負荷が重い場合，揚程が決まっている場合，加減速時間が短い場合は，ストール防止
（電流制限）が動作し，設定の加減速時間で停止しない場合がありますので，�	�

と
�	����を最適な値に設定して使用してください。

#~��$%:��CIB�J

��÷� �	�<8=>HG������M�C��­sM7�O

EJ

)�÷� �	�<8=>HG���&M'øE�­sM7�OEJ

��÷� �	�<8=>HG������M�C����()M*

+�­sM7�OEJ

PQAPLTM0030A



Pr.157 – Pr.900
A20TME233A

�,
-.(OL)./�R
S��/)��0�!"

D���H�ÀRSB°

��

Pr.157�OL./RS
^Ò�

��

A20TME234A

A20TME235A

Ç�Â1M1H�� Pr.159�à�2Þß�Áà�WX�

A20TIE262A

A20TME236A

146

●過負荷警報����信号の出力をここで設定した時間以上継続した場合に出力させること
ができます。

Pr.157()f RS./�=>

�（工場出荷時） 過負荷����動作にしたがって出力
���～
�秒 設定時間後に出力
���� 過負荷����警報信号を出力しない

ÃoPr.158 Pr.51�ÄÅÆq

●低速域（����以下）での回転をよりなめらかにすることができ，回転ムラの改善がで
きます。（特に回転ムラが気になるときのみ設定してください。）

Pr 159()f
tmmu

Pr.159()f
Ç�Â1�34 ·�26�Û×

�

（工場出荷時）
なし なし

� あり なし

 なし あり
� あり あり

（注）設定値｢�｣�｢�｣としたとき，キャリア周波数が低くなるためモータ騒音が低速
域で増加します。

〈例：�	��
��#��の場合のキャリア周波数の変化〉

� 
�� � ����

#��

#��

��


��

�#��

�	������

�	������

キ
ャ
リ
ア
周
波
数
�	�


出力周波数���� A20TIE264A

,-FM�RS5×�D�
�

Pr.900�FM,-5×�

●パラメータユニットを使用して，端子� に接続されているメータの校正を行えま
す。この校正機能は，�	��
で選択されるすべてのモニタに共通です。
●端子� の出力は下図のようなパルス出力になっていますが，�	����の設定により目盛
校正抵抗器を設けなくてもインバータに接続したメータの目盛校正をパラメータユ
ニットで行うことができます。
（調整方法は���を参照してください。）

� 
表示計
直流電流計
�+!フル
スケール

�'�"

��

�


表示計
�+!フルスケール
アナログメータ

�+!
� 

��

パルス幅��　：�	����にて調整
パルス周期�
：�	���にて設定（周波数モニタにのみ有効）

A20TIE263A

A20TIE265A



Pr.901– Pr.905

A20TME237A

A20TME238A

147

（注）工場出荷時は����のとき�+!でフルスケール，� 出力周波数�

���となる
ように設定されています。端子� の最大パルス列出力は

����です。

�]î³
�[\6HG��U


端子� のパルス列出力を利用して，ディジタルカウンタによるディジタル表示がで
きます。�	��
の項で説明されているフルスケール値で�

���出力となります。モニ
タの選択が運転周波数の場合には，この端子� 出力周波数の比率を�	���で設定する
ことができます。

ディジタル表示計

※ディジタル表示計
　　例：光洋電子工業製�'�
�など

�

���
� 

��

A20TIE266A

,-AM�RS5×�D�
�

Pr.901�AM,-5×�

●�	��
に｢���～���｣を設定して端子! へのアナログ出力を選択した場合，および
�	����に｢�～
�｣を設定して端子� と端子! の出力を別々に使用できるように選択
した場合の校正に使用します。�	��
の項で説明されているように，各モニタ項目のフ
ルスケール状態で�'��"出力となるように工場出荷時に設定されていますが，このパ
ラメータにより，出力電圧の比率（ゲイン）をメータの目盛りに合わせて調整できま
す。ただし，最大出力電圧は�'��"です。
（調整方法は���を参照してください。）

! 
表示計
直流電圧計
��"フル
スケール

A20TIE267A

$%&()./�7^_V

�^Á 89�:���
Pr.902�$%&()?å�^Á �
Pr.903�$%&()?å7^_�
Pr.904�$%&()?@�^Á �
Pr.905�$%&()?@7^_�

●周波数設定信号（�'�～�"��～��"または

～
�+!）に対する出力周波数の大きさ
（傾き）を任意に設定することができます。
（調整方法は��
を参照してください。）

（注）ゲイン調整��	������	�����を変更しても，加減速基準周波数��	�
��は変化しませ
ん。端子�（周波数設定補助入力）の入力は周波数設定信号に加算されます。

����

バイアス
�	���


�	���


�

�




������
出
力
周
波
数
����

周波数設定信号

このような設定も可能

�"

��"


�+!

�	����

�	����

ゲイン

工場出荷時設定

�	���
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汎用インバータは半導体素子を中心に構成された静止機器ですが，温度・湿度・じんあい・
振動などの使用環境の影響や使用部品の経年変化，寿命などから発生するトラブルを未然に
防止するため，日常点検を行う必要があります。

30–1 ��������	
�

インバータ内部の点検を行う場合は電源を遮断した後でも，しばらくの間は平滑コンデンサが高電圧状態にありますの
でチャージランプが消灯するまで待ち，その後，インバータ主回路端子���間の電圧が�����以下であることをテスタ
などで確認してから行ってください｡（チャージランプの位置は，�	
�～端子台配列参照）

30–2 ����

(1) 
���

●基本的には運転中に下記異常がないかチェックします。
�	
 モータが設定どおりの動きをしているか。
��
 設置場所の環境に異常はないか。
��
 冷却系統に異常はないか。
��
 異常振動，異常音はないか。
��
 異常過熱，変色はないか。

●運転中に通常，テスタをもちいてインバータの入力電圧をチェックします。

(2) ����

●運転を停止しないと点検できない箇所や，定期点検を要する箇所をチェックします。
�	
 冷却系統に異常はないか エアフィルタなどの清掃� � � � � � � �

��
 締付チェックと増し締め 振動，温度変化などの影響で，ねじ，ボルトなど締付部がゆるむことが� � � � � � � �

ありますのでよく確認のうえ実施します。
��
 導体，絶縁物に腐食，破損はないか。
��
 絶縁抵抗の測定
��
 冷却ファン，平滑コンデンサ，リレーのチェックと交換。

（注）汎用インバータには作動中を表わす電源表示，トラブル時のエラー（異常）表示が設けられているのでこの内
容を理解しておきます。また，電子サーマル，加減速時間などもパラメータユニットにてその内容を確認して
正常時の設定値を記録しておきます｡（�	��「パラメータ一覧表」お客様設定値の欄に記入してください。）

日常点検および定期点検の項目，判定基準は次ページ表を参照してください。

(3) ������

�	
 外部回路のメガーテストを行うときは，インバータの全端子を外してインバータにテスト電圧が加わらない
ように実施してください。

��
 制御回路の導通テストにはテスタ（高抵抗用レンジ）を使用し，メガーやブザーを使用しないでください。
��
 インバータ自体のメガーテストは右図の要領で主回路のみ
実施し，制御回路にはメガーテストを行わないでください。
�������メガーを使用してください。）

アース端子

インバータ
モータ

電源

������

メガー

��
�
�
�

�
�
�
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����������

� � � �

� � � � � � � � � � 
 � 
 � � � � � � � �  ! " #

� 1$ 2$

周 囲 環 境
周囲温度，湿度，じんあ
いなどを確認

○ �	�注意事項参照

周囲温度－	�ﾟ�～＋
��ﾟ�凍結のないこと。
周囲湿度��％以下
結露のないこと。

温度計，湿度計，
記録計

全 般 装 置 全 般
異常振動，異常音はない
か。

○ 目視・聴覚による。 異常がないこと。

電 源 電 圧 主回路電圧は正常か ○
インバータ端子台�����

相間電圧測定

	��～����

����～����
 ����

	��～����

����～����
 ����

テスタ，デジタル
マルチメータ

全 般

�	
メガーチェック（主回
路端子と接地端子間）

��
締付部の緩みはない
か。

��
各部品に過熱のあとは
ないか。

��
清掃

○

○

○

○ �	
インバータ接続を外
し，端子����������

�を短絡一括した部
分とアース端子間を
メガーで測定する。

��
増し締めする。
��
目視による。

�	
 ��Ω以上であるこ
と。

��
��
異常がないこと。
������級メガー

接続導体・電線
�	
導体に歪はないか。
��
電線類被履の破れはな
いか。

○
○ �	
��
目視による。

�	
��
異常がないこと。

端 子 台 損傷していないか。 ○ 目視による。 異常がないこと。

主 回 路

インバータモ
ジュール
コンバータモ
ジュール

各端子間抵抗チェック ○

インバータの接続を外し
端子����� ����間，
���������間をテスタ
×	Ωレンジで測定す
る｡

（次ページ参照） アナログ式テスタ

平滑コンデンサ

�	
液漏れはないか。
��
ヘソ（安全弁）は出て
いないか，膨らみはな
いか。

��
静電容量の測定

○
○

○

�	
��
目視による。
��
容量測定器にて測定

�	
��
異常がないこと。
��
定格容量の
�％以
上。 容量計

リ レ ー
�	
動作時にビビリ音はな
いか。

��
接点に荒れはないか。

○

○

�	
聴感による。
��
目視による。

�	
異常がないこと。
��
異常がないこと。

抵 抗 器

�	
抵抗器絶縁物のワレは
ないか。

��
断線有無の確認

○

○

�	
目視による。セメン
ト抵抗，巻線形抵抗
類

��
片側の接続を外しテ
スターで測定

�	
異常がないこと。
��
表示抵抗値の±	�％
以内の誤差であるこ
と。

テスタ，デジタル
マルチメータ

制 御 回 路
保 護 回 路

動作チェック

�	
インバータ単体運転に
て，各相間出力電圧の
バランスの確認

��
シーケンス保護動作試
験を行い，保護，表示
回路に異常のないこ
と。

○

○

�	
インバータ出力端子
�����相間電圧を測定

��
インバータの保護回
路出力を模擬的に短
絡または開放する。

�	
相間電圧バランス
� � � � � � � � � 
用は
���
�
以内

��
シーケンス上，異常
が作動すること。

デジタルマルチ
メータ
整流形電圧計

冷 却 系 統 冷 却 フ ァ ン

�	
異常振動，異常音はな
いか。

��
接続部の緩みはない
か。

○

○

�	
無通電状態で手で回
す。

��
増し締めする。

�	
スムーズに回転する
こと。

��
異常がないこと。

表 示
表 示

�	
 ���ランプの切れはな
いか。

��
清掃

○

○

�	
ランプは盤面表示ラ
ンプを示す。

��
ウエスで清掃

�	
点灯を確認する。

メ ー タ 指示値は正常か。 ○
盤面メータ類の指示値確
認

規定値，管理値を満足
すること。

電圧計，電流計な
ど

モ ー タ
全 般

�	
異常振動，異常音はな
いか。

��
異臭はないか。

○

○

�	
聴感，体感，目視に
よる。

��
過熱，損傷等による
異臭確認

�	
��
異常がないこと。

絶 縁 抵 抗
�	
メガーチェック（端子
一括一接地端子間）

○ �	
 �����の接続を外し
モータ配線を含む。

�	
 ��Ω以上であるこ
と。

����メガー

�注
（�）内は����クラスの場合の値です。
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コンバータ
モジュール インバータモジュール
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�

�

�	 �� ��

�
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3!45

�	
 外部から接続されている電源線������
およびモータ接続線������
をはずします。
��
 テスタを用意します｡（使用レンジは	Ω抵抗測定レンジとします。）

3/012��5

インバータの端子台���������������の導通状態をテスターの極性を交互に換えて導通状態を測ることで良否の判定ができ
ます。

（注）	 測定時，平滑コンデンサが放電していることを確認のうえ，実施してください。
　　　� 不導通時は，ほぼ∞の値を示す。平滑コンデンサの影響によって一瞬導通し，∞を示さないことがありま

す。導通時は，数Ω～数	�Ωを示します。モジュールの種類，テスタの種類などにより数値は一定しませ
んが，各項の数値がほぼ等しければ良好です。

3*+,�-678�9:;/012��<85

テスタ極性
測定値

テスタ極性
測定値

� �
測定値

� �
測定値

コ
ン �	

� � 不導通
��

� � 導　通
ン
バ
ー

�	
� � 導　通

��
� � 不導通

ー
タ

��
� � 不導通

��
� � 導　通

・
モ
ジ

��
� � 導　通

��
� � 不導通

ジ
ュ
ー ��

� � 不導通
��

� � 導　通
ー
ル

��
� � 導　通

��
� � 不導通

イ
ン ��	

� � 不導通
���

� � 導　通
ン
バ
ー

��	
� � 導　通

���
� � 不導通

ー
タ

���
� � 不導通

���
� � 導　通

・
モ
ジ

���
� � 導　通

���
� � 不導通

ジ
ュ
ー ���

� � 不導通
���

� � 導　通
ー
ル

���
� � 導　通

���
� � 不導通



A20TME245A

151
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　インバータは半導体素子をはじめ多数の電子部品から構成されています。
　つぎにあげる部品については，構成上あるいは物性上，経年劣化が予想され，インバータの性能低下，故障へと波及
しますので，予防保全のために定期的に交換する必要があります。

(1) EFGH'
主回路半導体素子などの発熱部品冷却のために使用している冷却ファンのベアリングの寿命は	～� �万時間とされ
ています。したがって，連続運転されている装置では通常�～�年に	回の周期で冷却ファンごと，交換を行う必要が
あります。また，点検時に異常音，異常振動を発見した場合，即時に取り換えの必要があります。

(2) IJ.'K'L
主回路直流部に平滑用として大容量のアルミ電解コンデンサおよび制御回路に制御電源安定用のアルミ電解コンデ
ンサが使用されていますが，リプル電流などの影響により特性が劣化します。これは周囲温度と使用条件に大きく
影響されますが，空調された通常の環境条件で使用されている場合は約�年で交換します。
コンデンサの劣化は一定期間を境に急速に進むので，点検期間は最低	年（寿命に近い時期では半年以下が望まし
い）に	度点検を行います。
点検時の外観的な判断基準として
① ケースの状態：ケースの側面，底面の拡張
② 封口板の状態：目立った湾曲，極端なひび割れ
③ 防爆弁の状態：弁の拡張の著しいもの，動作したもの
④ その他，外装ひび割れ，変色，液漏れがあるかなど，定量的にはコンデンサの定格容量が
�％以下になった時点
を寿命と判断します。コンデンサ容量の測定用に最近では簡便な機器も市販されており利用されることをおすす
めします。

(3) MN�O
接触不良などが発生するので，累積開閉回数（開閉寿命）に応じて交換が必要です。
インバータの部品交換基準を下表に示します。その他，ランプなど寿命の短いものは定期点検時に交換が必要で
す。

&'(�)�?@=>

= > P Q!?@$R ?@���S�T

冷 却 フ ァ ン �～�年 新品と交換（調査の上決定）

主回路平滑コンデンサ �年 新品と交換（調査の上決定）

基板上平滑コンデンサ �年 新品基板と交換（調査の上決定）

リ レ ー 類 ─── 調査の上決定
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30–4 UVW�XY�XZ���X[\��

%6=�XY�XZ\���

インバータの電源側，出力側の電圧・電流は，高調波を含んでいるので測定器および測定回路によりデータが異なり
ます。
商用周波数用の測定器で測定する場合には，次のページの測定器で下図の回路で測定してください。

入力電圧

入力電流

出力電圧

出力電流

インバータ

三
相
電
源

モ
ー
タ
へ

測定器
の形式

!"

!#

!$

�"

�#

�$

�		

�	�

�	�

�

�

�

�

�

�

�
�

�
�

�

!%

!&

!'

�%

�&

�'

�	�

���
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\���;\�#

\ � � � \ � � � \ � # 4_`\�a� !bc

電 源 電 圧
�	

���� ���� ���間 可動鉄片形交流電圧計
商用電源
	��～��������～����
����

	��～��������～����
����

電 源 側 電 流
�	

�� �� �の線電流 可動鉄片形交流電流計

電 源 側 電 力
�	

�� �� �および���� ���� ��� 電流力計形単相電力計
�	(�		)�	�)�	�

（�電力計法）

電 源 側 力 率
�*	

電源電圧と電源側電流と電源側電力を測定し算出する。

�*	 �

�	

�� �	 � �	
� 	��+

出 力 側 電 圧
��

���� ���� ���間
整流形交流電圧計（注	）
（可動鉄片形ではない）

各相間の差は最高出力電圧の±	％
以下

出 力 側 電 流
�	

�� �� �の線電流 可動鉄片形交流電流計
インバータ定格電流以下
各相の差は	�％以下

出 力 側 電 力
��

�� �� �および���� ��� 電流力計形単相電力計
��(��	)���

�電力計法（または�電力計法）

出 力 側 力 率
�*�

電源の力率と同様算出する。

�*� �

��

�� �� � ��
� 	��+

コンバータ出力 ���間
可動コイル形
（テスターなど）

本体���表示点灯
	 ��×�	

回生中最大�
�������


��)
��間 ���～��-�～	�� 「
５周波数設定信号 	�)
��間 ���～±��-�～±	�� ５
」

��)
��間 ���～��.! が
コ

周波数設定用電源
	��)
��間 ����

コ
モ周波数設定用電源

	���)
��間 ��	��
モ
ン

周 波 数 計 信 号
/��)
���間

可動コイル形
（テスターなどで可）
（内部抵抗��,Ω以上）

最大周波数で約����

（周波数計なしのとき）

パルス幅�	：�" ���にて調整
パルス周期��：�" ��にて設定
�周波数モニタにのみ有効
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Ｓ
Ｄ
が
コ
モ
ン

!��)
��間
最大周波数で約��	��

（周波数計なしのとき）
始 動 信 号
選 択 信 号

��/� ���� ��� ��� ��� 012

-1�� ��� !�� ���)
���間
オープン時
����～���

リ セ ッ ト ����)
���間
����～���

1�時電圧	�以下
出 力 停 止 ����)
���間

1�時電圧	�以下

異 常 信 号
!��間
3��間

可動コイル形
（テスターなど）

導通測定
〈正常時〉 〈異常時〉

!��間 不導通 導通
3��間 導通 不導通

（注	）テスターでは誤差が大きく正しく測定できません。
※（　　）内は����クラスのときの値です。
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万一異常が発生し，装置の機能が失われた場合には，下記の点検方法をご参照のうえ原因の
究明，処置をお願いします。もし，以下のいずれにも該当しない場合，インバータが故障し
た場合，あるいは部品が破損した場合，そのほかお困りの点がございましたら，お買上げ店
または当社営業所までご連絡ください。

31–1 ���	
���
������������

パラメータユニットの表示部は異常動作の原因をお知らせするために下記の表示に切換ります。

����
���� ���� !"� # $

��
������ ����LED
���� ���� !"� #��$

カソクジ カデンリュウ ���：加速時過電流
急加速運転ではないか。
出力短絡・地絡はないか。
冷却ファンの停止はないか。

加速時間を長くする。
ファンの交換，ファン障害物の除
去など（注）

テイソクジ カデンリュウ ���：定速時過電流
　　　過電流

主回路素子過熱

負荷の急変はないか。
出力短絡・地絡はないか。
冷却ファンの停止はないか。

負荷の急変をなくす。
ファンの交換，ファン障害物の除
去など（注）

ゲンソクジ カデンリュウ ���：減速時過電流

　　　主回路素子過熱
急減速運転ではないか。
出力短絡・地絡はないか。
冷却ファンの停止はないか。
モータの機械ブレーキ動作が早す
ぎないか。

減速時間を長くする。
ファンの交換，ファン障害物の除
去など（注）
ブレーキ動作を調査する。

カソクジ カデンアツ ���：加速時過電圧 急加速運転ではないか。 加速時間を長くする。
テイソクジ カデンアツ ���：定速時過電圧 負荷の急変はないか。 負荷の急変をなくす。

ゲンソクジ カデンアツ ���：減速時過電圧
直流母線�端子�	
�の過電圧

急減速運転ではないか。

減速時間を長くする。
（負荷�
�に見合った減速時間に
する）
制動頻度を減らす。

デンシ サーマル ���：過負荷警報 モータ用サーマル動作 モータを過負荷で使用していない
負荷を軽くする。
モータ インバータの容量を上げ

トランジスタ ホゴサーマル ��� ：過負荷警報 インバータ用サーマル動作 か。
モータ，インバータの容量を上げ
る。

シュンジ テイデン ��� ：瞬時停電 瞬停 瞬停発生の原因調査

フソク デンアツ ��� ：不足電圧
・電源電圧の降下
・端子�	��間になにも接続され
ていない。

・大容量モータの始動はなかった
か。
・端子�	��に短絡片，もしくは

�リアクトルが接続されてい
るか。

・電源容量など電源系統機器を調
査。
・端子�	��間に短絡片か
�リア
クトルを接続する。

ブレーキカイロ イジョウ �� ：ブレーキトランジスタ異常 ブレーキトランジスタの故障 制動の使用頻度は適正か。
負荷�
�を小さくする。
制動頻度を減らす。

チラク カデンリュウ �� ：地絡過電流 出力側で大地絡発生 モータ，接続線に地絡はないか。 地絡箇所を復旧。

ガイブ ホゴ ���：外部サーマル動作
外部に設けたサーマルリレーが動
作

モータが過熱していないか。 負荷，運転頻度を低減する。

ストールボウシニヨリテイシ ��� ：ストール防止
ストール防止や電流制限機能の長
時間動作

モータを過負荷で使用していない
か。

負荷を軽くする。
モータ，インバータの容量を上げ
る。

オプション イジョウ ���：内蔵オプション接続異常
オプションとインバータの接続が
不十分

コネクタ部のゆるみはないか｡ 接続を確実にする。

パラメータ エラー �� ：パラメータ記憶素子異常 記憶素子の��������故障
パラメータの書込み回数が多くな
いか。

インバータ交換

リトライ カイスウ オーバ ��� ：リトライ回数オーバ
設定したリトライ回数以内に運転
再開できなかった。

異常の発生原因調査

���エラー ���：���エラー
内部���の誤動作
オプションとインバータの接続が
不十分

コネクタ部のゆるみはないか。
インバータ交換
接続を確実にする。

��ヌケ ハッセイ ���：��抜け発生 ��がコネクタより抜けた ��の取付けにゆるみはないか｡ ��の取付けを確実にする。

〈ジュンビ カンリョウ〉
ツウシン デキテ イマセン

��� �
 マタハ

����（��
表示は正常）

・リセット信号が�
状態
・��とインバータの接続が不十
分※�

・内部回路の故障

・リセット端子への配線ミスはな
いか
・コネクタ部のゆるみはないか

・リセット信号を���状態にする
・接続を確実にする
・インバータ交換

��� �
 マタハ
ツウシン カイロ イジョウ

����（��
表示異常）
��	�

－－－
・内部���の誤動作※�

・電源を遮断後再投入する
・リセット信号を�
，���する
・インバータ交換

（注）冷却ファンが故障などで停止しても，停止しただけではアラーム停止にはなりません。
冷却ファン停止により主回路素子が過熱しますので，この過熱を保護するためアラーム停止します。

※� パラメータユニットの表示はそのままですが，外部運転モードでは運転可能です。
※� パラメータユニット，ユニット��
に異常表示が処置後も表示し続けるときは，内部回路の故障が考えられるた

め，お買上げ店あるいは当社までご連絡ください。
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31–2 ��%&����� !"�

%��& ���� !"�'

モータがまったく回
らない。

��� 主回路の点検
●正常な電源電圧が印加されているか｡（本体��
表示が点灯しているか）
●モータが正しく接続されているか。

��� 入力信号の点検
●始動信号が入力されているか。
●正転と逆転の始動信号が両方とも入力されていないか。
●周波数設定信号がゼロではないか。
●周波数設定信号�～����のとき，端子��	�
間が�
されているか。
●出力停止信号（端子���	�
間�，またはリセット信号（���	�
間）が�
の状態となっていないか。

��� パラメータユニットの形名の確認
●パラメータユニットの形名が��	����	�（��	���	�）であることを確認してください。��	����	�

（��	���	�）以外のパラメータユニットを使用する場合，��� !が工場出荷時設定値が「��」に設定さ
れていますので，外部，通信モードにて始動信号を停止しても，インバータは始動しません。また，パ
ラメータユニット未装着運転中に��	����	�（��	���	�）以外のパラメータユニットを使用するとイ
ンバータは減速停止します。

��� パラメータ設定値の点検
●逆転防止���� "�が設定されていないか。
●運転モード���� #�の設定は正しいか。
●バイアス，ゲイン����#��～���#�!�の設定に誤りはないか。
●始動周波数�������の設定値が運転周波数より大きくなっていないか。
●各種運転機能（�速運転など）の周波数設定がゼロとなっていないか。
　とくに上限周波数がゼロとなっていないか。

�!� 負荷の点検
●負荷が重すぎないか。軸が拘束された状態ではないか。

�$� その他
●本体��
表示に（�����などの）アラーム内容が点灯していないか。

モータの回転方向が
逆である。

●出力端子�%�%�の相順に誤りはないか。
●始動信号（正転，逆転）の接続は正しいか。

回転速度が設定の値
に対し大きく異な
る。

●周波数設定信号が正しいか。（入力信号レベルを測定してみる）
●次のパラメータの設定が適正か。
上限周波数������，下限周波数������，バイアス，ゲイン����#��～���#�!�，基底周波数電圧�����#�

●入力信号線が外来ノイズの影響を受けていないか｡（シールド線の採用）

加減速がスムーズで
ない。

●加減速時間の設定値が小さすぎないか。
●負荷が重すぎないか。
●トルクブーストの設定値が大きすぎて，電流制限機能が動作していないか。

モータ電流が大き
い。

●負荷が重すぎないか。
●トルクブースト（手動）の設定値が大きすぎないか。

回転速度が上昇しな
い。

●上限周波数の設定値は正しいか。小さすぎないか。
●負荷が重すぎないか。
●トルクブーストの設定値が大きすぎて，電流制限機能が動作していないか。

運転中に回転速度が
変動する。

��� 負荷の点検
●負荷が変動していないか。

��� 入力信号の点検
●周波数設定信号が変動していないか。

��� その他
●磁束ベクトル制御で，インバータ容量，モータ容量に対し，適用モータ容量����"��，適用モータ極数
����"��の設定は正しいか。
●磁束ベクトル制御で，配線長が���を越えていないか。
●�&�制御で配線が，長すぎないか。

特殊パラメータ���# （�'補正量）＝�と変更する。
このパラメータは���  ＝"��としたときのみ表示されます。
（注）���  ＝"��とすると���"�～##のパラメータも同時に表示されますが，これらのパラ

メータは操作しないでください。
操作するとインバータが破損する恐れがあります。

対策

パラメータユニット
に“ツウシン カイロ
イジョウ”の表示が
出る｡

●リセット信号（端子���	�
間）が�
状態となっていないか。
●パラメータユニットがコネクタに正しく装着されているか。

（注）｢���｣はパラメータの略称です。
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31–3 ()*+

保護機能が動作したときには，電源をいったん遮断後再投入するか，リセット端子�����で，リセットしてください。
���のヘルプメニューからリセットすることもできます。）注）アラームコードの内容は�$"をご参照ください。

, - . /
���� 0��1

��45,�- .��/
��
������ 67LED 2 � 3

��45

加速定速中
ストール防止
電流制限

インバータで加速中，モータにインバータ定格電流の�!�％※以上
の電流が流れると，負荷電流が減少するまで，周波数の上昇を止
め，インバータが過電流トリップにいたるのを防止します。また定
常（定速）運転中に�!�％以上の過電流が流れた場合も，負荷電流
が減少するまで周波数を下げ，過電流トリップにいたるのを防ぎま
す。負荷電流が�!�％未満になると再び周波数を上昇させ，設定周
波数まで加速，運転します。

��記号表示
（モータ回転中）

ストールボウシニヨリ
テイシ

�����

定速運転中長
時間の動作で




不動作
���

表示で
動作

減速中
ストール防止

モータ減速時の回生エネルギーが過大となり，ブレーキ使用量が規
定値をこえると周波数の下降をやめて，過電圧トリップにいたるの
を防止します。回生エネルギーが減少した時点で再び周波数を下げ
減速を続けます。

テイシ
（モータ停止したとき）

時間の動作で
停止したとき

動作

インバータ出力電流が定格電流の���％以上の過電流で保

加速中 カソクジ カデンリュウ �

過電流遮断

インバータ出力電流が定格電流の���％以上の過電流で保
護回路が動作し，インバータを停止します。また，主回路
素子が過熱したときも保護回路が動作し，インバータの出
力を停止します

定速中 テイソクジ カデンリュウ � 動作

力を停止します。
減速中
停止中

ゲンソクジ カデンリュウ �

モータからの回生エネルギーによるコンバータ出力電圧過

加速中 カソクジ カデンアツ

回生過電圧
遮断

モータからの回生エネルギーによるコンバータ出力電圧過
大で，保護回路が動作し，トランジスタの出力を停止しま
す。電源系統に発生したサージ電圧により動作する場合も
あります

定速中 テイソクジ カデンアツ � 動作

あります。
減速中
停止中

ゲンソクジ カデンアツ

瞬時停電保護

�!�()*をこえる停電（インバータ入力電源遮断も同じ）が生じた場
合に，誤動作防止のため瞬時停電保護機能が動作し，インバータの
出力を停止します。このとき異常警報出力接点は開（�	�間）とな
ります。��!�()*以内の瞬停であれば制御回路は正常に動作しま
す。約����()*以上の停電は保護回路がリセットされます。�

シュンジ テイデン
�����

 動作

不足電圧保護

インバータの電源電圧が下がると制御回路が正常に動作できなくな
ります。またモータのトルク不足や発熱の増加を生じます。
このため電源電圧が約�!��（����クラスは����）以下になるとイ
ンバータの出力を停止します。
端子�	��間に短絡片か
�リアクトルが接続されていない場合も，
不足電圧保護機能が動作します。

フソク デンアツ
�����

" 動作

ブレーキ
トランジスタ
異常検出

回生ブレーキ量が著るしく大きいときなどで，ブレーキトランジス
タの異常が発生した場合，異常を検出しインバータの出力を停止し
ます。

ブレーキカイロ イジョウ
����

� 動作

過負荷遮断
電子

インバータの過負荷，モータの過熱をインバータ内蔵の電子サーマ
ルが検知し，保護回路が動作して，インバータ出力を停止します。
多極モータや�台以上のモータを運転する場合などは電子サーマルで
はモ タ保護はできません インバ タ出力側にサ マルリレ を

デンシ サーマル

（���）

モータ保護

!

動作　電子
　サーマル

はモータ保護はできません。インバータ出力側にサーマルリレーを
設けてください。この場合，電子サーマルの設定値を��に設定する
とインバータ保護のみ動作します｡（定格電流の�!�％以上の電流で
動作）

トランジスタ ホゴサーマル

（���）

インバータ保護

$

動作

ブレーキ抵抗
器過熱保護

モータから回生ブレーキ量が規定値を越した場合にはブレーキ抵抗
を過熱から保護するために，一時ブレーキ使用を停止します。ブ
レーキ抵抗が冷却されるとブレーキの使用を再開します。

（表示しない） �表示しない� ─ 不動作

出力側地絡
過電流保護

インバータの出力側（負荷側）で地絡が生じ，地絡過電流が流れる
とインバータの出力を停止します。低い接地抵抗での地絡は過電流
保護（���～���）となることがあります。

チラク カデンリュウ
（��）

� 動作
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��45,�- .��/
��
������ 67LED 2 � 3

��45

外部サーマル
動作

外部に設けたモータ過熱保護用サーマルリレーまたはモータ内埋込
み形温度リレーなどが動作したとき（リレー接点開），インバータ
の出力を停止して保持します。この保護機能は，機能「外部サーマ
ル入力」を選択したときのみ働きます。

ガイブ ホゴ
（���）

� 動作

内蔵オプショ
ン接続異常

インバータに内蔵の専用オプションを使用したときに接続（コネク
タ）不良が発生するとインバータの出力を停止します。

オプション イジョウ
（���）

� 動作

パラメータ
記憶素子異常

パラメータの設定値を記憶する������の素子異常が生じたとき出
力を停止します。

パラメータ エラー
（��）

� 動作

リトライ回数
オーバ

設定したリトライ回数以内に運転再開できなかった場合，インバー
タの出力を停止します。

リトライ カイスウ オーバ
（���）

� 動作

���エラー
内蔵���の演算が所定の時間内に終了しないと異常と自己判断して
インバータの出力を停止します。

���エラー
（���）

� 動作

パラメータ
ユニット抜け

パラメータユニットが抜けた場合，インバータの出力を停止しま
す。この保護機能は，機能「��抜け検出」を選択した時のみ働きま
す。

��ヌケ ハッセイ
（���）

� 動作

※ストール防止動作電流は任意に設定できます。工場出荷時は�!�％に設定されています。
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31–4 8!9:;<=

ノイズには，外部から侵入しインバータを誤動作させるノイズとインバータから　射し周辺機器を誤動作させるノイズ
とがあります。インバータはノイズの影響を受けにくく設計されていますが微弱信号を扱う電子機器のため，下記の基
本的対策は必要となります。またインバータは出力を高キャリア周波数でチョッピングしているのでノイズの発生源と
なります。このノイズ発生により周辺機器が誤動作する場合には，ノイズを抑制する対策を施します。この対策は，ノ
イズ伝播経路により若干異なります。

> ?6@��

●インバータの動力線（入出力線）と信号線の平行布線や束ね配線は避け，分散配線する。
●検出器との接続線，制御用信号線には，ツイストペアシールド線を使用し，シールド線の外被は端子�
へ接続す
る。
●接地は，インバータ，モータなどを�点接地する。

A BCDEFGH!"I��JK��LMN8!9:�ON��

インバータの近くにノイズが多く発生する機器（電磁接触器，電磁ブレーキ，多量のリレーを使用など）が取り付
けられており，インバータが誤動作する心配があるときは，下記のような対策をする必要があります。

●ノイズを多く発生する機器にサージキラーを設け発生ノイズを抑える。
●信号線にデータラインフィルタをつける。
●検出器との接続線，制御用信号線のシールドをケーブルクランプ金属で接地する。

P !"I��DEQRHST*UJK��LMN8!9:�ON��

インバータから発生するノイズは，インバータ本体及びインバータ主回路（入・出力）に接続される電線より　射
されるもの，主回路電線に近接した周辺機器の信号線に電磁的および静電的に誘導するもの，そして，電源電路線
を伝わるものに大別されます。

イ ン バ ー タ の
発 生 ノ イ ズ

インバータからの
直 接 　 射 ノ イ ズ

空 中 伝 播
ノ イ ズ

電 源 線 か ら の
　 射 ノ イ ズ

モータ接続線からの
　 射 ノ イ ズ電 磁 誘 導

ノ イ ズ

静 電 誘 導
ノ イ ズ

電源線を伝播する
ノ イ ズ

漏れ電流による接地線
からの回り込みノイズ

電 路 伝 播
ノ イ ズ

…経路④，⑤

…経路⑥

…経路⑦

…経路⑧

…経路①

…経路②

…経路③
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計器 受信機

モータ

センサ電源

センサ

イ　ン
バータ

⑤

⑦

①

②

④
⑥

⑦

⑧

②
③

③

電話
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①�②�③

計測器，受信機，センサなど微弱信号を扱い，ノイズの影響を受け誤動作しやすい機器や，その信号線がイン
バータと同一盤内に収納されていたり，近接して布線されている場合にはノイズの空中伝播により機器が誤動
作することがありますので，下記のような対策をする必要があります。
��� 影響を受けやすい機器は，インバータから極力離して設置する。
��� 影響を受けやすい信号線は，インバータとその入出力線から極力離して設置する。
��� 信号線と動力線（インバータ入出力線）の平行布線や束ね配線は避ける。
��� 入出力にラインノイズフィルタや入力にラジオノイズフィルタを挿入すると電線からの幅射ノイズを抑制
する事ができます。

�!� 信号線や動力線にシールド線を用いたり，それぞれ個別の金属ダクトに入れるとさらに効果的です。

④�⑤�⑥

信号線が動力線に平行布線されていたり，動力線と一緒に束ねられている場合には電磁誘導ノイズ，静電誘導
ノイズにより，ノイズが信号線に伝播し誤動作することがありますので，下記のような対策をする必要があり
ます。
��� 影響を受けやすい機器は，インバータから極力離して設置する。
��� 影響を受けやすい信号線は，インバータの入出力線から極力離して布線する。
��� 信号線と動力線（インバータの入出力線）の平行布線や束ね配線は避ける。
��� 信号線と動力線にシールド線を用いたり，それぞれ個別の金属ダクトに入れるとさらに効果的です。

⑦

周辺機器の電源がインバータと同一系統の電源と接続されている場合には，インバータから発生したノイズが
電源線と逆流するノイズによって機器が誤動作することがありますので，下記のような対策をする必要があり
ます。
��� インバータの動力線（入力線）にラジオノイズフィルタ（��	���）を設置する。
��� インバータの動力線（入出力線）にラインノイズフィルタ（��	���%��	�����）を設置する。

⑧
周辺機器の配線がインバータに配線されることによって閉ループ回路が構成されている場合には，インバータ
の接地線から漏れ電流が流れ込んで機器が誤動作することがあります。このようなときには，機器の接地線を
外してみると誤動作しなくなる場合があります。
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キャリア周波数を低くすると雑音端子電圧※を低くすることができます。
モータ騒音があまり問題とならない場合には，��� �でキャリア周波数
を低く（�+�,）設定してご使用ください。
モータ騒音が問題となる場合は右図を参照ください。

��ラジオ放送の周波数帯では，��	���を入力側に装着すると大きな効
果が得られます。
��	�����%��	���は広い周波数帯の雑音端子電圧を低減するためセン
サ類の誤動作対策に効果があります。
センサ類の誤動作対策は下記の誘導ノイズ対策も合わせて実施ください。

信号線にシールド線を使用すると，誘導ノイズを大幅（�&��～�&���）
に減らすことができます。
誘導ノイズはインバータ出力線から距離を離すことも効果があります。
（��*�離すと�&�～�&�に減少）
インバータ出力側に��	�����%���を装着すると信号線への誘導ノイズ
を低減できます。

インバータのキャリア周波数を高くするとモータ騒音が低くなります。
低速になるとモータ自身の風切り音が小さくなるためインバータでの
運転は商用電源の場合より静かに運転することができます。

!"I��45\:]N^_\`�ab8!9

!"I���cdefgh�8!9ijk�:]Nlm'nop0Sqr�s<:]Ncdefgh�t

nop0Sqr�u��vd�wx

条件：●モータ：�� !+�

　　　●端子電圧平均値
　　　　 �'�-�µ�
　　　　 ���'�-��

���

���

��

��

��

��

�
��� ��	 ��
 � 	 
 �� 	�

周波数���,�

雑
音
端
子
電
圧
�'��

.*-�� +�,

.*-���+�,

.*-���!+�,

.*-���+�,

��	�����	�� !/

�

��� ��	 ��
 � 	 
 �� 	�

雑音周波数���,�

��� ��� � � ��

���

���

��

��

��

��

雑
音
端
子
電
圧
�'��

入力側に��	���と
��	�������を設置

入力側に��	�������を設置

��ラジオ放送帯 センサへ影響する
周波数帯

条件
・��	�����	�� /

�キャリア周波数　���!+�,�

・端子電圧平均値　 �'�-�µ�
　　　　　　　　 ���'�-��

ノイズ対策なし

��

��

��

��


�

��

	�

雑
音
レ
ベ
ル
�'��

� 	� �� �� ���

雑音周波数���,�

キャリア周波数
�+�,

キャリア周波数
���!+�,商用電源

条件
・�� +�　��

・モータ特性　無負荷運転の場合

� �� �� 	� �� 
�

���

��

��

��

��

誘
導
電
圧
�'��

同軸ケーブル

ツイストペアケーブル

平行ケーブル

条件
・インバータ：��	�����	�� /

・モータ：��	0� �� �� +�

・出力周波数：���,

・ノイズ形態：ノーマルモード

インバータ　　'�*��モータ

線間距離'�*��

測定器

終端
��	���

��	�����

����

!�

A20TME255A A20TME257A

A20TIE274A A20TIE275A

A20TIE276A A20TIE277A

※雑音端子電圧：インバータから電源側へ伝播するノイズの大きさを表わします。

Z8!9��'

動力電源

制御電源

インバータ入力側に
フィルタ　 ��	���　　を設置
　　　　　 ��	�����

インバータ入力側に
フィルタ��	���を設置

インバータ本体，動力線と
センサ回路を��*�以上離す
（最低でも��*�）

制御盤に直接アース
するのをやめる
制御盤にアースする
のをやめる

センサ用
電源

インバータ

制御盤

��	

���

��	

���

キャリア周波数を
下げる

インバータ出力側に
フィルタ　 ��	���　　を設置
　　　　　 ��	�����

��	

���

モータ

モータ動力線に�芯ケーブルを
使用し，�本をアース線として
使用

シールドはアースせず信号
のコモン線に接続する

センサ
ツイストペアシールドケーブルを使用

A20TIE278A
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��

力率改善用

�リアクトル

モータ

力率改善用
��リアクトル

力率改善コンデンサは
入れないでください

イ
ン
バ
ー
タ

��
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インバータはコンバータ部から電源高調波を発生して発電機や進相コンデンサなどに影響を与えることがあります。電
源高調波はノイズや漏れ電流と発生源や周波数帯，伝達方法が異なります。以下に従い対策をとってください。

●次の表に高調波とノイズのちがいを示します。

����� }��~��q 8��!��9

周 波 数 通常��～!�次，�+�,以下 高周波数（数��+�,～��,オーダ）

環 境 対線路・電源インピーダンス 対空間，距離，布線経路

定 量 的 把 握 理論計算が可能 ランダムに発生，定量的把握困難

発 生 量 負荷容量にほぼ比例 電流変化率による（高速スイッチングほど大）

被 害 機 器 の 耐 量 機器ごとに規格で明記 メーカの機器仕様によって異なる

対 策 例 リアクトル（�）をつける 距離（�）を拡げる

Z����

インバータから電源側に発生する高調波電流は，制御方式（���，���）および力率改善リアクトルの有無，負荷側
の出力周波数，出力電流の大きさなどの条件により異なります。
出力周波数，出力電流については，使用最高周波数時の定格負荷での条件で求めるのが適当と考えます。

（注）インバータ出力側の力率改善用コンデンサおよびサージ
キラーはインバータ出力の高調波成分により，加熱した
り破損する恐れがあります。またインバータに過電流が
流れ，過電流保護が動作するため，インバータ駆動の場
合はインバータ出力側に，コンデンサやサージキラー
は，入れないでください。力率改善には，インバータ�

次側または直流回路に力率改善リアクトルを挿入してく
ださい。なお詳細は技術資料を参照ください。
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　インバータから発生した高調波電流は電源トランスを介して受電点へ流出してゆきます。この流出高調波電流によっ
て，他の需要家へ影響を及ぼすために，電源高調波抑制対策ガイドラインが制定されました。

① 『家電品・汎用品ガイドライン』
インバータの場合には����クラス�� +�以下が対象となり，力率改善リアクトルの設置で対応します。

② 『特定需要家ガイドライン』
高圧または特別高圧需要家が高調波発生機器を新設，増設または更新する場合に，その需要家から流出する高調
波電流の上限値を定めたもので，超過する場合は何らかの対策を要求されます。

�����g51kW���}~q�4g����

�ggh 5� 7� 11� 13� 17� 19� 23� 23��

$�$+� ��! ��! ��$ ��� ��� ��# �� $ �� �

��+� ��" ��� ��"� ��$# ��!� ��� ���# ���$

��+� ��� ��"$ ��!! ���$ ���! ���� ���$ ����

(1) ������!3�!"���

上限値超過

上限値以下

基準容量超過

基準容量
以下

高調波抑制対策要

設備を新設・増設・更新

等価容量の合計値算出

高調波流出電流の算出

高調波抑制対策不要

高調波電流
上限以下か

等価容量合計

���FREQROL–A200�p�9���xr

��p0��k ��xr

なし /��-���

あり（交流側） /��-��"

あり（直流側） /��-��"

あり（交・直流側） /��-���

���� /¡�¢�

�ggh ?£/¡

$�$+� !�+��

��&��+� ���+��

$$+�以上 ����+��

�¤�}~q¥¦y§?6qg�J100%�H¨�©��ª

p0��k 5� 7� 11� 13� 17� 19� 23� 25�

なし $! �� "�!  � ��� ��� ��$ ��"

あり（交流側） �" ���!  �� ��� ��� ��# �� ���

あり（直流側） �� �� "�� !�� �� ��� ��� ���

あり（交・直流側） �" #��  �� ��� ��� ��� ��$ ���
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① 高調波発生機器の等価容量��の算出
「等価容量」とは，需要家が有する高調波発生機器の容量を６パルス変換装置に換算した容量であり，次式によ
り算出します。等価容量の合計が表３の限度値を越える場合に以下の手順で高調波を算出する必要があります。

Ｐ０＝Σ（Ｋｉ×Ｐｉ）〔+��〕
　　　Ｋｉ：換算係数（表２によります）
　　　Ｐｉ：高調波発生機器の定格容量※〔+��〕
　　　　ｉ：変換回路種別を示す数

※定格容量：適用電動機の容量により決まり，
表５より求めます。但し，ここでいう定格容
量は高調波発生量算出のための数値であり，
実際にインバータ駆動する場合に必要な電源
設備容量とは異なるため注意が必要です。

② 高調波流出電流の算出

高調波流出電流＝基本波電流（受電電圧換算値）×稼動率×高調波含有率
　　　・稼動率：稼動率＝実負荷率×��分間中の運転時間率
　　　・高調波含有率：表４より求めます。

�«�!"I��¬�
��­/¡�}~q�4g�

��

g�*
�­g�®A¯

?6qg�

6.6kV

���

�­/¡

§kVAª

}~q�4g�6.6kV���§mAª

§p0��k°H±²�y100%�³´ª

§kWª 200V 400V
���

§mAª

§kVAª
5� 7� 11� 13� 17� 19� 23� 25�

��� ��"� �# ��! ���"! ����# ���$! ��  � ���� ��!�# ��� � ��""�

�� ! ��� "� ��# !��#! �����  ��!! $��#� ��!$# ��! � ���!" ���#�

��! 適用除外 �� ! �$ ��#! ��"�$ $"�� ����� ���"$  ��"� !��  ����� ����$

��� ��#$ ��� ��"� �!$�� #"��� ����� �"��" �����  ���� $���� �����

�� $�!� �#� ��$� �! �� �$��! ����# ����� �$�#� ����� �����  ��#�

!�! �#�� #�!! ! # $�  � $�� �� �� �#��� ���!" ���#� � �#! �!��! �����

 �! �!�$ ���"   $ #�� !���� ��"�� $!�#$ !#� ! ���� ����$ ����" ���# 

�� �$�# �"�! ���� ����  �"� �!#�$ #!��# "$��� �"��� ��� ! �#��! ����"

�! �#�" ���# �!�# � �$ #"��# $�"� ��"�� ��$�� $��"# �$� " �#��� � ��$

�"�! $��� ��� �"$� ���" ���#  $��$ �!"�� �����  #�#" ! �$$ �"��$ ����"

��  ��� �$�$ ���� �!�# ���� #���� �""� � ��# #!��$ $"�"� ! � � �#�#$

�� #"�� �#�� �# � ��� �#�� ���" �!��! ��"� �� � #���   ��� !���$

� ��� $��� �$$� ���" �� # �!�� ����� �"��" �! �� ����! #!��$ $!�""

�! ��  ��! ��!� !��� �"#� �"�! � "�� ���� �#��� ��"�� ��!� "����

!! �"� "#�# !�!� $�� �!�� ���! �$��� ��#� ����� �$#�� ���� #"���

③ 対策要否の判定
高調波流出電流＞契約電力�+�当りの上限値×契約電力なら，高調波抑制対策が必要となります。

④ 高調波対策の種類

No. ��� .�����/

�
リアクトル設置
（���% 
��）

インバータの交流側にリアクトル（���），または直流側にリアクトル（
��）を設置，あるいはその
両方を設置することにより，高調波流出電流を抑制することができます。

� 力率改善用コンデンサ設備
力率改善用進相コンデンサは直列リアクトルと組合せ使用することにより，高調波電流を吸収する効果
があります。

� 変圧器の多相化運転
変圧器２台を使用し，1ー△，△ー△の組合せのように位相角が��度異なる組合わせで使用すると，��

パルス相当の効果があり低次の高調波電流を低減することができます。

�
受動フィルタ
（��フィルタ）

特定の周波数それぞれに対してインピーダンスが小さくなるようにコンデンサとリアクトルを組み合わ
せたもので，大きな高調波電流吸収効果が期待できます。

!
能動フィルタ
（アクティブフィルタ）

高調波電流を発生している回路の電流を検出して基本波電流との差分の高調波電流を発生させ，検出点
での高調波電流を抑制するもので，大きな高調波電流吸収効果が期待できます。

参考2高調波ガイドラインへの対応を容易にするために，オプションとして高力率コンバータ（��	��）を用意しま
した。（��"�参照）
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インバータの入出力配線およびモータには静電容量が存在し，これらを通じて漏れ電流が流れます。その値は静電容
量とキャリア周波数などによって左右されるため，低騒音形インバータの場合には漏れ電流が増加することになりま
すので次のような方法で対策を実施して下さい。

>º»¼µ¶g�

漏れ電流はインバータの自系統だけでなく，接地線など
を通じて他の系統へも流入することがあります。
この漏れ電流によって漏電遮断器や漏電リレーが，不要
動作をすることがあります。

Z��

・インバータのキャリア周波数（��� �）を低くします。
ただし，モータの騒音が増加します。
・自系統および他系統の漏電遮断器に高調波・サージ対
応品（当社
)3 �45)� 
�シリーズなど）を採用すれば低騒音（キャリア周波数を上げた）のままで対応することが
できます。 ※漏電遮断器の選定方法は��#�を参照ください。

Zº»¼µ¶g�[��'

配線長が長いと漏れ電流が大きくなりますので注意してください。イン
バータのキャリア周波数を低くすると漏れ電流を低減することができます。

モータ容量が大きくなると漏れ電流が大きくなります。
����クラスは����クラスより漏れ電流が大きくなります。

u��/¡:]Nº»¼µ¶g��tnop0Sqr�½\¾:]Nº»¼µ¶g��t

���

	��

���

���

� 
� ��� 出力側配線長���

漏
れ
電
流

����

キャリア周波数
���!+�,���	������

	�
��� ��
 ��� 
�
 �


���


	� �


モータ容量�+��

���
 	�� �� �� 	�

����

���


��

	��

���


�

条件
・配線長：���

・キャリア周波数：���!+�,

・出力周波数：���,

条件
・モータ…��	0 �� +� ��

・出力周波数…���,

��+�,���	������

�+�,���	������

�+�,���	6����

漏
れ
電
流

����

���

��
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インバータ出力配線間の静電容量に流れる漏れ電流の高調波分によって，外部に接続したサーマルリレーが不要動作
することがあります。����クラスの小容量機種（特に �!+�以下）で配線長が長い（!��以上）場合モータの定格電
流に対する漏れ電流の割合が大きくなるため，外部に使用しているサーマルの不要動作が発生しやすくなります。

Z\¼µ¶g�[��'§200V��¿ª
・モータ ��	0 ��

・キャリア周波数：
���!�,

・使用電線：
���� �芯
キャプタイヤケーブル

★����クラスの漏れ電流が約�倍になります。

u��/¡

���(kW)
u���­

g����(A)
µ¶g�(mA)

½\¾50m ½\¾100m
���

�� !

��!

���

�� 

!�!

 �!

��"

���

!�"

"��

���"

�#��

�!�$

���

���

� �

���

���

�#�

!�!

!��

!��

!$�

!#�

$��

$"�

 �!
\¼�µ¶g��XY

インバータ

モータ
��

電源

サーマルリレー

A20TIE282A

線間静電容量

��

Z��

・インバータの電子サーマルを使用します。
・キャリア周波数を低くします。ただしモータの騒音が増加します。
なお，線間の漏れ電流の影響を受けないでモータ保護を確実に行うためには，温度センサでモータ本体の温度を直接
検出して行う方法を推奨します。
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���方式のインバータでは，配線定数に起因するサージ電圧がモータの端子に発生しま
す。とくに，����級モータの場合には，サージ電圧によって絶縁を劣化させることがあり
ます。したがって，����級モータをインバータ駆動する場合には，次のような対策の実施
をご検討ください。

�����

次のいずれかの方法で対策することを推奨します。

(1) �������������
����級モータには，絶縁強化したモータをご使用ください。
具体的には，
① ｢����級インバータ駆動用絶縁強化モータ」と，ご指定ください。
② 定トルクモータや低振動モータなどの専用モータは�「インバータ駆動専用モータ」をご使用ください。

(2) ����������� �!"����
インバータの�次側に，モータの端子電圧が	
��以下となるようなサージ電圧を抑制するためのフィルタを接続
してください。
当社インバータで駆動する場合には，オプションのサージ電圧抑制フィルタ（���
参照）をインバータの�次側
に接続してお使いください。
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33–1 �������

�		
 �		� 
������ �
�����

産業機器対応機能 ������

・��ビットディジタル入力
・�	
フィードバック制御
・増設アナログ出力
・オリエント制御（工作機械主軸定位置停止制御）

計算機リンク機能 ������

・計算機リンク（シリアル通信）用���
��，���
��イ
ンタフェース
・�	
フィードバック制御

内
蔵
シーケンサリンク機能 ������

・��	��������������（光ケーブル）インタフェース
・�	
フィードバック制御蔵

形
（
Ｆ
Ｒ
Ｉ

自動制御対応機能 ������

・��制御
・プログラム運転用電池バックアップ
（プログラム運転機能は標準内蔵）

Ｉ
Ａ
専
用
）

入出力対応機能 ������

・��ビットディジタル入力
・リレー出力（�点）
・増設アナログ出力

計算機リンク＋増設出力機能 �����


・計算機リンク�シリアル通信�用��
��，��
��インタ
フェース
・選択式リレー出力
・アナログ電流出力

全機種共用

パルス列入力機能 ������

・パルス列入力
・選択式リレー出力
・アナログ電流出力
・��制御

パラメータユニット �和文� ��������� 	��表示による対話式のパラメータユニット

パラメータユニット �英文� ����������
���������の	��表示およびテンキー表示を英文とした
もの

パラメータユニット �
ヶ国語� ����������� 英，独，仏，スペイン語対応
パラメータコピーユニット

�和文�
��������

設定パラメータを一括して読み出して，他のインバータ
にコピーできるユニット

パラメータコピーユニット
�英文�

���������
������の	��表示およびテンキー表示を英文としたも
の

パラメータコピーユニット
�
ヶ国語�

���������� 英，独，仏，スペイン語対応

別
置
形
アクセサリカバー ──

パラメータユニットを本体から外した後の目かくしカ
バー

形
（ シリアル通信ユニット ������� 計算機リンク（シリアル通信）用��
��インタフェース（
Ｆ
Ｒ
Ｉ
冷却フィン外出しアタッチメント ������□□

このオプションを使用することにより，インバータの発
熱部のみを制御盤の背部に出すことができます。

����～���
容量対応Ｉ

Ａ
専
用
全閉鎖構造仕様アタッチメント ����� □□

このオプションを取り付けることにより，全閉鎖構造仕
様���
��に対応できます。

��
�～���
容量対応用

）
電線管接続用アタッチメント ������□□

インバータに電線管（コンジットパイプ）を直接接続し
たいとき使用するアタッチメント（���～���はこのオプ
ション取付けにより����となります）

��
�～���
容量対応

取付互換アタッチメント ������□□
従来機種との同一取付け寸法とするためのアタッチメン
ト（取付け板）

容量対応

���指令対応ノイズフィルタ ��□□ ���指令（���������）に対応したノイズフィルタ
��
�～���
容量対応

 ��規格対応ノイズフィルタ ����	�������※
 ��規格（ ����!��"#$$�雑音端子電圧）に準拠したノ
イズフィルタ

容量対応
（��!
参照）

高頻度用ブレーキ抵抗器 ������������※ インバータ内蔵ブレーキの制動能力向上用
��
�～!���
容量対応
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�		
 �		� 
������ �
�����

力率改善用��リアクトル �����	������※
インバータの入力力率改善用（総合力率約%�％）および
電源協調用

����～���
容量対応

力率改善用��リアクトル �����	������※
インバータの入力力率改善用（総合力率約%�％）および
電源協調用���
～��!��

��
�～���
容量対応

ラジオノイズフィルタ ������������※ ラジオノイズ低減用

ラインノイズフィルタ
�������� ラインノイズ低減用（小容量に適用）

ラインノイズフィルタ
����	� ラインノイズ低減用

全機種共用パラメータユニット接続
ケーブル

�����	��
パラメータユニット，パラメータコピーユニットとの接続
用ケーブル。ストレート型と	型の�種類

全機種共用

ディジタル操作パネル ������� 盤面操作用

別
置
サージ電圧抑制フィルタ �������� インバータ出力側のサージ電圧を吸収します。


�� 系��
～���
容量対応

置
形 ��形ブレーキユニット

�������～���
����!���～���

インバータの制動能力アップ用（高慣性負荷またはマイナ
ス負荷用）

ブレーキユニット
��������～���
����������～����

インバータの制動能力アップ用（高慣性負荷またはマイナ
ス負荷用）ブレーキユニットと抵抗器ユニットを組み合わ

抵抗器ユニット
��������～���
����������～����

ス負荷用）ブレーキユニットと抵抗器ユニットを組み合わ
せて使用

容量対応
電源回生ユニット

��������～���&
����������～����

モータで発生する制動エネルギーを電源に回生できる省エ
ネタイプの高性能ブレーキユニット

容量対応

高力率コンバータ

������!���&���&

���&���&

�������!��������&

����&����

高調波抑制用

周波数計付操作箱 ����' 単独運転用。周波数計，周波数設定器，始動スイッチ付

Ｆ

連動設定操作箱 ����	
外部信号����～� &�～�� �による連動運転用

�� ��※※

Ｆ
Ｒ �速設定操作箱 ����� 高，中，低の�速切換運転用 ���� ��Ｒ
シ 遠隔操作箱 ����� 遠方操作用。復数個所からの操作可能 �� ��シ
リ
ー
比率設定箱 ����� 比率運転用。インバータ�台の比率設定可能 �� ��

ー
ズ 追従設定箱 ����� 指速発電機��
�の信号による追従運転用 �� ��ズ
操
作
・
主速設定箱 ����


復数台（最大��台）インバータの並列運転用主速設定器
�� ��

設
定
箱
傾斜信号箱 �����

ソフトスタート，ストップ用。並列運転加減速可能
�� ��箱

変位検出箱 �����
揃速運転用。変位検出器，シンクロと組み合わせて使用

�� ��

全機種共用

プリアンプ箱 ����� �� 変換または演算増幅器として使用可能 �� ��

指速発電機 ( ����� 追従運転用　��!� ��� 　����)（����*+,にて）
変位検出器 - 
��������� 揃速運転用（機械的変位検出）　出力��%� �%�°
周波数設定器 ������Ω 周波数設定用　巻線形　����Ω　�特性

そ 周波数計 -���.�� �,� 専用周波数計（目盛����)まで）可動コイル形直流電流計そ
の
他
目盛校正抵抗器 � �
-� ���Ω 周波数計の目盛校正用　炭素皮膜形　�特性

他 インバータ通信
ソフトウエア

��������/���0
インバータの運転，パラメータ設定，プログラム運転等を
パソコンで操作することができます。

インバータ容量選定
ソフトウエア

���������	��0
用途に合ったインバータの容量選定をパソコンで容易に行
うことができます。

※　
�� クラスは形名に�が付きます。��シリーズ操作・設定箱の電源仕様 ����� ���)& ������� .��)

※※　定格消費電力。 ����� .��)
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33–2 �
��������

������


�		�

FR–EPA
産 業 機 器
対 応 機 能

FR–EPB
計算機リンク
機 能

FR–EPC
シ ー ケ ン サ
リ ン ク 機 能

FR–EPD
自 動 制 御
対 応 機 能

FR–EPE
入 出 力 対 応
機 能

FR–EPG
計算機リンク
＋増設出力機能

FR–EPH
パ ル ス 列
入 力 機 能

�	
フィードバック ● ● ● ●
オリエント制御 ●
��123デジタル制御 ● ●
リレー出力 ● ● ●
増設アナログ出力 ● ●
計算機リンク ● ●
��	�������

�������
●

��制御 ● ●
プログラム運転 ●
アナログ電流出力 ● ●
パルス列入力 ●

以上のオプションユニットの内から�枚，インバータ内に収納することができます。
それぞれのオプションユニットは上表のように復数の機能を有しています。

���
��� ����

�	
フィード
バック制御

・モータの回転速度をパルスエンコーダで検出し，この検出信号をインバータ
にフィードバックして，速度の変化分を自動的に補正します。このため負荷
変動が生じてもモータの速度を一定に保つことができます。
・モータの実回転速度をインバータ本体	��表示やパラメータユニットでモニ
タできます。
4用途例5押出機，巻取機，搬送機など

・速度変動率：負荷変動�～���％�※�時
±���％以内（����*�,26にて）
・適用モータ：標準モータ　�～�極
・エンコーダ仕様：�相　差動出力　���
��*78
・��� 電源
例：多摩川精器製　�� ���� � ��!など
（※）負荷���％とは各運転周波数における
　　　モータの連続運転トルクを示します。

オリエント制御

・工作機械主軸に取り付けられた，位置検出機（パルスエンコーダ）との組み
合わせで，主軸の定位置停止（オリエント機能）ができます。
・現在位置をインバータ本体	��表示やパラメータユニットでモニタできま
す｡
4用途例5工作機械主軸の定位置停止や割出し

・位置決め制度：±���°
・エンコーダ仕様：
上記�	
フィードバック機能用と同一仕様

��ビット
ディジタル入力

・外部より���やバイナリコードのディジタル信号で，インバータの周波数設
定を精度高く行うための入力インタフェースです。
・��ビットバイナリまたは����桁のいずれかを選択することができます。
・ゲイン・オフセットの調整もできます。

・入力電圧・電流：���
 ，�,�（�回路に付き）
・入力信号形態：接点信号入力またはトランジスタ
オープンコレクタ（シンクタイプ）入力
�例� ��	��� �-
�&�-
��など

リレー出力
（�点）

・インバータ本体に標準装備の � �種類の出力信号 � � �� & � � & � � � �

� �&/	&���&���&���&���&��
&���から任意の�種類を選択して，リレー接
点（�9接点）として出力する機能です。
・�����
&���は，リレー出力が�点となります。

・信号の種類：�9接点（出力リレー�個搭載）
・接点容量：����� 　����
　　　　　���� :　����

増設アナログ出力
アナログ電源出力
（注�）

・出力周波数，出力電圧，出力電流，モータトルクなど端子��や端子��でモ
ニタできる�.種類の信号を，増設して出力します。
・���,�または��� ��� �のメータが接続できます。�������&���&端子
	��&	���

・����,�または��� ��� �のメータが接続できます。������
&���&端子
���&����

・ゲイン・オフセットの調整もできます。

・出力電圧　　　　　　　：���～�� ��'��,�

　出力分解能：電圧出力時　�, 
　　　　　　電流出力時　�μ����μ��
・出力精度：±��％

	���	��間
�������間
	���	��間
�������間

・出力電流　　　　　　　：���～�,����,��

計算機リンク
（シリアル通信）

・パソコン・��コントローラなどの計算機と，通信ケーブルで接続し，ユーザ
プログラムでインバータの運転・監視およびパラメータの読出し・書込みを
計算機から行うことができます。
・ツイストペアケーブルによる，ノイズに強い通信方式です。

・準拠規格：���規格　���
��，���
��共用
・伝送形態：マルチドロップリンク方式
・通信速度：��'�%���ボー
・最大接続台数：���
��　��台
　　　　　　　���
��　��台
・総延長：���,

��	�������

�������

インターフェース

・三菱シーケンサのデータリンクシステム� � 	 � � � � � � � � � � � �

����0!���������マスタ局と光ファイバーで接続し，シーケンサのユーザプ
ログラムでインバータの運転・監視およびパラメータの読出し・書込みを
シーケンサから行うことができます。
・通信は光リンク方式です。ノイズの心配がありません。

・最大接続台数：�.台（リモート��/局と併用した
　　　　　　　場合は最大.
台まで）
・局間伝送距離：最大��,，最小�,

��制御

・インバータで流量，風量または圧力などのプロセス制御を行う場合にも必要
な��制御です。
・目標値は，端子�&�またはパラメータユニットのいずれかからも設定できま
す。測定値（帰還信号）は端子
に��
～��,�の電流信号で入力します。

・ＰＩ制御範囲：比例帯　　�～����％
　　　　　　　積分時間　���～�.��秒
・出力信号：上限リミット，下限リミット，
　　　　　正転中，逆転中

プログラム運転用
電池バックアップ

　プログラム運転のタイマ保持のためのバッテリバックアップができます。停
電が発生しても，復電後に自動運転を継続することができます。（プログラム
運転は標準で本体に内蔵されています。��*��!�プログラム運転のグループ選
択やタイムアップの出力信号を内蔵しています。

・電池寿命：��年（リチウム電池）
・最大許容停電時間：
�*����;�（秒選択）のとき　最大��時間
�*����;�（分選択）のとき　最大��日間

パルス列入力 ・インバータへの速度指令をパルス列信号で入力することができます。
・許容最大パルス数　　�������以下
・入力インタフェース　オープンコレクタ方式
・入力電圧・電流　　　���
 ��,�
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�� �!"�#��$%&'

������を使用し，シーケンサリンク（��リンク）運転する場合も，�*����（運転指令操作場所選択），�*���
（速度指
令操作場所選択）の設定条件によって，外部端子からの信号で運転することができます。

●操作場所選択機能

()*+,- ./0123��

モード �*����

（運転指令）
�*���


（速度指令）
��� ��� ��/�

<�

0/


<�

�� �

<�




<�

�

<�

��&�&	 �� ���

<�

��� /�

<�

��

<�

リンク �=�� �=�� �� �� － － �� �� － 補 �� － 併 併 外 外

�=�� �=外部端子 �� �� － － �� 外 外 外 外 併 併 併 外 外

�=外部端子 �=�� 外 外 外 外 外 �� － 補 �� － 併 外 外 外

�=外部端子 �=外部端子 外 外 外 外 外 外 外 外 外 併 併 外 外 外

外部 － － 外 外 外 外 外 外 外 外 外 外 外 外 外 外

�*����& �*���
は��リンク，��双方とも設定可能です。
［表の説明] 外：外部端子からのみ操作が有効

��：��リンクからのみ操作が有効
併：外部端子，��リンクのいずれからの操作も有効
－：外部端子，��リンクのいずれからの操作も無効
補：�*���（多段速度入力補正）が>�?のときに外部端子の信号のみ操作が有効

<�　��リンクからの操作不可
<�　��リンクからは運転周波数の変更で対応（「速度指令」が>��?設定の場合）
<�　��リンクからはインバータリセットのコマンドで対応

（注）�*���
（速度指令操作場所選択）で外部端子（>�?）を選択した場合は，123�の指令操作が電流入力選択 　
　　　����として有効になります。従来のプログラムを流用する場合は，123�の設定にご注意ください。
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ツイストペア
シールド線

電
源

正転

逆転

周波数
設定器

外部
電源

インバータ
���

����

��

�	


�

�

�

���

���

��

��

�

�

�

 

�

���

���

���

���

� 

�


� 

� 

ブレーキ付モータを使用する場合は，ブレーキの開放タイミン
グに注意が必要です。詳細はオプションの取説を参照ください｡

正転
逆転

電源

オリエント
指令

停止位置
指令

読込み
指令

���

�

�

�

���

���

��

0/


�������

��
%
�
!
.

�


�
�
�
��	���
�-
��

����

������

/��

/��

���

���

���

���

���

���

���

� 

�


ツイストペアシールド線

外部
電源

� 
� 

オリエント完了

オリエントミス

出力ミス

モータ

主軸

位置検出器 ���
���

（パルスエンコーダ）

インバータ

インバータ
���

電源

正転

逆転

（目標値設定）

外部電源

�
 � 

����

������

�

�

�

���

���

��

��

�

�




�

 

�

���

���

�	�

�	�

���

���

��

���

モータ

��

上限リミット

�

ポンプ

下限リミット
正転出力
逆転出力

出力コモン

（測定値）
～��,�

検出器

＋
－

＋

�/���

��/��

����
 �

��	��� �-
�

×�の桁

×��の桁

×���の桁

読込み命令

�

�

�




�

.

!

�

%

��

��

��

��

�


��

�%

��

外部電源
� �
 

��	���

�

�

�




�

.

!

������

������

�

%

��

�������

�-

��

��

����

インバータ

（接点信号の場合）

����

��

��

%

�

��

インバータ

����

������&���

	��

	��

	��

＋ －

＋ －

�～�� 
電圧モニタ

�～�,�
電流モニタ

�

 

�

モータ
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パラメータ
コピーユニット
�������� （日本語）
��������� （英語）
����������

（
ヶ国語）

●用途ごとに設定したパラメータを一括して読み出して，他のインバータに簡単に書き移すことが
できるユニットです。
●	��およびテンキー表示表記が日本語と英語および
ヶ国語（英，独，仏，スペイン語）の�種
類を準備しています。
●外形寸法はパラメータユニット���������と同一です。
●パラメータユニットとしても使用できます。

�����!

!� ��
�
�
!

�
�
!

�
����ねじ
有効深さ 
��,,

※部のキーの機能がパラメータユニットと異なります。

A20TIE288A

（単位：,,）

@シリーズでご使用の
���@�����は����シ
リーズインバータには使
用できません。

アクセサリカバー ●インバータ本体からパラメータユニットを取り外した後に装着する目かくしカバーです｡
●ワンタッチで着脱が可能です。

!�

�
�
!

��

A20TIE289A

（単位：,,）

パラメータユニットなし
の機種には標準で装着さ
れています。

シリアル通信ユニット
�������

●パラメータユニットを外したあとにアドオンできるユニットです。
●��
��インタフェースで��コントローラなどからインバータの運転・モニタ，パラメータ設定などができます。
●マルチドロップリンク方式 接続台数��台
●通信速度 ����ボー

�
�
!

����ネジ
有効ネジ深さ
��

配線スペース

��!

小トビラ最大
開き角度

A10TIE020A

!�


�

��
��

���� ! ��

�
�
!

�
�
!

�
� （単位：,,）
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冷却フィン外出し
アタッチメント
������□□

●このアタッチメントの使用により，インバータの発熱部で
ある冷却フィンの部分を収納盤の背部に出すことができま
す。インバータ自身の発熱を収納盤の外部に放熱すること
ができるため，制御盤の小形化がはかれます。
●取付け状態やパネルカット寸法は，外形図の項���%��を参
照ください｡
�注� 盤外に出る冷却部には冷却ファンがありますので水
滴・オイルミスト・紛じんなどの環境では使用しない
でください。

400V#[\
�	�

�
�����

200V#[\

�������� ������������� AAA

�������� ����������������!�
�����
�����
����!���

�������� �������������BBBBB��� �����
��������!���

�������
 ������������ �����
����������

�������� ������������������ �����
������������

�������. ������������ �����
������

�������! ����������!��
�� �����
����!��
��

�������� ������������ �����
������

������������!�

A20TIE290B

アタッチメント取付け後寸法

インバータ外形

�

��

�



�
�

�
�

�
�

�

�	�

��������

�������


��������

�������.

�������!

��������

��������

��������

��� ��� ��. ����� �!

��� �%� ��. ����� �!

��� ��� ��
 ������� ���

��� ��� .�
 ������� ���

�
� �%� .�� ���%.�� ���


.� 
�� .�� �����%� ��


%� 
�� !!� ���!!�� ��

W W1 H H3H2H1 H4

��� ��� ��. ����� �!

（単位：,,）

全閉鎖構造仕様
アタッチメント
����� □□

●このオプションをインバータの上下・左右のスリット部に
取り付けることにより，全閉鎖構造仕様���
��に変更する
ことができます。（���～���の配線部には箱形アタッチメ
ントが追加されます）
●壁掛けなどの用途に適しています。
　��
��0�������：直径または厚さが�,,を超えるワイヤや

鋼帯などがインバータの内部に侵入しな
い構造。

�注�B��この構造は，水・液体の侵入からは保護されていま
せんから水滴落下や油煙などの多い環境には適して
いません。

�注�B��このアタッチメント使用の場合は，インバータの許
容周囲温度が－��～
�ﾟ�となります。

400V#[\
�	�

�
�����

200V#[\

����� �� �����������
����!�� AAA

����� ��
������������������� �����
�����
����!���

����� �� ��������������!������� �����
��������!���

����� �
 ������������ �����
����������

����� �� ������������������ �����
������������

������������!���!�
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電線管接続用
アタッチメント
������□□

●インバータ本体に直接，電線管を接続する場合のアタッチ
メントです。インバータの下部に取り付けます。
●���～������� &
�� �はこのアタッチメントを取り付ける
ことにより，構造仕様が����になります。（標準は����）

400V#[\
�	�

�
�����

200V#[\

�������� �����������
� AAA

�������
 ����������������!�
�����
�����
����!���

�������� ��������������!������� �����
��������!���

�������. ������������ �����
����������

�������! ������������������ �����
������������

�������% ����������!��
�� �����
����!��
��

�	�

�������� 
� �. 
� � �� .� .

L H P N D M R

アタッチメント寸法図（単位：,,）

�注� インバータ本体の下部取付けねじ�個（共締め）およ
び������下部�箇所計
箇所で固定します。

（取付けパネル面）

インバータ本体

������

※

（注）

��φ�穴

��φ�穴
（ゴムブッシュ付）

� �

�
	�

�������� ������������� AAA

�������� �����������!�� AAA

������������!�

�������� ������������ �����
������

�������� ������������ �����
������

��������

�������


��������

�������.

�������!

��������

�������%

��������

��������


� !� 
� � �� .� .


� ��� 
� � �� .� .

�� ��� .� � 

 !� .

!� ��� .� � �� %� ��

�
� ��� .� 
 �� ��� ��

�
� %� .� 
 �� ����� ��

��� ��� ��� � %� ��!�� ��

��� ��� ��� 
 %� ��!�� ��


� !� 
� � �� .� .

※インバータ本体と同一寸法

A20TIE291A

���@シリーズ取付け互換
アタッチメント
������□□

●このアタッチメントにより，従来機種の���@シリーズ用
の取付け穴を使用して，そのまま取付けることができま
す。既設の従来機種を���(�/	�����シリーズに取換え
る場合に便利です。

�注� アタッチメントを使用した場合は，インバータ取り付
け後の奥行寸法が高くなります。

�	�
�
�����
J200V#[\L

インバータ
������

�

�	�
�
�����
J200V#[\L

��������

�������%

��������

�
�����
J400V#[\L

��������

��������

��������

�������


��������

�������.

�������!

��������

Z120 Z220 Z320 Z240 Z340

��
� ��
�

���� ���� AAA AAA����

���� ��������

��!� ��!���!�

���� ���� ��������

AAA !��� ��!� ��!�!���

��� !��� !������

��� AAA AAA���

���
���

���

AAA AAA AAA���

�!� AAA�!�

��� AAA���

AAA AAA
��

��!�� ��!����!��

AAA

AAA

AAA

���
���
���

AAA

AAA

AAA

AAA

AAA

AAA

�
�����
J400V#[\L

��� AA


�� 
��

A220 A240

AA ���

���(�/	�����シリーズから同一容量の���(�/	�����
＜�'��		���＞への互換

��������BBBBB��&B�%

�������.BBBBB��&B��

�

��,,

��,,

A20TIE292A
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 ��規格対応
ノイズフィルタ
����	�����□□�※

● �� ��!� �"#$$�（雑音端子電圧）に準拠したノイズフィルタです。
メーカ：富士電気化学�����
●外形寸法図

�

�

�
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� �

:;P��� �
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_`ab

(mA)

�
�
�
 



�
�
 

����	����!��

����	����!�

����	��!���

����	�����!��

����	�������

����	�����!�

����	������

�����������
����!��

�����������!�

�����
�����
����!��

������������������

��������������!���

�����
�����!�

�����
������������

�
�

�%�


%�

�%�

��

���

���

���

�%�

�
�


��

�
�

���

���

���

���

��

�


�


���

���

���

���

���




!

��

.

.

.




�

�

�

���

���

���

�

.��

���


��

（単位：,,）

●結線図

電源

����	� インバータ

モータ
�

�

�

�





.

�


�

�

�

�

�

�

 ��

接地方法が上図と異なるとノイズ低減効果が
低下することがあります。

●フィルタ効果（����	����!�と�����������!�の組み合わせ例）

�C�D �

雑
音
端
子
電
圧

���

��

.�


�

��

�
���� ��� � ��

 �� ��!�
�"#$$ �

�*7E ���)�

A20TIE293A

A20TIE294A

A20TIE295A



175

�
J��L ���WX��

���指令対応
ノイズフィルタ
��□□

●欧州���指令に対応したノイズフィルタです。
●外形寸法図

c�d:;P��� �
�������
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●漏れ電流の対策
漏れ電流により，周辺機器の誤動作や感電事故のないように次の対策をとってください。
①ノイズフィルタへのアースは，電源の接続に先立って接続するようにしてください。その場合，盤のアースを介して大地
へのアースが確実に行われていることを確認してください。
②漏電ブレーカや漏電リレーの選定はノイズフィルタの漏れ電流を考慮に入れて実施するようにしてください。また，大容
量のノイズフィルタの漏れ電流は大きいので漏電ブレーカは使えない場合があります。その場合は感度電流の大きい漏電
リレーを使用頂くか，また，漏電ブレーカや漏電リレーはご使用頂けない場合は，①で示したように確実にアースしてく
ださい。
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高頻度用
ブレーキ抵抗器
����������□□�※

ij]^
JkgL

pq�rstu��
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※����& ����共用です。

ガラス編組電線
���,,�　白
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�注� �� ������形ブレーキ抵抗器を使用
するときは，端子����'間の短絡
片を外してください。外さないと
内蔵のブレーキ抵抗器が過熱しま
す。
�内蔵のブレーキ抵抗器は，外す必
要はありません。�

�� 回生ブレーキ使用率の設定は左表
の許容ブレーキ使用率以下として
ください。

�� 運転の頻度によっては，ブレーキ
抵抗器温度が���ﾟ�以上になるこ
とがありますので取り付け，放熱
に注意してください。


� �-�形抵抗器も使用することがで
きます。ただし，許容ブレーキ使
用率に注意してください。
�許容ブレーキ使用率については
���@シリーズインバータの技術資
料を参照してください。�

短絡片を外す

ブレーキ抵抗器
��������

インバータ

�'

��

�

�

A20TIE296A
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力率改善用
��リアクトル
（電源協調用）
�����	����□□�※

����

!���

���

���

�����

���

���

�!�


��

���

���!�

�����

�!���

����

����

������

����

����

��!�

�
��

����

A

���

���

�!�

�!�

���

���

���

�%�

�%�

�%�

���

���

���

�!�

�!�

���

���

���

�%�

�%�

�%�

C

��.

��.

���

�!�

��


���

���

���

���

�
.

���

��


��


���

�.�

�!�

�!�

��%

�%%

��%

��%

D

�

�

���

���

��.

��.

��.

��.

��.

���

�

�

�

���

���

��.

��.

��.

��.

���

���

E

���

���

���

���

�.�

�.�

�.�

�!�

�!�

�!�

���

���

���

���

���

�.�

�.�

�.�

�!�

�!�

�!�

F

.

.

.

.

!

!

!

!

!

%

.

.

.

.

.

!

!

!

!

%

%

G H


�


�

��

�.

�.

!�

!�

!�

!�

��


�


�


�

��

�.

�.

!�

!�

!�

��

��

���

���

���

���

���

��


.�!

!�


���

%��

��!

���

���

���

��!


��

���

.�!

!��

��.

%��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

B

!�

!�

%�

%�

%


��%

��%

��.

��.

��.

!�

!�

!�

%�

%�

%


��%

��%

��.

���

���

��!� ��� ��� � ��� . �
 
� ��! �!�

��

��

��

��

��

��

���

���

���

�


�


�


��

�.

�.

�.

�.

��

��

��

��
※
　
　
　
　
�
�
�
 

※
　
　
　
　


�
�
 

�� ]^(kg) {

（注）形式の数字はモータ容量を�H��を示します。
（注）��
�～��!�のインバータ容量には��リアクトル�����	をご使

用ください。

�

�

�

端子台ねじサイズ 


��取付ピッチ�

�

�
�

図�

�

�

�

スタッド端子ねじ


��取付ピッチ�

�
�

�

図�

端子
カバー

A20TIE298A
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�注� �� 入力力率は約%�％に改善されま
す。

�� インバータ端子����間の短絡片は
必ず外してください。�短絡片を外
さないと力率改善効果がありませ
ん）

�� インバータとの配線距離は�,以内
としてください。


� 使用電線のサイズは電源線��&�&��
と同等かそれ以上としてくださ
い。（��%�参照）　

�� モータ容量に対応して選定しま
す。�インバータ容量がモータ容量
より大きい場合は，モータ容量に
合わせて選定します�
※ ����のインバータに��!��の
モータを適用する場合に使用し
てください。

.� ��!�以下のインバータには接続で
きません。

●入力力率：約%�％

インバータ

短絡片を外す

�����	

�

��

�

��

A20TIE300A

力率改善用
��リアクトル
（電源協調用）
�����	����□□�※

A

���

�.�

�.�

���

���

���

���

�%�

�%�

�%�

���

���

���

C

���

�
�

�
�

���

���

���

�
�

���

���

���

�.�

�.�


��

D

���

�
�

�
�

���

���

���

���

�!�

�
�

�
�

�!�

�!�

�!�

E

�!

��

!�

!�

!�

���

���

���

�!�

�%�

�%�

�%�

�%�

F

�




.

���

%��

�
��

�%

�!

��


�

��

.�

!�

B

!


!.

%.

%�

���

���

�
�

��.

���

���

�
�

�
�

�
�

��
H� ��� ��� ��� 
� �
 �.


w^
]^

(kg)

��!�H�

���H�

���H�

��!H�

���H�

!��H�

��H�

��H�

��H�

��H�

�!H�


�H�

��H�

�


�


�


��

��

��

�.

�.

��

��

���

���

���

FR–BAL(200V)

A

���

���

���

���

���

���

���

�%�

�%�

�%�

���

���

���

C

�
�

�
�

�
�

�%�

���

���

���

�!�

���

���

�.�


��


��
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�
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���

���

���

���

�!�

�
�

�
�

�!�
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���

���

���

�!�

�%�

�%�

�%�

�%�

F

��!

���

��%

���

%��

�


����

�!

��


�

��

.�

!�

B

!.

%�

%.

%�

���

���

�
�

��.

���

���

���

���

���

��� ��� ��� 
� �
 ���.


]^

(kg)

�


�


�


��

��

��

�.

��

��

��

���

���

���

FR–BAL–H(400V)

�

�

�
以
下

�
以
下

取付穴
�取付ねじ��

製番

端子台

仕様番号

�

� ' � - � @

A20TIE301A

●入力力率：約%�％

�注� �� 入力力率は約%�％に改善されま
す。

�� 適用するモータ容量に合わせて選
定してください。モータ容量より
もインバータ容量が大きい場合も
モータ容量に合わせて選定しま
す。

�� インバータ容量を�����使用時は
��H�用を選定してください。

インバータ
���

電源

�����	
�

�

�

'

@

-

�

�

�

A20TIE302A
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ラジオノイズフィルタ
������…��� クラス
��������

　　　�…
�� クラス

約
�
�
�

漏洩電流：
,�赤��白��青　　　��緑

�%

��



�

�%





!




φ�穴

A20TIE303A

(単位=,,)

�注� �� インバータの出力側には接続できません。
�� 配線は極力短く切断し，インバータの端子台
に接続してください。

インバータ
���

電源

�����	

�

�

�

A20TIE304A

ラインノイズフィルタ
��������

（小容量に適用）
����	�

�������� ����	�

���

�
�
��

%�

.�

��

�－φ�



��

.
�

�
�
��

φ!

�
�

�
��

�.�

���

��

���

�
�

!

A20TIE305A

(単位=,,)

�注� �� 各相それぞれ同一方向で
回以上巻き付けま
す。（巻き付けるほど効果がでます）

�� 電線が太くて巻付けできない場合は
個以上
をシリーズに使用し各相それぞれ同一方向で
貫通させます。

�� 出力側にも入力同様の扱いで使用することが
できます。出力側は巻付回数を�回以内にし
てください。


� ��������は��!��以下の容量に使用くださ
い。太い電線（��,,�以上）は使用できませ
ん。その場合は����	�を使用してください。

インバータ
���

電源

ラインノイズ
フィルタ

�

�

�

A20TIE306A

パラメータユニット用
ケーブル
�����	□□

�����	��

|}�(m)

�����	��

�����	��

�����	�	�

�����	�	�

�����	�	� �

�

�
	形ケーブルは，パラメータユニット側コネクタ
も付属ネジで盤面に固定することできます。

インバータ側 パラメータユニット側
ストレート形

	形
インバータ側 パラメータユニット側

��

�
.

�

�

�－φ���

�
�

�

�� .
＋�
－�

�
�
	
B�
�

�
�

� %

��

�

.
＋�
－�

�－φ���

�

�
.

�
�

�

�.

�
�
	
�
	
�

�
�

�
�

�

����

���

�取外し可能�
スペーサ

�
�

�－φ����

���

�
�

�
�

�
.
��

�
�
��

.
�����

%��

��

�		�

\Iq�I� L	�

A20TIE307A
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(単位=,,)
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ディジタル操作パ
ネル
（盤面取付け用）
�������

�注� �� インバータに取り付けることはできません。パラ
メータユニット接続ケーブルと組み合わせてくだ
さい。

�� 取付方法

�� 取付可能板厚
��.～���,,


� パラメータの読出し，書込みはできません。

・制御盤にパネルカット
を行います。
・前面から操作パネル，
裏面から固定用フレー
ムで制御盤をはさみ，
ねじで固定します。

制御盤

操作パネル

固定用フレーム
（取はずし可能）

固定用フレーム
取付けねじ

パネルカット図

角穴

裏面視

����������　����������

�� ���

�� ���

��/�

�
�
�

�

!�

%
�
＋
�

－
�

.�
＋�
－�

�


�
�

�


��

A20TIE309A

(単位=,,)

サージ電圧抑制
フィルタ
��������□□�

●
�� 級モータをインバータ駆動する場合に，モータの端子電圧に発
生するサージ電圧を抑制するフィルタです。

※����以上は形状が一部異なります。
（注）��!������は抵抗器にカバーが
　　付きます。

aK
:;P�

�		�

�		


�����

ef(mm)

A B
01

~OJ

5�

~OK

��

~O

ij]^

(kg)C D E F G H×L M
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端子ネジ0
接地ネジ�

�－φ�

取付脚部分

A20TIE310A

抵抗器

�注� �� インバータの出力端子��& &��から
の配線をフィルタの入力端子
��& &��に，モータの端子からの配
線をフィルタの出力端子�'&-&@�につ
ないでください。誤って逆に配線さ
れると，抵抗器が加熱し，破損する
恐れがあります。配線には充分注意
してください。

�� インバータの出力端子から，フィル
タの入力端子までの配線長は，�,
以内としてください。

�� フィルタからモータ端子までの配線
長は，���,以内としてください。


� 配線の端子は，スリーブ付圧着端子
をご使用ください。

インバータ
���

������

�

�

�

'

@

-

�

�

 

�

�

 

�,以内 ���,以内

モータ

��

A20TIE311A

※形名の内，���は
�� 用の場合に�が付くことを示します。
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高力率コンバータ
�����

●入力力率をほぼ�（負荷率���Fの場合）に改善できるため，電源設備容量を約���に低減することが可能です。
●電源回生機能を標準装備しているので，大きな制動能力が得られます。（���F連続回生可能）
●�台の高力率コンバータに，複数台のインバータを接続することができます。
●高力率コンバータ本体と標準付属の外置きボックス，リアクトル�，リアクトル�を組み合わせて使用します。

■仕様

■外形寸法

�注� ・適用範囲以下の容量のインバータを接続の場合，共通コンバータおよび回生コンバータとしては使用可能ですが，電源
高調波抑制効果は低減します。

・高力率コンバータの半分以上の容量のインバータが�台以上接続されるようにしてください。
接続されるインバータ容量の合計が高力率コンバータの半分以下の場合，共通コンバータおよび回生コンバータとして
は使用可能ですが，電源高調波抑制効果は低減します。

概略
質量

7.5K
��!H�～!��H� !��H�～��H� ��H�～��H� ��H�～��H� ��!H�～!��H� !��H�～��H� ��H�～��H� ��H�～��H�

15K 30K 55K H7.5 H15K H30K H55K
適用インバータ容量（注�）

��	FR–HC–��

定格入力電圧・周波数

定格入力電流（�）
ユニット（HI）
付属部品(リアクトル�&�,
外置きボックス)合計(HI)

200V#[\ 400V#[\

�相　��� ～��� 　���)
�相　��� ～��� 　.��)

�相　��� ～
.� 　���.��)

��

�

����

.�

��

����

���

�%

..�.

���

!�

%.��

�!

%

���!

��

�.

���%

�!

��

����

���

!�

%���

aK w^

�GyR����

FR–HC

"B#IP1

FR–HCL01

"B#IP2

FR–HCL02

.V��=#\

FR–HCB
W H D W H D W H D W H D

��� 


�� 

!���

���
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���
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�%� ��� �.�
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�%� ��� �.�

�!� 
�� ���

高力率コンバータ リアクトル�&� 外置きボックス

�

�

�

�

�

� �

�

�

（単位：,,）
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34–1 ����

�200V���

形式 ��������� ��	
 ����
 
��
 ���
 ���
 ���
 ���
 


 
�
 
���
 ��
 ��
 ��
 	�
 ��


適用モータ容量����※
 ��	 ���� 
�� ��� ��� ��� ��� 

 
� 
��� �� �� �� 	� ��

定格容量����� ※� 
�
 
�� ��
 	�� ��� ��� 
��� 
��� ���� �� �	 		 �� �� ��

出
定格電流��� � � � 

 
� �	 �� 	� �
 �� �� 

� 
	� 
�� �
�

出
　過負荷電流定格※� 
��％ ��秒，���％ ���秒（反限時特性）
　
力電圧※	 �相 ���～���� ����，���～���� ����力

回生制動トルク
最大値�時間 
�����秒 
�����秒 
�����秒 ��� ※�

回生制動トルク
許容使用率 ���� ���� ���� 連続※�

定格入力交流電圧・周波数 �相 ���～���� ����，���～���� ����

電交流電圧許容変動 
��～�	��，���� 
��～���� ����　
　
源
周波数許容変動 ±�％

源
電源容量�
��� ※� 
�� ��� 	�� ��� � 
� 
� �� �� �	 	
 �� �� �� 
��

保護構造���� 
���� 閉鎖形（����） 開放形（����）

冷却方式 自冷 強制風冷

概略質量�
 �（�!付）※※ ��
 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� 
	�� 
� 
� �� �� �� ��

�400V���

形式 �����	��� ��	
 ����
 
��
 ���
 ���
 ���
 ���
 


 
�
 
���
 ��
 ��
 ��
 	�
 ��


適用モータ容量����※
 ��	 ���� 
�� ��� ��� ��� ��� 

 
� 
��� �� �� �� 	� ��

定格容量����� ※� 
�
 
�� � 	�� ��� ��
 
� 
��� ���� �� ���� 	��	 �	 �� �	

出
定格電流��� 
�� ��� 	 � � 
� 
� �� �
 �� 	� �� �
 �� 

�

出
　過負荷電流定格※� 
��％ ��秒，���％ ���秒（反限時特性）
　
力電圧※	 �相 ���～	��� ���������力

回生制動トルク
最大値�時間 
�����秒 ��� ※�

回生制動トルク
許容使用率 ���� 連続※�

定格入力交流電圧・周波数 �相 ���～	��� ※
� ���������

電交流電圧許容変動 ���～���� �������　
　
源
周波数許容変動 ±�％

源
電源容量�
��� ※� 
�� ��� 	�� ��� � 
� 
� �� �� �	 	
 �� �� �� 
��

保護構造���� 
���� 閉鎖形（����） 開放形（����）

冷却方式 強制風冷

概略質量�
 �（�!付）※※ 	�� 	�� 	�� 	�� 	�� ��� ��� 
� 
� �� �� �� �	 �	 ��

※※：����以下は�!付の場合の概略質量を表わします。
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�	
��

制御方式 高キャリア周波数正弦波���制御（���制御または磁束ベクトル制御を選択可能）
出力周波数範囲 ���～	����

制 周波数設定 アナログ入力 ���
��������（端子�番入力：
�"#$��～
��%

"#$��～��%端子
番入力：
�"#$�－
�～＋
��%

"#$�－�～＋���制
分解能 ディジタル入力 ���
��

御 周波数精度 最大出力周波数の±���％以内（��ﾟ&±
�ﾟ&）�アナログ入力時，設定出力周波数の���
％以内�ディジタル入力時
電圧�周波数特性 基底周波数�～	����任意設定可能 定トルク・低減トルクパターン選択可能

仕 始動トルク 
��％�
��（磁束ベクトル制御時）

様
トルクブースト 手動および自動トルクブースト

様 加速・減速時間設定 �～����秒（加速・減速個別設定可），直線または'字加減速モード選択可能
直流制動 動作周波数��～
�����%動作時間（�～
�秒），動作電圧（�～��％）可変
ストール防止動作レベル 動作電流設定可能（�～���％可変），有無の選択可能
周波数設定 アナログ入力 �&�～��，�～
��，�～±��，�～±
��，	～��(�
信号 ディジタル入力 パラメータユニット使用にて，)&��桁または
�"#$バイナリー（オプション������または������使用時）

始動信号 正転・逆転個別，始動信号自己保持入力（�ワイヤ入力）選択可能

入
多段速選択 最大
�速まで選択可能（各速度�～	����の範囲で設定可能，運転中にパラメータユニットで運転速度の変更可能）

入
力

第�加速・減速時間選択 �～����秒（加速・減速個別設定可能）
力
信

ジョギング運転選択 ジョギング��*+�運転モード選択端子有り ※�

運
信
号

電流入力選択 周波数設定信号�&	～��(�（端子	番）の入力を選択
号

出力停止 インバータ出力（周波数・電圧）の瞬時遮断
転 異常リセット 保護機能動作時の保持状態解除

仕 運転機能
上下限周波数設定，周波数ジャンプ運転，外部サーマル入力選択，極性可逆運転，瞬停再始動運転，商用切換運転，
正転，逆転防止，すべり補正，運転モード選択，オートチューニング機能

様 出
力

運転状態
インバータ運転中，周波数到達，瞬時停電（不足電圧），周波数検出，第�周波数検出，プログラムモード運転中ま
たは第�周波数検出，�!運転中またはゼロ電流検出，過負荷警報，回生ブレーキプリアラーム，電子サーマルプリア
ラームより	種類選択可能。オープンコレクタ出力

信
号

異常
�インバータトリップ�

接点出力…
&接点��&���� ����，�&��� �����

オープンコレクタ…アラームコード�	"#$�出力

表示計用
出力周波数，モータ電流（定常またはピーク値），出力電圧，周波数設定値，運転速度，モータトルク，コンバータ
出力電圧（定常またはピーク値），回生ブレーキ使用率，電子サーマル負荷率，入力電力，出力電力，ロードメー
タ，モータ励磁電流より
種類選択可能。パルス列出力（
		����フルスケール）またはアナログ出力��&～
���。

表

パラメータ
ユニットま
たは本体

運転状態
出力周波数，モータ電流（定常またはピーク値），出力電圧，周波数設定値，運転速度，モータトルク，過負荷，コ
ンバータ出力電圧（定常またはピーク値），電子サーマル負荷率，入力電力，出力電力，ロードメータ，モータ励磁
電流，積算稼働時間，回生ブレーキ使用率より選択可能

表
,��で表示 異常内容 保護機能の動作時に異常内容を表示，異常内容�回分を記憶

示
パラメータ 運転状態 入力端子の信号の状態，出力端子の信号の状態

示
ユニットの 異常内容 保護機能動作直前の出力電圧・電流・周波数・入力端子状態
みでできる
追加表示

対話式
ガイダンス

ヘルプ機能による操作ガイド・トラブルシューティング，グラフィック表示

保護・警報機能
過電流遮断（加速，減速，定速中），回生過電圧遮断，不足電圧，瞬時停電，過負荷遮断（電子サーマル），ブレー
キトランジスタ異常※�，地絡過電流※

，出力短絡，主回路素子過熱，ストール防止，過負荷警報，ブレーキ抵抗器
過熱保護

周囲温度 －
�ﾟ&～＋��ﾟ&（凍結のないこと）全閉鎖構造仕様アタッチメント�����&��使用のときは－
�ﾟ&～＋	�ﾟ&
環 周囲湿度 ��％��以下（結露のないこと）

保存温度 ※� －��ﾟ&～＋��ﾟ&
境 雰囲気 屋内，腐食性ガス・引火性ガス・オイルミスト・じんあいのないこと

標高・振動 海抜
���(以下・���(�-�｛���+｝以下（��' & ��

準拠）

（注）※
� 適用モータは	極の三菱標準モータを使用する場合の最大適用容量を示します。
※�� 定格容量は，出力電圧が����クラスは����，	���クラスは		��の場合を示します。
※�� 過負荷電流定格の％値はインバータの定格出力電流に対する比率を示します。繰返し使用する場合は，イン

バータおよびモータが
��％負荷時の温度以下に復帰するまで待つ必要があります。
※	� 最大出力電圧は，電源電圧以上になりません。電源電圧以下で最大出力電圧を任意に設定できます。
※�� ����から減速停止したときの平均トルクを示します。モータの損失によって変わります。
※�� 電源容量は，電源側インピーダンス（入力リアクトルや電線を含む）の値によって変わります。
※�� パラメータユニットでジョギング運転することも可能です。
※�� ブレーキ回路を内蔵しない���������


～��
，�����	���


～��
には装備しておりません。
※�� 輸送時などの短期間に適用できる温度です。
※
��	���クラスインバータで電源電圧変動が�	��以下または	�	�以上になる場合には内蔵トランスのタップ切

換が必要になります。詳細は���を参照してください。
※

�地絡のモードによっては保護できない場合があります。
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34–2 ��
��

.��

入力端子

電
源

/�)

�

'

0

コンバータ �


�

�

�.�

&

/

※0�

��

�

※

インバータ

出力端子

!

�

�

モータ

��

接地
�


'


制御
電源

&���+�

電圧検出
電流検出

過
電
流
・
過
熱

（注�）

�

短絡片（注�）力率改善用
�&リアクトル
���)�,
�オプション，
�
��参照�

短絡片（注	）
高頻度用
ブレーキ抵抗器
����)�
�オプション，
�
��参照�

�

�

)

&

異常出力

��

�� 周波数計
＋ －

'�

��

�

（＋）

（－）

アナログ
信号出力

�!/

'!

*,

���

�!

'�

オープンコレクタ出力
　　　　　　　（注�）

表示器
（,��）

接地

ゲ
　
ー
　
ト
　
ア
　
レ
　
イ

&�!

&�!

&*/

パラメータ
ユニット
����!���


正転

逆転

自己保持
選択

多段速
選択

�*+
サーマル
入力

第�加減速

出力停止

電流入力
選択(注�)

コモン

リセット

暖停再始動選択（注�）

外部トランジスタコモン

周波数設定器

��� 

Ω（注�）

コモン

�&	～��(�

�&�～±��
�&�～±
��

'0�

'0�

'0*�

��

��

�,

�*+�*�

�0

��'

�!

'�

��'

&'

�&


��


�

�

�

	




.
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�1

�

�


（注
）

��
（注
）

（注）
� 端子��，�1は，�����������	
～���
，����	�����	
～���
に装備しています。
　　　�� 端子�
は，������������
～��
，�����	������
～��
に装備しています。
　　　�� 

�以上は内蔵ブレーキ抵抗器およびブレーキトランジスタは装備していません。
　　　	� ����)�，���)!形ブレーキユニットまたは����&形電源回生コンバータを使用する場合はこの短絡片を外してください。
　　　�� ���)�,を使用する場合はこの短絡片を外してください。
　　　�� 運転中��!/�以外の出力端子は異常内容をアラームコードで出力したり，
�種類の機能を個別に割付けることができます。
　　　�� 周波数設定変更の頻度が高いときには��

Ωを推奨します。
　　　�� パラメータにて第�機能が選択されている場合は，第�機能選択となります。（���参照）
　　　�� パラメータにて�連～
�連が設定されている場合は，多段速設定（�～
�速）となります。（�


参照）
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34–3 �����

�� ���� ���� �������

�%'%0 交流電源入力
商用電源に接続します。高力率コンバータ(����&)を使用するときには，何も接続しないでくださ
い。

!%�%� インバータ出力 �相かご形モータを接続します。

主
　
回

�
%'
 制御回路用電源
交流電源端子�，'と接続されています。異常表示や異常出力を保持するとき，および高力率コンバー
タ(����&)を使用するときには端子�
%'
間の短絡片を取はずし，外部よりこの端子に電源を入力して
ください。

回
�%�� ブレーキ抵抗器接続 端子����1間の短絡片を外し，端子����間にオプションのブレーキ抵抗器�����)��を接続します。　

路
�%/ ブレーキユニット接続

オプションの���)!形ブレーキユニット，電源回生コンバータ�����&�および高力率コンバータ(���
�&)を接続します。

�%�
 力率改善�&リアクトル接続 端子���
間の短絡片を外し，オプションの力率改善用リアクトル����)�,�を接続します。
��%�1※ 内蔵ブレーキ回路接続 端子�1���間が短絡片で接続されていると（工場出荷時），内蔵のブレーキ回路が有効となります。

接地 インバータシャーシの接地用。大地接地してください。

'0� 正転始動
端子'0��'�間*/で正転，*��で停止指令となります。
プログラム運転モードの時はプログラム運転開始信号になります。
（*/で開始，*��で中止）

端子'0�% '0��'�間が同時に
*/すると停止命令になりま
す

'0� 逆転始動 端子'0��'�間*/で逆転，*��で停止指令となります。
す。

'0*� 始動自己保持選択 端子'0*��'�間*/で始動信号の自己保持が選択されます。

��%��%

�,%&'
多段速度選択

端子��，��，�,，&'�'�間*/の組合せにより，最大
�速の選択ができます。
プログラム運転モードの時端子��，��，�,はグループ
%�%�の選択信号になります。
「運転モード外部信号切換」を選択した時は，端子��は，運転モード外部切換信号となります。

�*+�*�
�*+モード選択または外部
サーマル入力

端子�*+�'�間*/でジョグ運転が選択（工場出荷時設定）され，始動信号（'0�または'0�）でジョグ
運転できます。また，外部に設けたサーマルリレーの動作でインバータを停止させるときのサーマル接
点入力端子に切換えることができます。

接
点
（
始
動
・

�0 第�加減速時間選択

端子�0�'�間*/で第�加減速時間が選択されます。機能「第�トルクブースト」「第����（基底周波
数）」が設定してあると端子�0�'�間*/でこれらの機能も選択されます。端子�0�'�間*/で磁束ベク
トル制御，���制御の�つの制御モードを切換えることができます。高力率コンバータ�����&�接続
��2���3「	」%「�」�時には，4インバータ運転許可信号入力端子5または，4瞬時停電検出信号入力端子5
となります。

制
御

機
能
選
択
な
ど

��' 出力停止

端子��'�'�間*/（��(-以上）でインバータの出力が停止します。モータを電磁ブレーキで停止する
ときインバータの出力を遮断するために使用します。また，直流制動開始信号や�!運転外部インター
ロック信号として使用することができます。高力率コンバータ�����&�接続��2���3「�」�時には4イン
バータ運転許可信号入力端子5となります。制

御
回
路

ど
） ��' リセット

保護回路動作の保持状態を解除するときに使用します。端子��'�'�間を��
秒以上*/した後，*��し
てください。路

（
入
力
信
号
）

�! 電流入力選択

端子�!�'�間を*/したときのみ周波数設定信号�&	～��(�で運転できます。「第�加減速時間」「第
�トルクブースト」「第�����基底周波数�」「第�ストール防止」が選定してあると端子�!�'�間*/で
これらの機能が選択できます。高力率コンバータ接続��2���3「�」%「	」%「�」�時には4インバータ運
転許可信号入力端子5または，4瞬時停電検出信号入力端子5となります。

&' 瞬停再始動選択
端子&'�'�間を*/しておくと，復電で自動的に再始動ができます。ただし，この運転を行うためには
再始動の設定が必容です。工場出荷時は再始動ができない設定となっています。
パラメータにて�速～
�速が設定されている場合は，多段速設定（�～
�速）となります。

'� 接点入力コモン 接点入力端子および端子��の共通端子。制御回路の共通端子とは絶縁されています。

�& 外部トランジスタコモン
シーケンサ��&�などのトランジスタ出力（オープンコレクタ出力）を接続するときには，トランジスタ出力
用の外部電源コモンをこの端子に接続すると回り込み電流による誤動作を防止することができます｡
接続される端子�&の電源電圧は，�&�	�としてください。


��
周波数設定用電源

�&
��許容負荷電流
�(� 工場出荷時の状態で周波数設定器を接続するときには、端子
�に接続してくだ

�

周波数設定用電源
�&��6許容負荷電流
�(� さい。端子
��に接続するときには端子�の入力仕様を変更してください。

ア
ナ
ロ

� 周波数設定（電圧）
�&�～��（または�～
��）を入力すると���
���で最大出力周波数となり，入出力は比例します。入力
�&�～��（工場出荷時設定）と�&�～
��の切換えは，パラメータユニットで行います。入力抵抗

�
Ω許容最大電圧�&���ロ

グ
周
波

	 周波数設定（電流）
�&	～��(�を入力すると��(�で最大出力周波数となり，入出力は比例します。端子�!�'�間*/のと
きのみこの入力信号が有効になります。入力抵抗���Ω許容最大電流��(�波

数
設
定 
 周波数設定補助

�&�～±��または�～±
��を入力すると端子�または	の周波数設定信号にこの信号が加算されます。
入力�&�～±��と�&�～±
��（工場出荷時設定）の切換えは，パラメータユニットで行います。入力
抵抗
�
Ω許容最大電圧�&±���

� 周波数設定コモン
周波数設定信号（端子�%
または	）およびアナログ出力端子��の共通端子。制御回路の共通回路の
��ラインそのものです。大地接地はしないでください。
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接
点 �%)%& 異常出力

インバータの保護機能が動作し，出力が停止したことを示す
7接点出力。
�&�������� �&��� ����。異常時：)�&間不導通（��&間導通），正常時：)�&間導通（��&間不導通）

オ
�!/ インバータ運転中

インバータ出力周波数が始動周波数（工場出荷時�����，変更可）以上で,レベル，停止中および直流
制動中は�レベルとなります（※※）。許容負荷�&�	� ��
�

制
御
回

オ
ー
プ
ン

'! 周波数到達※※※
出力周波数が設定周波数の±
�％（工場出荷時，変更可）以内に達したとき，,レベル，加減速中およ
び停止中は�レベルとなります（※※）。許容負荷�&�	� ��
�

回
路
（
出

ン
コ
レ
ク

*, 過負荷警報※※※
電流制限機能によりストール防止が動作すると,レベル，ストール防止が解除されると�レベルとなり
ます（※※）。許容負荷�&�	� ��
�

出
力

ク
タ ��� 瞬時停電※※※ 瞬時停電，不足電圧保護が動作すると,レベルとなります（※※）。許容負荷�&�	� ��
�力

信
号
）

（
注
） �! 周波数検出※※※

出力周波数が任意に設定した検出周波数以上になると,レベル，以下で�レベルとなります（※※）。
許容負荷�&�	� ��
�

'� オープンコレクタ出力コモン 端子�!/%'!%*,%���%�!の共通端子。制御回路の共通端子とは絶縁されています。
パル
ス　

�� 表示計用
出力周波数など
�種類のモニタ項目からひ
とつを選び出力します。出力信号は各モニ

工場出荷時の出力項目：周波数
許容負荷電流
(� ����時
		���（最大パルス列出力�	����）

アナ
ログ

�� アナログ信号出力
タ項目の大きさに比例します。端子��と
��は、同時に使用できます。

工場出荷時の出力項目：周波数
出力信号�&�～
��　許容負荷電流
(�（最大出力電圧�&
��）

※端子��，�1は，�����������	
～���
，�����	�����	
～���
に装備しています。
※※,レベルとは，オープンコレクタ出力用のトランジスタが*/（導通状態）となることを示します。�レベルとは*��（不導通状態）
となることを示します。

※※※出力端子割付機能によって内容がかわります。（�
��参照）
（注）電圧印加方向をまちがえるとインバータが損傷します。誤配線に注意してください。
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34–4 ������

 !"#���$200V���%

FR–A220E–0.4(P)&3.7K(P)

FR–A220E–55K

FR–A220E–5.5K(P),7.5K(P),FR–A220E–11K

FR–A220E–15K

FR–A220E–18.5K,22K

FR–A220E–30K

FR–A220E–37K,45K

'(!"#���

チャージランプ（黄）

制御回路用端子台

ねじサイズ�	

� ' 0 ! � �

�
 '
 / � �� �1

　　端子台

ねじサイズ
��

ねじサイズ
�	

チャージランプ（黄）

�
 '


� ' 0 ! � �

/ �
 � ��

� �1

　　端子台

ねじサイズ
�	

チャージランプ
　　　　（黄）

ねじサイズ��
接続片

�
 '


� ' 0 ! � � / �
 �

����

� ' 0 ! � � / �
 �

����

　　端子台

ねじサイズ
�	

�
 '

チャージランプ
　　　　（黄）

ねじサイズ��

接続片

����

　　端子台

ねじサイズ
�	

�
 '

チャージランプ
　　　　（黄）

ねじサイズ��
接続片

� ' 0 ! � � / �
 �

　　端子台

����

� ' 0 ! � � / �
 �

ねじサイズ�
�
接続片

ねじサイズ
�	

�
 '

チャージ
ランプ（黄）

����

　　端子台

ねじサイズ
�	

�
 '
 チャージ
ランプ（黄）

ねじサイズ�
�
接続片

� ' 0 ! � � / �
 �

各機種共通
構造……�段式モールド端子
ねじサイズ……��

�

)

&

'�

�!/

'!

���

*,

�!

��

'�

�,

��

��

�0

�!

'0*�

��'

��'

'�

'0�

'0�
�*+�
*�

&'

�&

��


��


�

�

�

	




A20TME287A

A20TME286A

A20TME288A

A20TME289A

A20TME290A

A20TME291A

A20TME292A

A20TME293A

制御回路用

制御回路用

制御回路用

制御回路用

制御回路用

制御回路用
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 !"#���$400V���%

FR–A240E–0.4(P)&3.7K(P)

FR–A240E–5.5K(P),7.5K(P)

FR–A240E–11K,15K

FR–A240E–18.5K,22K

FR–A240E–30K

FR–A240E–37K&55K

チャージランプ（黄）

制御回路用端子台

ねじサイズ�	

� ' 0 ! � �

�
 '
 / � �� �1

　　端子台

ねじサイズ
�	

ねじサイズ
�	

チャージランプ（黄）

�
 '


� ' 0 ! � �

/ �
 � ��

� �1

　　端子台

ねじサイズ
�	

チャージランプ
　　　　（黄）

ねじサイズ��
接続片

�
 '


� ' 0 ! � � / �
 �

����

� ' 0 ! � � / �
 �

����

　　端子台

ねじサイズ
�	

�
 '

チャージランプ
　　　　（黄）

ねじサイズ��

接続片

����

　　端子台

ねじサイズ
�	

�
 '

チャージランプ
　　　　（黄）

ねじサイズ��
接続片

� ' 0 ! � � / �
 �

　　端子台

����

� ' 0 ! � � / �
 �

ねじサイズ��
接続片

ねじサイズ
�	

�
 '

チャージ
ランプ（黄）

A20TME295A

A20TME296A

A20TME297A

A20TME298A

A20TME299A

A20TME300A

制御回路用

制御回路用

制御回路用

制御回路用

制御回路用
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34–5 )*+,�

-FR–A220E–�0.4K (P) , 0.75K (P)

〔単位((〕

※パラメータ
　ユニット

��φ�穴

./012

��
�



�

�
��

�
�
�

�
�
�

�

�

34567*8

�����������	
 ���

�������������
 ���

D



�


��

-FR–A220E–�1.5K (P) , 2.2K (P) , 3.7K (P) , 5.5K (P) , 7.5K (P) ,  11K

-FR–A240E–�0.4K (P) , 0.75K (P) , 1.5K (P) , 2.2K (P) , 3.7K (P) , 5.5K (P) , 7.5K (P)

※パラメータ
　ユニット

��φ�穴

�
�
�

�
�
�

�
��

�
��

�
�

��

�



�


./012

W W1 D D1W2 D2


�� 
	� 
	� 	

�� �


�� 
	� 
�� �

��

���
�� 
	� 
�� �

��

��� �
� 
�� ��
��

��� �
� 
�� ��
��

��� �
� 
�� ��
��

���������
��
8���

���

���

���

���

〔単位((〕

34567*8

9200V���

W W1 D D1W2 D2


�� 
	� 
�� �

�� ���


�� 
	� 
�� �

��

���
�� 
	� 
�� �

��


�� 
	� 
�� �

��


�� 
	� 
�� �

��

��� �
� 
�� ��
��

�����	�����	
8���

���

���

���

���

34567*8

9400V���

�����	���
��
8���

�����	������
8���

�����	������
8���

�����	������
8���

�����	������
8���

�����	�������
8���

��� �
� 
�� ��
�� ���

������������
8���

������������
8���

������������
8���

���������




������������
8���

A20TME302B

保護ブッシュ（注）

（注）���������


には保護ブッシュは付きません。
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〔単位((〕

-FR–A220E–�15K , 18.5K , 22K

-FR–A240E–�11K , 15K , 18.5K , 22K

〔単位((〕

※パラメータ
　ユニット
　取付位置

��φ
�穴

�

 �



�
�

��

�

�

�

�
�

�


./012

W W2 H H1 DW1

��� ��� 	�� ��� 
���	�

��� ��� 	�� 	�� 
��

������ ��� 	�� 	�� 
��

���������
�


���������
���


�����������


���

34567*�

9200V���

W W2 H H1 DW1

��� ��� 	�� ��� 
���	�

��� ��� 	�� 	�� 
��

������ ��� 	�� 	�� 
��

�����	���




���

34567*�

9400V���

�����	���
���


�����	�����


�����	���
�
 ��� ��� 	�� ��� 
���	�

-FR–A220E–�30K , 37K , 45K , 55K

※パラメータ
　ユニット
　取付位置

��φ&穴



�

&

��

�

�

���

�
�

�

 �

�



�


./012

W W2 H H1 H2

�	� ��� ��� ��� �
�

	�� ��� ��� ��� 	��

	�� 	
� ��� ��� �	�

�����������


�����������


�����������


34567*�

9200V���

D


��

���

���

H3


�


�


�

D1

��


��


��

W1

��	

	�	

	�	

C


�


�


�

	�� ��� ��� ��� 	�����������	�
 ���
� 
��	�	 
�

W W2 H H1 H2

�	� ��� ��� ��� �
�

	�� ��� ��� ��� 	��

	�� 	
� ��� ��� �	�

�����	�����


�����	�����


�����	�����


34567*�

9400V���

D


��

���

���

H3


�


�


�

D1

��


��


��

W1

��	

	�	

	�	

C


�


�


�

	�� ��� ��� ��� 	�������	���	�
 ���
� 
��	�	 
�

※


～��
の機種はパラメータユニットなしが標準仕様です。

-FR–A240E–�30K , 37K , 45K , 55K

�
�

A20TME304B
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34–6 :;<=
>+,�?@ABC4)DEF7
GH4>IJ#KLMNO

-FR–A220E–1.5K&11K

-FR–A240E–0.4K&7.5K

インバータ外形

�
��

�


	���ねじ

��

�
�
�

�
�
�

�
�
�

W1 W2 W3 W4 H1 H3

��� �		 ��� ��� ��� 	��

��� �		 ��� ��� ���

	���
� ��	 ��� ��� ���

���������
�


	��

34567*�

�����	���


%8
�


�����	���
���
%8��


���������
���
%8��
 �
� ��	 ��� ��� ��� 	��

H2

		�

		�

	��

	��

W1 W2


		 
��


		 
��

�
� 
��

���������
��
88888���


34567*�

�����	�����	
88888���


�����	������
88888���


������������
88888


 �
� 
��

-FR–A220E–15K&22K

-FR–A240E–15K&22K

インバータ外形
����ねじ

�


�	

��

��



�
��

�
�

�



�
�

	
�



�
�

	
�



�
��

�
�

（単位((） （単位((）

-FR–A220E–30K&55K

-FR–A240E–30K&55K

W1 W2 W3 H2H1 H6

��� ��� ��� 
��
� 9

	�� ��� 	�� 
����

���		� ��� 	
� 
��
�

�����������


���

34567*� H3

��

��

��

�����������


�����	�����
%8	�


�����������
%8	�
 		� ��� 	
� 
��
� �����

H4

�	�

9

9

9

H7

�
�

	��

�	�

	��

H8


�

����

�	��

����

N

�

	

	

	

C

��

�
�

�
�

�
�

H5

��

9

9

9

���	�� ��� 	�� 
���� �������	�����
 9 �	� �	�� 	 �
�9

��� ��� ��� 
��
� 9�������	�����
 �	� �
� 
� � ����

（単位((）
�


��

��インバータ外形

/�&ねじ

�
�

�



�
	

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�



A20TME306A

注
� 約�℃以下の低温時には液晶表示部の動作が遅
くなることがあります。
また，高温時には液晶表示部の寿命を短くする
ことがあります。

　�� 液晶画面には直射日光をあてないでください。
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34–7 :�H67PQ
>FR–PU02–1/FR–PU02E–1/FR–PU02ER–1+,�

��



�
�


� �





�

��

�

�� ����ねじ

有効深さ	��

注）取付ねじの長さは，パラメータユニットの取付けねじ有効深さ
　　をこえないように選定してください。

�FR–PU02–1��

R S �������

周 囲 温 度
使用時 －
�～＋��℃ 注


周 囲 温 度
保存時 －��～＋��℃

周 囲 湿 度 ��％��以下 結露なきこと
使用雰囲気 オイルミスト，腐食性ガスがなく，じんあいがないこと
接 続 対 象 ����シリーズインバータ本体または専用ケーブル����&),�
電 源 インバータより受電
接 続 方 式 インバータ本体装着または専用ケーブルによる本体装着
表 示 方 法 ,&�液晶表示方式（
�文字×	行）
操 作 方 法 �	の操作キー（ポリウレタンフィルムにより被覆）
外 形 寸 法 
��（高さ）×��（幅）×
�（奥行）

�:�H67PQ
>I:;<TUVW0XYLMN�:;<=
>+,

��φ	穴
パネルカット部分

（単位((）

��

	�

�	

�

��
�
��
�

	
�





�

（パラメータユニット正面から見た図です。）

●パラメータユニット用ケーブル（ストレート形）で
ケーブルをパネルに固定しない場合

●パラメータユニット用ケーブル（,形）でケーブルを
パネルに固定する場合

��φ	穴
パネルカット部分

（単位((）

��

	�

��

�

�
�
��





�

φ	穴



�



�


���



�

�

��φ���穴
φ�サラトリ

�



A20TME307A

A20TME308A

&�ケーブルを金属管配線した
場合の電線路の商用電源運転
時の漏洩電流例 ����� �����

�相誘導電動機の商用電源
運転時の漏洩電流例
　　　　　����� �����

電源サイズ �((�� モータ容量 ����

漏
れ
電
流
�(��

漏
れ
電
流
�(��


��


��

��

��

	�

��

�
� ��� � 
	 �� �� �� 
��

��� �� �� 
��

���


��

���

���

���

���

��


�� ��� ��� 
� �� �� ��
��� 
����� 	�

���

A20TIE312A A20TIE313A
選定例（左図の場合）（(�）

（注）
� /�は，インバータの
次側（電源側）に設置してください。
　　　�� インバータ�次側の地絡検出は，運転周波数
����以下の場

合に可能です。
　　　�� :結線中性点接地方式の場合にはインバータ�次側の地絡に

対して感度電流が純化しますので，負荷機器の保護接地を
特別第�種接地（
�Ω以下）としてください。

　　　	� ブレーカをインバータの�次側に接地した場合，実行値が定
格以下でも高調波により不要動作することがあります。
この場合，うず電流，ヒステリシス損が増加して温度上昇しますのでご注意ください。

　　　※ インバータ入力側に設置されたノイズフィルタの漏洩電流値についてはそれぞれのフィルタのメーカーに問い合わせ
てください。
（当社製インバータ専用フィルタに関しては�
�	を参照してください。）
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34–8 Z[\]^_

`a
b67Dc d#34567 e6fg6h�i6=(NF)jklm`�i6=(NV) `nop] `q(mm2)

`a
(kW) *8 ���� crstuF�><X�MN (MC) R,S,T U,V,W

��	 �����������	
 /���形%/���形 �� /���形%/���形 �� 'ｰ/
� � �

���� �������������
 /���形%/���形 
�� /���形%/���形 
�� 'ｰ/
� � �


�� ���������
��
 /���形%/���形 
�� /���形%/���形 
�� 'ｰ/
� � �

��� ������������
 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 
�� 'ｰ/

%/
� � �

��� ������������
 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 ��� 'ｰ/�� ��� ���

��� ������������
 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 	�� 'ｰ/�� ��� ���

����
��� ������������
 /�
��形%/�
��形 ��� /���形%/���形 ��� 'ｰ/�� 
	 �

����

クラス


 ���������


 /�
��形%/�
��形 ��� /�
��形%/�
��形 ��� 'ｰ
�� 
	 
	

クラス

� ���������
�
 /����形%/����形 
��� /�
��形%/�
��形 
��� 'ｰ
�� �� ��


��� ���������
���
 /����形%/����形 
��� /����形%/����形 
��� 'ｰ
�� �� ��

�� �����������
 /����形%/����形 
��� /����形%/����形 
��� 'ｰ
�� �� ��

�� �����������
 /����形%/����形 ���� /����形%/����形 
��� 'ｰ

�� �� ��

�� �����������
 /�	��形%/�	��形 ���� /����形%/����形 ���� 'ｰ

�� �� ��

	� ���������	�
 /�	��形%/�	��形 ���� /�	��形%/�	��形 ���� 'ｰ

�� 
�� ��

�� �����������
 /�	��形%/�	��形 	��� /�	��形%/�	��形 ���� 'ｰ
��� 
�� 
��

��	 �����	�����	
 /���形%/���形 �� /���形%/���形 �� 'ｰ/
� � �

���� �����	�������
 /���形%/���形 �� /���形%/���形 �� 'ｰ/
� � �


�� �����	���
��
 /���形%/���形 
�� /���形%/���形 
�� 'ｰ/
� � �

��� �����	������
 /���形%/���形 
�� /���形%/���形 
�� 'ｰ/�� � �

��� �����	������
 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 
�� 'ｰ/�� � �

��� �����	������
 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 ��� 'ｰ/�� ��� �

	���
��� �����	������
 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 ��� 'ｰ/�� ��� ���

	���

クラス 

 �����	���


 /���形%/���形 ��� /���形%/���形 	�� 'ｰ/�� ��� ���クラス

� �����	���
�
 /�
��形%/�
��形 ��� /���形%/���形 ��� 'ｰ/�� 
	 �


��� �����	���
���
 /�
��形%/�
��形 ��� /�
��形%/�
��形 ��� 'ｰ/�� 
	 �

�� �����	�����
 /�
��形%/�
��形 
��� /�
��形%/�
��形 ��� 'ｰ
�� �� 
	

�� �����	�����
 /����形%/����形 
��� /�
��形%/�
��形 
��� 'ｰ
�� �� ��

�� �����	�����
 /����形%/����形 
��� /����形%/����形 
��� 'ｰ
�� �� ��

	� �����	���	�
 /����形%/����形 
��� /����形%/����形 
��� 'ｰ
�� �� ��

�� �����	�����
 /����形%/����形 ���� /����形%/����形 
��� 'ｰ

�� �� ��

34–9 m`�i6=�vwxy`z�{v

漏電ブレーカをインバータ回路に適用する場合，定格感度電流は次により選定します。
・/;< '=>;2 /�シリーズ�'�%&�形�の場合
　定格感度電流 �△?≧
�×（@ 
＋@ ?�＋@ (）
・従来形/�シリーズ�&�%&'%''形�の場合
　定格感度電流 �△?≧
�×｛@ 
＋@ ?＋�×�@ �＋@ (�｝
　　@ 
%@ � ：電線路の商用電源運転時の漏洩電流
　　@ ?※ ：インバータ入力側ノイズフィルタの漏洩電流
　　@ ( ：電動器の商用電源運転時の漏洩電流

A例B

�φ
���� ����<

/�

���((�×�(

ノイズ
フィルタ

イン
バータ

@ 
 @ ?

���((�×��(

@ �

��

@ (

New Super NV�MN |}*NV�MN

漏洩電流 @ 
 ���
�(


���(
� ��
�

漏洩電流 @ ? �（ノイズフィルタなしの場合）

漏洩電流 @ � ���
��(

���(

� ���


モータ漏洩電流 @ ( ��
�

合計漏洩電流 ���� ���	

定格感度電流
（≧@ ×
�）

�� 
��
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●設定が必要
○使い方に応じて設定

35. �������
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負荷仕様や運転条件に合わせて各機能を設定します。使用目的と適用機能の一覧を下記に示
します。パラメータ番号は����������	

＜�������
�＞シリーズインバータの場合を
表わしています。ほかのシリーズの場合はパラメータ番号が異なりますので，カタログまた
は取扱説明書を参照してください。

� � � � � � � � � � � � � 
 � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�

加
減
速
時
間
・
パ
タ
ー
ン
の
調
整

モ
ー
タ
の
過
熱
保
護

負
荷
特
性
に
最
適
な
出
力
特
性
の
選
択

出
力
周
波
数
の
制
限
（
リ
ミ
ッ
ト
）

を
こ
え
て
の
運
転

�


��

周
波
数
設
定
信
号
と
出
力
の
調
整

周
波
数
計
の
目
盛
校
正

デ
ィ
ジ
タ
ル
周
波
数
計
の
調
整

モ
ー
タ
の
出
力
ト
ル
ク
調
整

多
段
速
運
転

Ｊ
Ｏ
Ｇ
運
転

周
波
数
ジ
ャ
ン
プ
運
転

ア
ナ
ロ
グ
信
号
の
極
性
に
よ
る
可
逆
運
転

瞬
停
再
始
動
運
転

ブ
レ
ー
キ
動
作
の
調
整

電
磁
ブ
レ
ー
キ
の
動
作
タ
イ
ミ
ン
グ

外
部
サ
ー
マ
ル
動
作
で
イ
ン
バ
ー
タ
停
止

回
転
速
度
な
ど
の
表
示

機
能
の
書
換
え
防
止

逆
転
の
防
止

最
短
時
間
で
の
加
減
速

連
続
定
格
範
囲
内
で
の
最
適
な
加
減
速

省
エ
ネ
運
転

昇
降
機
の
運
転

ア
ラ
ー
ム
停
止
時
の
自
動
再
始
動
運
転

サ
ブ
モ
ー
タ
の
運
転

��
�	
��


����
�����


 トルクブースト（手動） ● ○ ○ ●

基
� 上限周波数 ● ○ ○

基
	 下限周波数 ● ○

本
 基底周波数 ● ●

本
!  速設定（高速） ●

機 "  速設定（中速） ●機
�  速設定（低速） ●

能 # 加速時間 ● ○ ○ ●能
$ 減速時間 ● ○ ○ ●
% 電子サーマル ●
�
 直流制動動作周波数 ●
�� 直流制動動作時間 ●
�	 直流制動電圧 ●
� 始動周波数 ○ ○
�! 適用負荷選択 ○ ○
�" ���周波数 ○ ●
�� ���加減速時間 ○ ●
�# 外部サーマル入力 ●
�$ 高速上限周波数 ●
�% 基底周波数電圧 ○ ○

標
	
 加減速基準周波数 ● ○ ○

標
	� 加減速時間単位 ● ○ ○

準
		 ストール防止動作レベル ○ ○

準

運
	 

倍速時ストール防止動作レベル
補正係数

○ ○
運

	! 多段速設定（!速） ●

転 	" 多段速設定（"速） ●転
	� 多段速設定（�速） ●

機 	# 多段速設定（#速） ●機
	$ 多段速入力補正 ○ ●

能 	% 加減速パターン ○能
 
 回生ブレーキ使用率変更選択 ○
 � 周波数ジャンプ�� ●
 	 周波数ジャンプ�� ●
  周波数ジャンプ	� ●
 ! 周波数ジャンプ	� ●
 " 周波数ジャンプ � ●
 � 周波数ジャンプ � ●
 # 回転速度表示 ●
 $ 自動トルクブースト ○

 %
自動トルクブースト動作開始電
流

○

端多 !
 出力端子割付 ●端
子

多
機
能

!� 周波数到達動作幅子
機
能

能
出
力

!	 出力周波数検出 ●
能

出
力

! 逆転時出力周波数検出 ○
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� � � � � � � � � � � � � 
 � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�

加
減
速
時
間
・
パ
タ
ー
ン
の
調
整

モ
ー
タ
の
過
熱
保
護

負
荷
特
性
に
最
適
な
出
力
特
性
の
選
択

出
力
周
波
数
の
制
限
（
リ
ミ
ッ
ト
）

を
こ
え
て
の
運
転

�


��

周
波
数
設
定
信
号
と
出
力
の
調
整

周
波
数
計
の
目
盛
校
正

デ
ィ
ジ
タ
ル
周
波
数
計
の
調
整

モ
ー
タ
の
出
力
ト
ル
ク
調
整

多
段
速
運
転

Ｊ
Ｏ
Ｇ
運
転

周
波
数
ジ
ャ
ン
プ
運
転

ア
ナ
ロ
グ
信
号
の
極
性
に
よ
る
可
逆
運
転

瞬
停
再
始
動
運
転

ブ
レ
ー
キ
動
作
の
調
整

電
磁
ブ
レ
ー
キ
の
動
作
タ
イ
ミ
ン
グ

外
部
サ
ー
マ
ル
動
作
で
イ
ン
バ
ー
タ
停
止

回
転
速
度
な
ど
の
表
示

機
能
の
書
換
え
防
止

逆
転
の
防
止

最
短
時
間
で
の
加
減
速

連
続
定
格
範
囲
内
で
の
最
適
な
加
減
速

省
エ
ネ
運
転

昇
降
機
の
運
転

ア
ラ
ー
ム
停
止
時
の
自
動
再
始
動
運
転

サ
ブ
モ
ー
タ
の
運
転

��
�	
��


����
�����

!! 第	加減速時間 ○ ●

第
!" 第	減速時間 ○ ●

第
	

!� 第	トルクブースト ○ ●
	

機
!# 第	�&�（基底周波数） ○ ●

機
能 !$ 第	ストール防止動作電流 ○能

!% 第	ストール防止動作周波数 ○
"
 第	出力周波数検出 ○
"� 本体���表示データ選択 ●

表 "	 ��メイン表示データ選択 ●
示 " ��レベル表示データ選択 ●
機 "! ��端子機能選択 ● ●
能 "" 周波数モニタ基準 ● ●

"� 電流モニタ基準 ● ●
再始動 "# 再始動フリーラン時間 ●
機　能 "$ 再始動立上り時間 ●
付加機能 "% 遠隔設定機能選択

�
 インテリジェントモード選択 ● ● ○
�� 基準電流 ○
�	 加速時電流基準値 ○ ○
� 減速時電流基準値 ○ ○
�! 昇降機モード始動周波数 ○
�" リトライ選択 ●

動 ��
ストール防止動作低減開始周波
数

○ ○

作 �# アラーム発生時リトライ回数 ●作
�$ リトライ実行待ち時間 ●

選 �% リトライ実行回数表示消去 ●
#
 特殊回生ブレーキ使用率 ○

択 #� 適用モータ ○

機
#	 ���周波数選択

機 # 
～"�，
～�
�選択 ● ○ ●

能
#! 入力フィルタ時定数 ○

能
#" リセット選択&��抜け検出
#� アラームコード出力選択
## パラメータ書込禁止選択 ●
#$ 逆転防止選択 ●
#% 運転モード選択
$
 モータ容量 ○ ● ●
$� モータ極数 ○ ● ●
�!" パラメータユニット言語切換

補 �"" ��端子反映タイミング選択
助 �"� ストール防止動作選択
機 �"# ��信号出力タイマ
能 �"$ ��端子機能選択

�"% 低速域キャリア低減選択
%

 ��端子校正 ○ ● ●

校 %
� ��端子校正 ○ ○
正 %
	 周波数設定電圧バイアス ○ ●
機 %
 周波数設定電圧ゲイン ○ ● ●
能 %
! 周波数設定電流バイアス ○ ●

%
" 周波数設定電流ゲイン ○ ● ●
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ヘルプキー

�回押す

���モニタ

�����ウンテン

���パラメータ

���パラメータクリア

	��アラームリレキ


��アラームリレキクリア

���インバータリセット

���トラブルシュート

読出

����モニタ


����モニタ


����モニタ


���アラームリレキ


	���シレイ



�����


���トルク


������


���ブレーキ％��

����サーマル

�����ピーク

�������ピーク

������ ��

������ ���

�	��シンゴウ��� 

�
��シンゴウ���� 

周波数〔!"〕

電流〔#〕

電圧〔�〕

エラー内容（��$�項参照）※�項目以上発生の場合は，�番のものからクリアされます｡

周波数設定値（設定されている周波数を設定する。 〔!"〕

運転速度（モータの回転数，移動スピードを示す。 〔��〕

モータトルク（磁束ベクトル制御されているモータの発生している力 〔％〕

コンバータ出力電圧（コンバータにおける直流の電圧 〔�〕

回生ブレーキ使用率〔％〕

電子サーマル負荷率〔％〕

出力電流ピーク値〔#〕

コンバータ出力電圧ピーク値（コンバータ出力電圧の最大値 〔�〕

入力電力（現在使用している入力側での電力量 〔��〕

出力電力（現在使用している出力側での電力量 〔��〕

入力信号（%�&，%�'等）の��，�&&状態）※■ ��□ �&&

出力信号（'��，&�等）の��，�&&状態）※■ ��□ �&&

�回押す

���─────────

�����ウンテン

���パラメータ

���─────────

	��─────────


��─────────

���─────────

���─────────

読出 �����：ダイレクト��

���(�)：ジョグ

テンキーによる直接設定での��運転モード

(�)運転モード

���セッテイ

���パラメータリスト

���ヘンコウリスト

���ショキチリスト

〈セッテイモード〉

パラメータ�*�キーイン

パラメータリスト⇒ヘルプ

読出

読出

読出

読出

読出

ヘルプ

ヘルプ



���トルクブースト



���ジョウゲン�



���───────

����───────

����───────

����───────

パラメータの各リスト

の変更できる

���� ──

���� ──

������ ──

������ ���


������ ──

������ ──

〈ショキチリスト〉

���� 


��

���� �����

���� 

����

������

������

������

���トルクブースト

　　　　　…％

�～��

グラフ表示

����

…％

ヘルプキー

読出

読出

現在の状態

～
～

～
～

～
～
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ヘルプキー

�回押す

���─────────

���─────────

���─────────

���パラメータクリア

	��アラームリレキ


��アラームリレキクリア

���インバータリセット

���トラブルシュート

読出

���パラメータクリア

���オールクリア

���クリアシナイ

���＋ヨビダシ

〈パラメータクリア〉

ジッコウ⇒カキコミ

トリケシ⇒クリア

〈パラメータクリア〉

カンリョウ

オールクリア〉

ジッコウ⇒カキコミ

トリケシ⇒クリア

前の画面にもどる

エラー内容（��	�参照）※�項以上発生の場合は，�番のものからクリアされる

〈アラームリレキクリア〉

ジッコウ⇒カキコミ

トリケシ⇒クリア

〈インバータリセット〉

ジッコウ⇒カキコミ

トリケシ⇒クリア

���モータカイテンセズ

���ソクドガアワナイ

���カゲンソクガナイ

���デンリュウオオキイ

〈モータカイテンセズ〉

��ウンテンモード

セイテン，ギャクテンキー

イズレモ *��

インバータシュツリョク

　　　　　　　　─ !"

　─Ａ─Ｖ

スイテイゲンイン⇒シフト

セット ─Ｓ

○→ ─ !"

セット ─Ｓ

インバータシュツリョク

　　　　　　　　─ !"

　─Ａ─Ｖ

読出 書込

読出

読出

読出

読出

シフト読出

シフト

シフト

シフト

〈モータカイテンセズ〉

+'%　アリ

〔推定原因〕

〈ソクド　ガ　アワナイ〉

セッテイ＞ジョウケン�


���� ���� 

!"

セット　	��%

�→
����!"

セット　	��%


����!"→�

フカ　ガ　オモイ

シュツリョク　ケッソウ

アリ
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��� インバータの���指令に対する考え方
インバータはそれ自体が単独で機能するものではなく，制御盤内に設置し，他の機器と組み合わせて機器・装置
の制御をすることを目的に設計されたコンポーネントです。従って���指令に関しては直接の対象品ではないと
考えています。このためインバータ自体には��マークの貼付は行いません。欧州のパワードライブメーカ団体
（�����）でも，こうした考え方がとられています。

��� 対応方法
インバータは，それ自体では���指令に関して直接の対象品ではないと考えられておりますが，それが組み込ま
れた最終の機械・装置は���指令の対象となり��マークを貼る必要があります。このためインバータを組み込ん
だ機械・装置が���指令に少しでも容易に適合できるように，欧州規格対応ノイズフィルタを用意し，据え付け
の説明である技術資料「��� 	
��
��
���
 �������
��」（資料番号��������������）を用意いたしました。

��� 据付け方法抜粋
据え付けの際は，主に下記の方法を実施いただくことを推奨いたします。
＊ インバータには欧州規格対応ノイズフィルタを組み合わせてください。
＊ インバータ・モータ間の配線はシールド線もしくは金属配管にし，そのシールドアースはインバータ側とモー
タ側にて極力最短になるようにアースしてください。盤の密閉度をあげてください。

＊ 必要に応じて動力線や制御線にはラインノイズフィルタやフェライトコアを挿入してください。欧州規格対応
ノイズフィルタの仕様も含め，詳細は技術資料「��� 	
��
��
���
 �������
��」（資料番号����

����������）に記載してありますので，お近くの弊社代理店，支社にお問い合わせください。

�����������

��� インバータの低電圧指令に対する考え方
インバータは低電圧指令の対象となります。

��� 対応方法
低電圧指令への適合を自己宣言し，インバータに��マークを貼付します。
欧州の検査機関により�	� �������に適合している旨の認定を取得しました。

��� 注意事項
＊ ����クラスインバータにおいて，定格入力電圧範囲が�相����～�� � �!"��!#となります。
＊ 機器アースを接続しないで，漏電遮断器のみで感電保護の代わりとしないようにしてください。機器は確実に
アースしてください。

＊ アース端子は単独配線してください。（�本以上の配線はしないでください。）
＊ ノーヒューズブレーカ，電磁接触器は，��もしくは	��に準拠したものをお使いください。
＊ インバータは	�����に規定された過電圧カテゴリ��・汚損度�以上の条件で使用してください。
① 過電圧カテゴリ��とするためには，インバータの入力に��もしくは	��規格に準拠した絶縁トランスもしく
はサージアブソーバを挿入してください。
　　例 ��電源ライン用サージプロテクタ

����クラス$%･�･��&���'(��
����クラス$%･�･������'(��
岡谷電機産業株式会社　
（ただし，お使いになる場所が	�����に規定されている過電圧カテゴリが��である場合は必要あり
ません。）

② 汚損度を�とするためには，水・油・カーボン・ふんじんなどの入り込まない構造の制御盤（	� �以上）に
インバータを設置してください。

＊ インバータの入出力の配線は�������付録�に規定された線形，線種をお使いください。
＊ 異常出力（端子記号�)�)�）の使用容量は，�����，�*��としてください。（異常出力リレーはインバータ内部
制御回路と基礎絶縁されています。）
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　��規格は，米国におけるモータ制御機器の，もっとも一般的な規格です。火災，感電他の事故から，人命，財
産を保護するために機器，機具，材料の安全性に関する規格が制定されています。インバータは，電力変換機器
の一部として，������（��	
� ���

����� ������
��）の対象となります。

��UL��
���

　米国の法律は，連邦法と州や市などの自治体法との多重構造となっており，連邦は，必要最低限の法規性のみ
を定め，自治体が細目を定めています。従って，��規格が連邦法にて強制されているわけではありません。但
し，いくつかの自治体が法律にて，��または他の試験機関の製品安全証明の必要性を定めており，法的規制が無
い自治体においても，連邦法の「安全な製品であること」という最低限の要求は満たさなければいけません。

����
�

　������������シリーズを��認定品として御使用になる際は，下記を参照してください。

��� 据え付け
盤内使用の製品として認定を取得しています。盤内に収納してください。

��� 電源，モータへの配線
インバータの入力（� ! "）出力（� # $）端子への配線には，下表を参照の上��認定の丸形圧着端子を使用し
てください。圧着端子は，端子メーカ推奨の圧着工具を使用して圧着してください。

'()*+ -./0
123�4

������ !" #$%�&
'()*+

kgf,cm
-./0

mm2 AWG
kgf,cm

R, S, T U, V, W R, S, T U, V, W R, S, T U, V, W

����������%&'～�%�' (& �� ��& ��& � � �& �&

���������)%*' (� �� �%��& �%��& )%� )%� �� ��

����������%�' (� �+ �%��� �%��� �%� �%� �� ��

���������*%�' (� �+ �&�� ��� �& � + �

�����������' (� �+ �&�� �&�� �& �& + +

�����������' (+ &� ���+ ���+ �� �� & &

�����������%�' (� �� )��� )��� )� )� � �

�����������' (� �� )��� )��� )� )� � �

���������)�' (� �� +��� +��� +� �� �,� �

���������)*' (�� ��� ����� ����� �� �� ),� ),�

���������&�' (�� ��� ������ ����� ��� �� &,� ),�

�����������' (�� ��� ������ ������ ��� ���
(�(

)��

(�(

���

�����&����%&'～)%*' (& �� ��& ��& � � �& �&

�����&����%�' (& �� �%��& ��& )%� � �� �&

�����&���*%�' (& �� �%��& �%��& )%� )%� �� ��

�����&�����' (+ &� �%��+ �%��+ �%� �%� �� ��

�����&�����',��%�' (+ &� �&�+ ��+ �& � + �

�����&�����' (+ &� ���+ �&�� �� �& & +

�����&���)�' (+ &� ���+ ���+ �� �� & &

�����&���)*' (� �� )��� ���� )� �� � &

�����&���&�' (� �� )��� )��� )� )� � �

�����&�����' (� �� +��� +��� �� �� � �

（注）電線は，*�°�の銅電線を使用してください。

��� 短絡定路
このインバータは，＊ �以下，��� #以下の交流回路容量にて，��の短絡試験を実施しており，これらの回路に
適合しています。

���� 56 7

�%*�-$以下 1,000

�%�-$�)*-$ 5,000

&�-$ ��-$ 10,000
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【無償保証期間】
貴社または貴社顧客殿に据え付け後�年未満，または当社工場出荷後��ヶ月（製造日より起算）以
内のうちいずれか短い方と一致します。

【保証範囲】
(1) ����
一時故障診断は，原則として貴社にて実施をお願い致します。
ただし，貴社要請により当社または当社サービス網がこの業務を有償にて代行することが出
来ます。
この場合，貴社との協議の結果，故障原因が当社側にある場合は無償と致します。

(2) ����
故障発生に対しての修理，代品交換，現地出張は，次の①②③④の場合は有償，その他は無
償と致します。
① 貴社および貴社顧客殿など貴社側における不適切な保管や取扱い，不注意過失および貴社
側のソフトウエアまたはハードウエア設計内容などの事由による故障の場合。

② 貴社側にて当社の了解なく当社製品に改造など手を加えたことに起因する故障の場合。
③ 当社製品の仕様範囲外で使用したことに起因する故障の場合。
④ その他貴社が当社責任外と認める故障の場合。

上記サービスは国内における対応とし，国外における故障診断などはご容赦願います。
ただし，海外でのアフターサービスをご希望の場合には当社への登録が必要です。詳細につ
きましては，事前に当社までご照会ください。

2. ������������� 
無償保証期間内外を問わず，当社製品の故障に起因する貴社あるいは貴社顧客など，貴社側での機
会損失ならびに当社製品以外への損傷，その他業務に対する補償は当社の保証外とさせていただき
ます。

3. !"#$%�����
生産を中止した機種（製品）につきましては，生産を中止した年月より起算して�年間の範囲で実施
致します。

4. &'()*+,
アプリケーション上の設定・調整を含まない標準品については，貴社への搬入をもってお引き渡し
とし，現地調整・試運転は当社の責務外と致します。

--./0�12����
・本製品は，人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いられることを
目的として設計，製造されたものではありません。
・本製品を，乗用移動体用，医療用，航空宇宙用，原子力用，電力用，海底中継用の機器あるいはシ
ステムなど，特殊用途への適用をご検討の際には，当社の営業窓口までご照会ください。
・本製品は厳重な品質管理の下に製造しておりますが，本製品の故障により重大な事故または損失の
発生が予測される設備への適用に際しては，安全装置を設置してください。
・�相誘導電動機以外の負荷には使用しないでください。
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※取扱説明書番号は，本説明書の裏表紙の左下に記載してあります。

���	 ※
��
��� �������������

����年 �月 ���名�	
����	� 初版印刷
����年 �月 ���名�	
����	� 一部変更
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�����の設定範囲（���ページ）

�����の設定範囲（���ページ）

���
�の設定範囲（���ページ）

あて止め制御について（���ページ）

���指令対応ノイズフィルタの使用について（��
ページ）

欧州指令に対するための注意事項
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